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―宗郷会館ヽ教育ヽ言語ヽ華人企業家からの考察―
(要約 )

甲南女子大学大学院文学研究科社会学専攻研修員

合田美穂

近年、華人の宗郷組織による世界大会が相次いで開催され、グローバルな広がりを見せ

る華人のネットワークが注目を集めるようになり、「華人」という語が普遍的に使用され

始めるようになった。その一方で、華人とは一体どういつたカテゴリーに属す存在である

のかという議論が高まりを見せ始めている。このように考える際に、辿 り着くのが彼らの

アイデンティティ問題であると多くの研究者が指摘し、華人のアイデンティティ問題を取

り扱う際には、その多様性、変動性を理解する必要性も同時に語られるようになつた。

筆者が調査対象に選択したシンガポール華人は、現在彼らが「華人」と呼称される或い

は自称するようになるまで、歴史の変遷の中で、自己に対する認識を意識的或いは無意識

的に変化させ、多元的なアイデンティティを形成 してきた。本研究は、19世紀から現在
に至るまでの、シンガポールにおける華人多元的アイデンティティの形成と変容を、筆者

の通算 3年間の現地留学を含めたフィール ドワークを通して、宗郷会館、教育、言語、華

人企業家の 4者関係から考察したものである。

本研究では、その中でも特に、植民地時期に、宗郷会館や華人企業家によって設立され

た華校 (華文学校)が、華人社会の中で「討派」 (華人の出身地や方言によるグループ)
や階級の壁を超えるメカニズムとしての役割を果たしていたこと、そしてポス ト植民地時

期には、政府の政策及び言語教育の変化が、華人社会のみならずシンガポール全体に大き

な影響を与えたことに着日し、華人の自己認識というミクロの方面と、集団としての華人

の意識やシンガポール社会全体の反応といったマクロの方面双方から、華人の多元的アイ

デンティティの形成と変容について明らかにしようとしている。

また、シンガポールの華文教育及び華人アイデンティティ問題の重要性は、多くの研究

者によって指摘されてきたが、本研究では、とりわけ先行研究にでは行われていなかった

部分である、19世紀から現在までの長期間における宗郷会館、教育、言語、華人企業家
といった4者関係が、華人社会全体の中でどのような役割を演じてきたのか、それら4者

と華人アイデンティティの相互関係はどのように形成されてきたのか、1990年以降、大

きく変化 した政府と宗郷会館の関係が華人社会にどのような影響を与えてきたのかという

問題に着手することによって、この研究が、21世紀に向けての華人アイデンテイテイ研
究の発展に役立つことをも希望している。

本研究は、以下の構成によって展開されている。

<I.1819… 1945年  移民社会という閉鎖された空間に生き抜く華人>
第 1章  植民地初期における「帯派」社会 (1819-1919年 )
第 2章  「譜派主義」から「中国ナショナリズムの高揚」へ (1920-1945年 )
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<H.1946-1985年 戦後の復興からポス ト植民地時期に向けて>
第 3章  落葉帰根から落地生根ヘー華人アイデンティティの分水嶺― (1945-1959年 )
第 4章  南洋大学の興亡からみた華人社会 (1950-1970年 代 )
第 5章  ポス ト植民地時期における華人社会 (1%5-1985年 )
<Ⅲ 。1986-1999年 (1) グローバル化とローカル化の共存>
第 6章  「スピーク・マングリン・キャンペーン」と華人社会
第 7章  華人青少年の文化意識
第 8章  華人伝統行事の行方―残るもの、消えるもの、生まれるもの
<Ⅳ。1986-1999年 (2) 「創造の共同体」から「ルーツ」を求めて>
第 9節  新国民統合政策下における「民族」のあり方
第 lo章  市民社会における宗郷会館と華人アイデンティティ
第 11章  伝統と脱伝統のはざまで
終章   多元文化の共生と「シンガポール文化」
第 I部は、主に歴史文献、宗郷会館及び華校に関する第一次資料をもとにして、植民地
初期から第二次世界大戦における、華人社会及び華人アイデンティティを考察 したもので

ある。

第 1章では、植民地初期のシンガポール華人社会の特徴である、「講派」社会の形成要
因及び当時の華人アイデンティティについての考察を行い、宗郷会館と華校教育を通して

「討派」を中心としたサブ・ェスニック・アイデンティティが強化されていたということ

を検証した。第 2章では、中国国民党政府の政策と抗日運動に照準を当てて、植民地中期
における中国ナショナル・アイデンティティの形成についての考察を行い、当時のシンガ
ポール華人社会の中に、遠隔地におりながらも「中国」という想像の共同体を共有し続け
る「遠隔地ナショナリズム」が創造されていたこと、またそれが華人アイデンティティに

大きな影響を与えたことを導き出した。

第 H部は、英植民地及びシンガポール両政府の政策に関する資料及び聞き取 りをふまえ
た上で、ポスト植民地時期前後における華人社会および華人アイデンティティを考察した
ものである。

第 3章では、1949年の新中国の成立により、シンガポール華人社会は中国ナショナル
・アイデンティティを強化する集団と、現地意識に目覚める集団とに2分化したことを指
摘するとともに、華人社会指導者の意識の変化が、中国国籍保持者のシンガポール公民化
をはかり、特に後者の集団から、シンガポール・ナショナル・アイデンティティが形成さ
れていったことを検証した。第 4章では、南洋大学の興亡から、1950年代から 1970年代
にかけての華人の強い現地意識とエスニック・ァィデンティティを見いだし、南洋大学閉
学時の政府の絶対的な権力のあり方から、政府と華人社会との関係を考察した。第 5章で
は、ポス ト植民地時期のコミユニティの変化から、民族の言語、伝統文化、エスニック・

アイデンティティの欠如という社会問題を導き出した。

第Ⅲ部は、華人青少年へのアンケー ト調査に基づいて、現在の青少年のアイデンティテ
イ及び文化意識、そして華人社会全体像を考察したものである。

第 6章では、 2言語政策及び「スピーク・マンダリン 。キャンペーン」の浸透により、
華人青少年は英語と華語に付け加え、方言も含めた多言語を臨機応変に使用しているとい
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う結論を得ただけではなく、華語の持つローカルな側面が、逆に国際都市
シンガポールの

グローバル化に貢献しているということを検証した。第 7章では、宗教とは別のも
のとし

て占術を信じる青少年の多さ、多くの青少年が自然に英文名を使用し
ているという事実、

青少年が輸入の英語及び華語双方の歌謡曲に親しんでいるという事実
を通して、華人青少

年がおしなべて東西文化を吸収していることを検証した。第 8章では、青少年の中で
は「伝

統」よりも「現実」にそくした行事を祝う傾向が強くなってきて
いることを指摘し、行事

への参加率ではなく、行事の意味や存在意義を、今後どれだけ華人社会
の中で継承してい

けるかということを、新たな課題として提起した。

第Ⅳ部は、近年における政府の新国民統合政策、宗郷会館の動向に
ついて参与観察、聞

き取り及びアンケート調査を通して考察し、これまで華人アイデンテイ
テイに多大な影響

を与えてきた、宗郷会館、教育、言語、華人企業家の 4者関係を再検討したも
のである。

第 9章では、各民族及びその文化を尊重し、多民族及び多文化共生を前提とした
1986

年以降の政府の新国民統合政策によつて、各エスニツク・グループが「対話」
し始めるよ

うになつたことを検証した。第 10章では、アンケート調査の結果から、華人青少年
の中

にサブ・エスニツク・アイデンテイテイよりも、華人としてのエス
ニツク・アイデンテイ

ティが強く存在していることを検証した他、近年の宗郷会館青年団の活性化が、青少
年の

サブ。エスニツク・アイデンテイテイを涵養するために大きな役割を果たして
いることを

考察した。第 11章では、現在、宗郷会館が脱伝統化 (宗郷会館の国民統合政策
への貢献、

多民族と共生する会館活動)を図りながらも、伝統 (サブ
。エスニツク・アイデンテイテ

ィの継承、カリスマ的華人企業家と董事の権力)を守り抜くという方法で発展を続けて
い

る事実を見出し、旧華校で「董事」というコアを通して、宗郷会館によるサ
ブ・エスニツ

ク文化の発揚が行われていることを指摘した。そして、これまで華人アイデ
ンテイテイの

形成と変容に大きな影響を与えてきた、 4者関係の存在の大きさが、1990年代
にも存続

していることを検証することとなつた。

以上のように、19世紀から現在に至るまでの長期的な期間における、シンガポール華

人の多元的アイデンテイテイを多方面から考察したが、本研究では、華人
アイデンテイテ

ィは多元的な要素が織りなす関係によつて影響を受け、現在もその姿を変え
ていることを

指摘することができた。それは、あるアイデンテイテイからあるアイデ
ンテイテイヘの移

行という形ではなく、多元的なアイデンテイテイのその度合いが変化したり、
その一部が

変容したりという形によつて、アイデンテイテイが形成されている
ことを示している。ま

た、筆者が、とりわけ本研究で取り上げた宗郷会館、教育、言語、華人企業家
の4者関係

は、シンガポール華人のアイデンテイテイだけではなく、シンガポ
ール社会全体に影響を

与える要素として存在していることを検証することができた。そして、そ
の4者のうちの

1者が機能しなくなると、華人社会のみならず、シンガポール社会が歪みをきたすと
いう

事実を指摘することとなつた。

本研究では、上述のように、華人アイデンテイテイを分析する際に指標とな
るものを提

起しただけではなく、あわせて、シンガポールのみならず世界の国民諸国家
に共通する問

題として、国民の国家に対する帰属意識や愛国心のみから、国家の発展を考える
ことの危

険性を指摘し、「ルーツ」と伝統を知ることの意義を提起することができたと考
えている。
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第 1節

第 2節

第 3節

第 4節

汐ンガポールにおける華人多元的アイデンティティの形成と変容
―宗郷会館ヽ教育ヽ言語、華人企業家からの考察―
甲南女子大学大学院文学研究科社会学専攻研修員

合田美穂

華人アイデンティティ及び華文教育に関する先行研究

研究目的

研究方法及び研究過程

本研究の注意点

(1)

(3)

(5)

(8)

<I.1819‐1945年  移民社会という閉鎖された空間に生き抜く華人>
第 1章 植民地初期における「討派」社会 (1819-1919年 )
第 1節 シンガポール華人社会の特徴                ・・…・

第 2節 植民地初期における宗郷会館の役割             ……・

a,宗郷会館の類型 :同郷、宗親、方言、行業
b,宗郷会館の構造、性質、機能  c,宗 郷会館と英植民地政府との関係
第 3節 英文教育の勃興―私塾設立と「帯派」主義 (1819‐1899年 ) …・… (18)

a,私塾設立の時代背景  b,私 塾設立とその発展
第 4節 華文教育の発展とサブ・エスニック・アイデンティテイの形成 ……。(21)
(1900-1919年 )

第 2章「討派主義」から「中国ナショナリズムの高揚」へ (1920-1945年 )

第 1節 英植民地政府の政策と華校との関係
第 2節 中国国民党政府の政策と「遠隔地ナショナリズム」の形成
第 3節 華校のあり方からみた華人アイデンティティ
第 4節 華人企業家・陳嘉庚からみた華人社会
第 5節 日本統治時期の華人アイデンティティ (1942-1945年 )
第 6節 第 1章及び第 2章を通しての要点

(12)

(13)

・・… 。(27)

… … 。(29)

… … 。(30)

… … 。(32)

… … 。(36)

… … 。(38)

<H.1946‐1985年  戦後の復興からポスト植民地時期に向けて>
第 3章 落葉帰根から落地生根ヘー華人アイデンティティの分水嶺― (1945-1959年 )
第 1節 ポスト植民地時期に向けての宗郷会館の貢献
第 2節 中国国民党政府及び英植民地政府の教育政策
第 3節 中国の政変にともなう華人社会の変化
第 4節 内部自治開始による新教育政策
a,『各党派教育報告書』(1956年)  b,「 新教育法令」(1957年 )
第 5節 華人企業家・李光前からみた華人アイデンティティ
第 6節 華校名の変遷からみた華人アイデンティティ

¨…。(41)

……。(42)

¨¨。(47)

……・ (48)

……。(54)

……・ (57)



第 4章 南洋大学の興亡からみた華人社会 (1950-1970年 代 )
第 1節 南洋大学設立の時代背景とその要因
第 2節 華人企業家・陳六使からみた華人社会
第 3節 華人社会における「講派」と階級の超越
第 4節 南洋大学設立をめぐる華人アイデンティテイの変容
第 5節 南洋大学設立において華字紙の果たした役割
第 6節 政府と華人社会との関係
第 7節 「南洋大学に関する出来事」の見解における矛盾

第 5章 ポス ト植民地時期における華人社会 (1965-1985)
第 1節 独立後の国家統合政策と「elJ造の共同体」
a,国家シンボルの創造  b,住 宅政策  c,ナ ショナル・サービス
第 2節 原籍地で繋がる地縁から、地区コミユニテイで繋がる地縁ヘ

第 3節 国民統合による宗郷会館の衰退
第 4節 英語教育の発展と華校の衰退
第 5節 英校生と華校生から見た華人の 2元性
a,思想の欧米家への懸念  b,中 学  c,高 校  d,大 学

第 7章 華人青少年の文化意識
第 1節 華人青少年と宗教
第 2節 占術 :算命、風水、迷信
第 3節 英文名一シンガポール化した欧米文化
第 4節 歌謡曲一シンガポールらしさの不在

第 8章 華人伝統行事の行方一残るもの、消えるもの、生まれるもの
第 1節 華人伝統文化の継承問題
第 2節 春節
第 3節 清明節
第 4節 端午節
第 5節 乞巧節 (七夕節 )
第 6節 中元節

<Ⅲ 。1986-1999年 (1) グローバル化とローカル化の共存>
第 6章  「スピーク・マングリン 。キャンペーンJと華人社会
第 1節  「スピーク・マングリン・キャンペーン」の展開       ……。(105)

a,第 1段階での「スピーク・マングリン・キャンペーン」(1979-1989年 )
b,第 2段階での「スピーク・マングリン 。キャンペーン」(1990-1999年 )
第 2節 「スピーク・マングリン・キャンペーン」と華人青少年     ……。(108)
a,華語能力  b,家 庭での使用言語  c,公 共の場所での使用言語
第 3節 華語と英語の関係                     ……。(112)

……。(60)

……。(60)

……。(64)

…・・。(66)

……。(68)

……。(70)

…。・。(75)

…… 。(80)

(兵役義務)

……。(86)

……。(91)

……。(94)

……。(96)

…… 。(116)

… … 。(119)

…・… (121)

・・・・。(122)



第 7節 中秋節
第 8節 重陽節
第 9節 冬至
第 lo節 第 8章の要点

<Ⅳ。1986-1999年 (2) 「創造の共同体」から「ルーツ」を求めて>
第 9節 新国民統合政策下における「民族」のあり方
第 1節 国民意識の創造
第 2節 国民教育の推進
第 3節 「種族融和日」(Racial HarmOny Day)
第 4節  トータル・ディフェンス
第 5節 華社自助理事会 (CADC)の成立と発展

第 10章 市民社会における宗郷会館と華人アイデンティティ
第 1節 宗郷会館聯合総会 (SFCCA)の成立
a,宗郷会館聯合総会成立の背景  b,宗 郷会館聯合総会の発展
第 2節 宗郷会館の新たな役割
第 3節 政府の宗郷会館に対するアプローチ
第 4節 政府と市民社会の架け橋としての宗郷会館
第 5節 華人青少年と宗郷会館―華人青少年の意識調査から
a,宗郷会館との関係  b,宗 郷会館に対する意識
c,サブ 。ェスニック・グループに対する意識
d,華語及び華人文化に対する意識  e,民 族意識
第 6節 宗郷会館における青年団
a,青年団成立の動き  b,呂 氏公会青年団  c,南 安会館青年団
d,同安会館青年股  e,李 氏総会青年団  f,青 年団の行方

……。(132)

……。(134)

……。(135)

……。(135)

……。(176)

第 11章 伝統と脱伝統のはざまで
第 1節 サブ 。エスニック文化の復興                ……。(188)
a,宗郷会館のサブ・エスニック文化復興活動  b,マ スメディアの変化
第 2節 脱伝統化する宗郷会館の活動                …。・。(193)
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序章

第1節 華人アイデンティテイ及び華文教育に関する先行研究
近年、華人の宗郷組織による世界大会が相次いで開催されるようになり、グローバルな

広がりを見せる華人のネットワークが注目を集めるようになつてきている。それと同時に、

東南アジア地域に居住する華人は、1998年から深刻化 しているアジア経済危機という状

況の中で、この地域の経済発展の鍵を握る存在としても注目を浴びている。このような状

況から、最近は華人という語が普遍的に使用され始めるようになつてきているが、その一

方で、華人とは一体どういつたカテゴリーに属す存在であるのかという議論が高まりを見

せ始めている。それは、一昔前の「東南アジアの華僑は商売が上手く、世界中の何処でで

も適応できる生活能力を持つている。」というような、ステレオタイプ化された「華僑像」

を脱出し、彼らの本当の姿を見出そうとする動きに通じている。

「華人」とは一体どういつた存在なのであろうか。そう考える時、辿 り着くのが彼らの

アイデンテイテイ問題である。筆者が本研究において、研究対象地に選択したシンガポー

ルで、現在、とりわけ若い世代のシンガポール中国系住民は、「中国人」或いは「華僑」

と呼ばれることを嫌い、あえて自らを「シンガポール人」或いは「華人」であると説明す

る。人によればそれが「シンガポール人であるけれど、その中でも福建系の華人」と多元

的なアイデンティテイを示す場合もある。しかし、19世紀から 20世紀初頭におけるシン

ガポールの中国系住民は、まだ「華人」でもなく、また決して「シンガポール人」ではな

かったはずであり、その後しばらくは、彼らが「中国人」或いは「植民地に居住する福建

系の華僑」等と自称していた時期も存在する。このようにシンガポールに居住する中国系

住民は、歴史の変遷の中で、自己に対する認識を意識的或いは無意識のうちに変化させ、

多元的なアイデンテイテイを形成 してきたのである。

華人のアイデンテイテイ問題に関する研究は、近年、注目を浴びてきており、既に多く

の研究者が着手をはじめている。1985年 には、キヤンベラにて「第 2次世界大戦後の東

南アジア華人アイデンティテイの変容」というテーマによる国際学会が開催された。この

学会は 3年間に及ぶ計画の下で実現したものであり、東南アジア、北米、オーストラリア

から40人の研究者が出席 した。そして、その集大成として 1988年 に発行されたものが、

Cushman Jennifer and Wang Gllngwu,eds.,Cみ α″gj″gI&れ″″66ノ 滋
` Sο“
み ιαs′ As'ακ Cλ J“ωι

s,“θ
`1ゐ
′″ 助 ′ff(Hong Kong Un市 ersty Press,1988)で あ る。該書は、 ワン・ グンウ (王

庚武 )、 レオ・スルヤデイナタ (参建裕)等を含む、著名華人研究者らによる 14本の論文

と17本のサマリーから成つており、各執筆者の論文内容は様々ではあるが、「華人アイデ

ンティテイは多元的で常に変容 している」という論点がそれらに共通するものとして強調

されている。その論点は、これまでよく華人アイデンテイテイについて語られてきた「華

僑から華人へ」といつた、いわゆるステレオタイプ化されたアイデンテイテイの概念から

脱出することとなつた。該書は、世界の華人問題研究者の注目を浴び、現在に至つても多

くの研究者が華人アイデンテイテイを語る際に、書中における各論点やモデルを参考にし

ている。



こういつた華人に関する学会は、1989年の虜門、1991年のマニラ、1992年のサンフラ

ンシスコ、1994年の上海、台北及びシンガポール、1996年のシンガポール、1998年のマ

ニラというように、その後頻繁に開催されるようになつており、その中でもアイデンテイ

ティに関する論文が多く発表されていることからも、華人アイデンテイテイ問題が注目を

浴びていることが理解できる。

この趨勢の中、東南アジアの華人研究者自身による、華人アイデンテイテイについての

論文や学会発表も、非常に多くみられるようになっている。その中で、書籍として出版さ

れているものには、宋明順著『新加岐青年的意識結構』(教育出版社、1970年 )、 鍾錫金

著『星馬華人民族意識探討』(赤土文叢、1984年 )、 麦留芳著『方言群認同 早期星馬華人

的分類法則』(中央研究院民族学研究所、1985年 )、 在貴強著『新馬華人国家認同的転向

1945-1959』 (南洋学会、1990年 )等があげられる。それらは一定の時期のみを取り上げ

て書かれたものであり、19世紀から現在に至るまでの、一貫した華人アイデンテイテイ

の変容を取り上げてはいないという限界を持つが、とりわけ後 2者は、華人アイデンテイ

ティを論じているだけではなく、社会背景、政府の政策、華人社会の指導者等といつた、

華人アイデンテイテイと相関関係にあるものの資料を、多量に使用した詳細な記載がなさ

れており、筆者は、シンガポール華人のアイデンティテイを考察するにあたり、彼らの論

から多大な啓発を受けた。

華人アイデンティティに大きな影響をもたらした要因としては、社会、教育、政治、経

済、他民族との関係等、華人と関わる様々なものが考えられるが、その中でも、とりわけ

華文教育が、華人アイデンティテイと華人伝統文化の継承に対して、大きな影響をもたら

してきたことは注目に値する。

シンガポールの華人社会における、華文教育の重要性は、アイデンティティ問題が語り

はじめられる以前から、多くの研究者によって指摘されてきた。これまで、華人研究者に

よる華文教育に関連する出版物は非常に多く、その中でも、比較的詳細な記載がなされて

いる書籍では、許甦吾著『新加岐華文教育全貌』(新加岐南洋書局、1950年 )、 唐青著『新

加岐華文教育』(台北華僑教育叢書編集委員会出版、1954年 )、 王秀南著『星馬教育泥論』

(東南亜研究所、1970年 )、 宋哲美編『星馬教育研究集』(南洋学会、1974年 )、 呉華著『新

加披華文中学史略』(教育出版社、1975年 )、 何嘉遜著『馬来西亜華教奮闘史』(華社資料

研究中心、1991年 )、 周華峨著『東南亜華文教育』(暫南大学出版社、1996年 )等がある。1999

年 3月 に出版された、呉元華著『務実的決策 :人 民行動党与政府的華文政策研究

1954-1965』 (聯邦出版社)は、人民行動党の華文教育政策を多方面から分析したものであ

り、1999年 1月 20日 におけるリー・シエンロン (李顕龍)副首相による「新華文教育政

策」の宣布と同時期の発行ということで、教育界のみならず、シンガポール華人社会全体

からの注目を浴びることとなつた。また、日本においても、小木裕文著『シンガポール・

マレーシアの華人社会と教育変容』(光生館、1995)が出版されている。これらの教育に

関する書籍及び論文は、歴史的な面からの考察、オリジナルの資料を整理したもの、先行

研究を詳細にまとめたものが大半を占めており、筆者は、シンガポールの華文教育の変遷

や各時期における華人社会を理解するにあたつて、これらの書籍から多くの知識を得るこ

ととなった。
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第2節 研究目的
本研究は、19世紀から現在に至るまでのシンガポールにおける華人多元的アイデンテ

ィティの形成と変容を、宗郷会館、教育、言語、華人企業家の 4者から考察したものであ

る。

近年、東南アジアの華人アイデンティティについての関心が高まり、「華僑から華人
へ」

といったような従来のステレオタイプでもつて、彼らのアイデンテイテイを認識すること

を反省し、「多元的でありなおかつ常に変容しているもの」として理解することが一般的

となりつつある。またワン・グンウの「アイデンテイテイの変容というと、あるアイデン

ティテイから別のアイデンテイテイヘの移行という誤解をまねくおそれがあり、アイデン

ティティの複雑さを伝えることには不十分な表現である」・ という提起や、タン・チーベ

ン (陳志明)が「華人というものは、自分自信を華人であると認識し、エスニツク的には

中国に起源を持つと主張する者である」
中2と
ぃぅょぅに、シンガポールにおいてはそれに

付け加え、華人ではあるが、それよりもシンガポール人であると認識したり、その中でも

福建人であるという意識を強く持つているといつたような、多元的アイデンティテイが華

人の中に存在する。チユー・ リーベン (丘立本)は、「ワン・グンウの多重アイデンテイ

ティ論は、華人のアイデンティテイには多様性、曲折性、変動性、複雑性があるというこ

とを検証したものであり、研究者から高い注目を浴びている。」と評価する一方で、「一

部の西欧の研究者は、ワン・グンウの多重アイデンテイテイ論に対し、個人が自分自身を

どうアイデンテフアイするかということにとらわれすぎており、集団としての意識や所在

国社会の反応を見落としている。また、他の研究者は、ワン・グンウの論文では、華人ア

イデンテイテイの変化の原因についての詳細な説明がなされていない。」"と述べ、ワン

・グンウの論の不完全な部分を指摘している。

本研究では、植民地時期には宗郷会館と華人企業家によつて設立された華文学校が、華

人社会全体の中で講派主義や階級の壁を超えるメカニズムとしての役割を果たし、ひいて

は華人アイデンテイティの変容に大きな影響を与えたということを中心として、華人社会

を考察する。ポス ト植民地時期においては、それに付け加えて、政府の政策及び華文教育

が華人社会に与えた影響から、華人の多元的アイデンテイテイの形成と変容を考察するこ

ととした。そして、上述のアイデンテイテイ論に関して述べられていた点に注意しながら、

華人の自己認識のみを考察するだけではなく、集団としての華人の意識、シンガポール社

*l Wang Gungwu,"Chinese ldentities in Southeast Asia", Cushman Jennifer and Wang Gungvnl,

eds.,C力ακ♂κg Iルκ″

“

6イ ルι Sο
“
滋～ιαsι As'α

“
Cた

'κ

ωι s'″cι フ%′″ 予陶′ 二 HOng Kong

Universty Press,1988.p10.

*2 Tan Chee― Beng9"Nation― Building and Beillg Chinese in a Southeast Asian State:Malaysia,"in

Cushman Jennifer and Wang Gungwu,eds.,Cλ
`И
gj“ g■畿 ″″6イ ルι Sο

“
滋―ζηs′ As,α

“
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sJ“θι Tフ♭′Jグ l"物″ n、Hong Kong Universty Prcss, 1988,p39,

*3 丘立本「東南亜華人研究中学術思潮的演変」、『南洋学報』、Vol.45/46、 1990/91、 26-27

頁。
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会の反応といつたマクロ的な方面から、華人の多元的アイデンテイテイを考察することを

本研究の目的としている。

また、先行研究においても、19世紀から現在までの長期間における、宗郷会館、教育、

言語、華人企業家といつた4者が、華人社会全体の中でどのような役割を演じてきたのか、

それら4者 と華人アイデンテイテイの相互関係はどのように形成されてきたのか、特に

1990年以降、大きく変化した政府と宗郷会館の関係が、華人社会のどのような影響を与

えることになったのかという観点からの研究はまだ行われていない。よつて本研究が、先

行研究にでは行われていなかつた部分に焦点を当て、21世紀に向けての華人アイデンテ

ィテイ研究の発展に役立つ視点を投げかけることを第 2の 目的としている。

本研究で採用した理論には、シエ・チェンによる「華人組織の組織原則」論、B.ア ンダ

ーソンの「遠隔地ナショナリズム」及び「創造の共同体」論、ワン・グンウやその他の研

究者による「華人アイデンティテイの多元性」論、「状況的エスニシテイ」論、「グロー

バル化ローカル化との相互関係」等があり、それらを木研究における問題解明のための指

針とした。またそれらを補充する形で、華人企業家の教育事業への動機及び権力を分析す

るために、P.ブルデユーの「象徴資本理論」を引用することによつて、欠点の補足を行な

った。

本研究では、上述の目的を達成するために、以下に述べる問題点に着目しながら考察を

進めてきた。

1,英植民地政府、宗郷会館、華人企業家及び華文学校は、どのようにしてそれらの関係

を織 り混ぜ、形作つていつたのか。

2,それらの関係は、20世紀以降どのような変化を遂げたのか。その変容の主要な原動

力は何であつたのか。

3,シ ンガポールにおける華人多元的アイデンテイテイの形成にとつて、宗郷会館及び華

人企業家は、どのような位置からどのような影響力を与えてきたのか。特に華文学校

を通して、どのように多元的アイデンテイテイ (サブ
。エスニック・アイデンテイテ

イ、エスニツク・アイデンティティ、中国ナショナル・アイデンテイテイ、シンガポ

ール・ナショナル・アイデンティテイ)を形成していつたのか。

4,宗郷会館と華人企業家が、英植民地政府と華人社会に媒介する存在であるという点に

着日して導き出される理論的意義は何なのか。また、エスニシテイ、アイデンテイテ

ィ、そして教育の関係をどう理論づけるのか。

5,シンガポールがポス ト植民地時代に入り、国家統合及びナシヨナル・アイデンテイテ

ィの創造に力を入れるようになるが、それによって得られたもの、失われたものを、

華人のアイデンテイテイという方面から考察することができるか。また、失われたも

のを、取り戻す方法を見出すことができるか。

6,シ ンガポールは、世界に通用する国際都市シンガポールをelJり あげることを目指 し、

ローカルなものを排除し、グローバル化を促進させることに力を注いだ。しかし、現

在政府は、社会活動を各民族グループに分割することで、相互補助の精神を促進し、

国民統合に繋げる方針を採るようになり、これまでとは逆の、ローカル的なものに注

目することにより、本来の目標を達成しようと試みた。それは、宗郷会館の世界的な

ネットワークの拡大に繋がり、きわめて「ローカルなもの」である、サブ・エスニッ
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7,

8、

9,

ク文化が、重視され始めるようになつたことにも繋がる。このグローバル化とローカ

ル化は、現在、シンガポールでどのように相互関係を発展させているのか。

政府は、特に宗郷会館を華人アイデンティテイの継承の場と見なし、宗郷会館が伝統

を保存することに助力を行うようになったが、政府の助力の度合いが高まる程、それ

らの中から、正の面での脱伝統化されたものが生まれるようになった。今後、宗郷会

館は、どのように生存の道を模索していけばよいのか。

現在、国民教育を進める一方、各民族、各サブ・エスニツク・グループの文化をその

まま共生させるという、相反する方針を同時進行させているシンガポールに、「シン

ガポール文化」と呼ばれるものが生じはじめるようになつた。それは、シンガポール

ではかつて邪道な文化と批判されていたものと通じる。このシンガポール文化と、シ

ンガポールで新たに生じている、自然発生的なアイデンテイテイと関わりがあるのか。

宗郷会館、教育、言語、華人企業家の4者が、現在でのもなお必要とされる理由は何

か。また、この4者の相互関係は、今後も華人アイデンテイテイに影響を与え続けて

いくのか。

第3節 研究方法及び研究過程
筆者が本研究を進める際に採用 した研究方法は以下の通りである。

1,宗郷会館の指導者、華人企業家、宗郷会館と関係の深かつた旧華文学校の校長あるい

は教師、政府関係者、人民協会関係者、華人研究者等への間き取り。

2,宗郷会館及び華文学校の出版物、各時期の華文学校の教科書。

3,英植民地政府及び中国政府による華僑教育政策に関する資料。

4,その他の英語或いは中国語による公文書及び政府刊行物。
5,各時期の英語或いは中国語新聞。
6,先行研究の追認及び反証。
7,宗郷会館、学校、コミユニテイ。センターの行事での参与観察及び聞き取 り。

8,宗郷会館或いは討派を中心に、戦前に設立された華文学校全体についての分析。 (中

でも比較的情報量の多かつた 18校を選出し、更なる分析を行なった。これら 18校は、

本研究でのキーワー ドの 1つ となっている「需派主義」の変化を考察するために、シ

ンガポールの 5大講派によって設立されたものを中心に選出した。)

9,学校名の変遷についての分析。 (上述の華文学校のデータから、講派によつて設立さ

れた 3校と、帯派と関わりの浅い 1校を選出した。)

10,ア ンケー ト調査及び聞き取り。(華人青少年の文化意識と態度を理解するために、1991

年は大衆文化、伝統文化について、1993年は宗郷会館及び民族に対する意識につい

て、1998年は言語について、30歳以下のシンガポール華人青少年を対象に、それぞ

れ実施 した。)

シンガポール華人の多元的アイデンテイテイを理解するためには、まず、シンガポール

の歴史、社会、政治、経済、対外関係を理解する必要がある。筆者は、第 1段階として、1990

年 7月 から 1991年 10月 までの期間、シンガポール国立大学付属華語研究センターに留学

し、シンガポールの社会を理解することにつとめた。この留学期間では、シンガポールの
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歴史、政治、経済、社会を理解するようにつとめた他、華人問題に関係する先行研究を探

索し、華人社会で焦点となっている問題及び未研究の問題の確認を開始した。この結果、

歴史上、華人社会の基礎となつていた宗郷会館が、華人アイデンテイテイの形成に大きく

かかわつてきたということから、宗郷会館や関連する廟において若干の参与観察も行つた。

また、シンガポール国立大学内での 1年余りの寮生活を通して、シンガポールの華人学

生と積極的に交流し、アンケート及び聞き取りによる彼らの意識調査を行つた。その際に

は、大学生と比較するために、小中学生及び 30歳以下の社会人にも同様の調査を実施し

た。そして、シンガポールの青少年は総じてバイリンガルであり、東西両文化を吸収して

いる一方で、極めて伝統的な行事や習慣の一部を失いつつあるという結果を得た。また、

政府による教育政策の変化が華人アイデンティテイに非常に大きな影響をもたらしてきた

ということを検証し、その調査結果を、卒業論文『東南アジアの華人文化―シンガポール

・マレーシアを例として』(1992年 )に まとめた。

第 2段階では、宗郷会館が、植民地時代には華人社会では不可欠な存在として機能して

いたという事実から、宗郷会館に関する文献に焦点を絞り、文献探索を行つた。そして、1993

年の 8月及び 9月 に、東南アジア諸国の宗郷会館と華人との関係についての調査を行うた

めに、シンガポール、マレーシア (ペナン、クアラルンプール、アロースター、イポー、

タイピン、マラッカ)、 タイ (バンコク)、 ミヤンマー (ヤ ンゴン、マンダレー)の主要

な宗郷会館を訪問し、参与観察及び聞き取りを行つた。そして、居住地政府の華人に対す

る政策が厳しいところの宗郷会館ほど、多くの華人住民を引きつけ、華人のアイデンテイ

テイの維持に作用しているという結果が得られた。その一方で、他民族との同化が進行し

ていたり、政府が宗郷会館に取つて代わる役割を完全に果たしているところの宗郷会館で

は、特に若い世代の会員を獲得することに困難を極め、宗郷会館の存在価値が問われるよ

うになつているという現実問題を指摘することとなつた。

また、若い世代の華人が、宗郷会館やサブ。エスニツク・グループに対してどのような

意識を有しているのかを知るために、シンガポールを例にとってアンケート調査を実施し

た。その結果、彼らの中には華人としての意識は非常に高くみられるが、宗郷会館及びサ

ブ・エスニック・グループに対しての意識は低いという結果を得た。これらの調査結果は、

修士論文『華人会館からみたチヤイニーズ
。アイデンテイテイーシンガポール・マレーシ

ア・タイ・ミヤンマーを例として』(1994年 )にまとめ、その要約を、同題名にて『社会

学研究』第 13号 (甲南女子大学大学院社会学研究室、1995年 )に発表した。

上述の東南アジア諸国における一連の調査に追加する形で、1995年にベトナムの宗郷

会館と華人との関係についての調査を行い、他の東南アジア諸国の宗郷会館には存在しな

い、ベトナム華人宗郷会館の特異性を、「文化的ドイモイ政策下での当代ベトナム華人文

イヒーホーチミン市第 5区を例として」と題して『社会学研究』第 17号 (甲南女子大学大

学院社会学研究室、1999年 )に発表した。

これら東南アジア諸国における宗郷会館の調査では、政府の華人に対する政策タロ何で、

宗郷会館の必要性が決定されるということ、宗郷会館が華人アイデンテイテイに対して一

定の作用を果たしているという結論を得たこと以外に、教育政策が華人のアイデンテイテ

ィに影響を及ぼしているということが確認できた。また、東南アジア諸国の華人の相違点

を見出すこともできた。
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シンガポール華人というものを理解するためには、シンガポール以外における中国系人

を理解し、シンガポール華人と比較する必要もある。筆者は、こういつた観点から、
シン

ガポール華人以外の中国人、中国系人とも交流を続けてきた。上述の調査以外では、筆者

は、1989年の 2月 から4月 の期間、北京の中央民族学院 (現中央民族大学)の漢語進修

コースでの短期留学を行い、少数民族を含む多くの中国人と交流し、現代の中国及び中国

人に対して参与観察を行つた。また、1989年から 1994年までの期間に、大阪大学中国
の

会、関西学友会日本語学校香港グループ、神戸華僑総会の人々と交流する機会を持ち続
け、

それらの集団にかかわる中国人、中国系人に対する理解を深めてきた。この
一連の活動は、

その後、彼らとシンガポール華人とをあらゆる面において比較し、シンガポ
ール華人の独

自性を見出すといつた意味で、非常に役に立つことになつた。

1996年 7月から 1998年 6月 までの 2年間、筆者は「平成 8年度文部省アジア諸国等派

遣留学生」として、シンガポール国立大学大学院社会学研究科において、調査及
び研究の

機会を得た。長期的な現地調査に際して、宗郷会館だけではなく、華文学校、華人
企業家

が、華人社会では不可欠な存在として機能し、華人アイデンテイテイに多大な影響
を与え

てきたということを検証するために、第 3段階として、宗郷会館に付け加え、華文学校、

華人企業家に関する文献の探索及び歴史的な面からの華人アイデンテイテイの考察
を行つ

た。華文教育に関する先行研究は比較的多いため、それら先行研究では取り上げら
れてい

ない、シンガポールの旧華文学校の刊行物や教科書を中心としたオリジナルの資料を
でき

る限り入手することにつとめた。

それら旧華文学校に関する資料の分析を行つた後、「帯派」主義の変化を考察するため

に、その中から更にシンガポールの 5大詰によつて設立された学校を選出し更に分析を行

い、植民地時期の華文学校を中心とした華人アイデンテイテイの考察を行
つた。その研究

成果の一部を、それぞれ 1997年の第 70回 日本社会学会大会 (於千葉大学)及び、1998

年の Th Conference of Southeast Asia in the 21 Century,3rd WoFld Studies(於 フイリ
ピン大

学)にて報告した他、「植民地時期のシンガポールにおける華人多元的アイデンテイテイ

の形成及び変容」と題して『社会学研究』第 16号 (甲南女子大学大学院社会学研究室、
1998

年)及び、Kαsar滋′″,ル′JクηれιO“α″″rタ イ 2'rα Iゐr″ 協 の,V0113,No.3(■士d WO■d

Studies,Universiy of Philippines,1998)に 発表 した。

第4段階では、第 3段階と同様の視点から、研究対象を植民地時期から現在に延長し、

シンガポール独立以降の政府の政策、宗郷会館の活動、華文教育の変遷、華人企業家のあ

り方を中心に調査を実施 し、そこから見える華人アイデンテイテイの考察を行
つた。また、

調査を行う際には、現地滞在を生かして、できるだけ多くの宗郷会館、学校、国民的行事

等の活動に参加して参与観察を行つただけではなく、政府関係者、宗郷会館の指導者、教

育関係者に聞き取りを行うだけではなく、華人問題の研究者と交流し彼らから
の意見を取

り入れることにつとめた。

この段階で、筆者が注目したのは、特に 1986年以降、政府が宗郷会館の存在価値を見

直し、宗郷会館とタイアツプして華人の伝統文化及びサブ
。エスニツク文化の復興に力を

入れることと、宗郷会館の青年団設立に助力する方針を打ち出したことである。そ
のため、

筆者は、青年団及び文化活動が活発ないくつかの宗郷会館を任意抽出し、できる限り活
動

や会議の度に参与観察を行つた。この研究成果は「新加岐年軽人与宗郷会館」と題し
て、1998
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年 4月 6日付の『聯合早報』に発表した。

また、1998年 より、各民族アイデンテイテイの創造のために、各民族の母語教育が見

直されたのと同時に、これまで押さえられてきた方言が復活し始める傾向がみら
れるよう

になったことから、再度、小中学生、大学生、30歳以下の社会人を対象に彼らの使用言

語に関する調査を実施した。この調査結果は、年齢が低くなるにつれて華語能力
は上昇し

ており、 2言語教育の成功を確認できたことと、また、母語や方言の習得はシンガポ
ール

の「グローバル化」に繋がる大きな要素として、更に注目を浴びるようになつてきて
いる

ということが考察できた。この研究成果の一部をそれぞれ、1998年の人間科学会第 6回

大会 (於甲南女子大学)、 第 70回 日本社会学会大会 (於千葉大学)、 1998年度第
2回比較

文化研究会 (於立命館大学国際言語文化研究所)にて報告した他、「新加岐華族青年与華

語」と題して、『八桂僑史』1998年第 3期 (中国広西華僑歴史学会)に発表した。

第 5段階では、これまでの調査で得られた資料、データ等のまとめに入り、内容の検証

を行つた。この段階では、政府関係者、宗郷会館の指導者、教育関係者等に再度、聞
き取

りを行うことによつて、内容の検証を行い、本研究が主観的なものにならないよう
につと

めた。また筆者は、この段階においても、これまでに引き続き、現地における宗郷会館、

学校、国民的行事等の活動に参加し参与観察を行い、内容の補充及び確認に
つとめた。こ

れら5段階を経て完成したものが、本研究論文『 シンガポールにおける華人多元的アイデ

ンテイテイの形成と変容―宗郷会館、教育、言語、華人企業家からの考察
―』である。

第4節 本研究の注意点
1,「アイデンテイテイ」という語に対する解釈について

アイデンテイテイには、自己をアイデンテイフアイするという意味と、他者に対してア

イデンテイフアイを行うという2つの意味が存在するが、本研究では、前者の意味を、華

人の自己認識を多元的な方面から考察するために採用することとしている。また、華人
の

集団としての意識を知り、またシンガポール社会全体からの華人社会
への反応を知る上で

も、後者の意味を、華人アイデンテイテイを考察するために採用することとした。

2,中国系住民に対する呼称

現在、研究者の中でシンガポールの中国系住民に対する呼称についての認識はまち
まち

であるが、植民地時代では、 2重国籍保持者 (主に英国と中国)や中国国籍のみの所有者

の割合が高かつたため、彼らに対しては「華僑」或いは「中国人」という呼称が
一般的に

使用され、彼ら自身も自己のことをそのように呼称していた。
・ 現在においても、中国国

籍を放棄し、居住地の国籍を取得 した中国系住民や、現地で出生している中国系住民
に対

しても、こういつた呼称を採用している書籍や論文が非常に多い。

しかしながら、現在では既にシンガポール国籍を有している中国からの移民やそ
の子孫

に対して、仮住まいを意味する「華僑」ということばを用いるのには無理がある
こと、ま

*1 -般的に、英語では「華僑」や「海外に居住する中国人」は、OVerseas Chinese或い

は Chinese overseasと 表現されている。
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た国民国家としての中国の意味合いを含んでいる「中国人」ということばを用
いることも

誤解が生じやすいということから、シンガポールの中国系住民たちが自称し
ている「華人」

ということばを使用することが一般的になっている。・

本研究の中には、中国との紐帯が薄れ、現地の公民権を獲得してもなお、
一時期、自ら

を「華僑」と呼称する華人がいたように、「華僑」、「華人」の呼称の境界線を特定
できな

い時期も存在している。しかし、このような場合においても、本研究では「華人」
の呼称

を統一して使用することとした。なお、「華人」の呼称を使用すること
によつて、不自然

が生じる場合があると考えられる個所については「中国系住民」、「中国からの移民」、「華

僑」等の呼称を使用することにした。

実際には、ワン・グンウが「海外に居住する中国系の移民に対しての名称は、華僑
でも

華人でもない。彼らを定義する名称の選択に困難を極める。」
中2と
述べているように、ワ

ン・グンウは「華人」の呼称を使用することに対しても疑間を提起している。それだけ、

華人のアイデンティテイは複雑で、多元的であると考えられるが、この呼称問題
は今後の

課題として考えていくこととする。同時に、本研究がこの問題を解決するため
に役立てる

ことができれば幸いである。

3,標準中国語に対する呼称
一方、シンガポール華人にとつての標準中国語に対する呼称は、現在、シンガポ

ール教

育省が使用している「華語」"の呼称を、本研究において採用する。また、シンガポール

で使用されている「華語」は、既に中華人民共和国の標準語である「普通話 (日本
では一

般的に北京語と呼ばれているもの)」 とは、語義、語彙等の点でかなりの差異が
生じてき

ていることは、研究者からも指摘されている。・ 以上の理由から、本研究では「華語」
の

呼称を採用することが妥当であると考えられる。また、上述の中国系住民に対する呼称
と

同様に、まだ「華語」という概念が存在していなかつた時代等において、「華語」
の呼称

を使用することが不適切な場合には、「中国語」、「標準中国語」等の呼称を採用した。

*1 筆者の観察から、「中国人」と「華人」は、英語では双方とも同様に Chineseと表現

されるため、華人は英語では Chinescと呼称されることに対して意を介さな
いが、中には

稀に Singaporean Chineseと 自称する者もいる。また、彼らは、中国語では「中国人」
と呼

称されることを快く思わず、「華人」と呼称されることを希望する割合が非常
に高い。

*2 Wang Gun型 ,の♂"ααjκg ttι Mj♂rακ″κ
`jttι
′〃
“
α9αο κο′〃

“
αrιろ the paper present at

ISSCO Conferencc,Hong Kong UniVersity,19-21 December 1994.

*3 英語では ChineseではなくManda五nと表現されている。

*4 シンガポール国立大学中文系の陳重喩副教授によると、現代中国で使用されている

「普通話」と、中国以外で通用されている「標準中国語Jは、既に語彙、語義の上でも同

二ではなく、シンガポールで使用されている「華語」の場合は後者に近く、
マレー語や英

語等が語源になつている現地化した語彙も多く含まれているという。また、
1999年 2月

4日付の『聯合早報』で、李雪林は、「標準中国語」は、北京語の声調を取り
入れている

ために北京語と同一であるという誤解を受けているが、実際には北京語とは異なるも
ので

あり、「華語」は前者と同一であると考えてよいと述べている。
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4,宗郷会館の呼称について

会館 (Chinese Associaions)は、地域によつては「社団」、「華人会館」、「自発的組織」
、

「宗郷会館」、「華人組織」等と様々な呼称がなされているが、シンガポ
ールでは一般的

に「宗郷会館」と呼称される場合が多いため、本文中では「宗郷会館」の名称を採用す
る。

なお、厳密にいえば、「宗郷会館」は、宗親 (clan)及び同郷 (regional)の 意味しか持た

ず、行業組織である中華総商会や樹膠公会等はそれに含まれないため、行業組織を含
む組

織について述べる場合には、「会館組織」のように呼称することとしたo

5,地名、人名の表記方法について

本研究の中で、シンガポール地名に関しては、通称を使用せず、基本的にシ
ンガポール

で標準に使用されているアルフアベツト表記を採用し、片仮名で記述する。例えば、
ウオ

ータールー・ストリート (Waterloo Street)の 場合、通称は中国語の「四馬路」であり、

華人社会では「四馬路」の方が非常に知名度が高いが、チヤンギ (Changi)、 ト
アパヨ (Toa

Payoh)等 と同様に、地名の場合はアルフアベツト表記 (片仮名にて記述)を統一して採

用することとする。

人名においては、リー・クアンユー (Lce Kuan Yew)、 オン・テンチ
ヨン (Ong Teng

Chong)と いうように、本文中ではアルフアベツト表記 (アルフアベツト表記名は通常、

戸籍上の名である場合が多い)を採用し、片仮名で記述することとする。また、その中で

もリー・クアンユーのように漢字名による知名度が同様に高い場合に関しては、括弧内
に

おいて李光耀という漢字名を記すこととした。

一方、シンガポールの華人社会、特にひいては中国、台湾と含めた世界中の華人社会
に

おいて知名度の高い人物は、アルフアベツト表記の名前よりむしろ中国語 (漢字)表記で

の知名度が高く、漢字名のみが人々に知られている場合が多い。よつて、状況
に応じて、

ある人物に関しては漢字表記を採用することとした。例えば、戦前の華人社会指導者タ
ン

・カーキ (Tan Kah Kec)の 場合、彼は後に中国に戻り政界で活躍することとなるが、日

本ではむしろ陳嘉庚という漢字名の方の知名度が高い。また、現在、李氏総会会長を務め

るリム・ゴホツク (Lim Ngo HOCk)は 、華人社会では漢字名での知名度が高く、英字紙

でさえも彼の名を Li Wu Fu(李五福)というように、漢字名からくる音で表記している。

このような場合は、漢字名を採用し、括弧内においてアルフアベツト表記を片仮名
にて記

述することとした。なお、中国語による資料のみでしか判明しなかつた人物名に関し
ては、

アルフアベツト名が不明なため、漢字名のみによる記載とすることとした。

6,「種族 (race)」 と「民族(ethnic)」 の区別について

シンガポールに関する書籍や論文においては、華人、マレー人、インド人といつた各
エ

スニック・グループに対する呼称では、「種族」と「民族」の記載の混同がみられる。ま

た、公文書、政府刊行物では「種族」の記載が比較的高い割合で使用され、シンガポ
ール

人としての宣誓文中にも「種族を分けず・・・」という個所が存在している。
・ しかし、

本研究においては「種族」ということばを使用せず、あえて「民族」を使用する
こととし

ている。それは、シンガポールの各グループが、単に血統からの種族としてではなく、民

*1 第 9章第 1節を参照。
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族としての文化、言語、生活習慣等を保留しているためである。

例えば、シンガポールのマレー系住民は、種族的にはもちろんマレ
ー人であるが、それ

と同時にイスラム教を信仰し、マレー語を話し、マレー文化を継承している。それは、例

えばアメリカに移民したマレー人の子孫が何代にもわたるうちに、キリス ト教に改宗し、

英語で思考し、食事も文化も全てアメリカナイズされてしまつていたとしても、彼
は種族

的にはマレー人であるということには変わりないが、前者とは全 く異なる
マレー人として

理解される。また、1998年にポリネシアのある集団に対し、ある機関が DNA鑑定を行つ

たところ、彼らは種族的には中国系あるという鑑定が出たが、彼らの中には中国系人
であ

るというアイデンテイテイは一切存在しておらず、文化や言語もポリネシアのものとな
つ

ている。こういつた集団も後者のカテゴリーに分類される。筆者は、本研究にお
いて、前

者と後者を区別するために、あえて「民族」ということばを用いることとした。し
かし、

引用文献との関係や、状況に応じて「種族」の語も使用する場合がある。



第1章 植民地初期における
「
帯iFK」 ll会 (19世期-1919)

第1節  汐ンガポール華人社会の特徴
シンガポールは、他の東南アジア諸国とは異なり、華人がマジヨリテイを占める多民族

国家である。特に 1965年の独立以降に出生したシンガポール人は、英語と民族の母語の

2言語に精通し、英語を媒介語として、他民族と共に国家を形成する一方で、各民族グル

ープは独自の伝統文化を保持し、民族としてのアイデンティテイを強く有している。その

中でも特に華人は、彼らの父祖の出身地である中国の様々な地方を基礎とする、異なった

サブ・エスニック・文化を保持し、それら多元的な文化が複雑に交差する華人社会を形成

している。

シエ・チェンは、シンガポールの華人社会が、外の東南アジアの華人社会と異なるいく

つかの独自の特徴を持つているとして、以下に述べる 6つの要素を示している。・

1,シ ンガポール華人社会は、中国人の世界各地への離散の中で、世界で唯一、受け入

れ倶1の規模が大きくない世界で唯一の例である。現在、シンガポール華人は、程度

の違いはあれ、中国的でもあり、マラヤ的でも西欧的でもあり、農村的でも都会的

でもあり、定住的でも通過的でもあり、不均質的でも均質的でもあり、彼らを華僑、

ということばでは正確に定義づけることはできない。

2,シ ンガポールに移住したほとんどの華人は、移住当時は労働者階級に属 していたた

め、いわゆる「華人移民は概して仲介商人や小売り商人であり、ヨーロツパ人と原

住民との経済的交流の手段を提供する商人であつた」という経済の 3重構造の理論

に、そのままシンガポール社会にあてはめることはできない。

3,現在シンガポール政府は、国民の統合と調和的な国民的同一性を育成する一方で、

各民族グループに対して、その固有の伝統を維持するよう奨励する政策をとつてい

る。また、華人学生は華語と英語の 2言語政策の下で授業を受けている。したがつ

て、マイノリテイ・グループは、マジョリテイ・グループの文化を受け入れること

によつてしか新国家への愛国心を示すことができないという仮説は、シンガポール

にはほとんど当てはまらない。

4,シ ンガポールでは、華人は中国の相異なる地域を出身地とする6大集団一福建系、

潮州系、福州系、広東系、客家系、海南系からなり、必然的にシンガポールの華人

は、出身地の違いと移住の展開のしかたの違いから生まれた、様々なサブ 。エスニ

ック文化を示すことになる。

5,シ ンガポール政府は、各民族グループに対し、それぞれの文化遺産への忠誠の維持

を助長することを望みながらも、一方では、シンガポールにおける華人の中で民族

としての自覚が高まり、シヨウヴィニズムに至ることを恐れている。そのため、政

*1 シエ・チェン (謝剣)「シンガポール華人社会一その内部構造と基本的構成要素」、ビ

ーター・チェン編、木村睦男訳『 シンガポール社会の研究』、めこん、1988年、144-147

頁。
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府はしばしば華人組織に対し、やや否定的な態度を示し、政府機関である人民協会

の傘下に、華人組織に取つて代わるコミユニテイ・センターを多く設立してきた。

6,シ ンガポールは、マレー半島南端から切 り離された島であり、天然資源に乏しい独

立の都市国家であるため、現在、華人住民は主に貿易、商業とそれに関連した職業

(エンジエアリング、法律等)に従事しており、少数の農民は考慮にいれる必要は

なく、華人社会の性格は、中国南東部の農村社会や、東南アジアの他の地域の華人

社会のそれとは質的に異なつている。

本研究に際して、筆者は上述の特徴の内、 3、 4、 5のシンガポール華人の特徴に着目

して考察を進めた。それは、シエの示した第 3の特徴である「各民族グループ固有の伝統

の維持」は、シンガポール政府が、一時期を除き、一貫して積極的に推進している重要な

政策であるためである。また、第 4の特徴である「サブ・エスニック文化」は、植民地初

期における強い譜派主義から、現在の華人サブ・エスニック文化の復興運動に至るまで、

華人社会を構成していた不可欠な要素であるとされ、現在、その重要性が見直される動き

が生じているためである。さらに、第 5の特徴である「華人組織に取つて代わるコミユニ

ティ。センター」は、現在、政府が華人組織をコミユニテイ・センターとタイアップさせ

たり、コミュニティ・センターにはないものを求めて、華人組織の復興を積極的に奨励 し

ているように、1960年以降のシンガポール華人社会を理解するにあたり、不可欠な項目

として考えられるためである。

以上の 3点に関わつているのが宗郷会館であるため、シンガポール華人社会及び華人の

多元的アイデンテイテイの変容を考察する上では、筆者は、まず宗郷会館を理解する必要

があるという結論を見出した。

第2節 植民地初期における宗郷会館の役割
植民地時代初期において、シンガポールには多くの宗郷会館が存在し、華人社会の中で

大きな役割を演じてきた。植民地時期における宗郷会館は、華人伝統文化の保存、教育、

福利厚生、就職の紹介、移民の受け入れ等、華人か発展するための各種活動の中枢となつ

ており、故郷を離れて暮らす華人の心の拠り所でもあつた。当時の宗郷会館は、華人社会

にとつて不可欠な存在であり、華人のアイデンテイテイに対しても、非常に大きな影響力

を与えてきた。

1819年 にシンガポールで最初の宗郷会館である曹家館が設立されて以来、シンガポー

ルには、類型別では同郷 (地縁 )、 宗親 (血縁、氏姓)、 行業 (業縁 )、 政治、娯楽、文化、

宗教、慈善等といつた会館組織が存在していた。その中でも同郷、宗親、行業各組織の割

合が最も多く、全体の 90%を 占めていた。本節は、そういつた組織の中でも、最も華人

教育、ひいては華人のアイデンティティと密接な関係を保つてきた、宗郷会館と呼ばれる

同郷及び宗親組織に照準を当てて、宗郷会館が、華人社会に対して果たした役割と、華人

アイデンティテイにどのような影響を与えてきたのかということを中心に考察し、植民地

時代の華人社会全容を浮き彫りにすることを目的としている。

a,宗郷会館の類型 :同郷、宗親、方言、行業
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同郷会館は、中国国内の華人の出身地或いは父祖の原籍地である省、府、県、郷等によ

つて形成された、地域性組織であり、このように類型されるもののほとんどは会館と呼ば

れ、中には同郷会や公司と呼ばれるものもある。また、会館の名称とは別に、地域による

グループは一括して「討 (bang)」 と呼称されている。例えば、福建系の南安会館、福清

会館、同安会館等はまとめて「福建譜」と呼称され、広東系の中山会館、岡州会館、東安

会館はまとめて「広東討」と呼称される。同郷会館の設立は、1822年の広東講の寧陽会

館の成立が最も早く、その後、福建講恒山亭 (1828年 )、 中山会館 (1837年 )、 潮州義安

公司 (1845年 )、 瑣州会館 (1854年 )、 永春会館 (1867年 )等が続く。1819-1890年 に

は 18だ つた同郷会館も、1950年代までには 45に も増加しているが、1960年以降の増加

はほとんど見られなくなった。
Ч

一方、宗親会館は、同じ姓を有するものによる組織であり、宗親会とも呼ばれている。

宗親会館の中では、曹家館の後に四邑陳氏会館 (現陳氏会館、1848年 )、 台山黄家館 (1854

年)、 林氏九龍堂 (1857年 )、 沫渓別壁周家祠 (1860年 )、 風廓粉陽公司 (1865年 )、 潮州

江夏堂 (1866年 )と続く。宗親会は、1911年前に成立したものが 10.5%を 占め、1920

年代及び 1930年代に成立したものが半数以上を占め、第 2次世界大戦以降のものが 34.5

%を 占めている。また、宗親会館の中には、広東呉氏書室 (広東系の呉姓の会館 )、 瑣崖

李氏公会 (海南系の李姓の会館 )、 潮州楊氏公会 (潮州系の楊姓の会館)といつたように、

同郷と宗親が合体した会館も少なくなく、こういつた合体型の会館は、宗親会館のカテゴ

リーに分類されている。
つ

また、シンガポールには、客家方言を話すグループによる方言組織が存在する。客家系

華人の出身地、或いは父祖の原籍地は、主に福建省の龍岩地区 (連城、上杭、永定等 )、

広東省の梅県地区 (梅県、大哺、豊順等)や油頭地区の一部 (掲西等)と各省に分散して

おり、それぞれの地域ごとに会館が設立されている。その例として、広東省大哺は茶陽会

館、広東省恵州は恵州会館、福建省永定は永定会館をそれぞれ設立している。よつて、多

くの研究者がこれらの方言による組織を同郷組織として分類しているが、南洋客属総会の

ように地域にとらわれない客家系の会館も存在することから、シエ・チエンは客家系華人

の組織を前 2者と区別し、同郷組織ではなく方言組織であると定義している。筆者も本論

文では、シエ・チェンの分類法を採用する。シンガポールで最初に設立された客家組織は、

応和会館 (1823年 )であり、茶陽 (大哺)会館 (1857年 )、 豊順会館 (1873年 )、 豊永大
/AA司 (1882年 )、 三和会館 (1883年 )が続き、客家譜の各会館をとりまとめる形で 1923

年に設立したのが南洋客属総会である。
ち

なお、シンガポールの宗親会館の名称は不統一であり、総会 (李氏総会、南洋客属総会 )、

公会 (呂氏公会、曽郎公会 )、 会館 (福建会館、広東会館 )、 公所 (南安羅渓公所、頴川

公所 )、 同郷会 (恵来同郷会、上杭同郷会 )、 堂 (潮州江夏堂、何思成堂 )、 社 (符氏社、

東山励志社 )、 祠 (lFf崖王氏祠、星洲韓氏祠 )、 別里 (江夏別壁、西河別壁)、 書室 (広恵

*1彰松濤『新加岐全国社団大観』、
*2彰松濤『新加岐全国社団大観』、
*3彰松濤『新加岐全国社団大観』、

文献出版公司、1983年、L2-Llll頁 。

文献出版公司、1983年、M2-M74頁 。

文献出版公司、1983年、Ll12-L126頁 。
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肇李氏書室、広東呉氏書室 )、 館 (曹家館、台山黄家館 )、 聯誼会 (九牧世家聯誼会、広

肇胡氏聯誼会 )、 公司 (義安公司、豊永大公司)等がある。一般に規模の比較的大きな地

域性組織は会館と呼ばれ、規模の比較的小さな地域性組織は同郷会と呼ばれる場合が多い。

植民地時代における宗郷会館の主旨と任務は、春節や清明節等の華人伝統行事の開催や

継承、学校の創設、会員子女のための助成金や奨学金の支給、送金による故郷への援助、

紛争の解決、病院や墓地等の建設等の慈善事業であつた。19世紀の頃は、こういつた宗

郷会館の社会機能は有限でかつ狭い範囲内であつたため、その服務の対象は個別の少数の

会員及びその親族に限られていた。しかし、1920年以降、社会経済と商業貿易の発展の

需要により、会館活動は華人社会全体に広がつていく。

本論文では、行業組織については仔細な考察は行わないが、本論文で取り上げる陳嘉庚、

李光前、陳六使、黄祖耀等の華人企業家と、行業組織は非常に関係深いことから、上述の

宗郷会館と比較する意味で、本節で特筆する。行業組織とは、各行業が組織する商工会の

ことであり、商会、公会、公司とも呼称される。企業家や商人によって成立された商工会

は、完全に商業的な利益に基づいて作られたものであり、その目的は同業者同士の連帯感

を維持し、彼らのネットワークを築くことによつて、それぞれの事業を発展させることで

ある。また、労働者によって組織される公会は、労働者同士の交流の場を作り、連帯感を

促進することによって、労働者の合理的な待遇とその他の福利厚生を求めることが目的で

あり、職業労働組合成立以前では、この種の組織は非常に重要な役割を演じていた。シン

ガポールで最初の行業組織は、1868年成立の、シンガポール華人建築業者の組織である

北城行である。続いて 1867年に成立した姑蘇慎敬堂は、別名を姑蘇堂或いは姑蘇酒楼業

ともいい、シンガポール華人レストランの労使双方の連合組織である。

シンガポールにおける行業組織の中で、その影響力が最も大きいものが、1906年 に、

商業界で大きな影響力を有していた中国駐シンガポール総領事の張弼士によって創立され

た中華総商会である。中華総商会の会員は個人、法人、商業団体の 3部から構成され、シ

ンガポール商業組織の中では会員数が最大の組織であり、1998年の時点では、100余 りの

商業団体を管轄し、2万人余りの会員を有している。シンガポール中華総商会は華人組織
の中では最も重要な組織として位置付けられ、特殊な地位と役割を兼ね備えている。

中華総商会は、これまで、商業組織や商工業者を保護することによって、あらゆる商工

業者を代表した総機構及び権威機構となつていった。中華総商会は、商工業者の利益にお

いての責任を負い、華人社会における職責を維持しただけではなく、社会慈善事業と学校

の創設に賛助を行い、伝統文化の維持や華人アイデンテイテイの創造といつた方面にも重

要な働きをしている。
Ч
中華総商会はまた、それぞれの行業組織を管轄することによって、

各帯の行業組織に交流の場を与えただけではなく、討派による一部の職業の独占状態から、

いくつかの講派が 1つの行業に参与できるように助力するというように、戦前において非

常に明確であつた講派の関係の改善にも寄与した。
・2

*1 筆者の、中華総商会理事唐裕 (ト ン・ジュー)氏への間き取 りによる。 (1997年 )
*2 Lim How Seng eds.,〃 is"η げ 滋ι Cλ′κωι Cルκ Assοε

'α

″οκ jκ S'κgψο′ι,National Archives,

1986,p64.
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b,宗郷会館の構造、性質、機能
19世紀において、中国からの移民は、閉鎖的な華人社会の中に閉じ込められていた。

当時の華人社会は、同郷会館、宗親会館、方言会館、同業会館、同好会、宗教団体のよう

な過剰なまでに多数の会館組織を基礎とした生活を送つており、会館組織はすべて中国の

伝統的組織に倣つたパターンを持つていた。この種の会館組織は、華人にその社会内部の

法と秩序を維持する手段を与えたばかりではなく、帰郷の願望を維持させることも含め、

母国との強い文化的同一性の維持にも寄与した。この会館組織は、社会的伝統システムを

欠 く環境のなかで、中国風の社会的な舞台背景を与えることによって、当時は一時的の滞

在であつた、海外生活を送る華人たちを保護した。シエ・チェンは、会館組織が他の組織

と区別される特徴として、以下のように植民地時代の宗郷会館を定義している。
Ч

l,その会員が特定の目標の追及を意図して創設したフオーマルな組織である。
2,入会は自発的な意志によるものであり、強制もしくは規制によるものではない。
3,それは個々の会員にとって生計の主たる源泉ではない。
4,非会員に対し、財とサービスの生産を行わない。換言すれば営利組織ではない。
5,私的な組織であり、会員だけが所有権を有する。
6,組織の書記を除き、会員と選挙による役員のすべてが無給である。
第 10章第 1節、第 2節及び 11章第 2節で述べているように、現在の宗郷会館は、政府

機関と合作するだけではなく、非会員はもちろんのこと、他民族に対しても、奨学金を提

供 したり、宗郷会館主催のイベントに招待したりしているように、生存のために脱伝統化

を図つている。この点と比較すると、会員のみだけがサービスを享受することができた植

民地時代の宗郷会館は、言い換えれば、華人社会の中で需要と供給のバランスを保つこと

ができており、華人社会の狭い空間の中で、多くの華人から必要とされながら生存できる

状態にあったということが容易に想像できる。

中国からの移民は、移民社会の中で各種会館組織を設立し、そのネットワークを発展さ

せることにより、植民地政府による法と秩序の維持に寄与したばかりでなく、日常的な問

題での紛争の解決や、出身地、方言等を異にするグループ間の妥協の実現に効果的な方法

を提供することにもなつた。シエ・チェンはその理由として、シンガポールのような狭い

地域の中で、中国からの移民の出身地が均一でないため、人々が多数の方言を話し、隣り

合つて生活するような不均一な社会ができあがつたためであるとしている。
中2

19世紀における中国からの移民は、故郷への志向が非常に強 く、海外での生活を一時

的なものとし、シンガポールを仮住まいの地とみなしていたため、シンガポールにおいて

彼らは常に安全を感じることはない心理的状況を有していた。特に英植民地政府が、市街

地人口の半数以上を占めていた中国からの移民を管理するための、正式な措置を一切講じ

*1 シエ・チェン (謝剣)「シンガポール華人社会一その内部構造と基本的構成要素」、ピ
ーター・チェン編、本村睦男訳『シンガポール社会の研究』、めこん、1988年、156頁。
*2 シエ・チェン (謝剣)「シンガポール華人社会一その内部構造と基本的構成要素」、ピ

ーター・チェン編、木村睦男訳『シンガポール社会の研究』、めこん、1988年、152頁。
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なかった 1825-1876年 の期間において、華人社会の内部構造はまた、新たに到着 した移

民が伝統的な社会 。文化システムのない環境にあって、自分のいる場所を見いだすことが

できる相互依存関係のネットワークをも提供したのである。・ そして、各種会館組織の急

速な増加の中で、華人は自分たちの利益を守るためには、一致団結 し、権力者や他民族社

会、その他あらゆる方面からの圧力に立ち向かつていかなければならないと実感するよう

になる。

c,宗郷会館と英植民地政府との関係
1819年 2月 にスタンフォー ド・ラッフルズがシンガポールに上陸した後、1826年にペ

ナン島、マラッカ、シンガポールは英国の海峡植民地としてまとめられ、英国の直轄統治

を受けるようになり、シンガポールは植民地の首府となつた。この植民地社会の上で多く

の宗郷会館が設立され、発展していくことになる。その以前からも、シンガポールには中

国からの移民が居住していたが、その数は 1,000人 程に過ぎず、ラッフルズの上陸後、シ

ンガポールには貿易港が建設され、英国は東洋貿易の控制権を保持し、シンガポールを開

拓するための労働力として多くの華工や苦力と呼ばれる中国人を雇つた。その一方で、清

国政府の封建統治と搾取から逃れるべく、多くの中国人が故郷を離れて海外へ移住しはじ

めていたが、アヘン戦争及び太平天国の乱の失敗により、彼らの海外流出は更に増加した。
・2

表 1は、当時の人口増加の状況であるが、この時期には華人の急激な増加が見られる。

英植民地政府は「海峡植民地における華人社会の高度な組織性を賞賛 し、彼らに完全に

自給自足させる」という口実において、植民地政府にとって不必要な支出をすることはな

かつた。“19世紀の中国からの移民が、中国政府から資金面であれ、軍事面であれいかな

る支援も受けておらず、政府によって組織されたものでなかったと、シエ・チェンは中国

人移民の特異性を指摘し、それに付け加え、シンガポール到着後の移民は、自らが植民地

政府と原住民に挟まれどちらにも属すことができない状態にあるということを知ることに

なる。・ 移民はそのような状況下で、対外問題や対外関係について、英植民地政府の支配

権を認めながらも、同郷、宗親、方言、行業を基礎とする会館組織のネットワークを通じ

て、自分たちの私的な問題を解決する権利を保持 したのである。

シエ・チェンは、英植民地政府の移民に対する直接支配に至るまでの約 60年間、つま

り 1877年の華人保護司の創設以前は、華人社会の中に、各種会館組織の指導者を通じて

*1 シエ 。チェン (謝剣)「シンガポール華人社会―その内部構造と基本的構成要素」、ピ
ーター・チェン編、木村睦男訳『シンガポール社会の研究』、めこん、1988年、154… 155

頁。

*2 鄭普洛「新加岐宗郷会館的歴史演変」、潮州八邑会館編『新加崚潮州八邑会館 60周年

糸己4暮牛寺干J』、 1989年、 206罪ヨ。
*3何嘉遜『馬来西亜華教奮闘史』、華社資料研究中心、1991年、 1頁。
*4 シエ・チェン (謝剣)「シンガポール華人社会―その内部構造と基本的構成要素」、ピ
ーター・チェン編、本村睦男訳『 シンガポール社会の研究』、めこん、1988年、151頁。
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の間接支配の制度ができあがつたこと、・ また、この 1819年から 1877年の期間に、中国

からの移民の方言に応じて、それぞれ異なる居住地を害Jり 当てたのに加え、方言を基準と

する分業の政策を採つていたことを指摘しているが、
り
その政策によつて、華人社会の中

で更に、帯派意識が強化されるようになるのである。20世紀に入ると、個別の会館組織

に欠けていた横の線を繋ぐために、講派ごとの会館組織の連係が始まり、それらが一致団

結することによって、移民、教育、社会福祉の問題に対応していくようになる。

第3節 華文教育の勃興…私塾設立と「帯派」主義(1819-1899)
戦前のシンガポール華人社会では、宗郷会館に付け加え、華校"が設立され発展し、華

人社会の社会基盤を形成していたといつても過言ではない。華校は華人社会組織の一部分

であるとの同時に、華人社会最大の公益事業の 1つでもあつた。よつて筆者は、とりわけ

植民地時代においては、華校のあり方をとおして、それぞれの時期の華人のアイデンテイ

テイ、華人社会と英植民地政府との関係、宗郷会館の資源といつた、華人社会全体を理解

することができると考えている。

a,私塾設立の時代背景
シエ・チェンは、19世紀末のシンガポール華人社会の 1つの特徴として「シンガポー

ルの華人は中国の相違なる地域を出身地とする6大集団一福建人、潮州人、福州人、広東

人、客家、海南人からなり、シンガポール華人は必然的に、出身地と移住の展開の仕方の

相違から生まれた様々なサブ 。エスニック的作用を示すことになる」と述べ
中4、
その結果

として、譜派主義が華人社会内部に浸透していたという事実が存在する。当時、同郷、方

言、宗親関係は、シンガポール華人社会を構成する重要な要素であり、その中でも稲を中

心とした譜派と呼ばれる5大グループが、
中5華
人社会の中で複雑な力関係を有していた。

それぞれの需派では、華人企業家を主とする指導者が権力を握つていた。当時のシンガポ

ールの華人社会では、各帯派の指導者たちが、自発的に各譜派を代表する廟、会館をはじ

めとして、その後は私塾、医院等を創設し、そこでの董事とよばれる要職に就くことで、

帯派政治に参与し、講派内ひいては華人社会内への更なる影響力を強めていつた。

*1 シエ・チェン (謝剣)「シンガポール華人社会一その内部構造と基本的構成要素」、ピ

ーター・チェン編、木村睦男訳『シンガポール社会の研究』、めこん、1988年、145頁。
*2 シエ・チエン (謝剣)「シンガポール華人社会一その内部構造と基本的構成要素」、ピ

ーター・チェン編、木村睦男訳『シンガポール社会の研究』、めこん、1988年、154頁。
*3 -般的にシンガポールの華人社会では、華文学校は華校と呼称されていることから、

本研究では、以下において華文学校を華校と呼称する。同様に、英文学校に対しても、英

校の呼称を採用する。
*4 謝剣「志願社団的組織原則 :新加披華人社団的個案研究」、『東南亜華人社会研究 (下

冊)』、1980年、123頁。
*5 5大講は、地域による福建講、広東討、潮州帯、海南帯、方言による客家討を指す。
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1819年に最初の宗親会館が成立してから、1890年 に海峡植民地政府が社団登録法令を

敷 くまでの期間は、各会館組織の初創の時期ということができる。特に、1877年の華人

保護司の創設以前は、完全な統治制度は欠落しており、植民地政府当局は各会館組織を利

用して華人社会を統括し、中国からの移民のほとんどは、生存するために、相互扶助を求

めて、そのほとんどが宗郷会館に入会 し、その保護を受けていた。・

当時、このように宗親会館、廟等が次々と設立されたが、足並みはきわめて緩慢であつ

た。それはその一方で、譜派による秘密結社の強力な勢力が存在し、彼らは常に社会混乱

を引き起こしていたことが理由として考えられる。当時の宗郷会館の権力は秘密結社のそ

れには及ばず、宗郷会館が増加の趨勢を見せるのは、20世紀に入つてからであるという

事実が存在する。しかし、当時の華人社会では、講派によって設立された秘密結社、宗郷

会館、廟等の境界線が曖昧な場合も多いため、本節では、秘密結社と宗郷会館の厳密な区

別や関係を詳細に論じることを割愛する。
中2

b,私塾設立とその発展
19世紀の中後期にかけて、シンガポールでは、私塾と呼ばれる小規模の学校が次第に

増加していく。こういつた私塾は、企業家、宗郷会館、教会によつて設立されたものがほ

とんどであり、教室は廟、店舗や個人の住宅を利用しており、設備は非常に劣つているも

のであつた。この時期の私塾教育には政治色は存在せず、中国の私塾の教学方法に倣つた

教学内容は、三字経、百家姓、大学、中庸、論語等が中心であり、教師は占い師、風水師

等の教師としての資質を持たないものが多く、中国の私塾に比べて教師の質は非常に劣つ

ていた。このように、当時の私塾は、学習環境、教学内容、教師の資質においては完全で

はなかつたが、華人子弟が中国語言や中国文学を学ぶことによつて、私塾は中華文化の伝

播に一定の作用を果たしていた。"

ドイツ人宣教師である R.G.H.ト ムソンの報告によると、1829年にシンガポールには、

広東系の私塾がカンポングラムとペキン・ス トリー トに、福建系の私塾がペキン・ストリ

ー トにそれぞれ存在していたが、成立年や創設者は定かでない。
セ

正確な記録が残つているもので、最初の私塾は崇文閣である。福建講の指導者である陳

金声が発起人となり、福建帯の華人企業家の支持を得て、1849年に竣工され 1852年 に完

成 した崇文閣は、福建系華人子弟のための教育が目的とされたものであつた。続いて 1854

年に設立された本英書院は、同じく陳金声が発起人となり、教育熱心な福建講の華人 12

人の援助を得て設立された。本英書院は、貧富の差は間わずに全ての福建系華人子弟を平

*1 鄭普洛「新加岐宗郷会館的歴史演変」、潮州八邑会館編『新加岐潮州八邑会館 60周年

紀年特刊』、1989年、206頁。
*2秘密結社については、Iκne Lim,Sθθ″ &があの滋 S'″gηθ′ι,Singapore History Museum,
National Heritage Board,1999.に 詳しい。
*3周華峨『東南亜華文教育』、賢南大学出版社、1996年、44頁。
*4呉華『新加岐華文中学史略』、教育出版社、1976年、 9頁。
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等に入学させている。・ 崇文閣と華英書院は、福建討の企業家が設立した廟である天福宮

の中に設けられていた。この点からみても、当時のシンガポール華人社会における福建譜

の優勢をみることができる。崇文閣と率英書院の設立は、シンガポール華文教育の第一歩

となったが、当時、このような私塾は各帯派に所属し、それぞれの帯の華人指導者や宗郷

会館に管理されていた。

また、崇文閣と率英書院の碑文に残されている、設立者および賛助者の名簿
・2か
ら、彼

らの中国の原籍地、職業、会館組織での役職の状況に対して調査を行つた。そして、筆者

が把握できた崇文閣の 13人 と率英書院の 25人の創設者及び賛助者全ての原籍地が、福建

であるということが確認できたのと同時に、彼らは複数の会館組織の役職を兼任している

華人企業家であることが判明した(表 2参照 )。

私塾創設者及び賛助者の特色として、彼らは常に同郷、宗親、行業を基礎とする会館組

織と密接に結びついており、彼らの会館組織内での高い地位から、組織内の他の華人企業

家に対して、私塾や学校を設立する際に必要な経済的支援を求めることも多かつた。しか

し、その中で教育事業に対して非常に熱心で寄付を快諾した企業家もいれば、シンガポー

ルを仮の住まいとして帰国を前提に考えている企業家は、教育事業には無関心であつた。

私塾elJ設者は策をめぐらし、学校への賛助者名を新聞に掲載し賛美をすることによつて、

その名を華人社会に知らしめる行動をとったため、賛助者は華人社会から大きな注目を浴

びることになり、寄付をするものが増加したという。
｀この点から、教育事業を通して、

華人社会或いは討派内で名声を手に入れようとする華人企業家が、この当時から存在して

いたことが確認できる。

このような詳を中心とするシンガポール華人社会構造は、この時期に完成したといつて

もよい。最大勢力の福建譜をはじめとして、海南稲を除く各講はすべて、1829年 までに

それぞれの総機構を成立させている。広東詳は寧陽会館 (1822)、 客家討は応和会館 (1823)、

潮州討は等海清廟 (1820)、 福建譜は恒山亭 (1827)、 金蘭廟 (1830)、 慶徳会 (1831)を

成立させた。広恵肇 (広東省広州、恵州、肇慶地方)グループは海唇福徳祠を、福建帯に

対抗する総機構として設立し、講派対抗の形勢が作られた。“

続く 1867年に、福建討の陳金鍾と陳明水によって、硫蘭書院が設立され、同じく陳金

鍾と陳明水によって設立された保赤宮陳氏宗祠が、硫蘭書院の校舎として使用され、保赤

宮陳氏宗祠が私塾を管理するようになった。このように、華人企業家と宗親組織によつて

設立した私塾は、この硫蘭書院のように福建帯の陳姓の子弟のみしか受け入れないという

ように、当初は需派の影響を強く受けていた。しかし、第 2次世界大戦後は、硫蘭書院は

保赤学校と改名され、宗族、譜派を問わず広く華人子弟を受け入れるようになつた。保赤

学校は 1962年に閉校したが、このように宗親組織に管理される私塾や学校は、20世紀に

*1 周華峨『東南亜華文教育』、暫南大学出版社、1996年、41頁。
*2陳育松等『新加岐華文碑銘集録』、香港中文大学、1970年、291-292頁。
*3沈孟虹『従 1887-1911年 明報有関華文教育的資料看当時華文教育的状況』、南洋大学文

学院中文系栄誉学位畢業論文、1973年、17-18頁。
*4林孝勝著『新加城華社与華商』、新加岐亜洲研究学会、1995年 、25頁。
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入つてから徐々に設立されるようになった。
句

上述のように、この時期の私塾は、宗郷会館、企業家、教会によって設立されたものが

ほとんどであり、教室は新築するのではなく、廟、店舗や個人の住宅を利用するといつた

ように、私塾の運営は、塾生を収容する受け皿があるという条件の上で行われていた。と

りわけ、宗郷会館が、私塾運営に対して力を発揮し、会員子弟への教育に貢献しながら、

自らが属する討派の力量を更に強めていつた。宗郷会館が、このような教育事業への貢献

を比較的容易に行えたのは、以下の 3要因が考えられる。

1,宗郷会館は、一定規模の会所を有していたため、私塾の教室に自らの会所を提供

することができた。よつて、私塾運営のハード面での費用は、私塾設立に際して

さほど問題にはならなかつたためである。

2,宗郷会館は、当時、華人社会の中で不可欠な存在であつたため、多くの会員を有し
ていた。よつて、その会員自身、或いは会員からのネットワークにより、多くの同

郷人や宗親から寄付を募り、私塾設立のための援助を得ることができた。また、そ

のネットワークを通して、同郷或いは宗親の中からも教師を招聘することができた

ためである。

3,当時は企業家に成り上がった裕福な華人も増加してきており、彼らの大半は、宗郷

会館で、董事という地位に就くことにより、会館の指導者的な存在となってたが、

彼らは自らの象徴資本
Ⅲ2を
追求するために、更に教育への貢献を行つたと考えられ

る。もちろん、幼少時に十分な教育を受けることができずにいたため、宗郷会館を

通して、多額の資金を教育へつぎ込む意思のある企業家も多かつた。

第4節 華文教育の発展とサブ・エスニック・アイデンテイティの形成(1900-1919)
20世紀になると、シンガポールでは、資本主義商業経済を主とした経済基盤がつくり

あげられ、華人社会もその基盤の上で自らの社会を築いていくこととなった。この時期、

注目に値するのが、1900年成立の英国教育を受けた海峡植民地生まれの華人による「海

峡英籍華人公会」(Straits Chinese Brhish ttsociation)と 、1905年成立の華文教育を受けた

中国文化を薫陶する華人による「中華商務総会 (現中華総商会 )」 の存在である。これら

2組織の会員は、シンガポール植民地における華人の中産階級に属する者によって占めら

れており、彼らは必然的に華人社会の指導者にもなつていた。また、彼らは英植民地政府

と華人社会との中間的な立場に立ち、両者を繋ぐ架け橋としての役割も果たすようになっ

ていたが、この時期より、シンガポール華人社会が 2重の性格を持つようになる。
中3

この時期には、それまでの廟、会館、私塾の他に文化娯楽組織、医院、慈善機構等が揃

うようになる。特に教育に関しては、中華文化の伝播、シンガポール華人社会の文化水準

*1周華峨『東南亜華文教育』、賢南大学出版社、1996年、42頁。
*2華人企業家の象徴資本については、第 2章第 6節 dを参照。
*3 鄭普洛「新加岐宗郷会館的歴史演変」、潮州八邑会館編『新加岐潮州八邑会館 60周年

糸己笙F牛寺干J』、 1989Z軍、 208頁。
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の向上、中国に対する愛国思想の覚醒を目的とした学校の創設が相次いだ。これは経済的

に余裕のできてきた華人企業家によるものが大きい。

当時のシンガポール華人社会の特徴として、英植民地政府が宗郷会館を干渉しなかつた

ことと同様に、華文教育に対しては一切不干渉の態度をとつていたことがあげられる。英

植民地政府の目的は、英校における、植民地統治の際に必要とされる行政上の事務要員を

中心とするホワイト・カラー人材の育成であつた。そういつた人材育成の為の英校でさえ

も、学生の英語能力は低く、簡単な計算や文書の作成はできても、英国への忠誠や帰属意

識の創造といつた理想や信念といつたものが欠落していた。英植民地政府の態度は一貫し

て、奪えるものは何でも持ち去るといつた態度であり、教育に対しての義務は一切怠られ

ていた
｀
。華校に対しては言うに及ばず、何の待遇も設けられていなかつたが、言い換え

れば、華校にとっては限りない活動のスペースが与えられ、独自の自由な教学を行うこと

ができたのである。

当時の華校は、英植民地政府の支持や干渉を受けることもなく、多々の困難に遭遇しな

がら自力更生を行ない、生存の道を模索していた。そのために不可欠であつたものは、華

人社会における経済力、つまり華人企業家の支持であり、華校と華人経済の結合が、この

時期のシンガポールにおける大きな要素となつていた。それまでの、経済力さえあれば譜

派内、華人社会での指導者になることができた状況とは異なり、20世紀に入ると、それ

に付け加え、公益心や慈善精神を持つ人物が社会の尊敬を集めるようになり、目的の如何

にかかわらず、多くの華人企業家が、教育事業に着手し、彼らの指導の下で、宗郷会館も

教育の貢献に対して非常に重要な役割を果たすようになつていつた。
中2

この時期、討派を中心とする大規模な宗郷会館が設立されており、教育事業にも力を発

揮するようになる。私塾は学校という形に姿を変え、また華校の増加にともない、華文教

育も更に発展していく。その中でも、福建譜で最有力の福建会館が道南学校 (1906年 )、

愛同学校 (1912年)と崇福女校 (1915年 )を設立した。福建譜以外では、潮州講の潮州

八邑会館が端蒙学堂 (1906年 )、 広東討の企業家が養正学校 (1905年 )、 広東帯の寧陽会

館が寧陽学校 (1906年 )、客家帯の応和会館が応新学校 (1905年 )、 客家講の茶陽会館が

啓発学校 (1905年 )、 海南帯の企業家が育英学校 (1911年 )を設立し、福建譜に次ぐ勢力

として発展していく。"

当時の各講派の勢力は、各講派による宗郷会館及び華校と直結しており、華人社会を構

成する重要な要素となっていた。華校も帯派主義の保守的な思想をそのまま受け入れ、生

徒から教師まで同詰派の者を受け入れた。1902年 8月 27日付の『明報』には「教職員を

*1 沈孟虹『従 1887-1911年 明報有関華文教育的資料看当時華文教育的状況』、南洋大学

文学院中文系栄誉学位畢業論文、1973年、3-4頁 。
*2 陳麗仁『二十世紀初期新加岐華文教育的発展』、新加岐国立大学人文社会科学院中文

系栄誉学位畢業論文、1988年 、117-118頁。
*3表 2参照。
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求む。グ言州方言が話せる者・・・」というような求人広告が掲載されているように、
n当

時、多くの学校では、方言を教学用語とした授業が行われていた。例えば、客家部の応新

学校では、1906年の創立当初の主旨には、同郷 (嘉応州)子弟だけのための教育を行う

ことがうたわれており、創立時に客家語によっての授業が行われていた。
中21906年

創立の

潮州話の端蒙学校では、1917年の時点でもまだ英語科以外の授業は全て潮州語で行われ

ており、全校児童 618人中、365人の約半数が潮州系華人であつた
中3。
福建講の華人企業

家が 1920年 に設立した南洋工商補習学校の場合、1924年度の在籍生徒 285人中、240人

(約 84%)が福建系華人
中4、
1926年 度上半期の在籍生徒 316人中、275人 (約 87%)、 在

籍教師 22人中、19人 (約 86%)が福建系華人、
中51926年
度下半期の在籍生徒 338人中、284

人 (約 84%)が福建系華人というように、
中
`こ の時期には 80%以上の福建系華人子弟を

保ち続けていることからも、華人社会内に講派思想が大きく反映されていることが理解で

きる。

この時期の華人社会では、講派の対立が激しかつたために、各宗郷会館は経済面でも、

文化面でも、常に保守的な態度を保つていた。華校も同様で、同譜派の方言を使用し、同

譜派内から教師と子弟を受け入れていたため、学校教育を通して討派を中心とする、サブ

・エスニック・アイデンティテイが強化されていた。このような帯派主義によって、人口

の絶対数の少ない詰派の学校は、同討派の教師を確保するのに困難を極め、そういった学

校では自然と教学レベルが下がつていつた。
中7

しかしながら、相対的に見て、この時期における華文教育は、シンガポール華人社会に

とってプラスの要素をもたらしている。特筆すべきことであるが、当時、華人社会の上層

部にいた各討派の華人企業家の経済援助により、華校は貧富の差を問わず、あらゆる階級

の子弟を受け入れていた。19世紀後半まで一線が引かれていた華人社会の資本家階級と

労働者階級の壁が、華校の存在を通して徐々に取り払われていくととになるのである。

当時、大部分の華人は英校とは無関係であるといつてよく、ほとんどの華人子弟は華校

へ通つていた。その理由として、シンガポール住民の大部分を移民が占めており、多くの

華人子弟がシンガポールに到着した時には、既に英校の入学規定の年齢を超えていたこと、

また当時は英校の卒業生はホワイトカラーの職業にしか就くことができず、その機会も限

*1 陳麗仁『二十世紀初期新加岐華文教育的発展』、新加崚国立大学人文社会科学院中文
系栄誉学位畢業論文、1988年、121頁。
*2 
『星洲応新学校特刊』、応新学校、1938年、 8頁。創立直前までは、応新学校は広東

講である恵州会館の支持を得ていたが、恵州会館はその後、広東帯の肇慶会館等と共に養

正学校を設立することになったため、応新学校には関与しなくなつた。
*3『端蒙学校七十周年紀念干J 1906-1976』、端蒙学校、1976年、74頁。
*4 
『南洋工商補習学校叢刊 民国十三年十月第三集』、1924年、15頁。
*5『南洋工商補習学校叢刊 民国十四年十月第四集』、1925年、 4頁。
*6『南洋工商補習学校叢千」 民国十五年九月第五集』、1926年、 4頁。
*7沈孟虹『従 1887-1911年 明報有関華文教育的資料看当時華文教育的状況』、南洋大学文

学院中文系栄誉学位畢業論文、1973年、28頁。
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られていると一般的に思われていたことが考えられる。・

1920年以前は、英植民地政府はなおも華文教育に対して、無制限、不支持というよう

に全くの放任主義をとっており、華人社会では自ら学校を設立し、自己管理と経費の捻出

せざるを得ず、そういつた状況下で、華校は必然的に中国の教育体制を模倣し、中国と密

接な関係を築くようになる。そして中国の社会変革にともない中国の政治とは切り離せな

い関係となっていくのである。

1911年、中華民国成立以降、華校は、単に知識を伝播する場としてだけではなく、中

国伝統文化を基礎とする思想、生活様式を広めた他に、華人社会における思想やアイデン

ティティの形成に大きな影響を与えた。この時期、華校は、華人社会経済を支える華人企

業家の支持という要素を組み入れて、シンガポール華人社会全体を操作するまでの原動力

となっていく。中国国民党の指示の下で、華校では民族本位、愛国主義の教育が行われは

じめるようになる。この時期は、採用される教科書も中国の出版社による愛国主義の情操

が満ちあふたものであり、学校は華人子弟に中国への国家意識を涵養させていつた
つ
。端

蒙学校では、1906年の創立から 1917年にかけて、学制及びカリキユラムともに中国のそ

れを模倣しており、創立当初は、初級小学課程を 5年、高級小学課程を4年としていたが、

1911年の民国成立以降は、初級小学課程を4年、高級小学課程を3年と変更し、初級課

程で読経、地理、理科を、高級課程でも読経が排除されたが、英語科以外では潮州語によ

つて授業が行われていた。
中3こ
の時期より、需派主義によるサブ・エスニツク・アイデン

テイティのほかに、その後長期にわたって華文学校生徒の中に強く根差していくことにな

る、中国への愛国意識が生じるようになる。

*1沈孟虹『従 1887-1911年 明報有関華文教育的資料看当時華文教育的状況』、南洋大学文

学院中文系栄誉学位畢業論文、1973年、 3頁。
*2桂貴強「新加披華人国家認同的転変」、上海中山学社『孫中山与華人学術研討会』、1994

年5月 20‐23日 、 4頁。
*3『端蒙学校七十周年紀念刊 1906-1976』、端蒙学校、1976年、74頁。
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G協 ) 表 1:新加坂牛人人口的増長 (1824¨ 1871年 )

資料来源 : E Thio,``Thc Singaporc Chil■ csc Protcctoratc,Evcnts and Conditions

Lcading to lts Establishmcnt,1823-1877",《 南洋学扱》 ,16巻 ,

1、 2期 ,1960,ラて79。

年 分 欧 人 準 人 恵人口
牛人占恵

人口巴仙率(%)

824

825

826

827

828

829

830

832

833

834

836

840

845

849

860

871

74

84

111

87

108

122

92

105

119

138

141

165

336

360

2,385

1,946

3,317

3,828

4,279

6,088

6,210

7,575

6,555

7,762

8,517

10,767

13,749

17,179

32,132

27,988

50,043

54,572

10,683

11,851

12,907

13,725

14,885

17,664

16,634

19,715

20,978

26,329

29,794

33,969

52,547

52,891

81,734

97,111

31.0

32.3

33.1

44.4

41.7

42.9

39.4

39.4

40.6

40.9

46.1

50.6

61.4

52.9

61.3

56.2
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表 2 第二次世界大戦以前のシンガポール華文学校における董事
董事の状況→

学校名↓

同グループ
の学校の董
事を兼任

他グル‐プ
の学校の董
事を兼任

華人自発的
鑢 におけ
る要職を兼
任

華商又は
医師や弁
護士等の
専門職

崇文閣 (福建)
(1849)

13/13
(100%)

13/13
(100%)

13/13
(100%)

賛蕎訂r(福建) 25//25

(100%)
25/25
(100%)

25//25

(100%)
養工学校 (広東 )
(1905)

12/12
(100%)

4/12
(333%)

H/12
(91.7%)

9/12
(750%)

長招誌芦
(客家) 12/12

(100%)
6/12
(500%)

12/12
(loo%)

輩請
に射  1脇 3///28

(107%)
24///28

(857%)
26//28

(92.9%)
端蒙学校 (潮州 )
(1906)

37///37

(100%) 温傷)|(:IC) 36/37(973%)
道南学校 (福建 )
(1906)

15/15
(100%)

10/15
(667%)

15/15
(100%)

14/15
(933%)

耳喬言芦
(海南) 18/18

(100%)
2/18
(Hl%)

H/18
(611%)

18/18
(100%)

喪誌吉言
学校(混合)

温C)|と協 14/17
(823%)

lγ17
(882%)

愛同学校 (福建 )
(1912) 諭錫 |(晃C) 協 la協み
崇福女校 (福建 )
(1915)

6///6

(100%)
3///6

(50o%)
6///6

(100%)
6//6
(100%)

広福学校 (広東 )
(1916) 為

峨
3///5
(60o%)

3///5
(60.0%)

3///5

(60o%)

¬猶み言中学(混合) 15/22
(62.2%)

22/22
(100%)

18/22
(818%)

20/42
(90.9%)

賛高露警(福清=福建) 5///5

(100%)
1/5
(20o%)

3///5

(60.0%) ん既

４

８０

華僑中学 (混合 )
(1919)

27/29
(93.1%)

29///29

(100%)
26/29
(897%)

27///29

(93.1%)
南洋工商補習学校
(福建、その他 )
(1920)

38/38
(100%)

13/38
(342%)

13/38
(342%)

35/38
(92.1%)

賛商話芦
(海南、その他) 6ノ//6

(100%)
2/6
(367%)

5/6
(83.3%)

6///6

(100%)
中正中学 (混合 )
(1939)

9/12
(750%)

12/12
(100%)

12/12
(100%)

12/12
(100%)

合田美穂 1997

(ri筆
ノ  表 3第二次世界大戦以前のシンガポールにおける華文学校
創設者↓    創設年→ 1849-191o 1911-1930 1931-1941
福建 5

福建、その他 l

広東 8 2

広東、その他
1 l

潮州 1 4

潮州、その他

客 家

客家、その他

海南 3 5

海南、その他 l

その他
l

混合

(教会立 )
4

(2)
8

(4)
12

(8)

不明

合計

合田美穂 1997
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第2章  
「
帯iFK」 主義から
「中国ナショナリズム」の高揚へ(1920・ 1945)

第1節 英植民地政府の政策と華校との関係
1911年の中華民国成立以降、中国国民党による教育政策は、容易にシンガポール華人

社会に浸透していつた。1914年 より、シンガポールの教育工作者により学務総会が説立

され、学務総会の指導の下で、多くの華文学校は足並みを揃えて、中国の学制である小学

6年、初級中学 3年、高級中学 3年に従つてカリキュラムを組み、教師も中国から採用す

ることとなった。カリキュラムでは、初等小学校では修身、中文、算術、体育、図工、音

楽等を取り入れ、高等小学校では歴史、地理、自然等がそれに組み入れられた。そして、

教科書や図書をはじめ、多くの教材も中国から取り寄せられることとなつた・ 。端蒙学校

の場合、この時期には修身、国文、英文、算術、珠算、歴史、地理、理科、図工、体育、

音楽等の授業が行われており、その後 1917年に中国のカリキュラムを採用し、1924年に

は中国からの教科書を使用し始めている
り
。

また、陳嘉庚 (タ ン・カーキ)が発起人となつて、1919年に南洋華僑中学が設立され

るが、これにより、シンガポールの華文教育が初等教育から中等教育へ発展する段階に入

ることとなる。そして、初等教育及び中等教育を通して、華人の中に中国への帰属意識が

強化されていくこととなる。このような状況下、シンガポール華人は、陳嘉庚の鼓舞の下

で、学校教育を通して中国への関心、忠誠心を強めていき、中国熱による日本製品不買運

動の高まりなどから、日英同盟にまで影響を及ばしかねない状態となつていつた。こうい

つた一連の華人社会における変化に対して、英植民地政府は 1920年 に、「学校登録法令」

を制定し、華文学校を管制し始めるようになる。学校登録法令の主な内容は以下の通りで

ある。
中3

1,学校の登録。
2,董事、教師、管理人の登録。
3,教科書、文書等の管理。
4,学校の閉鎖権 (革命思想の宣伝や英植民地政府の利益に反する行為をした学校に対

してこの権力が適応される)。

この法令は、10名以上の生徒が在籍する学校全てに対して要求された。この一連の政策

が華校に与えた影響は大きく、政府の要求にそぐわない学校は処分されることになつた。

こういつた英植民地政府の政策は、中国のシンガポールに対する影響に水を差すことにな

つた。

この法令が出された直後に、各華校を代表して、中国外交部および教育部に支援を求め

た南洋女子中学校長および数名の董事が国外退去となり、学務総会にも閉鎖命令が下つた

他、法令に違反した 15校が閉鎖されることとなった。「学校登録法令」制定後、ほとんど

周車峨『東南亜華文教育』、萱南大学出版社、1996年、53頁。

『端蒙学校七十周年紀念刊 1906… 1976』、端蒙学校、1976年、74頁。

周睾峨『東南亜華文教育』、暫南大学出版社、1996年、57-58頁 。

１

　

２

　

３
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の華校は保身と生存のため登録と法の遵守を余儀なくされることとなつたのである。

しかし、この「学校登録法令」は一方で、各学校に対して衛生面の管理も義務づけてお

り、学校の保険衛生が向上しただけではなく、教師の登録により不適格な教師は排除され、

生徒に対しては有益となる面もあつた。
Ч
また、この法令はあくまでも華校を管理するた

めだけものであり、英国への忠誠を義務づけるものでも、英国ナショナル・アイデンテイ

ティを植え付けるものでもなかったため、この法令さえ守つていれば、何をしてもよいと

いうスペースが与えられていた。よつて、華校は、このスペースの中で絶えず発展してい

くこととなる。

また、特筆すべきこととして、「学校登録法令」後の 1923年 に、再び英植民地政府によ

つて出された「華文学校への補助金支給の規定」に対する、華校の態度があげられる。こ

の規定は、補助金を受ける代わりに、英植民地政府の提示した更に多くの制約をも受け入

れなければならないというものであつた。しかし、1929-1936年 の不景気の時期であつて

も、1929年では華校 204校中の 1校のみが、1930年では 209校中の3校のみが申請した

だけであり、ほとんどの華校は申請を拒絶した。
中2階
層を超えて多くの華人子弟を受け入

れていた華校は、経済的に余裕があるわけではなかつたが、当時は、華校と密接な関係に

あつた華人企業家や宗郷会館が、経済面においても精神面においても華校の大きな支えと

なっていたということが推測できる。

また、英植民地政府のこういつた強硬な態度にもかかわらず、この時期においても華文

教育は発展を続け、1929年では華校総数は 204校、教師総数は 636人、児童 。生徒総数

は 14,531人であり、1938年になると華校総数は 329校、教師総数はは 1,295人、児童・

生徒総数は 28,411人 というように大幅な増加をみせている。"

この時期の宗郷会館及び帯派による設立の学校は、興安会館の宏文学校 (1921年 )、 東

安会館の東安義学 (1922年 )、 三水会館の三水義学 (1924年 )、 南順会館の南順義学 (1931

年)、 胡文虎及び南洋客属総会の民衆義務学校 (1935年 )、 温州会館の僑南学校 (1936年 )、

禾山公会の禾山学校 (1939年 )、 陳嘉庚をはじめとする福建部による南洋華僑師範学校

(1941年 )があげられる。・
4こ
の時期、安渓系華人を中心とした学校が 31校設立されて

いる。その中でも、励群学校 (1927年 )、 明倫学校 (1928年 )、 万礼学校 (1930年 )、 全

民学校 (1931年 )、 濡廊学校 (1933年 )、 懐南学校 (1933年 )、 崇文学校 (1934年 )、 裕群

学校 (1935年 )、 醒南学校 (1936年 )等の 22校が、安渓会館の直接的な支持を受けてお

り、平儀学校、僑南学校、啓育学校、醒僑学校、振中学校、樹群学校、培華学校、光華学

校は、安渓系華人を含めた他籍貫の華人による設立であつたという。当時の安渓系華人の

設立した小学校では、半分が安渓系華人の子弟で占められており、この時期は、なおもサ

*1 陳麗仁『二十世紀初期新加披華文教育的発展』、新加城国立大学人文社会科学院中文

系栄誉学位畢業論文、1988年、137-138頁 。
*2周車峨『東南亜華文教育』、雪南大学出版社、1996年、59-60頁 。
*3 童家洲「略論新加岐華族会館興学育才弘揚華族文化的貢献」、『八桂僑史 (1994年第 3

期)』、広西華僑歴史学会、1994年 、30頁。
*4陳嘉庚『南洋回憶録』、草原出版社、1979年、333-334頁 。
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ブ。エスニック・アイデンテイテイが存在していたことが理解できる。
Ч

第2節 中国国民党政府の政策と「遠隔地ナショナリズム」の形成
一方、1927年 より、中国国民党政府は本格的に海外華文教育を管制し始めるようにな

る。中国からの管制は、英植民地政府とは全く異質のもので、中国への忠誠、愛国心およ

び中国ナショナル・アイデンティテイの創造を目的としたものであり、カリキュラム、教

育方針、学校行事を通して華校の中に浸透していつた。中国からの輸入の教科書について

は、英植民地政府の法令に触れないように政治的色彩の濃い箇所を削除しなければならな

いという制約がありながらも、英植民地政府の与えたスペースの広さから、多方面にわた

り中国ナショナル・アイデンティテイの創造につながる教育の機会が用意されていた。

この中国ナショナリズム高揚に、間接的な動力を与えた要因として、日本軍国主義の加

速があげられる。1915年の 21カ条約の締結、1919年のパリ会議および山東事件、1931

年の 9018事件等の一連の事変が、シンガポール華人社会での反日運動へとつながつてい

く。事変が起こる度に、華校では募金活動や日本製品不買運動を展開し、徹底的に抗日運

動に参加した。
中2

特に 1937年の芦溝橋事件に至つて、日本が全面的に中国を侵略すると、華人社会の指

導者陳嘉庚の鼓舞の下で、更なる抗日運動が繰り広げられた。この時期、多くの華校では、

学校行事の一環として抗日ための募金活動や愛国講座が開催された。例えばIE2州 (海南)

帯の育英学校の場合、「愛国」講座の中で、児童は、祖国を救うために毎日節約すること

や、募金運動を助けるために花を買うこと、中国製品を購入すること、国家の主権を守る

ために自己を犠牲にすること等を学んでいる。また、同学校の『育英半年刊』上でも「我

々南洋の僑胞は、日本が海南島を侵略することを他人事と考えてはいけない
。・・・我々

はできる限りの力量とあるだけの金銭を、国家のために献上し、日本から海南島、そして

全中国を守らなければならない。」と児童 。生徒及び関係者に呼びかけ、愛国心と愛郷心

を喚起している。"

1930年代は、陳嘉庚をはじめとする華人企業家、宗郷会館、華校が一体となり抗日運

動を展開しており、華人社会の中に中国ナショナル・アイデンテイテイが創造されていく

ことになる。陳嘉庚のように、母国からは遠く離れた地にいながら、母国で起こつた政治

的紛争や戦争に対して経済援助を与えている人物を、B.ア ンダーソンは「遠隔地ナショナ

*1 
『聯合早報』、1992年 10月 11日。童家洲「略論新加披華族会館興学育才弘揚華族文

化的貢献」、『八桂僑史 (1994年第 3期 )』、広西華僑歴史学会、1994年、28頁。

*2 崖貴強「新加岐華人国家認同的転変」、上海中山学社『孫中山与華人学術研討会』1994

年 5月 20-23日 、 2頁。
*3 
『育英学校半年刊』、中華民国広東省南洋新加岐瑣崖育英初高等小学校、1939年、34、

61-62頁 。
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リスト (long¨

“

説ance nationalitts)」・ として位置付けており、陳嘉庚は遠隔地におりなが

らも、シンガポール華人社会の中に、華人の原籍地もしくは父祖の出身地である「中国」

という想像の共同体を共有し続ける状態を、作りあげていくことに大きく貢献した。

第3節  華校のあり方からみた華人アイデンティテイ
上述のように、シンガポール華人社会の中にも中国ナショナリズム思想が浸透しはじめ、

討派観念の淡泊化がはじまり、各華校は各帯派の方言の使用から、標準中国語の使用に徐

々に切り替えていくようになつた。同時に、各華校では、これまでの同需派内の子弟のみ

の受け入れから、講派の境界を超えて華人子弟全対を受け入れる動きが見られるようにな

る。こういつた一連の動きの中で、華人社会の指導者陳嘉庚は「教育は民族を団結させ、

国家を前進させるための道具であり、華人社会全体の協力、合作が必要で、境界線を引い

てはいけない」として、彼の指導の下で、福建会館設立の道南学校が 1916年に華校の中

で初めて、福建語の使用を廃止し、標準中国語を教学用語として取り入れるようになった。

それと同時に、国語教育、つまり標準中国語の普及のための必然的な結果として、道南学

校は非福建人である校長を採用するとともに、1921年 には中国各地からの教師を採用す

るようになつた
Ⅲ2そ
れに引き続き,潮州講の端蒙学校が 1918年 に潮州語から標準中国語

に切り替え、"南洋女子中学が標準中国語での授業に先駆けて、学内での会話の方言使用

禁止令を出す等“、標準中国語の使用は華校全体に徐々に広まつていつた。

それと同時に,稲派主義にとらわれない華校も増加するようになる。その代表的存在と

して知られるのが、1919年 に創立された南洋華僑中学である。南洋華僑中学は、陳嘉庚

を中心とする華人企業家によって発起され、1918年 に、その準備委員会は稲派を超越し

た組織である中華総商会内に置かれ、各討の指導者 20数人が組織する学校董事会が成立

した
｀
。同年の生徒募集広告には「英蘭国籍所持者、福建、広東等各講の海峡植民地生ま

れの華人全てを受け入れる」と明記される等、譜派にこだわらず生徒が募集された。これ

は、これまでの伝統的な討派主義を打ち破るといつた意味から、華人社会からは反響を呼

んだ。
・6

南洋華僑中学の設立による、講派を超えた華人企業家の合作、講派を超越した会館組織

である中華総商会の賛助、講派や階級にこだわらない生徒の受け入れといつた、これまで

*l Benedict Anderson,"Ъ  New World Disorder',Ⅳι″zィ′」鬱νJιち No.193,1992,pp.12-13.

(関根政美訳「 <遠隔地ナショナ リズム>の 出現」、『世界』、1993年 9号、189-190頁。)
*2周華峨『東南亜華文教育』、暫南大学出版社、1996年、51-52頁 。
*3『端蒙学校七十周年紀念刊 1906-1976』、端蒙学校、1976年、74頁。
*4 
『南洋女子中学校創校 60周年賢小学新校舎落成紀念特刊』、新加岐南洋女子中学校、

1977Z事、 208頁。
*5顔清涅『海外華人史研究』、新加岐亜洲研究学会、1992年、304-308頁。
*6 陳麗仁『二十世紀初期新加岐華文教育的発展』、新加披国立大学文学院中文系栄誉学

位畢業論文、1987年、131-132頁。
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見られなかつた華校の形態は、シンガポール華人社会において重要な意義をもたらした。19

世紀末期から、シンガポール華人社会では、需派を中心とする宗郷会館が林立し、広東講

及び客家講には若千の合作が見られたものの、福建帯、潮州討、IEE州 (海南)討がそれぞ

れ対立し、それらの話派ごとに設立された華校は、譜派の色彩に染まつていた。しかし、

この時期、保守的な講派主義によつて華人社会内が分散されていた状態から、華人社会全

体が合作するといつた価値観の形成、華人としてのエスニツク・アイデンテイテイが形成

されることになる。

しかしながら、中国ナショナル・アイデンテイテイと並行しての、エスニツク・アイデ

ンテイテイの形成によって、講派主義によるグループ
。アイデンテイテイは淡泊化したが、

決して消滅したわけではなく、形を変えて存在するようになったということを付け加えて

おく。当時、華人は英植民地政府が与えたスペースの中で、自ら教育管理機構を生み出す

ようになつていた。1914年 に、養正、端蒙、道南、崇正、愛同、応新等の稲派を超えた

華校が「英領華僑学務総会」を設立した。

また、1911年に、陳嘉庚が道南学校の董事を務めていた際に、董事だけによる教育の

発展に限界を感じ、福建会館に対して改革を申し出たことをきつかけに、1929年に福建

会館が改組してからは、陳嘉庚の指導の下で教育科が特設され、 8人の福建会館の董事と

呼ばれる役員が福建会館を代表して、福建帯の学校の経済援助及び管理を行うことになつ

た。この教育科設立によって道南、愛同、崇福の 3校が管轄され、その他の福建需が設立

した学校 8校 (崇正、丹詔、興亜、華南、彰徳、振東、光洋等)に補助を行うことが決定

された。・ この一連の改革によって福建討の華校行政は統一され、各校の校務も計画的に

行われるようになり、一部の学校の経費不足の問題も解決した。また、福建会館教育科の

主任林慶年の提案により、1930年から、各校学生の成績向上のための試験制度が設けら

れ、福建系の付属の 12校で福建会館主催の共通試験が実施され、福建訂における教育の

発展に大きな貢献を行なった。
りこの措置は福建帯による華文教育の進歩につながつただ

けでなく、他の宗郷会館の手本となった。その後、華文教育の管理は華人社会における重

要項目の 1つ となる。こういつた華人社会の教育改革は、近代華人社会の発展と改善を表

している。

この時期、多くの華校が、私塾時代の仮の教室から、独自の校舎を建造し、図書館等の

設備も整え、中国から優秀な教師を採用するようになる等、ハード面の充実を図つただけ

ではなく、教学言語の方言から華語への移行、男女共学の実施、課外活動の増加、体育を

重視し運動会を実施、教師と生徒間の文化娯楽活動の実施する等、ソフト面でも大きな発

展を見せている。

また、注意すべき点は、1891年 から1941年 までの間に、少なくとも64の 同郷会館と60

*1 楊進発『戦前星華社会結構領導層初探』、出版者不詳、1977年、19頁。楊進発「戦前

新加岐福建会館」、『星洲日報』、1976年 月日不詳。

*2 顔清涅『海外華人史研究』、新加岐亜洲研究学会、1992年、304… 308頁 。
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の宗親会館が増加していることである。"その理由として、秘密結社が英植民地政府によ

り禁止され、宗郷会館等の会館組織が承認されたこと、1891年の 181,602人から 1947年

の 939,414人 まで、600,000人余りの華人移民が増加し、それが宗郷会館の迅速な発展の

条件になつたこと、そして華人経済の発展と、華人の財力の増加があげられる。
中2

第4節 華人企業家・陳嘉庚からみた華人社会
本節では、この時期華人社会に大きな影響を与えた、華人企業家陳嘉庚のあり方から華

人社会を考察する。陳嘉庚は、1874年、中国福建省同安県集美社 (現度門市集美鎮)の

漁村に生まれる。この地域は貧しく、特にアヘン戦争以降、多くの住民が南洋やアメリカ

大陸に労働者として渡つていつたが、陳嘉庚の曾祖父陳時賜もその内の 1人で、アヘン戦

争以前にマラヤに渡り定住し、陳嘉庚の祖父である陳管集や、父の陳杞柏も追つて南洋で

労働に従事した。陳嘉庚は 9歳で故郷の私塾で勉学した際に、明朝末期にこの地が反清運

動の民族英雄である鄭成功の活動基地であつたことを知り、鄭成功の愛国活動に非常に大

きな影響を受けた。

17歳になつた陳嘉庚は、シンガポールに渡り、父の経営する順安号米穀店にて父から

経営を学んだ後、20歳で帰郷して結婚、 2年間再び私塾で学んだ後、22歳でシンガポー

ルに戻つた。1905年 に順安号が停業 したため、陳嘉庚は自ら郊外に新利川パイナップル

缶詰工場を建設し、同じくパイナップル缶詰工場を所有する日新公司の経営をも受け継い

だ。そして、この 2工場の経営が軌道に乗つた同年に、謙益号米穀店を増設した。その後、

陳嘉庚は、シンガポールの陳斉賢や林文慶がゴム業で巨額の利益を上げているのを知り、

所有するパイナップル園にゴムを植樹し、ゴム栽培業に着手するようになつた。そして、

1925年には、陳嘉庚の所有するゴム園は 15,000ヘクタールに拡大し、華人の中では最大

のゴム園経営者の 1人と成り上がつた。

陳嘉庚はゴム園、ゴムエ場、ゴム製品製造工場の 3大事業以外に、自分の製品を世に売

り出すために、パイナップル缶詰、米穀、石鹸、製薬、製菓、皮革、木材といつた方面に

も着手していつた。それらの製品の販売店である「陳嘉庚公司」は、シンガポールだけで

はなく、東南アジアの各大都市、香港、上海、度門、広州にまで進出し、製品は欧米にま

で流通するようになった。とりわけ、1923年から 1925年は陳嘉庚の経営が最も順調であ

った時の 3年間で 10,070,000ド ルの利益を上げ、15,000,000ド ル余 りの資産、数万人に及

ぶ従業員を所有していた。
中3

また、陳嘉庚は 1913年に、故郷の祖祠に小学校を設立した。当時の福建省は全体的に

*l  Cheng Lim Keak, Social Change and the Chinese in Singapore, Singapore UInversity Press,

1985,p39.

*2 Cheng Lim Keak, "Re■ ection on the Changlng Roles of Chincse Clan Assodations in

Singaporc",As,α κ働 ′″κ Iイ,April 1990,p61.

*3 陳民「陳嘉庚 :華僑旗職、民族光輝」、庄炎林編『世界華人精英博略 新加岐与馬来

西亜巻』、百花洲文芸出版社、1995年、55¨57頁。
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教育の普及が遅れており、教師も不足していたため、1918年には、師範学校、中学校、

付属の男女各小学校、幼稚園を設立し、続く1919年 から1921年 にかけても水産航海学校

と商業学校を設立し、1925年から 1932年には農林学校、国学専科、幼稚師範等の学校を

設立する等、各種の学校を故郷の集美に次々と設立していつた。また、科学館、図書館、

医院も建設し、集美は巨大な学園都市と化した。

これら一連の学校設立の過程の中で、最も大事業であつたのが、1919年の福建省で最

初の大学である度門大学の設立であつた。集美の小中学校の設立と同様に、大学設立も
全

て陳嘉庚の自費によるものであり、大学設立にかかつた合計 4,000,000ド ルは、12年に分

割して支払われることになつた。陳嘉庚は大学設立費用を提供しただけではなく、自ら
が

校舎の設計に関わり、施工の様子を検査し、各地を奔走して学長や教師を物色した。陳嘉

庚は、この他にも同安教育委員会を組織し、同安県下の 30余 りの学校に寄付を行つただ

けではなく、彼が設立した集美学校に教育推進部を設置したり、福建省のその他の数県に

模範小学校を設立した。・

陳嘉庚は、中国だけではなくシンガポールでも教育事業へ大きな貢献を行つて
いる。先

述のように、1919年 以前、シンガポールには、完全な形の中等教育機関がなかつたため、

1919年 に、陳嘉庚の先導により、南洋華僑の最高学府として南洋華僑中学が設立された。

それまで、主に訂を中心としたグループによる学校の設立が多く見られたが、南洋華僑中

学は、陳嘉庚の福建講だけではなく、講を超越した多くの華人企業家からの支持を得て設

立された。この点から見ても、陳嘉庚の華人社会における影響力の大きさが理解できる。

1937年 に芦溝橋事件が勃発すると、南洋華人たちは積極的に抗日救国運動に参加し、

南洋各地で「筆肱会」が組織された。南洋各地は英植民地であつたため、抗日救国運動も

制限を受けていたため、嗜 慾救済難民」の名称を使用せざるを得なかつたが、
こういつ

た南洋各地の募金運動を統一し、祖国の抗戦の支援を強化するために、1938年 に、「南洋

華僑筆坂祖国難民総会」(略 して「南僑総会」)が正式に設立し、陳嘉庚がその主席を務

めた。南洋の華人は「南僑総会」を通して、中国のために討派を超えて一致団結し、募金

活動を展開した。この募金活動により、1941年 に太平洋戦争が勃発するまでの4年半で、

5,000,000,000ド ル余りの資金が集まり、中国の抗日運動に大きな貢献を行つた。
中2こ
のよ

うに、南洋華人が団結して、これだけの資金を獲得できるようになったのも、陳嘉庚の先

導による影響が大きいといえ、この運動を通して、南洋華人の中の中国
へのナショナル・

アイデンテイテイが更に強化されていくこととなつた。

1941年 12月、太平洋戦争が勃発市、日本軍か南洋各地に侵略の手を伸ばすようになる

と、陳嘉庚は、更に「新加岐華僑抗敵動員総会」を組織し、その主席を務め、積極的に華

人の抗日運動への参加を呼びかけ、これにより陳嘉庚はシンガポール及びマラヤの最高指

*1 陳民
西亜巻』、
*2 陳民
西亜巻』、

「陳嘉庚 :華僑旗職、民族光輝」、庄炎林編『世界華人精英博略 新加岐与馬来

百花洲文芸出版社、1995年、57-58頁 。

「陳嘉庚 :華僑旗峨、民族光輝」、庄炎林編『世界華人精英侍略 新加岐与馬来

百花洲文芸出版社、1995年、62-63頁。
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導者としての名を不動のものとすることとなつた。"こ の陳嘉庚の抗日運動、教育事業、

慈善活動におけるひたむきな生き様、自己の損失を顧みない貢献の精神、多くの華人から

慕われ尊敬されていた人間性が、華人の良き伝統文化として、1997年及び 1999年 にはド

ラマでも取り上げられるようになつている。
中2

日本統治時期には、陳嘉庚はジヤワに逃れ、3年余りの逃亡生活を送つた後、1945年 10

月にシンガポールに戻ることとなる。逃亡生活を送つてはいたものの、シンガポールに戻

つた陳嘉庚は、中華総商会主催の盛大な歓迎会を受ける。その歓迎会には、中国国民党駐

シンガポール直属支部、マラヤ共産党星洲市委員会といつた政治組織や、500余 りの会館

組織から合計 10,000人余りが参加する大規模なものであつた。この点から、陳嘉庚は華

人社会において、非常に大きな権力を持つ、いわばカリスマのような存在であつたという

ことができる。
中3

その後、陳嘉庚は中国政治に傾倒し、親共反蒋の態度を採るようになつた。そして、国

民党政府及び蒋介石に対して、悪意のある言動をとり続けたため、華人社会もそれにより

親共派と親蒋派に分かれて、分裂する勢いを見せるようになつた。例えば、従来中国の双

十節の行事は、中華総商会によって執り行われていたが、1946年からは、中華総商会の

右派系会員が主催する「シンガポール華僑慶祝双十節大会」に反対して、左派系会員が「シ

ンガポール華僑慶祝国慶大会」を主催し、中華総商会においても分裂が見られるようにな

つた。1948年 6月 以降、中国共産党は次第に優勢を見せ、陳嘉庚はその勝利に確信を持

ち、その態度はますます強硬になつていつたといわれている。“

その頃、陳嘉庚は、シンガポール華人社会において、なおも非常に大きな影響力を維持

しており、その影響力は、商業界、知識人、新聞界、政界等といつた組織に及んでいただ

けではなく、福建会館を通して、陳嘉庚の影響力は 300,000人 の福建系華人の 80%に も

及んでいた。陳嘉庚は、1929年 より彼が中国に渡る 1949年 までの約 20年間、福建会館

の主席の地位に就いていたが、特に戦後初期の頃の執行委員の大半は、陳嘉庚の支持者に

よつて占められていた。その中には、黄尖歓、劉牡丹、李鉄民、李光前、陳六使、孫畑炎

といつた華人企業家が含まれており、金門会館の鄭古悦、章州会館の李振殿、安渓会館の

林慶年、晋江会館の洪宝植といつた福建帯の国民党支持者と対立していた。

福建会館以外に、陳嘉庚と関係の深かつた会館組織に、恰和軒倶楽部と中華総商会があ

る。恰和軒倶楽部は、稲派を超越した華人企業家の社交クラブであり、1923年に陳嘉庚

が総理を務めて以来、その会員 100人余りに対しても絶大な影響力を有していた。戦後、

*1 陳民「陳嘉庚 :華僑旗峨、民族光輝」、庄炎林編『世界華人精英博略 新加岐与馬来

西亜巻』、百花洲文芸出版社、1995年、66頁。

*2 筆者の、1997年 におけるシンガポール・テレビ機構 (TCS)の第 8(華語)チヤンネ

ルの連続 ドラマ『平和の価値 (和平的代価、Pr,cι イ &“ι)』 の視聴による。1999年 には

同チヤンネルで、陳嘉庚、李光前、陳六使といつた華人企業家の生涯が描かれた、連続 ド

ラマ『出路』力
S放映される予定になっている。

*3桂貴強『新馬華人国家認同的転向 1945-1959』、南洋学会、1990年、131頁。
*4桂貴強『新馬華人国家認同的転向 1945-1959』、南洋学会、1990年、134頁。
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1946年及び 1947年に、陳嘉庚が主席 (1930年 に総理は主席という名称に変更)を務め、

その後陳六使が 1948年から15年間主席を務めることになつたが、陳六使をはじめとする

主要な会員は全て陳嘉庚の支持者であつた。一方、中華総商会において、陳嘉庚は、1949

年の 38人の董事の中で、潮州帯以外の 11人から絶対的な支持を得ていた。当時、中華総

商会において、福建帯以外で比較的強い勢力を有していたのが潮州稲であり、潮州講の企

業家はあえて福建譜の陳嘉庚に対する全面的な支持を表明しなかつたのである。
・

新中国成立後、陳嘉庚は更に中国に傾倒していき、南洋華僑募金会を解散し、自らの事

業は李光前の南益公司に編入させ、自らは中国に渡り、故郷の集美村の集美学校を再建し

た他、中央人民政府委員、中国人民政治協商会議第 1会全国委員会常務委員、中国華僑事

務委員会委員、華東行政委員会副主席、中華全国帰僑連合会主席、第 1回全国人民大会常

務委員、第 2回人民大会代表、政協第 3回全国委員会副主席といつた職務を歴任し、中国

社会に貢献していつた。
中2陳
嘉庚は中国と英植民地との 2重国籍者であつたが、中国を自

らの故郷とし、マラヤを第 2の故郷と考えていたという。"こ のように、陳嘉庚は、中国

及び中国政治に対する帰属意識を非常に強く持つており、そのアイデンテイテイは変わる

ことはなかった。

その一方で、陳嘉庚は福建講というサブ。エスニック・アイデンティテイに対してもこ

だわりを持ち続けていた。陳嘉庚は約 20年間、福建会館主席の地位に就いていたが、彼

が主席を退く際に、李光前と陳六使を次期主席の候補者として考えていた。李光前と陳六

使はともに、シンガポールのゴム業を牛耳つており、また華人社会、とりわけ福建帯でも

指導者的立場にあつた。当時、福建会館の主席を務めることは、福建帯の指導者になると

いうことであり、結果として陳六使が選ばれ、1950年 より福建会館主席を務めることと

なった。

なぜ、陳嘉庚は娘婿の李光前ではなく陳六使を選んだのか。李光前は、岳父の陳嘉庚に

は従順であつたが、討派活動には熱心ではなく、むしろ討を超越した活動を手広く行つて

いた。1948年 当時、李光前は英国駐東南アジア最高専門員のマクドナルドとの関係が深

かったことや、馬華公会 (MCA)リ ーダーで海峡植民地生まれのタン・チエンロツク (陳

偵禄)と も親しく、シンガポールとマラヤ華人の政治問題について英語で討論することが

多かつたため、陳嘉庚は、教育レベルが低く英語が話せない陳六使の方が、福建講への帰

属意識が強く、譜派活動に参与する気概があると考えたことが、大きな理由であるという。
・

また、戦前の抗日活動に対しても、陳六使は 70,000,000ド ルを中国に送金することを快諾

したのに対し、李光前は 1,000,000ドルを中国に送金しただけであつたことが、陳嘉庚の

*1佳貴強『新馬華人国家認同的転向 1945-1959』、南洋学会、1990年、138-140頁 。
*2 陳民「陳嘉庚 :華僑旗峨、民族光輝」、庄炎林編『世界華人精英博略 新加岐与馬来

西亜巻』、百花洲文芸出版社、1995年、66頁。

*3桂貴強『新馬華人国家認同的転向 1945-1959』、南洋学会、1990年、143… 145頁。
*4 林孝勝「陳六使的企業世界」、『新加岐華社与華商』、新加岐亜洲研究学会、1995年、

235-236頁 。
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陳六使に対する好感に繋がつた。・

この点から見ると、陳嘉庚には中国政治への関心や中国に対する傾倒から、中国
へのナ

ショナル・アイデンテイテイを有していることは前述したが、それ以外にも、福建帯に対

する強いサブ・エスニツク・アイデンティテイが存在していたことが、この陳六使の人選

からも容易に理解することができる。また、このような陳嘉庚像を「華僑の指導者であり、

また 1人の愛国者、愛故郷者、そして公益教育事業に熱心な愛国老人でもあつた」と陳育

松は評しているが、
中2ま
さしく陳嘉庚には、中国ナシヨナル・アイデンテイテイとサブ

。

ェスニックアイデンテイテイが同時に存在しており、またその彼の指導者としてのカリス

マ性と中国に対する帰属意識が、華人社会全体を抗日運動に向かわせ、華人のアイデンテ

ィティにも多大な影響を及ぼしてきたということができる。

第5節  日本統治時期の華人アイデンテイテイ(1942-1945)
1942年 にシンガポールが日本に占領されてから、1945年の日本投降までの期間、シン

ガポールは日本軍による多大な被害を受け、多くの華人が殺害されたり行き場を失い、大

部分の会館組織は活動を停止した。この停滞期には、ほとんどの宗郷会館、華校の記録は

焼けたり紛失したりしている。この時期に関する第 1次資料を入手することは困難を極め

たため、先行研究や関係者への聞き取 りを参考にして、華人アイデンテイテイを考察した。

1942年 2月の日本軍の占領後、シンガポールでは、「大検証」と呼ばれる日本軍による

抗日分子取 り締まり活動が行われた。抗日分子取 り締まりといつても、実際には、抗日分

子ではない多くの華人が検挙され、殺害されるといつたものであつた。
中3具
体的には、中

国で抗日運動に参加していた者、日本軍の徴兵から逃げたことがある者、抗日義勇軍のメ

ンバー、抗日運動へ寄付をした者といつた、実際に抗日活動及びそれに準ずることをして

いた者から、シンガポール及びマレーシア居住が 5年以下の者 (中国への帰属意識がある

と考えられるため )、 華文初等教育を終了した者、教師、記者、専門職、社会的地位のあ

る者、5万 ドル以上の財産を持つ者 (抗日運動に寄付した可能性があると考えられるため)、

海南系華人 (海南系華人が抗日運動に参加する傾向が強かつたため )、 政府機関職員、眼

鏡をかけている者 (知識人と見なされたため)と いうような実際に抗日活動をしているか

どうかが不明な者までが、総じて殺害の対象となった。・

この「大検証」により、多くの教師が殺害された。また、財産を持つているとして学校

董事も殺害されたり、彼らの財産は「華僑協会」を通して寄付という形で強制的に没収さ

*1 陳嘉庚『南僑回億録』、草原出版社、1971年、345-346頁 。
*2 陳民「陳嘉庚 :華僑旗職、民族光輝」、庄炎林編『世界華人精英停略 新加崚与馬来

西亜巻』、百花洲文芸出版社、1995年、55頁。

*3 National Ardhives of Singapore,7あ ιJψ
“
ιsι Occψαriο″」9イ2-19イ5,Tiines Edditons,1996,

pp.67¨73.

*4 周華峨『東南亜華文教育』、賢南大学出版社、1996年、76頁。司馬春英『惨痛的回

億』、施君、1998年、12頁。
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れるようになった他、
Ч
華人社会の指導者の中には、身を守るために自らの事業を放棄し、

やむを得ず日本語を習得し、日本軍関係の組織で労働に従事する者もいた。
Ⅲ2こ
のような

状況下で、従来の教育を継続することは不可能な状態となつた。

そして 1942年 6月 より、市街地の華校 15校 と郊外の華校 6校において、日本軍による

皇民教育が開始された。これらの学校はこれまでの董事に代わつて「昭南市政府教育学校

科」によって管理され、 1年次には華語及び、英文に代わちての日本語の授業が行われ、

2年次に日本語が主となり、 3年次には全て日本語による授業が行われた。
り
また、学校

では日本への帰属意識を涵養するために、毎日、ラジオ体操、日本国歌の斉唱、日本の方

角への参拝を行うだけではなく、授業における「天長節ノ歌」、「愛国行進曲」、「大東亜

決戦の歌」の練習が義務づけられた。しかし、こういつた日本軍政下での授業は、日本軍

の形勢が悪くなるにつれて滞るようになり、戦争末期にはこれらの学校は全て閉校した。“

こういつた状況の中で、華人の子弟の中に日本への帰属意識が育つはずもなく、むしろ

日本軍に対する反感から、逆に水面下で中国への帰属意識や愛国心が高まりを見せていた。

当時、中国を支持する華人を中心とした、マラヤ共産党の下で結成されたマラヤ抗日軍が

活躍する一方で、シンガポールとマラヤの華人及びイギリス人等によつて 136部隊が組織

されていた。136部隊は、中国に帰属意識を持つ者、英国に忠誠を尽くす者、日本軍と戦

いたいという意志を持つ者と、様々な人物によつて構成されていたが、それら2組織は、

思想の如何にかかわらず、協力して抗日運動を展開していた。
中5

136部隊のリーダー的存在であり、1944年に日本軍に投獄され死亡したリム・ボーセン

(林謀盛)は現在、シンガポールの英雄として、歴史教科書はもちろんのこと、歴史博物

館でも不可欠な存在として取り上げられ、彼を記念した書籍や伝記等も多く出版されてい

る。
Ⅲ619。9年生まれのリム・ボーセンは、戦前、ラッフルズ学院を卒業し、香港大学で商

学を学ぶ等、英語教育を受けてきた人物であるが、一方で、亡父の後を継いでシンガポー

ルで企業家となり、若くして建築公会会長、中華総商会董事、福建会館執行委員兼教育科

主任を務める等、華人社会における公益事業への貢献も大きく、華人社会の指導者の 1人

として尊敬されるようになつていた。
中7リ
ム・ボーセンは、日本の中国侵略に対して反感

を感じ、戦前から日本製品不買運動等の抗日運動に積極的に参加し、自らも指揮をとつて

*l National Archives of Singapore,7し ιJ響,α
“̀sι
 OCCι″α″Oκ 19イ2イ 9イ5,Times Edditolls,1996,

pp.85-92.

*2筆者の、福州会館主席林理化氏への間き取りによる。(1997年 )
*3 王秀南「新加岐華文教育演進史」『 新馬教育乏論』、東南亜研究所、 1970年、 159頁 。

*4 National AIchives of Singapore,動ιJη
“
ωι Occttα ″οκ 19イ2-19イ5,Times Edd■ ons,1996,

pp.107-123.

*5筆者の、元 136部隊のメンバーである李金泉氏への聞き取りによる。(1997年 )
*6リ ム・ボーセンについては、Clara Show,Ltt Bθ  S"g,Asiapac Books,1998.及 び Tan

Chong Tee,Fο″
`ι
136,Asiapac Books,1998.に 詳しい。

ホ7 陳伯沐「林謀盛烈士的生平」、新加披南安会館編委会編『新加城南安先賢伝』、新加岐

南安会館、1998年、14-18頁。
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いた。その当時から日本占領期にいたるリム・ボーセンの帰属意識は、宗主国の英国でも

なく、また海峡植民地のシンガポールでもなく、一貫して父祖の地の中国であり、彼は中

国のために戦つていたという。・

1945年、日本軍が降伏 した時、シンガポールでは、ユニオンジヤツクと中華民国の青

天自日旗を持つた人々が後進し、「大中華民国万歳」、「連合国万歳」といつた段幕が至る

所で掲げられた。
つ
当時、英語教育を受けた者を中心に英国に対する帰属意識が存在し、

華語教育を受けた者を中心に中国への帰属意識が存在していたといえ、現地に対する強
い

帰属意識はこの当時はまだ生まれていなかつたといえる。

第6節 第1章及び第2章を通しての要点
a,初期のシンガポール華人社会における「帯派」主義の構造

表 3は、戦前における華文学校とその創設者の状況である。初期-1910年においては、

カソリック教会を中心とした、講にとらわれない混合の華校の存在があるものの、稲派主

義の台頭によるサブ・エスニック・アイデンテイテイが最も強く、単独の討派による華校

の数が比較的高い割合でみられる。このような初期の華校の状況は、「シンガポ
ール華人

の出身地の違いと移住の展開の仕方の相違から生まれた様々なサブ
。エスニツク的作用=

帯派主義を示すことになる」というシエ・チエンの論を検証することができる。1911-1931

年においては、単独の帯派による華校と混合の華校が同時に増加 し、1931-1941年 になる

と、単独の講派による華校の比率が下がり、混合の華校の比率が上がつている。この調査

結果から、1911年の中華民国成立以降、帯派主義が弱まり、華校には帯を超越 して合作

する動きが見られるようになる。

b,宗郷会館、華校、華人企業家の 3者関係の形成およびその性格

華校は、英植民地政府の支持や干渉を受けることがなかつたため、生存のために不可欠

であつたものが、華人社会における経済力、つまり華人企業家と、華人企業家と結びつい

ている会館組織の支持であり、華校と華人経済の結合が、早期シンガポールにおける大き

な要素となつていた。この 3者関係が、シンガポール自治独立前まで継続されていくこと

となる。表 2では、時期を問わず、華校の董事のほとんどが華人企業家または医師や弁護

士などの専門職といつた上層階級によって占められていることがわかる。

c,3者 の一体化が、稲派間および階級間を超越するメカニズムとして、社会統合のため

に果たした役割

表 2は、戦前における華校についての一考察である。表の中の 18の華校の、創立から 10

年間における董事の名簿から、董事の出身地或いは原籍地、職業、会館組織での役職、他

*1 筆者の、総理公署兼社会発展部政務次長チヤン・ソーセンヘの聞き取 りによる。

(1997年 )
*2S'κg`′οrι Jο

“
″
“̀
ツ

j“

`θ

 Nα″οκλοοグ,National Hcritagc Board,p40-41.
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学校での役職の状況を、いくつもの資料から調査した結果、筆者が全ての情報を得る
こと

ができた人数についてのみ、分析したものである。例えば、1849年に福建講によつて設

立された崇文閣の場合、董事全員が同一討であり、その中で他帯派の学校の董事を務めて

いるもの 1人 もいない。一方、1912年に同じく福建詰によつて設立された愛同学校の場

合、75%の董事が他帯派の学校の董事を務めている。この福建講による2校の比較から、

需派主義の淡泊化を見ることができる。

また、帯派主義思想が強い 20世紀初頭であつても、階級を超えた子弟の受け入れが行

われ、1920年代に入つてからは、南洋華僑中学に代表されるような詰派を超えた華校設

立者が増加し、そして 1950年代の南洋大学設立に至つては、詰派、階級を超えた華人全

体の合作がみられた。この点から、華校は、華人社会統合のための重要なメカ
ニズムとな

っていたという事実を導き出すことができた。

d,華人企業家の求める象徴資本及び華人社会における影響

ほとんどの華校の学校運営に至つては、学校設立者または賛助者である董事によつて組

織される董事会が、学校運営の最高機関となつており、学校運営に関わるものの全権が
こ

の董事会の手中にあつた。表 2か らわかるように、全ての華校に共通することは、董事の

大部分は華人企業家或いは少数の医師や弁護士などの専門職といつた上層階級によつて占

められ、彼らは会館組織と兼任して董事の地位に就いている場合が多いということが明ら

かになつた。

また、董事について更に分析を行うと、彼らは、複数の会館組織の董事を兼任している

害J合が高いということが確認できた。それは、同郷会館、宗親会館、行業会館と
いつた各

組織の兼任の場合もあれば、同郷会館のみの場合もある。後者の場合は、例えば潮安県は

広東省に所属するため、潮安系華人は、潮安会館、潮州聯宜社、潮州八邑会館、広東会館

といったように複数の同郷会館にて董事を兼任することができるわけである。シエ・チ
エ

ンは、この状態を「各会館組織の相関的リーダーシツプ (Ovedapping leadership)」 と名付

けており、会館組織は個別のものではあるが、このような重複した董事の影響力によつて、

会館同士の相関関係が保たれていたという。・ 言い換えれば、当時の華人企業家は、
この

ように各組織での董事を兼任することによつて、商業界はもちろんのこと、教育界、討派

内、ひいては華人社会全体において多大な権力を有していたということができる。

華人企業家は会館組織に賛助をすることで、「象徴資本」を貯蓄または追求し、組織の

董事という地位に就き、更なる権力を所持することとなった
中2。
「象徴資本が一つの信用で

*1 謝剣「志願社団的組織原則 :新加攻華人社団的個案研究」、『東南亜華人社会研究 (下

冊 )』、 1980年、 129頁 。

*2 Hong Liu,"01d Lingkages,New Networks:Tに Globalizdion of Overseas Chinese Voluntary

Associations and lts lmplicationsn the paper present江 "Intemational Socia1 0rgamzation in East

and Southeast Asia:0:αοχ
'α“
g Ties during the 20th Century,"held tt the lntemational lnstitute

for Asian Studies,Lciden,the Netherlands,28-29 August 1997.
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ある」・ ことから、象徴資本を求めた華人企業家たちは、華人社会における地位と権力を

手にできたのである。陳嘉庚は、1920年から戦後にかけての、シンガポール華人社会の

代表的な華人企業家であつたが、問題の所在は、彼にいくら経済的な力があつたとしても、

個人の経済力だけで、南洋華僑中学を創設し、また抗日運動を繰り広げることができたか

どうかという点にある。彼が象徴資本を蓄積し、中華総商会、福建会館、その他多数にわ

たる華校の董事の地位に就いていたことにより、商業界、教育界で権力を持つこととなり、

華人社会での支持と信頼を得て、華人社会全体を動かす力を有することになつたと考察す

ることができる。

*l Piclc Bourdicu,"Social Space and Symbolic Power,"Sα jοあgicαι

`働

ιοッ,Vol.7,No.1,1989,
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第3章 落葉帰根から落地生根ヘー華人アイデンテイテイの分水嶺(1946‐ 1959)

第1節 ポスト植民地時期へ向けての宗郷会館の貢献
東南アジアの華文教育の発展は、第 2次世界大戦を挟んで、 2段階に大分することがで

きる。戦前の華文教育は、海外における華僑教育、すなわち中国人としての教育であり、

戦後初期にはまだ、華僑教育としての華文教育の発展がみられたが、1950年代後半に、

移民達が現地の公民権を取得するようになり、華文教育は現地化し、英文教育や他の民族

語教育と同様に、居住国教育の一部分となっていつた。この変化からみて、第 2次世界大

戦が華文教育の分水嶺であるということができる。

第 2次世界大戦以降から 1959年のシンガポール自治獲得までの期間は、各会館組織の

回復時期でもあるということができる。戦後初期、日本が投降し英植民地政権が再度樹立

されると、各会館組織は復興を目指し、多くの宗郷会館は戦前の組織を立て直したり、戦

争によつて破壊された建物を再建していつた。1950年代の初期では、朝鮮戦争によリシ

ンガポールの経済が成長したため、宗郷会館の董事にも経済的な余裕ができ、彼らからの

寄付によつて宗郷会館にも発展の条件が与えれられた。この戦後の復興から 1959年 まで

の間に、宗郷会館は、基本的に戦前の活動を復活させた。

この時期の宗郷会館の設立と発展は、戦前と同様に、華人の生活状況を改善、前進させ

ただけでなく、感情面でも会員の相互理解を深めさせ、文化面でも伝統文化を保存するこ

とに貢献した。祖先の祭祀、春節、清明節、中元節等の伝統行事の実施は、戦前からの宗

郷会館の主要な機能であり、特に宗親会館では祖先の祭祀を重要視した。華人は宗郷会館

を通して、中国の伝統的な社会システムが存在しない土地で、独自で集団を形成すること

ができた。実際に、1949年の中華人民共和国成立以降、中国からの新規移民が途絶した

後も、宗郷会館はその数も規模も増大しており、華人は引き続き宗郷会館に依存して文化

的アイデンテイテイや社会関係を維持していつた。シエ・チェンの指摘によると、1949

年以降の華人による会館組織の会員数の着実な増加は、特に宗教、宗親、同郷、方言によ

る組織が、実際には新規移民への奉仕以外の理由で組織されていたとしている。
・

一方、1920年 以降、各宗郷会館は、学校教育を通して協力の姿勢を見せるようになり、

澪派主義は若千薄らいできていたが、業縁性の行業組織はその時期もなお、非常に強
い話

派主義の中にあつた。実際に戦前の行業組織の状況は、中華総商会が多くの行業組織を統

轄し、彼らに交流の場を提供しているだけであつた。当時、その中でも濃厚な講派の色彩

を有していた民信局 (海外華人の中国への送金を請け負う組織)は、福建詰、潮州需、現

州 (海南)討、広東稲、客家帯の 5大帯派に分かれており、福建稲、潮州需、現州 (海南)

帯それぞれの民信局が独自の公会を設立しているというように、非常に閉鎖的な態度を採

っていたが、1946年 に、初めてそれらの組織が合同で、南洋中華務 業総会を設立するよ

*1 謝剣「志願社団的組織原則 :新加城華人社団的個案研究」、『東南亜華人社会研究下

冊』、1980年、135頁。
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うになるというように、行業組織も帯派主義の淡泊化を見せ始めるようになつた。
・

戦後、宗郷会館及び華人企業家が、華文教育の復興に向けて行つた貢献も非常
に大きな

ものであつた。日本占領期には、これまで華校に出資をしてきた多くの宗郷会館及
び華人

企業家は、経済的な理由から、華校の復興事業に対して、経費、校舎、設備、教師
の確保

といつた面で貢献することは非常に困難であつた。そのような状況下であつても、彼らは

宗郷会館と共に、華文教育の復興に着手しはじめた。

福建会館は、1945年末に早速、華校を復興させるために、ボランテイアによる演劇
の

上演やチヤリティー・バザーを開催し、募金活動を展開した。当時、福建会館主席
を務め

ていた陳嘉庚 (タ ン・カーキ)は、福建会館を通して、華人社会に対して華文教育復興の

重要性を訴え、募金を呼びかけ、自らも 10,000ド ルを寄付した。また李光前も、
1946年

にシンガポールに「マラヤ華僑復興補導委員会」を設立し、自らが主席の地位に就いた。

この委員会では、復校、教師の確保、経費、損害賠償のグループに分かれて、それぞれ
の

問題に対する解決策を見出すための討論がなされた。
中2

このように、宗郷会館や華人企業家が、華文教育に向けて積極的に動き出したため、そ

の他の多くの宗郷会館もそれに続き、華校を復校或いは新設していつた。
この時期には、

福州会館の三山学校復校 (1946年 )、 三和会館の三和学校創設 (1946年 )、 番呂会館
の番

円学校設立 (1947年 )、 温州会館の南僑学校 (1947年 )、 晋江会館の晋江学校の設立 (1947

年)、 福建会館の南僑女子中 (1947年、校舎は李光前の寄贈による)、 光華学校 (1954年 )、

外 州会館の道南学校 (1949年 )、 潮陽会館の潮陽学校 (1953年 )と いうよう
に、宗郷会館

を中心に華文教育が復校されていつた。"

第2節 中国国民党政府及び英植民地政府の教育政策
第 2次世界大戦後から自治に至るまでの時期は、シンガポール華人社会にとつて波乱万

丈な時期でもあつた。この時期の前半期は中国ナショナリズム復興の時期、後半期は
シン

ガポール・ナショナリズム高揚の時期とであるということができる。

第 2次世界大戦後、シンガポール華人は、戦勝国である中国の一員としての誇 りを持ち、

中国への愛国心から中国ナショナル・アイデンテイテイを更に強めてい
つた。教育方面に

おいても、1945年 9月 から、華人たちは再び教育を戦前の軌道に乗せ、華文教育を更に

発展させる努力を続けていつた。その様な状況の中、1946年に中国駐シンガポール総領

事が、シンガポールおよびマレーシアの華人指導者たちを召集し「戦後復校補導委員会」

*l Lim HoW Seng eds.,History of the Chinese Clan Association in Singapore,National Archives,

1986,p67.

*2童家洲「略論新加岐華族会館興学育才弘揚華族文化的貢献」、『八桂僑史 (1994年第 3

期)』、広西華僑歴史学会、1994年 、30頁。

*3 呉華『新加岐華族会館志 (第 1冊 )』、南洋学会、1975年、 5頁。なお、光華学校は、

福建会館が李光前 (リ ー・コンチエン)か らの資金を得て設立した小学校であつたため、

当初は名を光前学校と決定されたが、李光前はそれを断つたため、光華学校とな
つた。
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を成立させた。この「戦後復校補導委員会」は、シンガポールおよび
マレーシアの華校の

復校を目的としたものであると同時に、中国への忠誠心を強めるものであ
つた。委員会の

決議事項で学校復興に関するものは以下の通りである。
円

1,学区を決定し、学区ごとに寄付を募り学校経営を行う。

2,シ ンガポール、クアラルンプール、ペナンに分会を設置する。

3,借用校舎の返却を、英植民地政府に対して交渉するよう、中国総領館に依頼する。

4,祖国からの教育専門家の派遣を依頼する。

5,祖国の教育方針の頒布を要請する。

6,英植民地政府に対し、臨時教室の増設を要請する。

7,地区ごとに寄付を募り、図書館、科学館、一般講演会を開設する。

8,華僑教育立案の手続きを簡略化する。

9,戦後復校補導委員会は 3ヶ月を期限とするが、必要に応じて延長することができる。

経費に関しては下の通りである。

1,全ての華校に対する補助金と、その金額の増額を、英植民地政府に要請する。

2,華僑学校に対する迅速な補助を、祖国中央政府に要請する。

3,華僑学校は領事を通して、募金活動を行う。
4,祖国からの補助は、シンガポール、クアラルンプール、ペナンで 3等分する。

教師の養成に関しては下の通りである。

1,師範クラス設置の華僑学校に対して、特別の補助が得られるように、祖国中央政府

に要請する。

2,教師の待遇を、小学校教員の場合は月給 70ドルから 100ドル、中学校教員及び小

学校校長の場合は 100ドルから150ド ル、中学校校長の場合は250ド ルから
300ド

ルと規定する。

3,教師の分別、マラヤ学務総会の組織化は、常務によつて行われる。

4,華校董事及び教師に対する褒賞や援助は、祖国中央政府に報告する必要がある。

損失及び賠償に関しては以下の通りである。

1,華僑学校の設備改善のため、図書や機器の購入を祖国教育部に依頼する。

2,陥落期間における華校の損失の賠償は、英植民地政府に申請する。

3,殉職したり、直接或いは間接的に被害に遭つた教師については、祖国教育部、僑務

委員会、当局に援助の責任を委ねる。

以上の決議事項は、英植民地政府法律を守りながら中国の教育方針に則つて学校を運営す

るといつたものであるが、この決議事項の中には「祖国」、「華僑」の文字が一貫してみ

られ、中国当局は、シンガポールとマラヤの華人社会を、中国の一部と見なし、シンガポ

ール華人に対しても、中国に対する強いナショナル・アイデンテイテイを求めていた
こと

がわかる。同時に、この時期のシンガポール華人の国家意識は、戦前と同様に、教育を通

して中国に向けられており、華人は強い中国ナショナル・アイデンテイテイを有して
いた。

*1 王秀南「新加披華文教育演進史」、『新馬教育た論』、東南亜研究所叢書、1970年、161

頁。
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終戦直後の 1946年 には、既にシンガポールにおける華校の数は 284校であり、全体で

46,312人の児童 。生徒を有していた。また、戦後 3年間で華文教育は急速に発展し、1949

年では、華校の数は 349校、児童 。生徒総数は 73,500に増加している。
Ч
その理由として、

日本軍の統治時期、学齢児童のほとんどが失学したため、学校の復興は当然の成り行き
で

あったこと、中国は戦勝国の 1つであり、中国へのナシヨナル・アイデンテイテイを強
め

た華人は、更に母語教育の必要性を感じたこと、戦後間もない頃は、学校設立の手続き
が

簡素化されており、学校を設立しやすい状況であつたこと、学童の年齢の基準が曖味
で誰

でも入学できる状況であつたこと等が考えられる。

一方、戦後、英植民地政府は、中国政府と密接な関係を保持し、中国ナショナリズ
ムの

牙城になりかねない華校の増加に対して、危機感を覚え始め、徐々に華校に対する管制を

強化するようになる。その管制とは、従来の華校を管理することだけを目的としたも
のか

ら、華校の現地化を促進し、シンガポールの自治の促進を目的とするもの
へと変化してい

くこととなる。まず、1947年 に以下のような「10年教育計画」(10 Years'Plogralnlne)が

施行される。
中2

1,人民の自治能力を促進し、国家に対する忠誠心と責任意識を養成するような教育方

針を採用する。

2,各民族の男女児童に均等な教育の権利を与える。

3,初等教育を無料とした上で、国家の需要にあわせて中等、高等、職業教育へと発展

させる。

4,全ての学校は英文による授業を取り入れる。

その内容は、初等教育の無料といつたように、多くの児童が均等に就学の機会を得る
こと

や、華校に対しての補助金が支給される等、一見して華人社会にとつてプラスになる面も

持ち合わせているかのようであつたが、実際には、学校はそれによつて管理、監督される

こととなつた。
中3

その後、「10年教育計画」を補充する形で、1949年に施行された「 5年教育補充計画」

では、全ての英校に対して補助金全額を支給するといつた、英校優先政策を採つた。例え

ば、1949年当時、英校小中学校の教育経費は 6,000,000ド ル近くにも及んでおり、それは

シンガポールの小中学校全体の 76.3%を 占めていたのに対し、華校は僅か 470,000ドルで、

全体の 6.1%だけであつた。このように華校は補助を得ることができずにいたために、学

費の値上げを迫られ、その結果、多くの華人は子弟を学費のかからない英校
へ送るように

なつた。
Ч

*1 王秀南「新加岐華文教育演進史」、『新馬教育乏論』、東南亜研究所叢書、1970年、162

頁。

*2 丁莉英『新加岐華校課程及教科書的演進初探』、南洋大学文学院中文系栄誉学位畢業

論文、1972年、 4頁。
*3王憶鼎『新加岐華文日報社論研究 1945-1959』、新加岐国立大学中文系漢学研究中心、

1995年、 372‐373頁。
*4周華峨『東南亜華文教育』、賢南大学出版社、1996年、84頁。
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小学校教育で発展したのは、完全に授業料無料となつた英校のみであり、華校に至つて

は、政府によって補助が取り消される等の事件が相次ぎ、この両教育計画に対して、華人

社会からの批判が相次いだ。例えば、1951年 12月 21日付の『南洋商報』では、「『 10年

教育計画』及び『 5年教育補充計画』の実施は、政府が英校を発展させるためのものであ

り、水面下で華校に打撃を与えているということは明らかである。教育当局はこういつた

見方に対して、否認するであろう。事実上、政府は華校に対して偏見を持つており、その

待遇の差は確証できるものがある」といつた記事を掲載し、紙面を通して華人社会の声を

伝えた。また、『星洲日報』、『南僑日報』、『中興日報』も同様に、両教育計画とその後の

英校と華校との不公平に対して、何度にも及ぶ批判を紙面で展開している。・

それに続く 1950年の「学校登録法令」は、学校登録官に対して、学校運営に関しての

多大な権限を与えたものであつた。この法令が施行された年に、華僑中学及び南洋中学が

政治活動に参与したとして閉校され、数 10人の学生と教員の逮捕者を出し、1,000人余り

の学生が退学する事件が起こつた。その後、各界の有力人物の交渉の下で、この 2校は復

校できることなった。
中2

その後の 1953年 に施行された「 2言語教育自書」は、華校に対しては、基本的に英語

と華語の 2言語教育を強制し、英校との比にもならない非常に少額の補助金を華校に対し

て設定した。この要因として、中国で盛んになつていた共産主義運動が、マラヤ共産党成

立に大きな影響を与えたように、華校も同様に共産党の温床になるのではないかといつた、

英植民地政府の懸念が強まつていたこと、また、中国の政局の変化により、華人の中国ヘ

の帰国が困難になつたことから、英植民地政府は華校の中国色を押さえ、華文教育を現地

化させる意図を有していたことが考えられる。
中3

「 5年教育補充計画」、「学校登録法令」、「 2言語教育白書」は全て、「10年教育計画」

にみられる華校の制圧という点では、基本的に同義であり、シンガポールの華文教育の危

機は、徐々に深刻なものになっていった。
Чこれらの英植民地政府の一連の政策により、

1950年では、華校生が全体の 53.3%、 英校生が 33.1%であつたのが、1954年 には逆転し、

1959年では、華校生が 43.7%、 英校生が 50.9%と なつている。“このように、1950年代

を転機に、シンガポール華人は、中国への帰属意識から、徐々に現地に対する帰属意識ヘ

と転換を迫られることになり、シンガポール華人社会全体が大きな転換期を迎えることと

なる。

また、この時期に、マラヤ連合邦において 2回にわたる異なった教育報告書が作成され

ている。そのきつかけとなつたのが、1950年 にマラヤ聯邦のホルゲート (M.R.Holgtte)

*1王僚IFl『新加岐華文日報社論研究 1945-1959』、新加岐国立大学中文系漢学研究中心、

1995年、375頁。なお、これらの華語紙の記事内容は、同書 372-379頁 に詳しい。

*2周華峨『東南亜華文教育』、賢南大学出版社、1996年、84頁。
*3周車峨『東南亜華文教育』、萱南大学出版社、1996年、85頁。
*4王憶鼎『新加攻華文日報社論研究 1945-1959』、新加岐国立大学中文系漢学研究中心、

1995年、 379頁。
*5周睾峨『東南亜華文教育』、雪南大学出版社、1996年、83頁。
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提学司が提出した「中央教育諮詢委員会第 1号報告書」(Firtt Repoet of the CentFal Advisory

Ommittee on Education)で あり、それには英文教育の重要性が強調され、英文教育を通

して各民族の意思の疎通をはかることが目的とされていた。これに対してマレー人集団か

らの批判が起こり、当局はバーンス (L.J.Barlles)を 主席に委任してマレー文教育調査団

を組織し、マレー語教育を中心とした調査を行うこととなった。

1951年 に発表された、「バーンス・マレー文教育報告書」(Repo■ of the Committee on

Malay Ed“dion)では、調査範囲を超えた各民族教育についても調査が行われており、華

文教育の生存と発展に対して、大きな衝撃を与える以下の建議がなされていた。
・

1,共通の国民意識を涵養するために、マラヤ聯合邦における全ての小学校を「国民学

校」とし、各民族の児童を混在させる必要がある。「国民学校」の制度の下で、全

ての児童は英語とマレー語を必修としなければならない。その中で、成績優秀者は、

英語を教学媒介語とする中学に進学することができる。

2,各民族が独自に設立した方言学校 (こ こでは各民族の母語教育機関を指す)は、段

階的に国民学校に取つて代わることとする。

これに対して、『南洋商報』、『星洲日報』、『中興日報』の 3紙 ともが、「華文教育を消

滅させる建議である」として、紙面を通して強烈に反発した。
中2

-方、この「バーンス・マレー文教育報告書」と並行して、マラヤ聯合邦では 1951年

に、ウィリアム・P・ フェン (William P.Fenn)及びウー・テツクユー (呉徳耀)に よる

「華文教育報告書 (Repo■ of Chinese Schools and the Education)」 (通称「方呉報告」)が工

式に発表された。この2人の教育専門家によるマラヤ聯合邦の華文教育状況及び教育の建

議は主に以下のものである。
中3

1,各民族学校間の意思の疎通をはかるために、機会をみて英語もしくはマレー語を教

学言語と決定し、その他の言語を専修科日とし、同時に各民族の学生を同一の教育

システムの中で学ばせる。

2,現行の中国を背景とした教科書の使用から、マラヤを背景とした教科書を使用に変

更する。そのために、「華文教科書改訂及び編纂委員会」を設立する。

現行の華校の状況を考慮に入れながら、華校を保存するという前提条件の下で、政府との

合作の中で共通点及び妥協点を見出すといつた、この建議に対して、『南洋商報』、『星洲

日報』、『中興日報』の 3紙ともに、基本的には反対せず、それぞれが一定の評価を出し

ている。
Ч

1952年、マラヤ当局は、前者である「バーンス・マレー文教育報告書」の建議を採用

*1王懐鼎『新加岐華文日報社論研究 1945-1959』、新加岐国立大学中文系漢学研究中心、

1995生 F、  384‐385デコ。

*2王憶鼎『新加崚華文日報社論研究 1945… 1959』、新加岐国立大学中文系漢学研究中心、

1995年、385‐ 388頁。
*30,“ιsι Scλωおακ′滋ι EJ“ cα万"ィ

働 jκωι Mα Jayα
“
s,lh Goverlnent Press,1951.

*4王憶鼎『 新加披華文日報社論研究 1945-1959』、新加岐国立大学中文系漢学研究中心、

1995年、 390-394頁。
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することを決定し、新たに教育法令を制定した。この英文及びマレー文を主流とする建議

に基づいて、マレー語を主な教学媒介語とする「国民学校」が政府学校として設立されて

いった。その後、マラヤ連合邦では、この「国民学校」と並行して、教学用語に民族の母

語を取り入れた「国民型学校」、教学用語を自由に設定できる私立の「独立学校」が設立

されるようになつたが、「独立学校」は、現在のマレーシアでも正式な学校としても認可

されていないといつた現状がなおも存在している。
Ч

マラヤ連合邦における華文教育消滅への脅威は、シンガポール華人にとつては対岸の火

事とは言い難いものであり、この 2つの教育報告書は、華語紙 3紙を通して、シンガポー

ル華人社会の中で大きな反響を呼んだ。この点からみて、当時は華人という民族への帰属

意識、つまり華人アイデンテイテイが、地域を超えた形で、華人社会の中に存在している

ことがわかる。加えて本章第 3節で述べる中国の政変により、シンガポール及びマラヤの

華人社会の中に、両地域に居住する華人ための、南洋大学設立の動きが生じてくるのであ

る。

第3節  中国の政変にともなう華人社会の変化
英植民地政府のこういつた一連の教育政策と並行して、華人社会の変化に拍車をかけた

のは、1949年の中華人民共和国の成立であつた。新中国の成立はシンガポール華人と中

国との関係を更に複雑化させた。まず、中国共産党に共鳴したマラヤ共産党の活動が更に

活発化し、一部の華校生も共産活動に参加し始めたため、英植民地政府は華校を共産党の

温床とみなし、華校に厳しい制限を加えはじめる。華校生はこういつた政府の一連の管制

に不満を感じ、更に学生運動を繰り広げるようになるが、その中でもとりわけ大きな事件

に発展したのが、1954年 の「 5。 13事件」であつた。

この事件のきつかけは、英植民地政府が、1954年 3月に、18歳から20歳の青年に対し

て、公衆サービスの登記を義務づけたことに起因する。そして同年 4月 に、公衆サービス

登記署の職員が、中正中学 (本校)で対象となる学生に対し、集団登記の手続きを行つて

いた際に、政府の方針に反対する中正中学学生が反対活動を組織し、それに呼応した華僑

中学学生との合わせて 900人が、反対運動を展開したが、警察が出動して鎮圧しようとし

たことから事態は更に混乱した。その結果、学生の中から多くのけが人と 36人の逮捕者

を出し、政府の制裁のもとに両校は押さえ込まれてしまい、かえつて華校に対する政府の

管制が強まる結果となつた。
中2

この「 5。 13事件」で特筆するべき点は、「 5。 13事件」の発生後、両校からの 2,000

人の学生が抗議集会を開き、事件が更に悪化しかけた際に、事件の再度発生を防いだのが、

華僑中学の董事部であつたことである。華僑中学董事部は、この事件に対して緊急会議を

開き、主席の李光前をはじめとする董事部役員達が、学生達と直談判して彼らを説得し家

*1何嘉遜『馬来西亜華教奮闘史』、華社資料研究中心、1991年、74-100頁。
*2周車峨『東南亜華文教育』、暫南大学出版社、1996年、84-86頁。
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に帰らせた。・ 学校で事実上の権力を有している董事部でさえも、この事件を収拾するた

めに大きな労力を費やしたが、逆に、政府教育部ではなく董事部であつたからこそ、それ

を可能にしたということができる。

19世紀末期からこの時期に至るまで、政府の政策との関係から、華校は幾度かの変遷

を辿つてきたが、学校董事部は程度の差こそあれ、どの時代においても、学校内外で相当

の権力を有していた。この後、華校は減少を続け、1987年 には全てが英校に統一され、

華校としての姿を消してしまうこととなるが、第 11章第 5節及び第 6節でも述べている

ように、学校董事部は、伝統的な旧華校を中心に現在でも存在し続け、教育部との関係を

維持しながら、華校時代からの伝統的な学校管理方針を保ち続けている。

なぜ、このような学生運動が発生することになったのか。それには 2つの要因が考えら

れる。第 1点日は、英植民地政府は、宗主国の言語を守るために、現地の民族教育に優遇

策を採らず、英校と華校との地位には歴然とした差が存在していたことに付け加え、「10

年教育計画」、「 5年教育補充計画」、「学校登録法令」、「 2言語教育自書」といつた一連

の教育政策で英校の質が向上する中で、多くの華人子弟が英校に入学するようなり、華校

及び華校生が危機感を感じはじめたことによる。 2点目は、当時の華校卒業生は法律の規

定により、たとえ英語と華語の2言語に精通していても、政府機関に就職することは不可

能であつた。よつて、戦後の民主主義の覚醒により、社会が自治独立に向かつて進んでい

く中で、学生の意識の中にも不公平な政策に対する反感が生じていつたと考えられる。
中2

-方、1949年の新中国の成立後、土地改革で、華人の中国国内の不動産は全て没収さ

れ、華人自らも中国国内では迫害されるまでに至つたことから、多くの華人が新中国に失

望する結果を呼んだ。そして、中国へのナショナル・アイデンテイテイは弱まり、シンガ

ポールを第 2の故郷として意識しはじめる華人が徐々に増加していくようになった。こう

いつた新中国への不満、華人自身の意識の変化は、反植民地の自治独立を目的とした政治

上の覚醒につながり、シンガポールに居住する華人たちは現地意識に日覚め、政党を組織

し政治に参与しはじめるようになる。
中3

第4節 内部自治開始による新教育政策
a,『各党派教育報告書』(1956年 )

戦前から、植民地政府は華校に対してほとんど補助を行わず、華校は常に自生自滅の状

態であつた。よつて、これまでの華文教育の発展は、教育熱心な人々、とりわけ学校董事

や教員による努力のたまものであり、経済的な問題は常に華校を悩ませていた。

戦後の「十年教育計画」の下で、1953年 に、政府は華校に対して補助金の増額を発表

した。しかし、補助金を申請するためには、学生は英語と華語の能力を備えていること、

*1桂貴強『新馬華人国家認同的轄向 1945… 1959』、南洋学会、1990年、274頁。
*2周羊峨『東南亜華文教育』、雪南大学出版社、1996年、88頁。
*3桂貴強「新加岐華人国家認同的転変」、上海中山学社『孫中山与華人学術研討会』1994

年 5月 20‐23日 、 4頁。

4̈8-



良きシンガポール人としての意識を学生に持たせるような教育を行つていることの、 2条

件が学校に要求され、補助金を出すかどうかの判断は教育司による独断で決定された。実

際に若干の華校が補助金を得ていたが、この金額は英校のものには及ばない額であつた。

また、1955年 には、政府は「華校教師給与の全額補助制度」を公布し、教師が教育省の

規定を満たしていれば、教育部の補助を得ることができ、その条件は資格と経験によつて

判断された。・ このような補助金制度によって、補助金を得ることができた華校や教師は

非常に少なく、英校とはかなりの差があつた。

1955年は、シンガポールは、長期の植民地統治から、ポスト植民地時代に向けて、内

部自治段階に入ることとなった。内部自治を任されたのは、選挙で勝利した労働戦線を中

心とする連合政府であつた。この労働戦線を中心とする連合政府は、早速社会問題となっ

ている華文教育問題の解決に乗り出した。同年、華文教育の調査を目的とした、立法議院

各派の参加による委員会が設立され、その中には、委員長のチユー・スイキー (周嶼

教育相、労働戦線代表のリム・ユーホック (林有福 )、 人民行動党代表のリー・クアンユ

ー、民主党代表のリム・ズーキン (林子勤)等 も含まれていた。
中2彼
らは、これまでの華

文教育から、現在の状況、将来の見通しに対する調査を行い、1956年 に『各党派華文教

育報告書』を発表した。

この調査委員会の設立は、華人社会の注目を浴び、503の会館組織がこれに合わせて「66

僑団」大会を開催した。この大会では、華人社会の指導者である陳六使、高徳根、連続洲

等が代表となり、各党派華文教育委員会に対し、以下の提案を行うことになつた。
中3

1,各民族学校の地位を平等とし、植民地教育政策と不合理な教育法令を排除し、迅速

に民主政治精神に適つた新教育政策を実施する。

2,華文教育の優良な伝統制度を保存し、母語教育に力を入れる。
3,政府は学校建設に対して平等な対応を行い、華校董事部が建議するプロジエクト及

び校舎問題、特に郊外の学校の経費問題を解決するための資金の提供を行う。

4,華校教師の待遇を英校教師と平等にする。
5,華校学生は 6年間の無償教育を受ける。

以上の提案を、各党派教育委員会は重要なものとして受け止め、その提案を考慮に入れた

上で、1956年 2月 に「シンガポール立法議院各党派華文教育委員会報告書」がまとめら

れた。この報告書は、華文教育の問題を考慮に入れているだけではなく、多民族国家シン

ガポール全体の教育政策に対する建議であつた。その主要内容は以下の通りである。
中
4■ 5

1,4種類の言語 (英語、華語、マレー語、タミル語)を平等に扱う。
2,全ての学校における共通カリキユラムの範囲を規定する。

*1桂貴強『新加披華人一従開埠到建国』、新加披宗郷会館聯合総会、1994年、271-272頁 。

*2周羊峨『東南亜華文教育』、賢南大学出版社、1996年、89-90頁。
*3周羊峨『東南亜華文教育』、賢南大学出版社、1996年、90頁。
*4 丁莉英『新加岐華校課程及教科書的演進初探』、南洋大学文学院中文系栄誉学位畢業

論文、1972年 、 7頁。
*5桂貴強『新加岐華人一従開埠到建国』、新加披宗郷会館聯合総会、1994年、270-271頁 。
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3,異なった言語源流の学生の混合を推進する。

4,小学校で 2言語教育を実施し、中学校で 3言語教育を実施する。

5,それぞれの文化を融合させ、共通する文化を創造する。

6,全ての学校は公民課程を設置する。
7,各源流学校の教師の給金及び待遇を平等にするだけではなく、政府の各源流学校に

対する補助金も統一することとする。

8,学生の中に現地への帰属意識を養うために、マラヤで統一した教科書委員会を設立

し、教科書の改訂等を行う。

9,華校董事部は継続して存在してもよいが、内部で改組を必要とする。

以上の教育報告書の内容は、シンガポール教育史上、非常に重要な文献の 1つであるとい

え、現在もなお、この方針を基礎とする教育政策が行われている。

この報告書は、これまでの政策と比較すると華文教育に対して、若干の理解を示してい

たが、将来的には政府による政策の下絵になるもので、華人社会の注目を浴び、若千の修

正が求められた。「華文教育委員会 (中華総商会と各宗郷会館が合同で臨時的に組織した

機構 )」 は、報告書の中に若千華校の要求にそぐわないものがあると指摘した。それは、

報告書では、各源流の学校が平等に扱われており、各民族の文化を尊重しているが、具体

的な計画内容が欠如していること、また、報告書は英文を優位な地位に位置付けており、

各民族学校の児童は英語を必修にしなければならないことに対して、華文教育委員会は、

各民族の言語を第 1言語とし、第 2言語は児童の選択に任せるものとすることを提案した。

また、華校の行政システムや伝統に影響を及ぼさないためにも、政府が補助金を提供する

際に、交換条件を付けないようにすることを求めた。・

この報告書に対して、『南洋商報』は、同年 2月 9日付の記事で「政府は、これまで学

歴あわせて教師の給与を決定してきたが、それは華校教師にとって非常に厳しいものであ

つた。政府は、これまで中国の8大学の卒業資格しか承認しなかつたことに対して、見直

す必要がある」と要求を述べているが、華人が過去 10年間要求し続けてきた基本事項が、

この報告書に反映されていることと、華文教育に前途が見られるようになつたことから、

この報告書に積極的な支持を紙面で表明している。
・2

しかし『南洋商報』とは異なり、『星洲日報』は、報告書を基本的には支持すると述
べ

ながらも、同年 2月 27日付で「報告書は、民族の母語の重要性を説き、小学校の最初の

2年で民族の母語を教学媒介語とすることが強調されていたが、具体的な科日の時間割の

中では、民族言語の地位が全く保証されていない」という矛盾を突きつける等、紙面では

完全な支持を避けるような記載を行つている。"

『中興日報』も、同年 3月 20日付で「委員会の 9人のメンバーのほとんどが英校卒業

*1唐青『新加岐華人華文教育』、台北華僑教育叢書編集委員会出版、126‐130頁 。
*2王僚鼎『新加岐華文日報社論研究 1945-1959』、新加岐国立大学中文系漢学研究中心、

1995年、 381頁。
*3王憶鼎『新加岐華文日報社論研究 1945-1959』、新加岐国立大学中文系漢学研究中心、

1995年 、 382頁。
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生であり、報告書は植民地教育気質から抜けきつていない感がある」とやや否定的な記載

を行い、華校における母語と英語は双方とも重要視されているのに対し、英校
における英

語と母語はそうではないといつた例をあげ、「教育界の人々の積極的な建議
と消極的な批

評を以て、報告書に欠けている部分を改善するように、当局に働きかけてもら
いたい」と

含蓄のある言葉を記載している。・

政府はこの報告書に則り、これまでの英校重視の方針を改め、1956年には、華義、徳

明政府、立化、黄哺、徳能の各華文中学を設立した他、プロテスタント及び
カソリック教

会もそれぞれ 1956年 に聖公会中学を、1957年に海星中学を設立した。
つ

また、『各党派華文教育報告書』の発表直後、政府は『教育政策白書』
を発表するが、

その内容は、過去の一連の教育政策に則り、部分的に若干修正を加えている程度
のもので、

その主旨は以下のようなものであつた。

1,多言語教育は重要であり、英語、華語、マレー語、タミル語の4言語の中から、小

学校では 2言語を、中学校では 3言語を選択しなければならない。また、英校、華

校、マレー校、タミル校の各源流学校の存続については、従来通り実施する。

2,各源流学校を平等に扱う。

この 2点は、『各党派華文教育報告書』と重複しており、後者には、前者
に付け加え具体

的な実施方法があげられているが、「学校教育政策と政府の政策との間に衝突を起
こして

はいけない」という曖昧模糊な規定もあり、これは一部の学校に対して平等に扱う
ことを

避けるための口実ともとれた。その上、後者では、「大多数の父母は子弟に英語教育
を受

けさせたいと考えており、政府は英校の設立と英校教師を採用に力を注ぐ」ことが強調さ

れ、華校を押さえるべく、「華校の設備、学業水準、教師の質が低い」という
ことも述べ

られていた。
中3

この報告書に対しても、華文教育界の最高機関である「全星華校董教聯合会」は、『教

育政策白書』は過去の教育政策の 2番煎じであり、英校を基準として設定されており、各

源流学校を平等に扱うのと同時に、特に華校の教師の待遇に差が生じないように、給与
の

方面での英校との平等を申し入れた。

一方で、1956年、各言語源流を統一した教学方法を実施し、それらを同水準にするた

めに、教育部は各民族学校のカリキユラム及び教科書委員会を組織した。シンガポ
ールの

華校はそれまでずつと、中国の教学方針、カリキユラム、学制に従つてきた。
この時期、

華校である公教中学に在籍していた唐慶銘氏によると、当時の教科書は台湾のも
のが使用

されており、「首都は南京」といつた記載は削除され、普遍的な事項のみが教学されて
い

*1王憶鼎『新加岐華文日報社論研究 1945… 1959』、新加岐国立大学中文系漢学研究中心、

1995年、383頁。
*2王秀南「新加岐華文教育演進史」、『新馬教育濯論』、東南亜研究所叢書、1970年、171

頁。

*3 崖貴強『新加岐華人一従開埠到建国』、新加披宗郷会館聯合総会、1994年、272頁。
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たという。・ このような状況を改善するために、調整が必要とされ、教科書の改編はもと

より、華校のこれまでの 2学期制は 3学期制に、中学を 3・ 3制から402制に改編され、

各源流校で統一されることとなつた。

b,「新教育法令」(1957年 )

そして、1957年 に新教育法令が正式に公布された。内容は以下の通りである。

1,組織においては、教育財政局、諮問委員会、学校答申局の設立すること。

2,経費においては、政府は毎年市内の全ての住宅、建築物、土地の年間地価の 100分

の 2に当たる金額を、教育費用に充てること。

3,学校登録については、学生数は 1,200人 以下にする等、登録の制限を強化し、登録

を経ない学校の開校を禁止し、登録済みの学校も新規則に準ずるようにすること。

4,学校管理では、メンバーを 9人以下とした董事部が学校行政を行い、政府によつて

定員外の董事を委任することも可能とすること。また、学校行政、人事及び経費等

を教育省へ報告する学校監理員を董事部の推薦で決定できるが、政府の批准を求め

ること。

5,教師の登録については、登録の条件に合わないものは登録することができず、登録

をしていない教師は教鞭を執ることができないことであつた。
・2

この新教育法令に対しても、各民族学校、教育団体、教育機構が会議を開き、当局
に対

して備忘録や意見書等を提出し、不合理な措置を修正することを要求した。特に華校にと

って、この新教育法令は、『各党派華文教育報告書』の原則と精神に反し、ただ単に英校

の方針を基礎とし、各源流学校の長所を無視しているものであつた。また、この新教育法

令は、教育長に対して多大な権力を与えており、教育長の主観でもつて学校や教員の登録

を取り消したり許可したりすることができる反面、董事部や監理員の学校に対する職権を

剥奪していることであつた。"

新教育法令の公布と同年に、政府は「1957年補助金条例」を発表し、全ての学校が補

助金を申請することができるようになつた。しかし、補助金を得ると、いくつかの付随さ

れた条件を受け入れなければならなかつた。新教育法令と同様に、学校董事の人選は教育

省の同意を得ることや、教育省が教員の採用と解雇の権限を持つことは、基本的な決定事

項であつたが、それに付け加え、補助金を得た学校は、必ず好成績を維持し、教育部
の規

定を守らなければならなかつた。よつて、もし仮に学校が政治活動に参加たりしたことが

発覚すれば、補助金は取り消しとなるのであつた。また、補助金を得た学校の教職員の給

与も、規定によって教育省から出され、就学年齢の児童、生徒はの授業料は免除になり、

学校収支も教育省によつて負担されることになつた。補助金の申請は各校とも自由であ
つ

*1 筆者の、安渓会館会員でトウアス有限公司総経理の唐慶銘 (ト ン・ケンメン)氏への

聞き取りによる。(1997年 )。

*2 佳貴強『新加岐華人一従開埠到建国』、新加岐宗郷会館聯合総会、1994年、272頁。

*3唐青『新加岐華人華文教育』、台北華僑教育叢書編集委員会出版、シンガポール、153‐ 163

頁。

-52-



たが、申請をしなつた学校は補助金を受け取ることはできなかつた。

この新教育法令の発表は、華人社会では議論を呼んだが、多くの華校は、教育省
に学校

運営の主導権を与えるのをよしとしなかつた一方、学校運営における経済的な問題も
切実

であり、結果的には、多くの華校が全額の補助を受け入れると同時に、華文教育は正式
に

国家教育の一環として編入された。統計によると、1960年の全シンガポール華文小中学

校、専門学校、特殊学校の合計 289校が補助金申請をし、申請を行わなかつた学校は 39

校のみであつた。・ この時に、伝統的な華校でもあり、宗郷会館や有力な華人企業家
が董

事となり、経済的にも比較的恵まれていたと考えられる華僑中学、愛同学校、崇福学校、

端蒙学校、育英学校、培青学校等も補助金を申請することとなつた。このように、
これま

での伝統的な華校は政府教育部管轄となり、一部の旧華校では、董事部のみが学校経営
に

助言をする立場として残されることとなつた。

これら一連の政策で、華校は植民地政府の政策時に比べると、他の言語源流校と同等の

地位を獲得はしたが、実際には、英校の基準に他の言語源流校が合わせた形とな
っていた。

上述のように、1956年以降も依然として英校人気は衰えてはおらず、英校数や英校に入

学する児童の数は年々増加していた。

この華校及び華校入学生が減少している現状に対して、危惧を感じた中華総商会は、
1963

年に教育グループを組織し、各華文教育団体に対して華校生減少の原因と打開策を見出す

ために意見を求めた。そして、教育グループは半年の時間をかけて調査報告書をまとめ、

華校生減少の原因として、以下の理由があげられた。
中2

1,華校卒業生の就職先が限られている。

2,過去の教育政策の英文教育に対する比重の大きさからの影響。

3,保護者の母語教育の重要性に対する不理解。

また、打開策としては以下の理由があげられた。

1,政府が各部門で華校卒業生を採用する等して、華校卒業生の就職の機会を増やす。

2,シ ンガポール大学が華校卒業生に門戸を開く。ポリテクニツク (日本の高専レベル

にあたる)や工業中学でも華語による授業を行う等して、華校生に進学の機会を与

える。

3,華校の英文レベルを向上させる。
4,華語を公用語として規定し、公的な文書等でも華語を併用することを認める。

5,英校のある地域に華校を建設する等して、華校の比率を増やす。

6,政府に対し、華校の校舎や設備の改善のための援助を要請する。

7,華校から政党活動を排除する。
8,教師と家長から、まず身を以て母語教育を推進させる。

しかしながら、このように華人組織から打開策が提案されても、実際には現状を打開す

ることはできず、1979年から毎年展開されるようになった「スピーク
0マ ンダリン・キ

*1桂貴強『新加城華人一従開埠到建国』、新加岐宗郷会館聯合総会、
1994年、

*2王秀南「新加岐華文教育演進史」、『新馬教育涯論』、東南亜研究所叢書、

頁。

273頁。

1970生F、  178
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ャンペーン」、そして 1999年 の「華語エリート」の養成を目的とした特選中学の増設とい

つた諸政策が、本格的に開始されるようになるまで、華文教育は事実上、衰退の一途を辿

っていくこととなった。

一方、この時期に特筆すべきこととして、1956年の南洋大学の創立が挙げられる。南

洋大学についての詳細は第 4章で述べているが、南洋大学の創立はこの時期の華人社会に

おいて重要な意義を持つていた。英植民地政府による一連の反華文学校の態度から、華人

たちは「自分たちの華文大学は自分たちで創設する」として、福建会館、中華総商会をは

じめとする多くの会館組織、陳六使のような資本家階級から、人力車の車夫といつた労働

者階級に至るまで、各階層の華人の賛助によつて南洋大学が設立され、シンガポ
ールとマ

レーシアの華人子弟が受け入れられた。南洋大学の設立は、討派、階級はもとより地域を

超えた華人を一体化させたのであつた。南洋大学は、中国へのナシヨナル・アイデンテイ

テイの創造を目的とした教育機関ではなく、シンガポールおよびマレーシアに居住する華

人のための大学であつた。南洋大学の創設は、とりわけ華文教育を受けた華人による
エス

ニック・アイデンティテイ、および現地意識の強まりの結果と意味しているということが

できる。

第5節 華人企業家.李光前からみた華人アイデンテイテイ
また、初期からこの時期に至るまで、華校と密接な関係を持ち、華校に対して強大な影

響力を有していた華人企業家や宗郷会館自身の意識の変化が、華校ひいては華人社会全体

に与えた影響も大きい。

戦後の復興期から、シンガポールが自治
。独立を達成するまでのこの時期、華人社会の

指導者としての地位を不動のものとしていたのが李光前である。同時期、同じく華人社会

の指導者としての力量を有していた陳嘉庚、連続洲、陳六使等と異なる点は、、李光前が

英中の 2言語に精通しているだけではなく、高等教育を受け、学校でも教鞭を執つたこと

があるという経歴を有している点である。この李光前の教育背景が、彼のアイデンテイテ

ィに与えた影響は非常に大きいといえる。          |
李光前は、1893年、中国福建省南安県に生まれた。父の李国専は郷里での私塾教師、

裁縫業経営者を経て、シンガポールヘ単身赴任した。幼少時は郷里で母と生活を共にして

いた李光前は、 8歳の時に母を亡くしたことから、私塾に通うかたわら、家計のために放

牧の手伝いをしながら苦しい生活を送つた。その後、10歳で兄の李玉麟とともにシンガ

ポールに渡り、平日は英印学堂にて英語を学び、週末は養正学堂 (崇正学校の前身)にて

華語を学んだ。この時から、李光前の勉学が実を結び始めるようになる。

清朝政府が南京に海外華僑子弟のための暫南学堂 (現賢南大学)を設立した際に、成績

の良かつた李光前は、1909年 に中華総商会の賛助の下、シンガポール及びマレーシアか

らの第 1期生の 1人として、 2年間賢南学堂で理数科を学んだ。そして、1911年に、成

績優秀であつたため、北京の清華高等学堂 (現清華大学)に入学、その後、唐山路鉱専門

学堂に編入学したが、辛亥革命の勃発のために、やむなくシンガポールに戻ることとなつ
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た。・

シンガポールに戻つた李光前は、道南学校及び崇正学校にて教鞭を執るかたわら、シン

ガポールで最初の華語紙である『明報』の通信翻訳員として働き、続けて、シンガポ
ール

政府測量局付属測量専門学校に進み、夜間は米国の大学の通信課程にて土木
工学を学んだ。

このように、 2言語に通じ、学業成績も優秀であつた李光前は、商業界に入つてから、陳

嘉庚の謙益公司に抜擢され、 2言語による文書作成及び交渉の業務を任されるようにな
つ

た。そして、 2年後にはゴム部門の総経理に昇格する。
つ

その後、陳嘉庚の長女陳愛礼と結婚、1972年 には謙益公司から独立して、南益樹膠 (ゴ

ム)有限公司を設立する。南益樹膠有限公司はゴム業以外にも、パイナップル農園、製菓

業、印刷業、銀行業といつた業務を拡大し、李光前は、シンガポールとマレーシアの
ゴム

及びパイナップル大王と呼ばれるようになる。李光前は、事業を拡大する
一方で、中華総

商会では、1939年から 1940年 まで、1947年から 1948年 までの 2度にわたつて会長を務

める等、教育事業や公益事業にも惜しみない貢献を行い、華人社会の指導者となつて
いつ

た。
Ⅲ3

李光前は、陳嘉庚や陳六使等といつた、同時期の華人社会における指導者と異なる点は、

独占的な性格ではなく、常に理性的で、自らの許容範囲でしか物事を行わない人物であ
つ

たということである。慈善活動を行う際にも、助力する価値があるかどうかを判断して決

定するというように、けつして感情だけで動く人間ではなかつたという。
Ч
また、李光前

は、同郷人意識が濃厚である討派にあまりこだわらず、他稲派の華人とも交流していたた

め、陳嘉庚は李光前を福建会館主席の後継者として推さなかつたということが理解できる。

シンガポール独立後、李光前のような講派を超越した華人企業家は増加し、それと同時に

強い詰派主義が消滅していくこととなる。

李光前は、英語教育を受けてはいたが、幼少時に過ごした中国に帰属意識を有していた。

戦前、李光前は他の中国からの移民と同様に、中国国籍を保持していたことからも、中国

を自らの故郷をみなし、故郷に父の名である国専と命名した国専小学校を設立する等、故

郷への貢献も行つていた。また、李光前は陳嘉庚からの影響も強く受けており、1934年

に陳嘉庚が会社をたたんで、中国の虜門大学及び集美学校の設立に着手し始めると、財政

面での支持を行つた。また、日本の中国侵略をきつかけに、1937年 に抗日活動を目的と

した南僑総会が成立すると、その指導者であつた陳嘉庚を援助するために、巨額の寄付を

行うだけではなく、自らもその運動に参加した。李光前はその当時、中国を「我が国」と、

*1 子L徳容「李光前生平紀略」、新加岐南安会館編集委員会『新加岐南安先賢博』、新加岐

南安会館、1998年、77頁。

*2 子L徳容「李光前生平紀略」、新加岐南安会館編集委員会『新加城南安先賢博』、新加岐

南安会館、1998年、78頁。

*3 桂貴強「李光前帰属感的韓移」、新加岐南安会館編集委員会『新加披南安先賢博』、新

加岐南安会館、1998年、84頁。
*4林孝勝「陳六使的企業世界」、『新加岐華社与華商』、新加岐亜洲研究学会、1995年、236

頁。
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日本を「敵国」というように位置づけているが、この時期の李光前の国家アイデンテイテ

ィは、明らかに中国であつたといえる。・

戦後、李光前のナショナル・アイデンテイテイは、中国から離脱し、現地
への帰属意識

に移行していく。1948年、李光前は、マラヤ聯合邦の華人政党である馬華公会 (MCA)

の指導者で、海峡植民地生まれのタン・チェンロック (陳偵禄)と、シンガポールとマラ

ヤ華人の政治問題について英語で討論することが多かつたというが、この点から見ても、

彼の関心が中国から現地に移行してきていることがわかる。
中2ま
た、李光前は中華総商会

会長の身分で、「シンガポールとマレーシアに居住する華人が、現地の政治と中国の政治

双方に参与してはいけない。また、華僑が中国の政治に参与することは、華僑の分裂を招

くだけではなく、華僑の地位をもおとしめてしまうため、華僑は中国の政治から身を引く

べきである。そして、現地の政治、経済、教育、文化の建設に参加することによつて、事

業を発展させ、人類の福利の発展につなげていく必要がある」と、華僑という語を使用し

ながらも、華人に対しては現地化を勧めている。"

李光前は、上述のように、華人社会に対して現地化を勧めるだけではなく、講派主義を

徐々に排除していくように試みた。その試みは、李光前が戦前、中華総商会会長を務めて

いた時から行われており、華人社会の中に長期間に渡つて横たわつていた講派主義を打ち

破り、内部選挙においても公平方法にて人材を選出することを主張し、中華総商会章程
の

修正を主張した。
中4

また、1961年 に政府によつて「マレーシア計画」
も
が推進されると、李光前は 70歳の

高齢であるにもかかわらず、マレー人の家庭教師を雇つてマレー語を勉強し、マレ
ー語の

ラジオ放送を聴き続けた。シンガポール独立後も、シンガポール政府の主張する民族平等

政策に賛同じ、他民族とも公平に接し、シンガポール社会の公益事情に対しても大きな貢

献を行つた。
中6李
光前が 1967年 に死去した際に、リー・クアンユーは「李光前先生は、

我々が尊敬すべき人です。これは彼の財富に対してではなく、私達の社会への大きな貢献

に対してです。」と哀悼の意を述べた他、李光前の葬儀には大雨であつたにもかかわらず、

*1 在貴強「李光前帰属感的轄移」、新加岐南安会館編集委員会『新加岐南安先賢博』、新

加岐南安会館、1998年、84-85頁 。

*2林孝勝「陳六使的企業世界」、『新加岐華社与華商』、新加岐亜洲研究学会、1995年、236

頁。

*3 桂貴強「李光前帰属感的韓移」、新加岐南安会館編集委員会『新加崚南安先賢博』、新

加岐南安会館、1998年、84-85頁 。

*4 中華総商会章程の修正問題から派生した帯派論争は、19ω 年代にまで続き、華人社会

からの注目を浴びる大きな事件となっていつた。詳細は、国際時報社編『新加岐中華総商

会帯派論争来龍去脈』、国際時報社、1969年 を参照。

*5「マレーシア計画」については第 4章第 6節を参照。
*6 王蒼柏「李光前 :平凡的偉人」、庄炎林編『世界華人精英博略 新加岐与馬来西亜

巻』、百花洲文芸出版社、1995年、48-49頁 。
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6,000人 余りの各民族、各階層の人々が参列した。・ このことからも、彼のことを尊敬し

慕う多くの人物が、講や民族を超えて存在していたということがわかる。

李光前が、1950年代に華人の現地化を勧めていた時期に、同じく華人社会および福建

帯の指導者である陳六使、戦前福建帯の多数の学校の董事を務めた李振殿も、中華総商
会

を通して、シンガポールに居住する華人の公民権取得のために奔走するようにな
つた。そ

して 1958年 6月、中華総商会は、政府のシンガポール居住 10年以上のものに公民権を与

えるという規定に異議を発し、8年への短縮を要求する等、政府と対等に交渉するに至り、

22万人の中国生まれの華人がシンガポール公民権を獲得できるようになつた。
つ
。このよ

うに、彼ら華人社会指導者の意識の変化が、中国国籍保持者のシンガポ
ール公民化をはか

り、シンガポール華人の中に現地意識が生まれ、シンガポール・ナショナ
ル 。アイデンテ

ィティの形成につながつていつたというところが意義深い。

また、この時期には、上述のように、華人社会の指導者以外にも、シンガポ
ールの憲法

制定運動の展開とともに、多くの華人、特に海峡植民地生まれの華人が中国政治
からシン

ガポール政治に関心を移していつた。その中でも、上述のように、李光前等の華人
企業家

の指導の下、中華総商会は政府と社会の間に介在する形で、華人のシンガポ
ールの政治権

益獲得に介入していき、民権を獲得し、選民の登記を推進し、華文教育を平等
の地位に至

らしめたことは、非常に重要な意味を持つ。このように、中華総商会が組織として積極的

に公民権取得運動を行つたといつた点から、会館組織は、会員に対する福利厚生を行う組

織としての性質から、シンガポール華人社会全体のための組織としての性質
へ移行した時

期であるということができる。

第6節 華校名の変遷からみた華人アイデンテイテイ
表 4は、客家稲設立の応新学校、瑣州 (海南)詰設立の育英学校、広東討設立の養正学

校、帯派を超越した華人設立の南洋女子中学校を例にした、20世紀初期から 1959年にか

けての「華文学校名の変遷」を示したものである。
中3

初期…1920年の時期は、育英学校では「広東省」と「 IFA崖」、養正学校では「広肇恵」

というように、各校の名称にサブ・エスニツク・アイデンテイテイを示す名称が使用され、

応新学校では「中華」、南洋女子中では「華僑」、育英学校では「中華民国」と
いうよう

に、国民国家としての中国と関係のある、または一時滞在を示す名称が使用されて
いる。

1930-1940年 になると、応新学校の「嘉応五属」、養正学校の「広肇恵三属同人」とい

うように、サブ。エスニツク・アイデンテイテイを示す名称はなおも保持され、応新学校

*1 王蒼柏「李光前 :平凡的偉人」、庄炎林編『世界華人精英博略 新加岐与馬来西亜

巻』、百花洲文芸出版社、1995年、41頁。

*2桂貴強「新加崚華人国家認同的転変」、上海中山学社『孫中山与華人学術研討会』、1994

年 5月 20-23日 、 5頁。

*3 合田美穂「植民地時期のシンガポールにおける華人多元的アイデンテイテイの形成及

び変容」『社会学研究 第 16号』、甲南女子大学大学院社会学研究室、1998年、
64-65頁。
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の「旅星」や「同僑」のように、一時的滞在を意味する語も使用されているが、全体的
に

はそこから国民国家としての中国の意味合いが薄くなり、その代わりに、応新学校及び養

正学校では「星洲」、育英学校及び南洋女子中では「新加岐」というように、シンガポ
ー

ルを示す名称が使われるようになる。

そして、1941… 1959年 には、「シンガポール」を表す名称のみとなる。この名称の変化

は、個々の華人アイデンテイテイを表すものではなく、 2個の政府からの同時の管制下に

あるという、特殊な社会的状況おける、「華人の集団としての意識」を表したものである

といえる。

学校名の変遷から見た華人アイデンテイテイは、ワン・グンウが「アイデンテイテイ
の

変遷というと、あるアイデンテイテイから別のアイデンテイテイ
ヘの移行という誤解をま

ねくおそれがあり、アイデンティテイの複雑さを伝えることには不十分な表現である」
Ч

と述べているのと同様に、決して「講派主義や中国ナシヨナル・アイデンテイテイが現地

意識ヘシフトした」といつてしまえるものではない。それは自分自信を華人であると認識

すると同時に、民族的には中国に起源を持つと主張したり、福建系の華人であることを強

く意識していたり、また、シンガポールの住民であると確信したりするような、アイデ
ン

ティティの多重構造のが存在していることを意味している。

中国への帰属意識や稲派の観念が比較的強かつた 1930年以前は、中国へのナショナル

・アイデンテイテイとサブ 。エスニツクアイデンテイテイが同時に存在し、1930年以降

はそこに現地意識が生まれ、帯派観念と混在するようになる。そして、戦後、とりわけ華

人がシンガポール公民権を取得し、現地意識に目覚めてきた時期には、シンガポール華人

としての意識が強くなるようになると同時に、稲派観念は減少したが決して消滅したわけ

ではなく、それらの多元的アイデンテイテイが相互に入り交じり、各アイデンテイテイの

度合いが変容していつたと考察できる。

*lWang GungvЛ l, "The Study of Chinese

Wang Gungm,eds.,Cλ ακ♂
“
g racn″″ιs

Hong Kbng Univcrsty Press,1988,p.10.

Identities in Southeast Asia," in Cushman Jennifer and

げ滋ι Sο
“
み
“
S′ As'α″働滋ω

`sttcι "br″
7ar二
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f3夕 ,           表 牛 華文学校名の変遷

時期→

学校名 ↓

初期 -1920s 1930s - 1941 1959

応新学校

(客家)

中華応新学校

血

Ｃｈｉｎａ
一
Ｙｉｎｇ School

旅星嘉応五属

同僑所倉1弁

星洲応新学校

Singapore

Yin Xin Sch001

by Hakka

Sojoumers

星洲応新学校

SingapOre

Ying yun schOol

育英学校

(海南)

中華民國廣東省

南洋新加披疎崖

育英初高等小学校

Republic of

China, Canton,

Nanyang,

Singapore,

Halnan,

YeOk Eng School

新加披育英学校

ShgapOre

Yeok Eng School

新加城育英学校

SingapOre

Yeok Eng

養正学校

(広東)

廣肇恵養正学校

Cantonese

Yang Zheng
School

星洲廣肇恵三属

同人合弁捐資

創立命名

星4養正学校
Singapore

Yang Zheng
Scho01

by Cantonese

星洲養正学校

Singapore

Yang Zheng
School

南洋女子中

(混合)

華僑合弁創弁

星洲公立

南洋女学校

Singapore Public

Nanyang Girl's

SchOol by

Overseas Chinese

新加妓公立

南洋女子中学

Singapore

Public Nanyang

Girl's School

新加装公立

南洋女子中学

Singapore

Public Nanyang

Girl's School

合田美穂 1997
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第4章 南洋大学の興亡からみた華人社会(1950-1970年代)

第1節 南洋大学設立の時代背景とその要因
南洋大学設立は、その当時の時代背景と非常に深い関係がある。

19世紀からシンガポ

ール及びマラヤを含む東南アジアヘ移住してきた華人は、荒れ
地を開拓し、商工業界で威

功してきただけではなく、教育の発展にも力を注いできた。
これらの地域の至る所に無数

の華校が存在し、初等教育から高等教育に至るまでの独自の教育機関
を設立し、華人子弟

に伝統文化やルーツに触れる機会を与えてきただけではなく、多く
の優秀な人材を輩出し

てきた。1950年代になると、シンガポール及びマラヤの華文教育は相当
な規模を誇つて

おり、1954年には、マラヤ連合邦及びシンガポールには 1556校
の華校が存在し、学生数

は 104万人にのぼつていた。・

1950年以前は、東南アジア地域の華人社会は、中国と非常に密接な関係
を有しており、

とりわけ華文教育に至つては、中国から非常に多くの影響を受け、中国
とは切り離して語

ることはできなかつた。当時は、東南アジア地域の英校卒業生は英国
の大学へ、華校卒業

生は中国の大学へとそれぞれ進学していた。これらの学校の教員
の多くは、前者は英国や

インドから、後者は中国から招聘していた。また、中国の大学を卒業後
、シンガポールや

マラヤに戻つた華人は、華校の教員として就職するケースが多く、学校側
もそれを期待し

ていた。

しかしながら、1949年の新中国の成立、そして 1950年の朝鮮戦争勃発
により、西側諸

国は中国に対して封鎖政策を採ることとなり、中国と東南ア
ジア諸国は事実上、断絶状態

となつた。よつて、華校卒業生は中国の大学へ進学することができなく
なつたたけではな

く、英校出身者の受け入れしか行つていない、現地で唯
一のマラヤ大学に進学することも

できなくなつた。一方、華校では、華校教員の確保もままならなくなり、
シンガポール及

びマラヤの華文教育は危機に瀕することとなつた。そこで華人は、現地
に華文大学を建設

する必要性を自覚しはじめたのである。

第2節 華人企業家・陳六使からみた華人社会
中国国外で最初の華文大学である南洋大学の設立に、最も貢献した人

物は、当時の華人

社会の指導者であつた陳六使 (タ ン・ラークサイ)と いつてもよい。陳六使
は、1897年

中国福建省同安県集美の、貧しい家庭の 6男として生まれた。貧しさ
のため、陳六使の兄

達は教育を受けることができなかつたが、陳六使と7番 目の弟は陳嘉庚
が設立した集美小

学で初等教育を受けることができた。陳家は主に漁業に従事して
いたが、貧困のために陳

六使を含む兄弟は、シンガポールに移住することとなり、同郷と宗親関
係を頼つて陳嘉庚

の経営するゴム園とゴムエ場に入社する。移住当時、陳六使は
19歳であつたo

*1 黄金英「陳六使与南洋大学」、

洋大学校友会聯合出版、1997年、

『陳六使百年誕紀念文集』、南大事業有限公
司・香港南

99頁
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1920年代に入ると、世界的なゴムの需要と景気に乗じ
て、陳六使は兄と共に独立し会

社を設立する。当時、雇用主の陳嘉庚は、同
郷、宗親、そして集美学校との関係か

ら、陳

六使のことを知つてはいたが、陳六使の独立
にあたつて、経済的な援助は一切行わな

かつ

たという。当時の、陳嘉庚と陳六使との関係は、陳
嘉庚と李光前とのそれには到底及ば

な

いものであつた。李光前は陳嘉庚の会社の高級職員
として働いただけではなく、その仕事

ぶりが高く評価され、陳嘉庚の娘婿とな
つたほどであるが、陳六使の場合、当時は低級

職

員の 1人にしかすぎなかつたのである。

1930年代の世界恐慌で、陳嘉庚のゴム業は大きな打撃
を受けたが、陳六使の薄利多売

による経営方式は、さほど打撃を受けず、緩や
かに発展していつた。戦後のゴム売買

の自

由化と、朝鮮戦争で巨額の利益を得た陳六使
と3番目の兄が経営する益和公司は、更に発

展を続けるが、その際にやつと陳嘉庚
に認められ、彼らの交流は次第に深くな

つていくo

そして、陳六使自身も華人社会の中で実力を得
て、1937年に樹膠公会主席、1950年に中

華総商会会長及び福建会館主席となり、
1953年 に南洋大学を設立を決定することとなる

のである。・

陳六使は、集美学校やゴムエ場での縁から、陳
嘉庚の影響を大きく受けており、陳嘉庚

が行つた度門大学設立、抗日運動、中華総商会会務
の復旧等を積極的に支持していたo中

2

また、幼少時、貧困のために十分な教育を受け
ることができなかつた陳六使は、自ら

の経

験から教育の重要性を実感していた
ことから、華校卒業生の進学問題が深刻化し

はじめた

1950年、華語での教学を兼ね備えた大学の設立
の夢を実現するべく、単独で 300,000ド

ル

の寄付をして、設立直後のマラヤ大学に華文を教学
用語とする学部を設立しようと試みた。

しかし、結果として実現することはなかつ

ょ

。

華校は重大な危機に瀕している。
このまま

その後も、陳六使は希望を捨てず、「現在

行くと外来の圧力から華人文化は消滅してし
まうだけではなく、内部の抵抗力さえも

つぶ

されてしまうであろう。我々はマラヤ華人文化を絶対
に消滅させてはいけない。」

・ とし

て、1953年 に華文大学の設立を決心し、1953年
の福建会館での会議上で、自らが 5000,000

ドルを寄付することを前提とし、会場に集ま
つた福建会館関係者に賛助を求め、全員

一致

で、陳六使に全面的に協力することとなった。
そして、陳六使は、メデイアを通して大学

設立の賛助を呼びかけ、シンガポール及び
マラヤ連合邦の華人組織、各階の人々から

の熱

烈な支持をえることとなつた。

しかし、南洋大学設立への道のりは決して順調
ではなかつた。植民地政府によつて 1949

年に設立されていたマラヤ大学 (シ ンガポ
ール大学の前身)の副学長は、マラヤ大学の中

文系を増強することを強調し、華文大学設立
に強く反対する等、植民地政府側では新大学

*1~林孝勝「陳六使的企業世界」、『陳六使百年誕紀念文集』、南大
事業有限公司・香港南

洋大学校友会聯合出版、1997年、37-42頁
*2鄭明杉編著『黄祖耀博』、名流出版社、1997年、136頁。

*3黄金英「陳六使与南洋大学」、『陳六使百年誕紀念文集』、南大
事業有限公司・香港南洋

大学校友会聯合出版、1997年、100頁 o

*4 新嘉岐南洋文化出版社編『南洋大学創校史』、新嘉跛南洋文
化出版社、1956年、25頁。
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設立に偏見を持つ者が少なくなかつた。そ
れに対して、当時、マラヤで非常に影響力

を持

っといわれていた馬華公会 (MCA)主席の陳禎禄 (タ ン
・チエンロツク)が、マラヤ放

送局の英語放送を通して、陳六使が創設し
ようとしている新大学は、シンガポ

ールマラヤ

地域の華人学生に進学の機会を与えるため
のもので、決してマラヤ大学と競合しよう

とし

ているものではないということを、彼自身の意見
として説いた。陳禎禄は、海峡植民地生

まれの英語教育を受けたエリートであつため、
このラジオ放送によつて、新大学設立に対

して疑間を有していた、英語教育を受けた華人
をはじめとする多くの人々に、新大学設立

を理解を示させる結果となつた。そして、シ
ンガポール、マラヤの合わせて 400,000人近

くの華校卒業生のための大学設立が、実現
に近づいたのであつたo

また、1918年 に制定された「 1地域に 1大学」と
いう英植民地政府の規定があつたも

のの、陳六使のねばり強い説得によつて、
一切の経費は政府に要請しない条件で、総督

は

新大学設立を許可した。 そして、1953年 5月 に、会社登録法
によつて「南洋大学有限公

司」として、南洋大学はついに登録される
こととなる。・

南洋大学開校前から、多くの困難が陳六使を待
ち受けていたが、その中でも、陳六使

が

最も苦心した出来事といわれるものが「林語
堂事件」であつた。1950年から中国と

の関

係を絶たれていたシンガポールとマラヤ
の状況からみて、新中国とは関係

のない、「地域

に根付いた大学」の設立を目指していた陳六使
は、南洋大学を政治的色彩を帯びていな

い、

純粋な教育機関にするつもりであつたo

しかし、1954年 に、南洋大学当局の招きで、学長職
に就くことが決定していた在米華

人学者の林語堂は、就任前から当局に相談
せずに教職員を物色したり、外国の記者

に対し

て、南洋大学を「海外における反共産主義の砦」
としての、政治的色彩の帯びた教育機関

に作り上げようと考えていることを漏らす等、
当局や南洋大学の実状を全く理解しな

い言

動を行つていたoま た、林語堂がシンガポール
ヘ来てからも、南洋大学を世界的な

一流大

学に作り上げようとして、当局に 20,000,000ド
ルの経費を要求したが、当時の南洋大学基

金は全て、東南アジアの各階層の人々からの献金
によるものであつたため、陳六使は南洋

大学主席の立場から、その要求を受け入れる
ことは到底できなかつた。結局、双方の主張

が合わず、林語堂は南洋大学を去ることになり、林語
堂達への慰謝料等に対して、300,000

ドル余りの大金が使われることとなつたが、人
々の寄付金をそれに使用することに抵抗が

あつた陳六使は、自らがその支払いを行つ

驚 ξする傍ら、1950年代に彼が中華総商会
会

また、陳六使は、南洋大学設立のために

長及び特別董事の職に就いていた期間、各議会
での言語制限の撤廃及び人民の公民権

の取

得に対して尽力してきた。彼は、1950年 9月 に「第
2次大戦後、我々は自分たちの故郷

は既にマラヤであると考えている。」と語り、自
らが中国ではなくシンガポールの住民と

*1~区如柏「陳六使不平凡的一生」、『陳六使百年誕紀念文集I南 大事業有限
公司・香港

南洋大学校友会聯合出版、1997年 、61-62頁 。

*2 区如柏「陳六使不平凡的一生」、『陳六使百年誕紀念文集』、

南洋大学校友会聯合出版、1997年、62-63頁。
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して、公民権や参政権を獲得する決心をした。
Ч
植民地時代においては、立法議会、市議

会、郷村議会では英語が使用言語と決まっており、英語に精通する人物のみが議会に入る

資格を持つことができた。当時はどんなに優秀な人物であつても、英語ができなければ、

人民のために貢献したくとも議会に入ることはできなかつたのである。

そして、1955年 に陳六使と中華総商会の全董事は、華語、マレー語、タミル語を各議

会での使用言語及び公用語として承認されるように働きかけ、議会での言語制限に強く反

対した。そして、中華総商会は各団体組織に対し署名嘆願運動を要求し、その結果、140,000

人の人民を代表する、600余 りの団体組織及び 8,500余 りの商から署名運動の協力を得た

他、
中21955年

に中華総商会と属下の商業組織が 1,600人の嘆願団を組織し、英国植民部大

臣に嘆願する等の努力を行つた。"

この議会における言語制限反対運動と同時に、中華総商会は公民権獲得運動を展開し、

何万人もの非英国籍の住民がシンガポールの公民権を獲得できるように奔走した。その結

果、一時は拒絶されたものの、1957年 には請求は立法議会を通過 し、 8年以上シンガポ

ールに居住する住民は公民権を申請できるようになり、中華総商会は 20万人余りの華人

の公民権申請に協力したのである。
Ч
言語制限反対運動と公民権獲得運動を推し進めた中

華総商会の功績は大きく、その中でも陳六使や李光前は運動の中核人物であつた。南洋大

学の設立、言語制限反対運動、公民権獲得運動といつた点からみて、当時、陳六使をはじ

めとする中華総商会やその他の組織の指導者達の帰属意識は、この時期に中国から現地に

移行していることがわかる。

しかしながら、1960年以降、共産グループの活動が勢いを増 し、1963年、陳六使は親

共産グループに金銭的な援助をしたとして公民権が剥奪され、南洋大学理事会主席を辞任

することとなった。その後、彼は一切南洋大学についての参与は行わず、自らの事業だけ

に従事した。1972年、陳六使は 76歳で病没するが、シンガポール及びマレーシア各界の

人々は、陳六使のために厳かな葬儀と追悼会を行った。陳六使の出棺の際には南洋大学校

旗が棺に掛けられ、6,000か ら 7,000人の華人が葬儀の列を共にし、南洋大学理事会は、

陳六使の功績を称え、南洋大学のキヤンパスに銅像を建てることを決定した。その後、1974

年には、陳六使の遺族より南洋大学に500,000ド ルの寄付金が寄せられ、「陳六使奨学金」

として苦学生のために役立てられた。また、1982年 には、福建会館が、陳嘉庚、李光前、

*1 陳炎成「陳六使生平大事年表」、『陳六使百年誕紀念文集』、南大事業有限公司・香港
南洋大学校友会聯合出版、1997年、 156頁。
*2 区如柏「陳六使不平凡的一生」、『陳六使百年誕紀念文集』、南大事業有限公司 。香港
南洋大学校友会聯合出版、1997年、64頁。
*3 陳炎成「陳六使生平大事年表」、『陳六使百年誕紀念文集』、南大事業有限公司 。香港
南洋大学校友会聯合出版、1997年、 156頁 。
*4 陳炎成「陳六使生平大事年表」、『陳六使百年誕紀念文集』、南大事業有限公司・香港
南洋大学校友会聯合出版、1997年、 156頁。
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陳六使の 3者の功績を称え、会館内に銅像を設置している。・

1956年 の設立からたつた 25年の 1980年に、南洋大学はシンガポール大学と併合され、

シンガポール国立大学となつてしまつたが、この 25年間で南洋大学はシンガポールとマ

ラヤ、そして東南アジア諸国からの 20,000人 近くの卒業生を排出し、シンガポールの教

育界に大きな貢献を行つた。陳六使の南洋大学への貢献と、それを支えた華人たちの協力

物語は、「南大精神」として現在に至つても語り継がれている。また、陳六使と、彼
に最

も影響を与えた陳嘉庚の、抗日、教育、慈善活動における自己の損失を顧みない貢献
の精

神も、華人の良き伝統文化として、最近、語り始められるようになつている。
つ

第3節 華人社会における
「帯派」と階級の超越

1953年 1月、陳六使によつて福建会館執行委員会の会議上、南洋大学設立の提案が出

された後、多くの宗郷会館もこれに共鳴し、陳六使を支持していくこととなつた。同年
2

月、中華総商会では、中華総商会董事と279の華人組織の代表によつて新大学設立に関す

る会議が開かれ、"陳六使を主席とする、中華総商会、福建会館、広東会館、南洋客属総

会、潮州八邑会館、瑣州会館、三江会館、福州会館、章州会館、広恵肇公会、馬華公会星

洲分会、樹膠公会の、討派を超えた 12組織を選出し、大学設立募金委員会が成立した。

この後、上記以外の華人組織もこぞつて大学設立を支持し、東南アジア各地の華語紙も大

Ч

学設立をめぐる論議を紙面に載せ協力した。

南洋大学が有限公司として登録されると、シンガポールとマラヤはもちろんのこと、サ

バ、サラワク等の、あらゆる階層の華人たちが大学設立のために働いた。商人、俳優や歌

手、タクシーやトライショー (三輪車式の人力車)の運転手、理髪師、風俗業関係者等の、

様々な職種の人々が売上金を寄付しただけではなく、マレー人やインド人までが寄付を行

った。その中で比較的規模の大きかつた募金活動は、マラヤ中華体育促進会によるバスケ

ットボール大会収益金 230,000ド ル、全シンガポール華文中学卒業生による演劇上演の収

益金 60,000ド ル、シンガポール舞女協会によるチケツト代金 10,000ド ル、シンガポール

タクシー運転手連合会、福蒲仙運転手連合会及び交通タクシー公会の 3団体による 1,095

人の運転手とオーナーの売上金 30,000ドル、 トライシヨー同業会の 1,577人の車夫の売上

*1 陳炎成「陳六使生平大事年表」、『陳六使百年誕紀念文集』、南大事業有限公司・香港

南洋大学校友会聯合出版、1997年、173頁 。

*2 1998年 8月、海南会館歴史講座で南洋大学及び南大精神についての講義が行われた。

また、1999年 には、陳嘉庚、李光前、陳六使の生涯を描いた、華語による連続 ドラマ

『出路』が放映予定となつている。

*3 桂貴強『新加岐華人 従開埠到建国』、新加岐宗郷総会聯合総会、1994年、277頁。
*4 黄金英「陳六使与南洋大学」、『陳六使百年誕紀念文集』、南大事業有限公司・香港南

洋大学校友会聯合出版、1997年、106頁 。
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金 20,000ドル等が挙げられる。・

そういった募金活動の中でも特に多くの人々を感動させたのは、華人社会の中でも下層

の階層に属しているトライショーの車夫達が、彼らの子女が果たして南洋大学のような高

等教育機関へ進学できるかどうかもわからないにもかかわらず、苦しい生活費の中から南

洋大学のための寄付金を捻出したことである。当時のことに詳しい新聞記者で歴史研究家

の韓山元 (ハ ン。タンジユアン)は、「当時はトライショーの義踏、俳優の義演、歌手の

義唱、商人の義売、スポーツの義賽、画家の義展……等、ありとあらゆる場所で義の字が

見られ、誰もがその雰囲気に圧倒され、この募金運動に自然とのめり込んでいくような風

潮があつた。だからこそ、当時南洋大学設立に関わつた人々の南洋大学に対する思い入れ

は非常に深い。」と当時を振り返つている。
中2

このように、階級や職業を異とする華人たちが、南洋大学設立という 1つの目標に向か

って行動することは、1930～ 1940年代にかけての抗日運動以来である。しかし当時は「日

本」という敵対する対象が存在し、また華人の帰属するのは中国であつた。しかし、今回

の運動は、華人の前途とマラヤの発展を含めた現地意識が非常に強く反映されていること

が特徴であり、「抗日運動」時の動機とは大きく異なる。

また、このように一般の華人を動員したものの中には、華人組織の貢献によるものも大

きい。例えば、トライショー、タクシー、トラック等の運転手も寄付に大きく貢献したが、

それぞれが組織する公会による先導がきつかけであつた場合が多い。"も ちろん、公会に

よる運動ではありながらも、その中で自発的に労働時間を延長して基金を稼ぐ者も多くお

り、それはシンガポールのみならず、マラヤ全域に広がつていつた。

1952年、陳六使は丹戎昌倶楽部という名の別荘を建てた。丹戎呂倶楽部は当時、有名

華人企業家が集まる一種の社交の場となっていただけではなく、彼らによる商談、教育や

社会福祉について討論する場としても利用されていた。特に、陳六使が 1963年に南洋大

学理事会を辞任するまでは、そこは南洋大学計画の陰の事務所として活躍していた。陳六

使は福建語しか話さなかつたが、丹戎呂倶楽部には、福建系の李光前、高徳根、邸継顕、

陳光別、林国仁、潮州系の連温洲、陳錫九、葉平玉、客家系の胡文虎、張順時、海南系の

符致逢等の様々な譜の企業家が会員となり、集まつていた。陳六使は、企業家だけでなく、

倶楽部に出入りしていた新聞記者にも、決して「先生」や「主席」とは呼ばさず、「六使

伯 (六使おじさん)」 と呼ばせる等、その気取らない性格も譜や階級を超えた人々を惹き

つけていたという。当時、この丹戎呂倶楽部の会員であつた同安会館主席の孫畑炎は、「丹

戎昌倶楽部には、講を超えた多くの華人が教育や慈善事業に貢献するような土壌があつた。

丹戎呂倶楽部は国家や社会に大きな貢献を行い、歴史価値を持つている。」と、当時を振

*1 黄金英「陳六使与南洋大学」、『陳六使百年誕紀念文集』、南大事業有限公司・香港南

洋大学校友会聯合出版、1997年、110頁。

*2筆者による韓山元氏へのインタビユーによる (1999年 )。
*3新嘉岐南洋文化出版社編『南洋大学創校史』、新嘉岐南洋文化出版社、1956年、356-381

頁。
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り返つている。
Ч

丹戎呂倶楽部にかかわる企業家のみならず、東南アジア各地の富豪や企業家等からの寄

付も非常に高額であり、その額は人々を驚かせるものであつた。陳六使の 5,000,000ド ル

以外に、胡文虎の 200人が収容できる2棟続きの学生宿舎、連続洲の 200,000ド ル、李光

前は南洋大学が 5年以内に得た寄付金総額の 10%にあたる額を寄付することを約束し、

陸運涛は理学部設立のために 300,000ド ル、マラヤパイナップルエ場は文学部校舎建設費

のために 250,000ドル、華僑銀行は商学部校舎建設費用のために 230,000ド ル、ペナンの

林連登は図書館建設のために 500,000ド ル、同じくペナンの劉玉水は 250,000ド ルの寄付

を行つた。
中2ま
た、各宗郷会館、とりわけ福建会館も積極的な支持をみせ、550ヘクター

ルの土地と、大講堂建設のためのωO,000ド ルを寄付した。

南洋大学の建築物の全てに寄付を行つた人物の姓名が刻まれているが、その中の 1つで

ある、図書館 (現華裔館)の入り回の壁には「林連登先生捐建」の文字が刻まれた銅板が

埋め込まれている。そして、そのロビー奥の階段上には、 トライショー公会の寄贈による

大型時計が掛けられている。これは、寄付をした人々の功績を称えるだけではなく、シン

ガポールとマラヤにおける各階層の人々が「南洋大学設立」という1つの目標を共有して

進んできたその功績を知るための貴重な証拠となつている。

第4節 南洋大学設立をめぐる華人アイデンテイテイの変容
第 2次大戦以降、植民地政府の行つた教育政策は、華校に対して不利なものであつたが、

それでも華人たちの努力で乗 り越えていくことができた。しかし、1949年以降のの危機

に対しては、華文大学設立という方法とることしか、華文教育と華校卒業生が生き残れる

道はなかつた。

陳六使は「我々はマラヤ華人文化を絶対に消滅させてはいけない。」"と して、もはや

中国ではない自分たちの華人文化を強調した。中華総商会正会長の陳錫九は陳六使に共鳴

して、「この地に居住する華人の大多数が、この地を自らの故郷だと考えている。地元に

大学を設立して子弟を育成することこそが、価値のあることだと考えている。中国と東南

アジアの交通が断たれ、我々が生きていくためには大学の設立が必要だ。我々は範囲を広

めて組織化 し、シンガポール及びマラヤの華人の団結を促せば、難しいことではない。シ

ンガポールとマラヤには 2、 3百万の華人がいるが、華校出身者は英校出身者より多い。

大学の設立こそが人材を造り、道が見えてくるのだ」と、大学設立は現地の華人将来のた

めであることを強調している。

また、華聯銀行総理の連続洲は、「陳六使の提唱 した大学設立は、中華文化を守るため

*1 区タロ柏「陳六使与丹戎呂倶楽部」、『陳六使百年誕紀念文集』、南大事業有限公司・香

港南洋大学校友会聯合出版、1997年、69-70頁。
*2 黄金英「陳六使与南洋大学」、『陳六使百年誕紀念文集』、南大事業有限公司 。香港南

洋大学校友会聯合出版、1997年、110-111頁。
*3新嘉岐南洋文化出版社編『南洋大学創校史』、新嘉岐南洋文化出版社、1956年、25頁。
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には必ず成功させなければならない。シンガポールやマラヤのみならず東南アジア各地の

華人は皆支持すると信じている。数千年の歴史を有する中華文化の優秀さや偉大さは世界

にも認められている。もし、この地を発展させるとすればマラヤ大学 1校だけでは不十分

だ。なぜなら、毎年華校を卒業する高校生 1,000人の内、マラヤ大学に合格するのは 1人

だけの計算になる。もし、華文大学ができれば人材の育成につながる。政府はマラヤの発

展を見越して、300万人の華人の中で、華語を理解する者が英語を理解する者より多いと

いうことを認識するべきだ。」と、中華文化の保存を望みながら、当地の発展を強調して

いる。

同様に、中正中学校長の庄竹林は、「華僑がこぞつて募金をすれば、華文大学は短期間

で設立できるであろう。戦後の高校卒業生は時局の関係で、帰国して進学したり、米英豪

等の大学に進学することはできなくなつている。マラヤ大学への進学は更に難しい。華文

大学の設立は非常に切迫したもので、政府も華僑が募金活動することは反対しないであろ

う。」と、華僑や帰国という言葉を使用しながらも、現地指向の態度を表明している。

シンガポールのゴム業界の実力者である李光前は、「我々華人が大学を設立することは、

マラヤ大学との競争を意味しているのではなく、マラヤの各民族の青年が当地で高等教育

を受ける機会を提供することを主旨としている。」として、華人文化の保存という意味合

いよりも、マラヤの青少年の将来を中心に考えての発言をしている。

三江譜のリーダーの楊慢華、南洋女子中学董事長の李振殿、中華女子中学校長の黄秀琴

はそれぞれ、「我々華人が華文大学を設立することには非常に重要である。華人たちが協

力して努力を続けることを呼びかけたい。」と当地の大学設立と華人の協力を強調する内

容の談話を発表し、出入口商公会主席の郭珊瑚、潮州帯リーダーの李偉南と楊績文、客属

総会副会長の張夢生はそれぞれ、「陳六使の提案に同意し、華人たちが協力して目標と達

成することを願つている。」として、絶対的な支持をみせた。・

以上のように、講を超えた様々な職種や階層の人々が、陳六使の提唱に賛同じ支持を表

明した。彼らの談話は、一部には中華文化の保存及び継承ということを念頭に置きながら

も、決してそれが第一目的ではなく、ほぼ全員に華校卒業生の前途、マラヤの発展等を目

的とした当地意識がみられる。こういつた当地意識は、シンガポールだけではなく、マラ

ヤ華人も同様であつた。
つ
もちろん庄竹林のように、自らを華僑、中国を本国と位置づけ

ている者も当時は多くいたが、それでも現実的には、大半の華人が、中国ではなく現地に

根を下ろすという意味での現地意識を多かれ少なかれ有していたと考えられる。よつて、

この南洋大学の設立期と同時期に、華人の帰属意識は、中国から現地へと転換されている

ことがわかる。

1953年 3月、大学募金委員会は南洋大学を迅速に合法化させるために、有限公司とい

う形で登録申請し、その 3年後には「南洋大学有限公司」として、正式に登録が許可され

*1 黄金英「陳六使与南洋大学」、『陳六使百年誕紀念文集』、南大事業有限公司・香港南

洋大学校友会聯合出版、1997年、100-102頁 。

*2 黄金英「陳六使与南洋大学」、『陳六使百年誕紀念文集』、南大事業有限公司・香港南

洋大学校友会聯合出版、1997年、103頁。
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る。それまでの間、大学設立に対する準備は着々と進められ、1953年
4月 に、当局は「創

立南洋大学宣言」を発表し、大学設立にあたつての4大建議を宣言した。

1,中学 (含高校)卒業生の進路の拡大。

2,中学 (含高校)教員の育成。

3,国家の将来のための優秀な人材の育成。

4,人口の増加と社会経済発展への対応。

この4大建議は、当時の時代背景に基づき、東西文化の理解とマラヤ文化の発展と
いう2

つの特質を有したもので、
Ч
この中には、従来の華文学校に存在していた中国との紐帯や、

中国への帰属意識は存在しない。

同年 7月、南洋大学の建築工事が開始され、 8月 には、マラヤ各州の南洋大学委員
会の

代表が集まり、南洋大学委員会のあり方や募金についての話し合いが行われ
た。同時に、

北ボルネオのクチン、シブ等の華人も相次いで南洋大学委員会を設立さ
せ、支持を表明し

た。
中2こ のように、シンガポールとマラヤを中心とした華人の団結、協力が南洋大学

の基

礎となつたのである。

第5節 南洋大学設立において華字紙の果たした役割
当時のシンガポールにおける主要華字紙は、『南洋商報』、『星洲日報』、『中興

日報』の

3紙であつたが、それぞれが南洋大学設立とその発展について、その動向を取材し、多く

の社説を発表している。

王憶鼎の調査によると、1953年から 1959年までの 7年間で、『南洋商報』は
63本の南

洋大学に関する社説を発表している。また、同時期における該紙の教育関係
の社説の中で、

南洋大学に関するものは、26%を 占めているだけでなく、1953年の上半期だけでも、南

洋大学に関する社説は 22本にのばり、 7年間の全体数の 3分の 1を 占めている。
中3こ
の

点だけを見ても、南洋大学に対する、該紙の関心の高さが見て取れる。また、社
説の見出

しも、「陳六使先生の呼びかけ―馬華大学 (南洋大学の名が決定する前
の仮称)の創設を

応援する」(19531月 19日 )、「南洋大学実現のための努力」(同年 2月 23日 )、「平民
の

世紀、平民の大学―南洋大学の所在地、学校董事、学長について語る」(同年
5月 12日 )、

「シンガポール教育史上の新紀元」(同年 5月 18日 )、「同胞に南洋大学
への全面的支持を

呼びかける」(同年 6月 22日 )とあるように、実際に、『南洋商報』は、南洋大学設
立に

対して、全面的に支持の立場をとつていた。

*1新嘉波南洋文化出版社編『南洋大学創校史』、新嘉岐南洋文化出版社、
1956年、49頁。

*2黄金英「陳六使与南洋大学」、『陳六使百年誕紀念文集』、南大事業有限公司
・香港南洋

大学校友会聯合出版、1997年、108-109頁。
*3 王憶鼎『新加岐華文日報社論研究 (1945-1959)』 、シンガポール国立大学中文系漢

学研究中心、シンガポール、1995年、404頁。

*4 王懐鼎『新加披華文日報社論研究 (1945-1959)』、シンガポール国立大学中文系漢

学研究中心、シンガポール、1995年、404-405頁。
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しかし、『南洋商報』が、ただ単に南洋大学構想を妄信し
て、或いは華人指導者に圧力

をかけられて、上述のように宣伝 していたのではなく、南洋大学設立
に向けて独自の建設

的な意見も出していた。特に、1953年 2月 10日及び 5月 12日 の社説では、「南
洋大学は、

東西文化と民主精神に則つた大学であるべきで、華校卒業生のみならず
、世界各国の民族

や宗教を超えた学生からなる大学になるべきである。」、「南洋大学は貴族
の学校となつて

はならず、平民のための大学になるべきである。」と、南洋大学が狭義
の大学にならない

ように建議している他、同年 2月 23日 及び 26日 の社説では、「南洋大学は
まず、文学部、

理学部、商学部を設立するべきである」との建議し、後に実際に南洋大学
当局がこれを参

考にし、実施することになったというように、"『南洋商報』は、南洋大学
と華人社会間

で、「窓口」となり、両者が相互に作用していたという
ことがわかる。

『星洲日報』の場合も、王憶鼎の調査では、
1953年から 1959年 までの 7年間で、南洋

大学に関する社説は 66本にのばり、同時期における該紙の教育関係の社説
の中で、南洋

大学に関するものは 27%であるというように、
中2『
南洋商報』と同様に、南洋大学に対し

て高い関心を示していることがわかる。また、『星洲日報』は『南洋商報』
と同様に、教

育、政治、文化、社会、人口、華人のこれまでの教育事業と
いつた各方面から、南洋大学

の必要性を紙面で訴え、南洋大学と華人社会における情報の窓口とし
ての役割を果たして

おり、一般市民もこれら2紙を通して、南洋大学の情報を得ていたのであ
つた。

一方、1947年 に創刊され、1957年 に廃刊となった『中興日報』は、右派系
の政治的色

彩を帯びた新聞であつたが、1953年 に発表された該紙の 5本の南洋大学
に関する社説の

内容から、上記 2紙と同様に、南洋大学を全面的に支持していたということが確認
できる。
中3

また、1953年 1月 29日の社説「設立馬華大学の意義」でも、「華校卒業生に進学
の機会

を与えるべきであり、それは否定できない重要な原因である」と現実問題を強
調しながら

も、その一方で「更に忘れてはいけない重要な要素として、中華民族
の復興問題がある。」

と述べており、
中4政
治色の薄い上記 2紙とは異なつて、右派思想を根底においた上で南洋

大学を支持していたため、社説の中でも反共や華人シヨウヴイ
ニズムを強調するような記

載が多い。言い換えれば、『中興日報』は、南洋大学設立を通して、社会
に自らの思想を

「宣伝」していたのではなかろうかとも考えられる。

『南洋商報』、『星洲日報』、そして『 中興日報』
の 3紙共に共通することは、南洋大学

設立への全面的な支持の姿勢であつた。政治的なもの
への関心のあるなしに関わらず、多

くのシンガポール華人は、これらの新間により、南洋大学
への興味を高めていつたと考え

*1 王懐鼎
学研究中心、
*2 王憶鼎
学研究中心、

*3 王憶鼎
学研究中心、

*4 王llk鼎

学研究中心、

『新加岐華文日報社論研究 (1945-1959)』 、
シンガポール国立大学中文系漢

シンガポール、1995年、407頁。

『新加城華文日報社論研究 (1945-1959)』 、シ
ンガポール国立大学中文系漢

シンガポール、1995年、413頁。

『新加岐華文日報社論研究 (1945-1959)』 、

シンガポール、1995年、418頁。

『新加岐華文日報社論研究 (1945-1959)』 、

シンガポール、1995年、418頁。

シンガポール国立大学中文系漢

‐69‐

シンガポール国立大学中文系漢



られる。

その後、『南洋商報』は、政府の教育政策を批判し、華人
シヨウヴイニズムを煽動する

報道を行つたとして、1971年 に国家治安条例により、編集者 2人 と政府広報
官が逮捕さ

れるという事件が起こつているが、・ 南洋大学設立当時はまだ、政府は新聞社
に対して、

自由な報道の空間を与えていたのである。その空間の中で、
これらの新聞は活躍し、南洋

大学と華人社会の架け橋としての力量を発揮していつたのである。

第6節 政府と華人社会との関係
植民地政府は、1954年 にシンガポールの行政制度を改革し、総督

の諮問機関である立

法審議会の 3分の 2を民選とした。1955年 に行われた第 1回選挙で第
1党になつたのは、

イラン系のシンガポール生まれの弁護士デーヴイツド・マーシヤル (David Marshall)率

いる労働戦線であつた。

翌年 8月、シンガポールの初代主席大臣となつたマーシヤル、チ
ユー・スイキー (周瑞

麒)教育相、リム・ユーホツク (林有福)労働相は、南洋大学を参観し、南洋大学
への支

持を表明した。そして、1956年 3月 15日、南洋大学は数々の困難を乗り
越えて開学式典

を迎えることとなつた。主席大臣マーシヤルはシンガポール人民を代表し
て祝電を打つた。

開学式典では、まず陳六使、張天沢、陳宗南、シンガポ
ール及びマラヤ各地の南洋大学委

員会の代表が、校旗掲揚を行い、陳六使は式典で「今日は海外華人
の最も光り輝く日だ。

数百年前に華僑が南来して以来、計り知れないほどの苦難を経験し
てきたが、自らの力量

と奮闘が実つて、ついに今日大学が開校することとなつた。」と感慨深く述
べている。

そして、 3月 30日 、文学部 239名、理学部 256名、商学部 89名 を含む計
584名の新入

生を迎え入れ、正式に授業が開始された。開学当時のシンガポ
ールの各政党は、南洋大学

に対して支持の態度を表明していた。しかし、当時の教育部長であるチ
ユー・スイキー (周

瑞麒)は「南洋大学は学位を出す権利を有しているが、政府当局の認可を得るま
では、学

位として承認されない。」
中2とぃった発言をし、開校直後の南洋大学に大きな打撃を与え

たが、 3月 に行われた労働戦線党委員会代表大会では、植民地政府
に対し早急に南洋大学

の学位認定を申請するという決議が通過した。

また、1958年の校舎落成式典では、総督が出席しただけではなく、その式典を見
るた

めに十数万人の民衆がつめかけた。新聞記者で歴史研究家の韓山元は「当時、
マラヤから

の観光客はシンガポールヘ来ると、郊外の辺部な場所であるにもか
かわらず、必ず南洋大

学を訪れた。彼らの中で、南洋大学はあこがれの名所と化して
いたのである。」

中4と
述べ

nese,1987.(花野敏彦訳『 南洋*l Lce Khoon Choy,■■Ю Persona1 0dyssey of a Nanyang Chi

華人 国を求めて』、サイマル出版会、1987年 )、 255頁。
*2 桂貴強『新加岐華人 従開埠到建国』、新加攻宗郷総会聯合総会、1994年、280頁。
*3 黄金英「陳六使与南洋大学」、『陳六使百年誕紀念文集』、南大事業有限公司・香港南

洋大学校友会聯合出版、1997年、113-114頁。
*4筆者による韓山元氏へのインタビユーによる (1998年 )。
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ているように、南洋大学は、大学進学を目指す華校生はもちろんのこと、高等教育機
関ヘ

進学できない南洋大学とは無縁とも思える人々にとつても、シ
ンガポール及びマラヤ華人

の集大成として、象徴的な存在となっていつたのである。

しかしながら、南洋大学のその後の道のりは順調ではなかつた。1959年 6月
にシンガ

ポール自治政府が成立し、人民行動党秘書長のリー・クアン
ユーが首相に就任する。また、

同年 3月 には、南洋大学法令が立法会議で通過し、南洋大学は大学とし
ての地位を認めら

れることとなつたが、同時に学位認定のための調査も行われていた。1959年
7月 に発表

された、西オーストラリア大学のプレスコツト教授を代表とする、アメリカ、台湾
、オラ

ンダ、フイリピンの学者の調査委員会による報告書には、南洋大学に対する批判
が多く、

全てが南洋大学に不利になる内容であつた。・『南洋商報』は、該報告書
に対して遺憾の

意を表しながらも、「我々は謙虚な態度でもつてそれを参考資料とし、改善
していく必要

がある。」
Ⅲ2と
延べ、『星洲日報』も、「どの大学でも初期には免れない欠点

がある。一部

の報告も故意に書かれたものである。」と報告書を批判しながらも、「責任
は誰にあると

議論する時期でない。南洋大学を推し進める者で、大学の基礎をし
つかりと作りあげてい

く時期である。」
・3と
、華人たちを励ます報道をしている。

自治政府のヨー・ヨツクリン (楊玉麟)教育相は、プレスコツト博士の報告書
の発表後、

新たにウエイ・ヤーリン (魏雅玲)医師をリーダーとする7人による検討委員会
を組織し、

プレスコツト博士の報告書の検証を行つた。その間の 1960年 2月 に、
ゴー・ケンスウイ

(呉慶瑞)財政相は、南洋大学第 1期卒業生 400人余りの雇用に対する政策文の中で、彼

らの学位を正式に認定することを承認したが、将来の卒業生に
ついては保留の立場をとつ

ている。そして、同年 2月 に発表されたウエイ・ヤーリン医師の報告書に
ついて『星洲日

報』は、「マラヤ大学の政策や教学方法を南洋大学に当てはめると
いう改革法案を主とし

ており、南洋大学創校の主旨と歴史背景を無視するものだ」
Ч
と批判したが、ヨー・ヨツ

クリン教育相は、原則としてウエイ・ヤーリン医師の報告書を受け入れ、陳六使を
主席と

する 28名の南洋大学実行委員会と話し合いを持つこととなつたが、話し合いは平行線を

辿つた。
｀
これら2つのグループからなる調査委員会による報告内容には、「調査は不公

平なもので、最初から偏見があつたとしか考えられない」
中6等
として、多くの華人から非

難があがつたが、政府の決定をすぐに覆すことはできなかつた。

リー・クアンユーは、1960年の南洋大学政治学会で、「マレー語を話す東南アジア
に身

*1 陳炎成「陳六使生平大事年表」、『陳六使百年誕紀念文集』、南大事業有限公司・香港

南洋大学校友会聯合出版、1997年、156頁。

*2『南洋商報』、1959年 7月 26日 。
*3『星洲日報』、1959年 7月 23日 。
*4『星洲日報』、1960年 6月 2日。

*5 陳炎成「陳六使生平大事年表」、『陳六使百年誕紀念文集』、南大事業有限公司・香港

南洋大学校友会聯合出版、1997年、156頁 。

*6賀光中「予封於南大評議会報告書之意見」、『南洋文摘』第 1巻 2期、19ω 年 2月、1-2

頁。
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を置いている以上、中国語を通して卑屈に中国のやり方を模倣する
ことは、自滅に繋がる。

南洋大学は近い将来、華語を教学用語とすることになるだろうが、
マレー語を増やし、南

洋大学学生にもマラヤ社会の中で活躍してもらう必要がある。」
Ч
として、南洋大学を認

めながらも、南洋大学にも「マレーシア計画」を受け入れることを暗に要求した。
「マレ

ーシア計画」とは、1961年 に、1957年 に英国から独立していたマラヤ連邦とシ
ンガポー

ル自治政府との間で合併話が浮上したが、それに先だつて人民行動党により推進
された、

学校での教学用語にマレー語を導入して、合併を円滑化させる政策
のことである。

その後「マレーシア計画」に反対した派閥が人民行動党から離脱し、社会主義戦線
を組

織したが、1963年 2月、人民行動党はマラヤ政府と共に、「オ
ペレーシヨン・コールド・

ストア」という治安作戦で、親共産主義的と考えられる社会主義戦線、教育団体
、労働組

合の中から指導者や活動家を 100人以上逮捕した。
中2そ
して同年 9月、マラヤ連邦、シン

ガポール、サバ、サラワクが合併し、マレーシア連邦が正式に成立するが、そ
の直後、社

会主義戦線が体勢を立て直す余裕がないままで行われた、シンガポール州議会選挙
では、

人民行動党が 51議席中 37議席を、社会主義戦線は 13議席を獲得し、人民行動党が勝利

した。人民行動党は選挙で勝利し、与党の座を確実にした後も、親共産主義と見
られる人

物に対して弾圧を続け、社会主義戦線、、労働組合、学生組織の徹底的な取り
締まりを行

った。

そして、同月、陳六使はそれらの組織に金銭的な援助をしたとして公民権が剥奪さ
れ、

南洋大学理事会主席を辞任することとなつた。人民行動党の一連の取り締まり
により、多

くの大学教員が一時的に解雇されたり、多くの学生が停学処分となつたが、当時、南
洋大

学で助手を務めていた人は「共産活動に参加していないにもかかわらず、学
生に影響を与

えている教員として有無をいわさず解雇された。」
中3と
当時を振り返つている。

その後、マレーシア中央政府とシンガポール州政府の経済的、政治的対立が民族対立
に

発展し、1965年 8月 に、シンガポールがマレーシア連邦から独立を余儀なくさ
れると、

国民統合と経済発展に力を入れ、国家の生き残りの道を模索し始めた。
その一環として、

当時反共政策をとつていた隣国のマレーシアとインドネシアとの関係を考慮し、
また「英

語教育は、この多種族社会に共通語と共通の環境、そして共通の価値観を与
える」
Ч
とい

う理由から、英語教育が推進された。

その間の政府の南洋大学に対する政策は、一貫して前述のウエイ
・ヤーリン医師の報告

書を基準としており、数多くの大学改組が行われ、それは南洋大学に不利
に展開していつ

た。1964年 には、政府と南洋大学理事会との連合声明として、南洋大学はマラヤ大学と

同様のカリキユラムを持つこと、英語教育の強化を行うこと、国家に必要な人材
の育成す

*1 新加岐聯合早報編『李光耀 40年政論選』、新加岐報業控股華文報集団、1993年、373

頁。

*2 陳炎成「陳六使生平大事年表」、『陳六使百年誕紀念文集』、南大事業有限公司
0香港

南洋大学校友会聯合出版、1997年、169頁。

*3 筆者による、華裔館の桂貴強研究員へのインタビユーによる。(1996年 )

*4政治哲学 (上 )p218
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ること等が盛り込まれた南洋大学検討委員会報告書が発表され、
・ その後、幾度と政府と

南洋大学当局との間で、未解決であつた学位問題の話し合いが行われたが、
1968年 に、

当時のオン・バンブン (王邦文)教育相によつて、ようやく正式に学位が承認されること

となつた。
中2

リー・クアンユーは、1970年 の南洋大学歴史学会で、「1956年の開学以来の何年間は、

南洋大学には非常に多くの優秀な学生がいた。現在は、優秀な華校卒業生は、南洋大学
ヘ

進まず、奨学金を得てオーストラリア、英国、カナダなどの外国や、シンガ
ポール大学ヘ

進学している。南洋大学はレベルアツプの時期に来ている。2言語による教学
に切り替え、

英校卒業生も受け入れるようにし、学生達にきれいな英語を書かせて、流暢な英語
を話さ

せるようにするべきである。」
り
と、英語の導入を提案した。

南洋大学は、その後 1979年に至るまで、学制、カリキユラム、人事、教学用語、入学

者の選考に至るまで、政府による改革をくり返したが、その中で決定的な変化
は、1974

年に政府が実行した南洋大学の英語化政策であつた。そして 1976年 には、中文系以外
の

学科で徐々に英語による教学が開始され、華校以外の各源流校の卒業生が入学する
ことと

なつた。1977年 にウー 。テックユー (呉徳耀)が学長に就任すると、特任委員会が大学

運営を管理することを決定し、社会事務部常任秘書の陳祝強を南洋大学秘書長
に任命し、

陳祝強に特任委員会、大学運営等を管理させることとした。
Ч
更に、南洋大学の運命を決

定付けたのが、1978年から開始された新入生のシンガポール大学 (前マラヤ大学)との

合同授業であつた。特に合同授業では、英語が得意ではない南洋大学の学生
が授業で取り

残される結果となり、それがそのまま彼らの成績となつて評価され、シンガポ
ール大学と

南洋大学との格差として世間に印象づける形で理解された。

そして、リー・クアンユーの建議により、1980年 に南洋大学は新生のシンガポール国

立大学へ吸収合併することとなつた。公式にはシンガポール大学と南洋大学の合併と呼ば

れたが、その実態は旧シンガポール大学へ南洋大学の教職員が配属されただけで、南洋大

学側に多くの退職者と配置転換者とを出している。
中5例
えば、南洋大学マスメデイア系の

講師を務めていた王懐鼎は、合併による同系の廃上により、シンガポ
ール国立大学の中文

系講師に転換され、
中6南
洋大学歴史系の学科長を勤めていた佳貴強は、合併でシンガポー

ル国立大学付属華語研究センターの語学教師に転換された。
中7実
際に彼らのような配置転

*1「南洋大学課程審査会報告書」、『南洋文摘』第 6巻 12期、1965年 6月、18-32頁。

*2 桂貴強『新加岐華人 従開埠到建国』、新加披宗郷総会聯合総会、1994年、280頁。
*3新加岐聯合早報編『李光耀 40年政論選』、新加岐報業控股華文報集団、1993年、386-388

頁。

*4 桂貴強『新加岐華人 従開埠到建国』、新加披宗郷総会聯合総会、1994年、280頁。
*5太田勇『華人社会研究の視点―マレーシア・シンガポールの社会地理』、古今書院、1998

年、41-42頁 。
*6 王憶鼎『新加岐華文日報社論研究 (1945-1959)、 シンガポール国立大学中文系漢学

研究中心、シンガポール、1995年、表紙見開き部分。

*7筆者による桂貴強氏へのインタビユーによる。(1996年 )
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換組は恵まれた方で、どのポストにも就くことができず、自己退職を余儀なく
された教職

員も少なくなかつたという。また、上述のウー・テツク
ユーは、南洋大学合併に反対する

華人大衆倶1の心理を深く理解しており、南洋大学とシンガポール大学が合併さ
れる際に、

学長職にいることを望まなかつたという。・ その後、南洋大学の跡地には、
1982年に南洋

理工学院が設立され、1992年 に南洋理工大学として昇格し、現在に至つて
いる。

1950年はじめに陳六使によつて南洋大学設立の構想が打ち上げられてから、1980年 に

南洋大学が消滅するまで、英植民地政府、人民行動党政府は、南洋大学の存在を歓迎
して

はいなかつた。政府と南洋大学の中間的存在として、南洋大学をバツクアツプし
てきた中

華総商会や福建会館などの華人組織も、特に独立以降の人民行動党政府の前
には無力であ

り、南洋大学を存続させることはもはや不可能となつていた。1980年、南洋大学と
シン

ガポール大学の合併を建議していたリー・クアンユーは、当時の南洋大学理事会
主席の黄

祖耀 (ウ イ・チヨーヨー)に対し、「若い世代のためを考えてのこの決断は、南洋大学に

携わつた人々を裏切ることとなり、辛い立場にある。」と書簡の中で述
べているが、'冷

徹な決断で南洋大学を切つたのではなく、それはリー・クアン
ユー自身も悩んでの決断で

あったといえる。

その後のシンガポールのめざましい発展に、人民行動党政府をを賞賛しながらも、
この

南洋大学の消滅がわだかまりになつて、政府に不信感を抱いている華人も少なく
ないとい

ぅ。
中3し
かし、マレーの大海に浮かぶ多民族からなる、独立間もない小国家が生きて

いく

ためには、当時中華シヨウヴイニズムの牙城になりかねない南洋大学を消滅さ
せることが

賢明な方法であつたこと、また、合同授業という形で授業を受けている両校学
生のために

も、両校の合併が妥当な案であると考えられたのであろう。南洋大学の成立から消滅ま
で

の 25年間は、当時の華人社会の構造や華人の帰属意識が大きく変化しただけではなく、

政府と華人社会との力関係も大きく変化を遂げたのであつた。

南洋大学が消滅してから 15年後の 1995年、南洋大学創校 40周年式典で、
ゴー・チョ

クトン (呉作棟)首相は政府を代表し、「南大精神」を残すべき価値観であると賞賛した。
Ч

また、1998年 8月、南洋理工大学が名誉博士の学位を、元南洋大学の秘書長で、現在書

道家で人間国宝の潜受 (バ ン・シヨウ)に与えることを決定した際に、潜受は「南洋大学

は長い間承認されず、大学としても認めてもらえなかつたのに、今更学歴
のない自分がこ

のような学位を受け取るなんて、猿が冠をかぶるようだ。」
う
と、これまでの政府の南洋

大学への対応に強い批判を述べた。このようにメデイアを通して、南洋大学問題
で政府に

対して批判を述べたのは、沿受が最初であるといえるであろう。長
い時間が経過して、政

府と華人社会は、南洋大学をめぐり対峙する関係から、協調
へと変化していく過程にある。

ホ1筆者による韓山元氏へのインタビユーによる (1999年 )。
*2 鄭明杉編著『黄祖耀博』、名流出版社、1997年 、158頁。
*3 筆者による、総理公署兼社会発展部政務次長チヤン・ソーセンヘの聞き取 りよる。

(1998年 )
*4鄭明杉編著『黄祖耀博』、名流出版社、1997年、161-162頁 。
キ5『聯合早報』、1999年 3月 6日。
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第7節  「南洋大学に関係する出来事」の見解における矛盾
本章では、南洋大学設立から見た華人社会の構造について、多方面からの考察を行つた。

その際に、歴史資料を紐解き、インタビユーを重ねるごとに、本章に関しては、似て非な

る解釈はもとより、「事実」であると語られていたものとは正反対の「真実」や、「事実」

の極端な曲解が出現し、混乱を極めた。本章ではできる限り、広 く一般論として理解され

ている事柄、また、それが定かでない場合は、様々な階層と年齢からなる多くのシンガポ

ール人に、そういつた事柄を検証してもらうようにつとめ、多数派の意見を採用するよう

に心がけた。南洋大学の興亡に関して、このような多くの矛盾する「事実」は多数存在し

たが、その中でも特筆すべき箇所を取り上げ、なぜそのような矛盾が発生したかというこ

とを本節で考察する。

本章第 1節では、南洋大学設立の時代背景について述べたが、南洋大学設立の直接の原

因は 1949年の新中国の成立による中国との断絶、そして、それから派生した華校卒業生

の進学及び華校教員の確保問題であり、それが南洋大学設立に結びついたのである。実際

に、中国文化や民族意識の保存云々というよりも、上述の切迫した現実問題により、大学

設立計画が進んでいつたわけであり、当初は「我々マラヤ華人文化を絶対に消滅させては

いけない」として、「地域に根付いた大学」の設立を目指していた陳六使は、南洋大学を

政治的色を彩帯びていない純粋な教育機関にするつもりであつた。また、第 3節でも述
べ

たように、大学設立に賛同した多くの華人指導者も一様に、中華文化の保存を望みながら

も、「華校卒業生の進学先の確保」や、「人材の育成による当地の発展」といつた現実問

題を強調しており、開校時に、政府側のシンガポール主席大臣であつたマーシヤルも祝電

を打つなど、支持を表明している。

しかしながら、例えば、南洋大学の設立について、一部の書籍や論文に「南洋大学設立

は、移民達が、華語と中国文化を伝えたいという願いの実現である。」や、「中国文化を

学び、華人としてのアイデンティティを保持していきたいという民族意識は、設立時から、

政府に歓迎されていなかつた。」等の記載が実に多いが、このような民族意識を強調する

記述は、『 中興日報』の論を鵜呑みにしたような印象を受け、実際
の事実関係とは、似て

非なるものであるといえる。また、「林語堂が南洋大学を去ることになつたのは、北京側

(共産グループを指す)が、南洋大学に自由な校風を創り出そうとしている林語堂を、不

適格人物であると判断したためである。」・ と、当時から南洋大学に政治的関係が存在し

ていたとの記載さえある。

こういつた曲解は、南洋大学の設立後、台頭してきた共産グループの影響を受けるよう

になったことや、特にシンガポール独立後には、南洋大学は華人シヨーヴイニズムのシン

ボルと化し、政府にとっては危険な存在へと変化していつたという事実があり、それが原

因で、実際に政府と華人社会の間に大きな確執を生むことになった。後に書かれた書籍や

*1 張蟻郷『客答問』、富豪士大衆伝播機構、シンガポール、1994年、232-246頁にお

いて、著者が、林太ZJ著『林語堂伝』における多くの曲解を指摘している。
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論文では、そういつた後の事実に対して留意しすぎるあまりに、設立当初の事柄に対して、

上記のような多くの曲解を生んでしまつたと考えられる。

第 2節では、主に陳六使の慈善精神及び華人社会への影響力について述べたが、彼は南

洋大学理事会のみならず、中華総商会、福建会館、樹膠公会等といつた、華人社会で最も

影響力を持つ組織の主席を務めていたことや、後に南洋大学や福建会館が、彼の功績を称

えて敷地内に銅像を設置していること等から、陳六使は非常にカリスマ性の高い人物であ

ったと想像できる。また、陳六使の人柄に関しても、飾り気のない人柄という記載が多く、

彼の葬儀に参列した人々の数の多さからみても、華人社会においてはあらゆる階層の人々

から慕われていたと考えられる。

一方、リー・クアンユーは回想録の中で、彼は 1955年当時の陳六使のことを、「陳六使

は、教育を受けたことがない、億万長者のゴム商人だつた。彼は華人の言語と教育を守る

ために大きな力を費やし、その上、東南アジア全地域の華校生に高等教育を受ける機会を

与えるべく、シンガポールに大学を設立し、最高額の寄付金を差し出している。彼は新中

国に傾倒しており、彼は利益のためなら、彼は誰とでも関わりを持つてしまうような人間

であつた。」
Ч
というように、感情的な人物であると陳六使の弱点を指摘し、その結果、

共産グループの指導者である林清祥につけ入れられ、本来、中華総商会及び宗郷会館の代

表が、政府に対する「教育に関する備忘録」を作成する予定であつた会議に、林清祥の「教

育委員会」なるものが参入してきて、その会議は林清祥にコントロールされてしまつたと

いう経緯を述べている。
つ

また、リー・クンチヨイは、「1956年の共産思想に感化された華校学生の学校籠城事件

に際し、政府が華校の運営に介入しようとしたことに対して、陳六使は激しく反発した。

陳六使はゴム園経営でのし上がつた富豪で、自分の政治力を築き上げようと夢見た。民主

党、その後は自由社会党の結成を裏から支えた。」"と、陳六使の権力欲を指摘している。

このように、陳六使の甘さや権力欲から、彼が共産グループに利用されることとなり、こ

ういつたことが原因で公民権を剥奪されるに至つた経緯は、陳六使の功績を記す資料には

ほとんど記載されていない上、記載されていたとしても、当たり障りのない記載となつて

いる。

シンガポールの成功の陰で、歴史的に語られている過去の 3大障害は、日本軍による占

領、共産グループの台頭、マレーシアとの確執である。
Ч
よつて、この歴史上の「国賊」

なる共産グループに利用された、或いはかかわりを持つたという事実は、一種のマイナス

・イメージとなる可能性が非常に高い。実際に、陳六使に関する記載の多くは中国語によ

*1 李光耀『李光耀回億録 1923・ 1965』、新加岐聯合早報、1998年、

*2李光耀『李光耀回憶録 1923・ 1965』、新加岐聯合早報、1998年、
*3  ■£e Khoon Choy,■■Ю Persona1 0dyssey of a Nanyang Chinese, 1987.

247頁。

27頁。

(花野敏彦訳『南洋

華人 国を求めて』、サイマル出版会、1987年 )、 272頁。
*4 1998年 8月 に行われた国民教育展で、過去の3大障害としてこの 3点が強調されてい

た。国民教育展については、Nttbnal Hcjtagc Board ed。 ,Siκ gηοrι「力
“
″ッルわ‖
"“
λω4

Landmark Books,1998.に 詳しい。
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るものであるが、それらの著者は、華人、とりわけ華語教育を受けた者であり、南洋大学

に対しての思い入れはひときわであると考えられる。そのため、南洋大学の名声を守
るた

めにも、そして創設者である陳六使の輝かしい経歴、人々から慕われ尊敬される人柄、そ

して慈善家というイメージにマイナスの影響を与えないためにも、陳六使が公民権を剥奪

されることになつた詳しい経緯が削除されることになつたのではないかと考えられる。

次に、第 3節では、従来から明確であつた講派主義から、講派の超越という動きが生じ

ていることを、華人企業家の南洋大学設立に対する対応、丹戎円倶楽部を舞台にした、帯

を超えた華人企業家の交流や慈善活動等から考察したが、筆者が目にした数多く
の中国語

資料及び 1950年代に南洋大学学生であつた華人への間き取りから、活動内容や寄付金な

どの額には多少の差はあるものの、第 3節にて述べた内容と相違ない結果が得られた。

その中で、華聯銀行総裁で潮州譜の指導者であつた連涼洲の態度について、留意する
ベ

き点が存在するため、ここに説明を付け加えておく。多くの資料では、連湿洲は、陳六使

の提唱した大学設立に賛同の意を表明しているだけではなく、学長獲得の際には米国ま
で

赴き、林語堂に対して説得工作に当たつているように、陳六使と同様に南洋大学のた
めに

貢献した慈善家として描かれている。また、彼は陳六使の丹戎呂倶楽部の会員
にもなつて

おり、陳六使とは個人的にも交流が深いという記述も多い。

しかし、陳六使と連減洲の関係について、米国の政治学者ルシアン・W・ パイは、「南

洋大学がシンガポールの華語系大学として設立された時、裕福なビジネス
マンが集まつた

場所で、主要な財源の入札が行われ、陳六使が落札者となり、彼は後に南洋大学
の出資者

として有名になりました。ところが、落札に失敗した者は屈辱感を味わい、お情けほど
の

寄付をしたに過ぎませんでした。その中に連続洲がいたのですが、彼は後にシンガポ
ール

政府に圧力をかけ、南洋大学を廃止するようにと主張し、復讐を図つたのです。」
Ч
と述

べている。実際に、陳六使の寄付は 5,000,000ド ルで、連涼洲は 200,000ド ルであつたが、

この寄付金の差に対して、ルシアン・W。 パイのいうような理由が記載されている資料は、

筆者の知るところ他には存在していない。

一方、『黄祖耀侍』によると、1980年 に、リー・クアン
ユーがシンガポール大学と南洋

大学の連合大学構想を打ち上げた際に、南洋大学理事会主席であつた黄祖 ll・7をはじめとす

る理事に建議を求めたが、当初、黄祖耀は南洋大学を存続させることを前提として、南洋

大学に米国式のカリキュラムを導入し、米国の大学と連携させる方法、或いはシンガ
ポー

ル大学と共に、学科を分配する等の方法で双方が補い合える関係と築くという方法による、

2つの案を提示し、それが不可能であれば、両校を合併させることとを申し入れた。その

際に、南洋大学の理事である林継民と連続洲は、それぞれ黄祖耀の第 1案と第 2案を推し

ており、その後リー・クアンユーが、連続洲宛の書簡の中で、南洋理工大学の設立を計画

し、南洋の名前を残すということを約束している。
中2

*l Lucian

Un市ersity:

頁 。)

*2鄭明杉

W.Pye,As,α
“
Rフ″
`′

α
“
′Pθ″′cご 動

`働
励 ″′D″ι浴′

"sグ
ス

“

ね別ク,HarVard

Press,1985.(園田茂人訳『エイジアン・パワー⑤』、大修館書店、1995年、325

『黄祖耀伝』、名流出版社、香港、1997年、151-157頁。
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また、連減洲の自伝の中で、「陳六使は、南洋大学に量を求め、当初は 300人の学生を

入学させようとしたが、林博士 (林語堂)は、質を重視し、最初は 100人の入学者を受け

入れて徐々に増やしていくという考えを持ち、両者は対立した。・・・・林博士が去つた

後、私は全力を 1963年 に設立したニーアン・ポリテクニック (義安学院)へ移すように

なっていつた。」と述べている。
Ч
また、新聞記者で歴史研究家の韓山元は、「南洋大学設

立時にも、帯派主義は実際のところ残つており、陳六使をはじめとする福建講の活躍に対

抗する形で、当初は協力していた連温洲をはじめとする潮州帯のグループが、途中で一転

して、ニーアン・ポリテクニックの方へ力を移していつた。」と述べている。
つ

連続洲の自伝や、『黄祖耀伝』における記載が事実であるなら、ルシアン
。W・ パイの

記載のように、連続洲が南洋大学を廃止するために、政府に圧力をかけて陳六使に復讐を

図つたということは考えにくい。また、これらの記載や聞き取りを総合すると、実際には、

潮州帯の連続洲は、講派の関係から、福建帯の陳六使に対して、ライバル的な感情を有し

ていたのではないかと考えられる。しかし、この推測が事実であるとしても、階層を超え

た貧乏人から億万長者までが 1つ の目標に向かつて、夢を実現にしたという「南大精神」

が、残すべき歴史事実として語り継がれている昨今、到底それに水を差すようなことはで

きないとして、「討派の確執」というその事実が、多くの歴史資料から削除されることに

なつたのではないかとも考えられる。

3点目は、本章全体にわたつて、華人社会では、時局の流れから華文大学の設立が必要

とされ、華語教育を受けた華人社会の指導者達は団結して目標に向かつていたということ

を強調したが、筆者が知るほとんどの資料において、この類の記載が多く、聞き取りを行

っていく上でも、実際にそうであつたと回想する宗郷会館の指導者も多かつた。しかし、

これは華語教育を受けた大多数の華人から構成される華人社会からの見解であるに過ぎ

ず、実際の状況とずれがあるのではないかという疑間が、リー・クアンユーの記述によつ

て浮上する。

リー・クアンユーは 1950年代を振り返つて「華校の董事を務める宗郷会館の指導者で

あつても、自分の子弟を英校へ通わせていた。こういつた英校は午後には華文クラスを設

けているため、子供はバイリンガルになる。しかし、彼らはそれでも、華校では優秀な伝

統文化が学べるとして、他人には子弟を華校へ通わせるように勧めるのであつた。」
中3と
、

当時の一部の宗郷会館指導者の態度を批判しているように、この時期、華人社会の指導者

であつても、皆が一丸となつて目標に向かつて進んでいた華人社会から逸脱した指導者も

事実存在していた。このリー・クアンユーの記述は、多くの文献の記載にある内容に水を

差す形となっている。

以上、「南洋大学に関係する出来事」の見解における矛盾な点を4例述べたが、全ての

事例に共通することは、華語教育を受けた大多数の華人側からの見解と、英語教育を受け

*l Lien Yin Chow wih Louis Kraar,F′ ο″ Cλ ,κωι Иttgarわ Sれgttο″ιルεο"― 切
ノ′権 Sわり,

Tilnes,1992,p.232.

*2筆者の、韓山元への間き取りによる。(1999年 )
*3李光耀『李光耀回憶録 1923・ 1965』、新加岐聯合早報、1998年、246頁。
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たエリートである指導者側からの見解の相違から、「事実」と考えられるものに矛盾が生

じていることである。それは、当時書かれた記述はもとより、後になって書かれた書籍や

論文であつても、多かれ少なかれ、そのどちらかのグループに対しての感情輸入が存在す

るため、上述のような矛盾が発生するのであろうと考えられる。また、この矛盾は、
この

時期における「政府」対「華人社会」の関係を明確に表しているといえる。
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第5章  ポスト植民地時期における華人社会(1965・ 1985)

第1節 独立後の国家統合政策と
「想像の共同体」

a,国家シンボルの創造
1965年 8月 9日、シンガポールはマレーシア連邦より独立を果たした。この独立は、

人民行動党を中心とする政府の指導者や国民が望んだものではなく、マレーシア中央政府

が推すマレー人優遇の「マレー人のマレーシア」政策と、シンガポール州政府が推す各民

族平等の「マレーシア人のマレーシア」政策の政治的対立が、マレー人と華人間の暴動に

発展したため、シンガポールはやむなく独立することとなったのである。

独立直後の様子を、リー・クアンユー (李光耀)は、「私はこれまでこれほど悲しんだ

ことはなかつた。分離は事実であり、私はマラヤ、サバ、サラワクの多くの人々を欺いて

しまつた。彼らは私の主張するマレーシア人のマレーシアという考え方に共感してくれた

のに。・・ 。私は分離を受け入れ、彼らを失望させてしまつた。この申し訳なさに耐えら

れず涙を流してしまつたのだ。この私の苦痛の瞬間に、華人居住区では商人達が爆竹を鳴

らして、他民族の圧迫を受けることはもうこれで終わりだと慶祝ムードになっていた。」
Ч

と、振り返つている。

リー・クンチヨイ (李畑才)元国会議員及び駐日大使が自伝の中で、「敬礼する国旗、

歌う国歌が、私の人生の中で何度も変わつた。小さい頃は青天白日満地紅旗、英語教育を

受けた兄弟はユニオン。ジヤツクに敬礼した。日本軍が占領すると日の丸になり、降伏後

は国民党旗とユニオン・ジヤツク、シンガポールが自治を達成すると、シンガポール国旗

になつた。マレーシアと合併 してマレーシア国旗が対象になり、分離すると再びシンガポ

ール国旗に敬礼した。」
Ⅲ2と
述べているように、それまで、多くのシンガポールの住民に

とつては、国家の枠組みが変化しただけで、実際にシンガポールはそれまで「海峡植民地

シンガポール」や、「シンガポール自治州」として自立性を有していたため、国民にとつ

てそれはさほど混乱を招くことではなかつたといわれている。シンガポールは「共和国」

となり、国家元首は「大統領」と呼ばれ、州議会は一院制の「国会」に名を変えたが、行

政、組織面の制度的枠組みも、基本的に植民地時代の統治体系が利用された。そして、初

代大統領には、マレー系のジヤーナリスト出身のスソフ・ビン・イシヤクが、首相にはリ

ー・クアンユーが就任した。
中3

独立直後のシンガポールが直面したものは、外交問題と民族問題であつた。シンガポー

ルは反共産政策をとるマレーシアとインドネシアに挟まれており、華人がマジヨリテイを

占めるシンガポールは「華人国家」と見なされ、両国に警戒心を抱かれていた。上述のリ

ー・クアンユーの談話にあるように、当時は民族間、特に華人とマレー人との間に緊張状

*1李光耀『李光耀回億録 1923・ 1965』、新加岐聯合早報出版、1998年、75頁。
*2  Lee Khoon Choy, Thc Personoa1 0dyssey of a Nanyang Chinese, In Search of a Nation,

1987.(花 野敏彦『南洋華人 国を求めて』、サイマル出版会、1987年 )3-4頁 。
*3 岩崎育夫『 リー・クアンユー西洋とアジアのはざまで』、岩波書店、1996年、74頁。
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態が漂つており、人民行動党政府にとつて、この外交問題と民族問題は即座に解決しなけ

ればいけない課題であつた。

そして、それらの問題を解決させるため、まず国民統合をはかり、「シンガポール国民」

としてのアイデンテイテイを国民に持たせることで、共産主義と誤解されやすい「華人の

民族色」を押さえるような国家に作りあげようとした。そして、各民族の文化や価値観を

平等に扱いながら、「国歌」にh Nttional Adheum)、「国旗」(■c Nttional Flag)、 「国章」

(The National Cott of Arms)を 制定し、国家のシンボルとなるものと創り出していつた。

それらは、それぞれの民族に受け入れられるようなものでなければならず、「国旗」は、

普遍的な兄弟愛と人類の平等を表す赤色と、純血と徳を意味する自の2色地の上に、民主

主義、平和、進歩、正義、平等を示す 5つの星、永遠の若さを示す三日月がデザインされ、

「国章」は、シンガポールを象徴してきたライオンと、マラヤ連邦の肩章にも使われてい

るトラによって図案化され、国歌の歌詞にも採用されている「Mttulah singapura(前進、

シンガポール)」 の文字が刻み込まれている。「国歌」は、シンガポール在住のインドネ

シア人作曲家ズビル・サイド (Zubir Said)が 作曲したものが採用された。・

それは、「国民は 〔イメージとして心の中に〕想像されたものである」
中2と B.ァ ンダ

ーソンにいわれるように、シンガポールに居住する人々に、「国歌」、「国旗」、「国章」に

触れる度に、実に効果的に、自分がシンガポール国民であると自覚させるだけではなく、

今後会うことも知ることもないであろう、多数の「シンガポール国民」であるその他同胞

の存在を想像させることになつたのである。

続けて、種族と宗教の融和、団結と協調が織り込まれた「国民の宣誓の言葉」(Pledge t。

the Nttion)中
3及
び「国民の共通価値観」(Our Shared Values)も 制定され、1981年 には、1893

年にシンガポールで発見されたヴアンダ 。ジヨアキムという蘭の花が「国花」

“

h

Nttional Flower)に 制定された。
中4

また、英語教育を受けたエリートが主体である人民行動党政府は、独立前から、華人、

マレー人、インド人のどの民族にとつても、本来の母語でない中立的言語である英語によ

つて民族間の意志の疎通をはかることを考えており、それによつて更に国民統合を推し進

めていつた。これは、かつてマレーシア併合を順調に行うために、事前に「マレーシア計

画」を実行して、シンガポールの全民族にマレー語等を強要し、一部の華人グループから

大反発を買つたことによる教訓と、リー・クアンユー自身の理想である民族平等主義を実

*l Lce Khoon Choy,¶ に Personoa1 0dyssey of a Nanyang Chinese,In Search of a Nation,

1987.(花 野敏彦『南洋華人 国を求めて』、サイマル出版会、1987年 )290-293頁 。リー

・クンチョイによると、当初は「国旗」を幸福と繁栄を意味する赤地のみにするという案

があったが、当時は共産主義と誤解されかねないとして不採用となったという。

*2 Benedid Andclson, レ αgjκ″ (%“
““

κj″ら 睦 iCCガο浴 "滋
ι Orjgi″ α″′ SP′ια′ げ

M""α ′お″,Revised Edtion,Verso Editions,and NLB,London,1983,1991,(白 石 さや、 白石

隆 訳 、『 想像 の共 同体 ―ナ シ ヨナ リズ ム の起 源 と流 行 』 NTT出 版 、 1997年 )p24.

*3 内容は、第 6章第 1節を参照。
*4 Sjttψοtt Elevellth cddition,Fcderal Public誠 lons,1997,p.23.(中 学公民教科書 )
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践するという考えと、対外的な関係を考慮して「華人国家」というイメージを取り払うこ

とが主な理由であつた。そして、マレーシアから分離した関係から、象徴的に国語をマレ

ー語と制定 し、英語、華語、タミル語を共通語としたが、実際には英語による教育政策が

推 し進められていったのである。

その一環として、1970年代からの小 。中学校の英語を中心とする 2言語教育化、南洋

大学の英語化、そして 1980年、南洋大学のシンガポール国立大学への併合が行われる。

実際に、1970には共産系グループは徹底的に弾圧されており、もはや南洋大学が反政府

勢力の拠点となる可能性はなかったが、南洋大学が華語社会のナショナリズムを背景とし

て成立した歴史が、民族主義を否定して近代化をはかる人民行動党政府を常に敏感にさせ、

必要以上に警戒心を起こさせていたのである。・

また、天然資源を持たないシンガポールは、独立後、外資導入により工業化と経済発展

に力を入れてきた。その際にも、外資系企業がシンガポールに進出する動機には、シンガ

ポールの政治的な安定性、インフラストラクチャーの整備とともに、英語が通用する環境

をあげているものが少なくなく、
中2英
語推進政策、工業化及び経済発展が大きく役立った。

b,住宅政策
上述の政策以外にも、国民を統合するために様々な政策が行われていつたが、公共住宅

の建設もその 1つであり、これには国民を統合するという目的以外に、貧困を解消して国

民の物質的な充足感を与えることも意味していた。また、当時、めざましい人口増加にと

もなつて (表 5参照 )、 公共住宅の早急な建設が必要とされた。公共団地の建設は、政府
機関の 1つである 1960年 に発足 した住宅発展局 (Housing and Devloplnent Bord,Ⅲ )B)に
より行われ、1960年から 1996年 までに 794053戸 の公共住宅が建設された。

句
1997年 の時

点では、国民全体の 86%が公共住宅に収容されており、19ω 年の発足時の 9%と比較す
ると、かなりの効果が上げられていることがわかる。

Ч

この公共住宅では、1970年代より民族融合を目的とした各民族の混住政策がとられて

おり、新築された公共住宅の内、マレー人の比率を 20%にすることが決定されている。
その決定は 1987年に発表されたが、

も
この政策により、かつては華人、マレー人、イン

ド人の各民族、更には広東人、潮州人などのサブ・エスニック・グループで住み分けがな

*1 太田勇『華人研究の視点一マレーシア・シンガポールの社会地理』、古今書院、1998
4F。 274『ヨ。
*2 太田勇『華人研究の視点一マレーシア・シンガポールの社会地理』、古今書院、1998
年。277頁。
*3 Ng Poey SiOng eds., Sれ

♂ηο″ Fα cお ακ′Pた放ras f99z MiniStry of lnfo.u.ation and the

Arts,Singapore,1997,p93.

*4 S B Balachalldrer eds., S,″ gψοκ 9z Ministry of lnformttion and the Arts,SingapOre,1997,

p179.

*5 Michael Hill and Lian Kwen Fee,動
ι Pο″′jω げ Nα″"B“

j″レg ακグ α′を
“
sλ″ 滋

Sj“gψtte,Routledge,1995,p.126.
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されていた地区の解体を招くこととなつた。この住宅政策では、各民族が 1つの団地の中

に居住 し、他民族と交流を持つことで国民統合を行うということが目標の 1つであつたが、

その一方で、値段の安さと 1部屋からの申請ができるため、核家族化を招くことになり、

方言を話す祖父母との同居が減少し、子供達の方言離れに拍車がかかることとなった。公

共住宅では、各民族の伝統行事を身近に感じることができるようになつた反面、年間伝統

行事の時期には、強いサブ 。エスニック行事の雰囲気を感じることはできなくなり、特に

春節には、わざわざチヤイナタウン (ク レタ・アヤ地区)へ、伝統行事の雰囲気を求めて

出かける家庭も増加する等、従来と比較すると伝統行事のあり方も姿を変えた。

一方、一部の書籍や論文で、公共住宅政策による民族融合政策の強制が、過剰に強調さ

れている記載を幾度か見受けたが、実際に、この住宅政策で、住み分けがなされている地

区が消滅したかどうか、他民族の近隣に居住しなければならないことを含め、
/AA共住宅の

住民には居住の選択の自由がなくなつたかどうかということを、本節で検証することにつ

とめた。筆者の参与観察と聞き取りによると、現在もなお住み分けが多少残つている地区

もあり、一時期ではあるが、政府が住民のために公共住宅入居を融通している事例もある

ことに注意し、それがシンガポール華人のアイデンテイテイと深 く関係しているというこ

とを確認した。

前者の事例では、かつてのマレー人居住地区であつた東部のゲラン地区からユノス地区

にかけての地域、華人居住区であつた市中心部のテロツ・アヤ・ストリー トとクレタ
。ア

ヤ地区周辺には、現在でも高い割合で、前者にはマレー人が、後者には華人が居住してい

る。これらの場所には公共住宅はさほど多くなく、現在でも前者の場合はマレー人、後者

の場合は華人のシヨップハウス (階下は商店、2回以上は住居になつている)が建ち並び、

それぞれに関係深い物品が販売され、例えばマレー人の衣服、華人の漢方薬等はそこに行

かなければ手に入らない場合も多い。同様に、市中心部のビーチ
。ロー ドとヴイクトリア

・ストリー ト周辺はかつては海南街と呼ばれ、海南系華人による住み分けがなされてきた

が、現在でも海南系華人経営による旅館、商店、食堂等を中心に、独立前ほどではないが

海南系華人の居住の割合が高い。これらの場所は商店等の営利組織との結びつきにより、

民族グループの居住傾向が見られる。
Ч
こういつた地区は、それぞれに関係する民族グル

ープのアイデンテイテイ保持に一定の役割を果たしている。

特に、1990年代後半より、このような民族グループの居住区の特色を生かした街づく

りが、国家発展部や観光局を中心に計画されはじめ、ユノス地区、カンポン・グラム地区、

テロック・アヤ・ストリー ト及びクレタ 。アヤ地区周辺の、再開発計画が打ち出された。

それは、郊外の公共住宅に移転していく者が増加することにより、無人のシヨツプハウス

が増加したため、無人による建物の老朽化を防ぐという理由と、そこに居住している人々

や店舗の雰囲気を保留したいという考えからくる計画であるという。
つ
こういつた計画が

提起されるのも、公共住宅への集中化、公共住宅での各民族混住等で必然的に発生した「民

*1 1996年から1998に おける、筆者の参与観察及び聞き取りによる。

*2 筆者の、リー・ヨックセン元国家発展部高級政務部長への間き取りによる。(1999

年)
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族色不在」という社会問題を解決するためであろうと考えられる。

一方、後者の事例では、1970年代中期に、公共住宅の開発が開始された東部ニユータ

ウンの 1つであるタンピユーズの事例があげられる。この地区には、公共住宅の開発が入

る前には、王姓及び白姓の大規模な華人カンポン (集落)があり、彼らは自発的にコミユ

ニティを形成していた。そして、この地に公共住宅の建設が決定されると、カンポンの住

人には特例として、彼らが築いてきたコミユニテイを壊すことがないように、同じ建物の

同じ階に希望者が居住できるように配慮されたという。
Ч
そして、現在は、旧カンポンの

住民は、春節等の行事の際の行き来や冠婚葬祭はもとより、物の貸し借 り等を気軽に行い、

団地の中でも親密なつきあいを継続している。また、彼らは毎年、団地の一階部分の吹き

抜けを利用して、華人伝統行事の 1つである「中元会」
中2を
開催しているが、この「中元

会」には、旧カンポン時代からの住民以外だけではなく、地域の住民も参加するようにな

り、地域の華人青少年の中にも、伝統的な中元会が継承されることとなつた。
り

また、当時のタンピニーズは、多くの中国廟が散在するのどかな農村であつたというが、

ニユータウン建設に際して、これらの中国廟の内、天公壇、福安殿、大伯公、太歳爺、后

池庁、順興古廟、吉星亭、済陽宮、慈霊宮といつた廟が、1980年代中期から、該地区の

国会議員の働きで、公共住宅の中心部に「淡濱尼聯合宮」として一カ所にまとめられ、聯

合官の顧間に、マー・ボータン (馬宝山)交通相が就任することとなつた。
Ч
この事例を

見ても、政府は強制的に民族融合政策を行つたのではなく、住民との関係に気を遣いなが

ら慎重に政策を実施 してきたと考えられる。

1970年代に、公共住宅建設の指揮をとったリー・ヨックセン (李玉勝)元国家発展部

高級政務部長は、「1970年代は、公共住宅の建設が開始されたばかりで、既に築き上げら

れていたカンポン、住宅地、商業地の住民に理解を求めなければならなかった。当時は、

現在と比較して、かなり融通を利かせているところもあつたが、その後、住民の理解を得

ることができてからは順調に計画が進んだ。」と、この公共住宅建設の成功を述べている。
も

このような形で建設が進められた公共住宅は、現在もなおも、新築や改築が進められて

おり、個人の分譲マンションと比較しての値段の安さや、外国人と比較してシンガポール

人の優遇は大きい (一種の年金制度である CPFと呼ばれる中央公積金から、ローンを組

むことができる)と いつた理由から、需要が常に保たれてお り、現在では、新築のもので

*1 筆者の、タンピユーズ在住のオン・ソックリェン (王淑蓮)氏への聞き取 りによる。

(1995年 )
*2 中元会についての詳細は、第 8章第 6節、終章を参照。
*3 筆者の、タンピニーズ在住のオン・ソックリェン (王淑蓮)氏への間き取 りによる。

(1995年 )
*4 淡濱尼聯合宮特別編委会『淡濱尼聯合宮慶祝典礼紀念特刊』、淡濱尼聯合官筆備建宮
基金委員会、1992年、66¨67頁。
*5 筆者の、リー・ヨックセン元国家発展部高級政務部長への間き取りによる。(1999
年)
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は申請から居住まで、約 5年以上待たなければならなくなつている。・ しかし、比較的新

しい公共住宅では、従来のようなカンポン精神は存在しないどころか、隣人ともほとんど

交流しない若夫婦だけの世帯が多く、そういつた人は、何かあつても隣人を頼ることはほ

とんどない。そういう若い世帯に限つて、町内会的な存在である居民委員会等の組織への

参加にも興味を示さないという。近年、相互扶助の重要性から、両親と l km以内の公共住

宅を申請すると、50,000ド ルの補助が与えられるという規定が出されたため、最近では両

親と近所の住宅を申請する若夫婦も増加 しているというが、
中2各
民族の混住政策が採られ

ている中で、いかにして、住民の交流の機会を作つていくかという問題、カンポン精神を

公共住宅の中で作ることができるのかという問題が、国民統合という目的を達成するため

の、今後の課題となっていくであろう。

c,ナショナル・サービス (兵役義務 )
シンガポールでは、外部から国家を守るために、「 トータル・デイフエンス」というシ

ンガポール独特の防衛システムを作つている。「 トータル・デイフエンス」とは、「 J心理

防衛」、「社会防衛」、「経済防衛」、「民事防衛」、「軍事防衛」という5点の防衛体制を基

本としており、国民が国家を守るために、常に危機管理をしなければならないという考え

から、国民統合政策の一環として推進されている政策である。“「ナシヨナル・サービス」

は、この「 トータルデイフエンス」中の「軍事防衛」の中核をなしている、徴兵制による

軍事訓練のことである。

「ナショナル・サービス」は、実際の国防以外に国民統合のために大きな役割を果たし

ている。この「ナショナル・サービス」は、1967年に 18歳以上の男子国民に義務づけら

れており、通常男子国民は 18歳で高校卒業後、 2年もしくは 2年半の軍事訓練を受け、

終了後、大学に進学したり社会人となったりする。ナショナル・サービスは 2年間の訓練

だけではなく、除隊後も 50歳まで予備役に編入され、毎年最長 40日間、訓練を務めなけ

ればならない。
中4社
会人の予備役の場合、通常、サービスは 2週間前後で、本人の都合を

考慮して、事前にサービスの時期が知らされるため、旅行等の計画を外 したり、仕事での

代役を頼む等の都合がつけやすいといわれている。しかし、緊急時になるとそうはいかず、

例えば 1998年 には、隣国インドネシアでスハルト大統領退陣に絡む大暴動があつたため、

予期もせずに長期間のサービスを命 じられたという人も多かつたというが、そのような場

合でも、本人はもちろん、雇用主もそれに従わなければならない。
も
彼らは軍事訓練中は

兵舎で寝泊まりし、週末のみ帰宅することができるが、この軍事訓練と集団生活によって

兵士同士に連帯感を持たせ、ひいては国家への忠誠心や帰属意識につなげるという目的を

*1 筆者の、シーメイ住住の根本和江氏への間き取りによる。(1996年 )
*2 筆者の、タンピユーズ在住のオン・ソックリェン氏への聞き取りによる。(1995年 )
*3 S'電
″ο′ら Eleventh edditioL Federal Public江 ions,1997,p.22.(中学公民教科書)、 なお

「 トータル・デイフエンス」についての詳細は、第 9章第 4節を参照。
*4岩崎育夫『 リー・クアンユー西洋とアジアのはざまで』、岩波書店、1996年、80‐81頁。

*51998年 における、筆者のシンガポール人男性 (27歳 )への間き取りによる。
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含んでいる。

インタビューでは、「軍事演習で数ケ月タイや台湾に滞在したが、それによって自分は

シンガポール人だという自信を持つようになった。」、「ナショナル・サービスで一緒だつ

た人間とは、寝食を共にしたということだけではなく、福建語を話すことによつて親近感

が持てた。」、「ナショナル・サービスに参加するメンバーだけが利用できる、スポーツ施

設やレストランが入つた SAFRAと いうクラブがシンガポール中のあちこちにあるが、こ

ういつた施設を利用できるという面を見ても無駄働きではないことを実感できる。」、「体

が弱いため、医療班に配属されたが、シンガポールのナショナル・サービスは、戦闘目的

というよりも、とにかく全ての男子国民に共同作業をさせるといつた目的意識が強いと思

う。」等の意見があり、・ 参加する側の人間にも、国防の強化のための訓練といつたハー

ド面よりも、仲間との連帯感、国家への帰属意識といつたソフト面でのメリットをナショ

ナル・サービスに見いだしているということがわかる。

B.アンダーソンは「国民は限られたものとして」また「一つの共同体として想像され

る」
つ
と述べているが、シンガポールには、シンガポールという「国民国家」が存在 し、

限られた「国境」を持ち、シンガポール以外の存在が国境の向こうに存在する。このよう

にして、可塑的ではあるが限られた国境を持つがために、国民は、自分がこの限られた国

家の中での共同体の一員であるという想像力から、国民であることを必然的に自覚する。

一方、B.ア ンダーソンは「ふつう人が自ら選んだのではない自分の国のために死ぬと
いうこと、このことは、労働党のため、アメリカ医師会のため、あるいはおそらくアムネ

ステイー・インターナショナルのために死ぬということでは決して太刀打ちできない道義

的崇高さを帯びる。それは、国と違つて、それらの団体に人はたやすく参加したり脱退し

たりできるからである」"と 述べているが、現在、シンガポール政府にとつて、国民が国

家の一員であると自覚することだけではなく、国民に、国家に対して「道義的崇高さ」を

感 じさせることを目標の 1つ としている。チヤン・ソーセン (曽士生)総理公署兼社会発

展部政務次長は「第 2次世界大戦中、多くのシンガポール人が志願して日本軍と戦い、命

を落としたが、彼らはシンガポールではなく、中国或いはインドに対する愛国心のために

戦つたのです。今は、シンガポールのためにそれだけの愛国心を持てる国民を育てること

が目標です。」
Ч
と述べているように、シンガポールでは、現在、国家の「道義的崇高さ」

を「ナショナル・サービス」を通して創造していく過程にある。

*1 筆者の、30代のシンガポール人男性数人への間き取 りによる。 (1996年 )
*2 Benedict Anderson, Imagined Communhies, Re■ ections on the Origin and Spread of

NationdisL Revised Edtion,Vcrso Editions,and NLB,London,1983,1991,(白 石 さや、 自石

隆訳、『 想像の共同体 ―ナショナ リズムの起源 と流行』 NTT出 版、1997年 )pp25‐26.
*3 Bencdict Andcrson, Imagined Conlmunities,Re■ edions on the Origin and Sprcad of

Nationalism,Revised Edtion,Verso EditiOns,and NLB,London,1983,1991,(白 石 さや、 白石

隆訳、『 想像 の共 同体 ―ナ シ ョナ リズムの起源 と流行』 NTT出 版、 1997年 )p237.
*4 筆者の、チヤン・ソーセン総理公署兼社会発展部政務次長への間き取りによる。(1998

年)
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第2節 原籍地で繋がる地縁からヽ地区コミュニテイで繋がる地縁ヘ
人民行動党によつて、シンガポールの独立前の 19“ 年 7月 1日 に人民協会 (Thc PeoplCゝ

Assosittion, PA)が成立した。1950年から 1960年代初期にかけての政治的な動乱期にお

いては、シンガポールの住民の大半は貧困で、各民族グループでの結束や共同体意識はあ

つたものの、シンガポールの住民全体の団結や協調にはほど遠い状態にあった。このよう

な政治、経済、民族問題は、当時政治の主導権を握るようになつた人民行動党にとつて、

早急に解決しなければならない問題であつた。そのような状況の中から誕生したのが人民

協会である。その成立の主旨は多民族国家シンガポールにおける各民族の協調と、社会の

結束であり、これら2つの主旨が建国の基礎になると考えられた。

そして、シンガポール人は、民族、言語、階層、年齢に関係なく、誰もが人民協会の設

立したコミユニテイ・センター (Communitiy Centre,CC)の 活動に参加することができ、

その活動の中で、様々な民族、文化、宗教に触れることにより、民族の強調を促進するこ

とが目的とされた。人民協会は、1960年代からの急速な経済発展による住民の生活環境

の変化に対応するために、コミユニティ・センターにおける設備や活動の改善を続け、物

質的にますます豊かになつた多民族社会の欲求を満たすように努力を続けてきた。・

1960年 の人民協会成立時に、首相兼人民協会主席であつたリー・クアンユーは、「なぜ、

政府が、ボーイ・スカウト、スポーツ・クラブ、学生組織、音楽団体、芸術団体、撮影団

体等の様々な社会団体や教育団体を一堂に集めて組織するのかと、不思議がる人も多いが、

人民協会のこういつた様々な活動に誰もが参加できるようにすることで、それらの活動を

広めていき、人々に才能を発揮する機会を与えることが重要なことであり、それこそが社

会のための貢献である。」
中2と
延べ、各社会団体や教育団体に、人民協会への参与を促 し、

それを国民統合へつなげようと考えていた。

当時設立された郷村地区のコミユニティ・センターは、現在のものとは異なる様相を呈

していた。1962年 に設立されたのが、北部ウッドランドのホツクチヨン・ヴィレッジ (福

春村)コ ミユニテイ・センターで、設立から 1981年にの閉鎖まで、村民の推薦で管理委

員会主席を務めてきた楊時は、当時を振 り返り、「今のコミユニテイ・センターは管理が

大変であるとの印象を受けるが、当時は活動が簡単で非常に管理 しやすかつた。当時のコ

ミユニティ・センターには、一台のテレビと卓球台があるだけだつたが、家庭にテレビの

ない人々はいつも集まつており、婦人による料理教室や子供のための幼児班もあつた。ま

た、当時はコミユニティ・センターが村民の駆け込み寺的な存在になつており、村民の喧

嘩の仲裁に入つたり、村内で不法建築を行つた中国人を助ける為に政府と掛け合つたり、

村民と政府との間で問題が発生した場合に間に入つて議員に会いに行つたりしただけでは

*l ηtt PcΨ″告AssοεJα″ο″ f96θ 一ゴ99a.……3θ ttars″′滋
`働
`P響
ル,Peopleゝ Association,

Singaporc, 1990,p15-‐ 17.

*2 動ιP`υた告Assο c,α″ο″ 196θ -19`η .…….3θ 】々 αrs″ J滋 コ助ι Pι″た,PeOpleヽ Association,

Singapore,1990,p22-23.
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なく、マレーシアとの紛争の際には、コミユニテイ。センターが村民の協力の下で警備隊

を組織したり、道路や橋梁の建設をしたこともある。」・ と話す。

1961年に設立された、グラン・ウエス ト・コミユニテイ・センターも、建物は非常に

粗末であつたが、ホツクチョン・ヴイレッジ・コミユニテイ・センターと同様に、娯楽活

動以外にも、予防接種、勉強会、運動場を村民に提供し、政府と民間の架け橋となり、民

族を超えた支持を得て、村では不可欠な存在となつていた。
Ⅲ2ま
た、1970年代にタンピニ

ーズ・コミユニテイ・センターを利用していたオン・ソツクリェン氏も「カンポンのコミ

ュニティ・センターは非常にアットホームな雰囲気があり、多くの人が集まり、互助組織

のようであつた。当時は、テレビを見たり宿題をしたりする近所の小学生がよく集まつて

いた。」"と 当時を振 り返る。

当時の郷村地区のコミュニテイ 。センターは、このように、娯楽や学習の場としてだけ

ではなく、相互扶助や信頼の場であるといつた、従来の宗郷会館が果たしてきた作用と類

似した役割を有しており、コミユニテイ・センターヘの参与を通して、中国の原籍地で繋

がる地縁から、居住地の住民意識で繋がる地縁への移行が、特にシンガポール生まれの華

人を中心に行われていつたのである。
Ч

1970年代中期に入ると、大部分のシンガポール人は住宅発展局が建設した公共住宅ヘ

入居し、郷村地区では、ニユータウン化やその逆の過疎化によつて、上述のホツクチヨン

・ヴィレッジ・コミユニテイ・センターのような、相互扶助の精神を持ち合わせたコミユ

ニティ・センターは次々に閉鎖され、1980年代には姿を消した。1970年代後期には、ニ

ュータウンでの需要に伴つて 12の新 しいコミユニテイ・センターが完成する。グラン・

ウエスト・コミユニテイ・センターも、過疎化に悩まされ、一時は閉鎖の危機に瀕したが、

支持者による募金活動の成果の下で、10年の歳月を経て、1977年に場所を近隣の公共住

宅に近い位地に移転させて復活した。“

1980年代のコミユニテイ・センターでは、それまでの卓球やバスケツトボール等の球

技、裁縫や料理等の家政、語学や幼児班等の教育、合唱や演劇等の芸術方面以外の活動に

付け加え、若者の参加を促すために青年団を組織 し、団員をアセアン諸国、日本、英国等

の若者と交流さたり、海外の有名人のコンサー トを開いたり、テコンドーや空手道の外国

競技の練習班を作る等、活動はグローバル化 し始めるようになつた。
中6

1990年以降では、一部のコミユニテイ・センターが大型化されて、大型スポーツ施設

*1『聯合早報』、1998年 12月 30日。
*2 
節 ε

'α

′ の 印
jκgイ ルι 昨

『

αル 4 Gッ ル
“

g Tttsι C帥 ″夕
“
り Cルb,Geylang West

Colnlnunity Club,1998,p35.

*3 筆者の、タンピユーズ在住のオン・ソックリェン氏への間き取りによる。(1999年 )
*4 筆者の、1970年代に人民協会理事長を務めたリー・ワイコック (李衛国)氏への間き

取りによる。(1999年 )
*5 9海c滋′の

“
:κgげ 滋ι ttgraル4Gのル

“
g tts′ 働″″

““
jヶ cルら,Geylang We゛

Comlnunity Club,1998,p35.

*6  筆者の、人民協会 Ciル
“
編集長のルー・キーポウ氏への間き取りよる。(1999年 )
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やカラオケ・ルームを設定し、コミュニテイ・センターよりも充実した設備を誇るコミユ

ニティ・クラブとして名を改めるようになった。上述のグラン・ウエスト・コミユニテイ

・センターも、1998年 に改築を終えて、設備を充実させてコミユニテイ・クラブヘと昇

格 した。コミユニテイ。センターから、コミユニテイ・クラブヘの移行は、政府によるも

のではなく、センターの管理委員会や地区の社会工作者 (居民諮問委員会等)に よって決

定され、それにかかる費用もセンターが負担するため、センターがどれだけ経済的な余裕

を持つているかということと、顧間である国会議員の力量が関わつてくる。グラン・ウエ

ス ト・コミュニテイ・センターの場合は、結果として、募金と寄付金により 1,300,000ド

ルを、賛助金として政府より 3,000,000ド ルを得て 2年の歳月をかけて、コミユニテイ。

クラブヘの改装工事を行つたが、顧間であるペー・チンホア (白振華)国会議員の働きか

けも大きかつたという。・

1990年、リー・クアンユーは、人民協会成立 30周年に際し、「今日のコミユニテイ・

センターは設備も整っており、多くの人々、とりわけ若者の興味を満たすようになった。

また、コミュニテイ・クラブには更に充実した設備と吸引力がある。しかしながら、けつ

してコミユニティ・クラブは、旧コミユニテイ・センターと同様に、必要としている誰に

対 しても門戸を開くことを忘れてはいけない。」
Ⅲ2と
語 り、コミユニテイ。センターとコ

ミユニテイ・クラブが本来の主旨を失わないように注意を施している。

現在、コミユニテイ・センター、コミユニテイ・クラブ共に、あらゆる年齢、民族、階

層の人々が参加できるように、毎年斬新的な活動を展開している。上述のグラン・ウエス

ト・コミユニテイ・クラブの場合は、設備として、バスケットボール・コー ト、サッカー

・コー ト及びセパ・タックロー (藤球を使用した球技)の簡易コー ト、体育館、託児所、

少年クラブ (コ ンピユーターやテレビ等を備えた部屋 )、 ダンス・ルーム、障害者専用ル

ーム、シルバー・ルーム、多目的大ホール、リーデイング・ルーム、調理室、コンピュー

ター・ルーム、会議室、音楽室、18の教室等が備えらており、それらを利用して通常の、

児童向けの語学やスポーツの学習コース、成人向けの家政、語学、芸術等の有料の文化活

動学習コースが企画されている。たいていの、コミユニテイ。センター、コミユニテイ・

クラブは同様のコースを開催している。"

また、特に児童 。生徒を対象にして、無料でリーデイング・ルーム、コンピューター・

ルーム、娯楽室を貸与しているセンターやクラブが、最近増加している。低収入で住居が

狭い家庭では、児童・生徒の学習環境を保つことができないことにより、そのような児童

・生徒がセンターやクラブのリーディング・ルームを利用して自習をする機会を与えるこ

ととなつている。また、路上で同級生とたむろしている小中学生が、よく暇つぶしにコン

*1 筆者の、グラン・ウエスト・コミユニテイ・クラブ職員のゴー・ホーンテオ氏への間

き取りによる。(1999年 )
*2 動ι物 ル告ASSο C,α″οκ」96θ 一ゴ9`η.…….3θ ttαrs″′滋

`彫
`切 ,々PCOpleゝ Association,

Singapore,1990,p 9.

*3  0″
cJα′ Oρ

“
′″gイ ルι 昨

『

αα冽;Gッ ル辱 ル Sι Cο″″
““

j夕 CJZら ,Geylang We゛

Community Club,1998,pp24-26.
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ピューター・ルームで、インターネットやゲームに興じたりしているが、こういつた無料

の施設が、彼らが街で法に触れることを犯したり、社会の風紀を乱すことを防ぐための、

一定の作用を果たしているという。
Ч

人民協会の任務は、政府を人民との架け橋となり、教育、社会、文化、スポーツ、レク

リエーシヨン、その他の諸活動からなる草の根組織に、国民を参加させ、多民族の調和と

国民統合を推進することである。人民協会の管理は政府によつて行われており、その主席

は首相がつとめ、副主席は首相の指名により決定されることとなつており、副主席が事実

上の主席となっいる。1998年度の場合は、ゴー・チヨクトン (呉作棟)首相が主席、ウ

ォン・カンセン (黄根成)内務相が副主席に就いている。実際に、人民協会の傘下には、

コ ミユニテイ・センター以外に、社会福祉機能の作用が大きい社会発展理事会

(Collllnunity Development Council,CDCs)、 政治機能の面で重要な居民諮問委員会 (Citizenゝ

Conslative Committees,CCCs)、 地区の住民達で組織された居民委員会 (Residentゞ

CoIIIInittee,RCs)、 そ の他 には、 チ ャイル ド・ ケ ア・ サ ー ビス (Child Care Service)、 幼稚

園 (Kinder Garden)、 文化 団 (PeOplcゝ Association Cumural Troupe,PACT)等 の機 関 があ り、

各選挙区には必ず居民諮問委員会とコミユニテイ・センターを置かなければならないこと

となつている。
中2

人民行動党の政治支配は、法制度を通じて国民を管理するだけではなく、政府の地方機

関を通じて積極的に国民の中に入 り、支持を調達する側面を持つており、その活動を支え

るのが、上述の各機関である。こういつた地域機関の委員会は、地域の有力者がメンバー

となって運営を行い、選挙区選出の国会議員が顧間につくが、形式的にはメンバーは、選

挙区国会議員の推薦を受けて政府が任命するが、実際は国会議員が選出する形となつてい

る。
中3

また、人民協会が毎月発行している機関誌 αル
“
では、各言語 (英語、華語、マレー

語、タミル語)に よって、各コミユニテイ・センターやコミユニテイー・クラブの活動内

容、居民委員会の様子などを紹介し、全国民の興味を惹きつけるように努力しているだけ

ではなく、毎回 1つの選挙区を選出し、その選挙区の国会議員の活躍ぶりを必ず紹介して

いる。
中4政
府は、この Ciル

“
を通して、政府の目標である「民族の調和」と「国民統合」

の実践と、政府への信頼を高めるための宣伝を同時に行つているのである。αルク は、

公的機関などのあらゆる場所に置かれ、無料であるため、多くの国民が容易に手にするこ

とができ、相乗効果を上げている。

著者は、カラオケ等のコミュニテイ。センターの施設を何度も利用したことがあつたが、

コミュニテイ・センターでは、年齢、性別、国籍を問わず、多くの人々の利用を受け入れ

*1  筆者の、グラン・ウエス ト・コミユニテイ・クラブ常勤職員のゴー・ホーンテオ氏
への聞き取りと、筆者の同コミユニテイ。センターでの参与観察による。(1999年 )

*2ル
″ルsA∬οc″

'"(pumphlet of 1998),p2-7.*3 岩崎育夫『 リー・クアンユー西洋とアジアのはざまで』、岩波書店、1996年、132-134

頁。

*4筆者の、αル"編集長のル
ー 。キーポウ氏への間き取りによる。(1998年 )
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ている。華語教育を受けた中高年者を対象とした英語教室にも、多数の中国人や日本人等

の外国人受講生もおり、コミユニテイ・センターもはや国民の為だけではない組織となっ

ている。その反面、コミュニティ・センターの諸活動の参加者には、大卒の英語教育を受

けたエリートと呼ばれる人々の姿はあまり見受けられず、近所の公共住宅に住む中年層、

退職後の高年者、放課後の時間を利用する中学生といつたイメージの人が圧倒的多数を占

める。このようにコミユニティ・センターは、一般大衆の支持を根強く受けているている

ことが特徴的であるが、19ω 年代にみられた相互扶助を目的とした場としてよりも、「カ

ルチヤー・センター」的な存在として、住民に親しまれているといつた印象を受けた。

第3節 国家統合による宗郷会館の衰退
上述のように、コミュニティ・センターは、活動内容も多彩で、国内各地区にあつて気

軽に参加できることから、一般大衆の圧倒的な支持を得てきたが、その反面、1959年の

自治、とりわけ 1965年の独立から 1985年にかけての時期、宗郷会館は衰退の一途を辿つ

ていく。宗郷会館の変化の発端は、1959年 に人民行動党による自治政府の執権であり、

この時期、シンガポール人としてのナショナル・アイデンテイテイと国家への帰属意識を

創造するために努力する政府にとって、宗郷会館の活動を含む、各民族グループによる組

織が行つていた多種多様な活動は、国民統合の障碍になると考えられた。人民行動党政府

の指導者は、それまで各民族グループや方言グループの組織の指導者の立場に取つて代わ

ることとなり、それらの組織が担つていた役割を政府が果たすようになつた。・

戦前は、植民地政府の華人社会の対する対応の不十分さから、宗郷会館は華人が生活 し

ていく上で不可欠な存在であつたことは、第 1章第 1節でも述べたが、それは戦後におい

ても同様で、宗郷会館の存在は、祭祀、冠婚葬祭の相互扶助を継続 していく意味でも、華

文教育の発展に対しても不可欠なものであつた。しかし、宗郷会館の大きな役割となって

いた教育、医療、火葬、墓地、生活保護等の役割を人民行動党政府が担うことになつてか

ら、宗郷会館の必要性が急激に低下した。

また、公共住宅の建設と都市開発により、方言グループによる住み分けが解体されたこ

とも主な要因の 1つである。特に市中心部の人口の分散によって、ほとんどの宗郷会館が

それらの会員からの孤立を招くこととなつたが、公共住宅の増加、そしてニユータウンの

建設による新しい人口集中地区には、宗郷会館が新たに建設されることはなかつた。もち

ろん、政府は、都市開発によって建設された公共住宅の中に、宗郷会館を受け入れること

は奨励せず、その代わりに、公共住宅の多民族の居住者に対して、地区精神を植え付ける

ことに力を費やしたのであった。
・2

また、これまでは、宗郷会館の多くはそれぞれの方言グループの人口集中地区に位置し

*l   Cheng Liin Keak,:'Chinese Clan Associations in Singapore: Social Change and Continuity‖
,

in Leo Suryadinata ed.,Sο
“
ιλ
`α
sι As,α

“
Cた,″
`sι
,「rimes Academic Press,Singapore, 1995,p69.

*2  Cheng Liln Keak, "(〕 llinesc Clan Associations in Singapore: Social Change and Continuity",

in Lco Suryadinata ed.,Sο
“
″
`α
s′ As'ακ Cλj″ιsι ,「rimes 2へcademic Press,Singapore, 1995,p69.
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ている場合が多かつたが、公共住宅の建設と都市開発により、多くの古い宗郷会館は、多

民族が混住する地域に孤立する形となつた。そのため、大部分の宗郷会館はゲラン地区ヘ

移転し、その結果、現在、宗郷会館の多 くはゲラン地区に位置しているか、市の中心部に

残つている状態であり、公共住宅へ入居 していつた会館の会員や同郷人とは、地理的に密

接な関係を保持しにくくなった。さらには、この地理的要因が大きな障碍となり、宗郷会

館の新規加入会員、特に青少年の確保の困難を招 くといつた、深刻な問題が発生した。・

ジャランバサール地区は、シンガポールの市中心部から東へ 2価程の、宗郷会館が密集

している地区である。この地区は華人社会では通称「新世界」と呼ばれ、市中心部のテロ

ック・アヤ地区及びクレタ・アヤ地区に続いて、戦前から宗郷会館が多くの宗郷会館が密

集している場所である。この地域は都市開発計画が進んでおらず、市中心部とは異なり、

宗郷会館は移転することはなく、従来の面貌と「会館の地区」としてのイメージを保つこ

とができているが、近隣住民のニュータウンヘの移転等により、会員等の関係者が訪れる

ほどである。

1970年代に、グラン地区への会館移転事業を推進したリー・ヨックセン元国家発展部

高級政務部長は、当時の宗郷会館移転計画に対し、「もし、宗郷会館が移転せずにそのま

ま市街地、特にビジネス外に残ることとなれば、孤立化が加速されて消滅が早まつた可能

性がある。会館が集中しているジヤラン・バサール地区は、古くからの会館で手一杯で、

これ以上他の会館を転入させるわけにはいかず、使用されていないショップハウスが多く、

比較的土地に余裕があるゲランが最適の地区であるという結論を得た。当時はむしろ、ゲ

ラン地区に宗郷会館を集中させることによって、宗郷会館の街としての、新しいイメージ

を創 り出すことが得策であると考えられた。」と、会館移転に際しての政府側の見解を述

べている。
中2

公共住宅の建設と都市開発に伴つて、政府によって積極的に推進されたのが、上述のコ

ミユニテイ・センター、居民諮問委員会、居民委員会等の草の根組織である。活動内容が

多彩で、各地域にあり気軽に参加できるコミユニテイ・センターの活動や、1970年代以

降増加した娯楽団体等の活動が、多くの若者の興味を惹きつけていつた。こういつたコミ

ュニティ 。センター等の対抗組織に対して、多くの宗郷会館は打開策を模索することもな

く、なおも従来の体質を変えることがなかったために、青少年の興味を惹きつけることは

なかつた。

また、国家統合政策の一環として行われた教育改革も、宗郷会館の衰退に拍車をかける

ことになつた。これまで、宗郷会館が果たしてきた教育事業を政府が担うようになつただ

けではなく、政府が新式の教育政策を展開し、英語や科学技術に比重を置くカリキュラム

*l  Cheng Liln Keak, "〔〕hinese Clan Associations in Singapore: Social Change and Continuity",

in Leo Suryadinata ed.,Sο
“
ιみ
`α
s′ As,ακ Cλjκιsι ,「rimes Academic Press,Singapore, 1995,p74.

*2筆者の、リー・ヨックセン元国家発展部高級政務部長への間き取りによる。(1999年 )。

なお、シンガポール国立大学社会学科のガナ講師よれば、宗郷会館のグラン地区へ移転の

理由の 1つ には、秘密結社との関わりを持つ会館がなおも存在するため、政府の管理問題

を考慮に入れてのことであるという。
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によって、伝統的な道徳観念が軽視されるようになつたことで、青少年の華人伝統文化や

伝統的な慣習に対する考え方にも影響を与えた。
Ч
特に、これまでの各民族の母語教育に

よる各言語による学校を徐々に廃止し、英語を共通語として、その他の母語を補助的に学

習する学校に移行させていつた。また、 2言語政策を円滑に行うために 1979年から開始

された「スピーク・マンダリン 。キャンペーン」
Ⅲ2に
よる華語の普及は、英語と華語をこ

れまでの方言に代わる言語として華人社会の中に定着させる結果となつた。これにより、

独立後のシンガポール生まれの華人の中で、方言を話せる人口も減少し、方言グループに

対する帰属意識も薄くなっていつた。それに付け加え、公共機関、ビジネス等をはじめす

る社会生活においても英語の需要が増加 し、シンガポールの英語化にますます拍車がかか

ることとなった。

一方、戦後初期から 1970年にかけて、宗郷会館の数に若干の増加が見られる。チエン

・ リムキャックによると、特に 1960年 から 1970年 にかけての会館の新規設立は、同郷会

館が 6件、宗親会館が 33件 となっている。特に前者の増加数の少なさは、国民統合への

貢献にならないとして、政府が新しい宗郷会館の設立を奨励していないという理由以外に、

宗郷会館自身にも変化が生じてきているためであろうと、チエン・リムキャックは分析 し

ている。

チェン・ リムキャックは会館自身の変化の一例として、河婆公司 (HepO CorpOration)

をあげている。1981年 に広東省掲西地域を原籍地とする客家系華人によつて設立された

河婆公司は、伝統的な「会館」としてではなく、会社組織としての「有限公司」として登

録された。河婆公司自身が、「会館」ではなく「公司」の呼称を選択したのは、河婆公司

が掲西の客家系華人に対して、もはや同郷意識を持たせ団結させることや、伝統的な会館

としての役割である福利厚生を行つたりするのではなく、掲西地域への投資や発展を、組

織の最大の目的としていることが理由をして考えられる。
中3

戦後初期から 1970年にかけて、宗親会館の増加が目立つのは、中国の原籍地や方言な

どの討派主義の崩壊と関係 しているとも考えられる。しかし、1970年以降は、宗郷会館

の増加は停止し、新 しい組織の誕生は見られなくなつた。この時期、実際に、既存の宗郷

会館でも、規模が比較的大きく、経済的、人的資源の豊富な会館の活動が比較的活発に継

続 している以外では、ほとんどの会館で活動が減少したり停止したりする等、活動の衰退

が目立つようになつた。・

また、政府の政策以外で、宗郷会館の衰退化の要因としては、欧米の映画、テレビ番組、

雑誌等のマスメディアの影響、欧米系の商店やレストランの流入等による社会全体の欧米

化があげられる。英語の推進は、各民族のコミユニケーションを向上させ、ビジネス、経

済のグローバル化に貢献し、都市国家シンガポールをアピールするこことなつたが、それ

*1 桂貴強『新加岐華人一従開埠到建国』、新加岐宗郷会館聯合総会、1994年、241頁。
*2「スピーク・マングリン・キャンペーン」については、第 6章を参照。
*3  Cheng Liin Kcak, "(〕hinese Clan Associations in Singapore: Social Change and Continuity",

in Lco Suryadinata ed.,Sο
“
滋
`α
s′ As'α″Cλj″

`s`,Times Academic Press,Singapore,1995,p70.
*4 桂貴強『新加披華人一従開埠到建国』、新加披宗郷会館聯合総会、1994年、241頁。
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と同時に社会の欧米化を招くこととなり、それによる青少年の生活習慣や価値観の変化が

生じた。そのような中で、宗郷会館は、指導者も高齢化を迎え、会員不足から後継者を養

成することもできず、活動はますます単調化していくこととなつた。その結果、青少年を

惹きつけることが困難になり、悪循環が生じることとなつた。

第4節 英語教育の発展と華校の衰退
1959年、人民行動党が自治政府での政権を握るようになると、更に新 しい教育政策を

打ち出した。新しい教育政策は基本的に「多民族の団結」及び「シンガポール人としての

ナショナル・アイデンテイテイの創造」を目標としたところから制定されており、様々な

民族による伝統文化と価値観が存在する多元社会の中から、いかに教育を通して、共通す

るシンガポール人としての国家意識を養つていくかが、政府の教育目標となつたのである。

人民行動党は植民地政府とは異なり、 4つの源流 (英語、華語、マレー語、タミル語)の

学校を平等に扱い、各種の学校に運営経費及び建設費用を補助し、各源流学校の教職員の

給与も統一した。当時の政府にとって、各源流学校間の矛盾や疑間を解消し、新しい教育

政策の実現のために、各源流学校が共通の意識を持つことを優先したのである。・

そして、政府は 1960年代に入つてから、英語を使用する環境を広めるために、混合学

校 (Integrtted Sぬools)の設立を提唱した。混合学校とは、 1つのキヤンパス内に、異な

つた源流の児童が参加できる、共通の課外活動を設定し、彼らがその課外活動の中で互い

に交流を持てるようにするという目的から、提唱されたものである。それまでは、英校に

各民族の児童、生徒が混在していた以外には、華校、マレー校、タミル校ともに単一民族

の児童、生徒のみが在籍していた。よつて多くの児童、生徒は、学校で他民族と交流する

機会も持たず、この状況では、民族融和を掲げる政府の目標を達成することは困難である

と考えられていた。

1961年 には、学制改革が行われ、それまで華文の初級中学及び高級中学の 3・ 3制を、

英校に統一して 4・ 2制 とすることが決定された。華校教師総会は、この中学学制改革に

対して、以下のような 4大原則を提出した。

1,学制改革は、 4大源流学校を平等とした基礎の上で行わなければならない。

2,その基礎を普及させた上での教育方針の向上を希望する。

3,中学 (初級、高級)は完全に 6年制とする。
4,改正後も母語のレベルを低下させてはならない。

同時に、シンガポールの 36校の華校校友会が、英校の学制を導入することは華文教育の

発展発展に水を差すものだとして、改正案に強く反対した他、一部中学でもス トライキ事

件が起こつた。しかし、政府の決定を覆すことはできず、この学制は現在も引き続き使用

されている。
中2

1966年 になると、各民族間の言語の壁をなくし、他民族への理解を深め、国家統合を

*1桂貴強『新加披華人一従開埠到建国』、新加岐宗郷会館聯合総会、1994年、273頁。

*2 桂貴強『新加岐華人一従開埠到建国』、新加披宗郷会館聯合総会、1994年、274頁。
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促進するため、政府は 4つの源流学校全てを、政府管轄もしくは政府補助学校とし、英語

科の必修はもとより、第 2言語も必修科日とすることを決定 した。リー・クアンユーは同

年、人民協会での学術講座において「華校、特に中学は、政府管轄であろうと政府補助学

校であろうと、科学技術を学ぶための設備が必要です。古い観念を捨てて、新 しい方法を

取 り入れないと取り残されてしまいます。政府はこのために費用を負担 しますが、それと

同時に、科学技術を英語にて学ばなければなりません。我々の人生哲学や価値観は我々自

身のものですが、新 しい工学や科学は学ぶべきものなのです。」
判
と、英語による科学技

術の習得の重要性を説いた。

リー・クアンユーは一方で、同年の「教育と建国」の研究会において、「 2言語の習得

は、誰にとつても必要なことです。今日、市場や商店では、マレー語が共通語となってい

ますが、これは各民族間のコミユニケーションの一例です。
中2し
かし、レベルの高いとこ

ろ、例えば政治、経済、専門技術について語る時、採用される言語は英語です。しかし、

完全な英文式教育では、子供達に過去の精神的なつながりを保持させることはできません。

よつて、我々は子供達に、文化の重力を保持させ、文化の起源や背景を理解させる必要が

あるのです。」
中3と
、母語を含めた第 2言語の必要性を強調 した。そして、1969年 より、

第 2言語が学校の卒業試験の必須科日となつた。実際には、華校、マレー校、タミル校は

それまでも英語の科目を持つていたが、英校には第 2言語となるものがなかつた。よつて、

この措置は英校のためにとられた措置であるともいえた。

その後、多くの英校が華語を第 2言語として教授するようになり、翌年には英校の公民

科の授業を、1970年 には加えて歴史科の授業を華語によつて行うという規定が出された

が、英校での第 2言語推進政策は、教科書、教員、教学方法等において問題が生じ、成功

の兆しが見られなかつた。更に問題となったものは、英校生はそれまでずつと華語に対 し

て偏見を持つていたため、華語を学んでも実用価値が見いだせないと考えるものも多く、

指導に当たるべきの英校の校長さえも、華語を軽視し、積極的な華語学習の指導に積極的

ではなかつた。こういつたことが、学生の華語学習に影響し、成績の低下に繋がつた。

一方、華校における英語教育も効果は現れていなかつた。まず、高等教育以上の英校卒

業生は就職先に恵まれていたため、誰も華校での教職に就きたがらず、華校の英語教員に

優秀な人材が集まることはなかつた。次に、実用的ではない固い内容の教科書の使用や、

文法に重きを置いた教学方法対しても、学生は興味を示さなかった。実際に学内での英語

会話は皆無であるといつた学習環境からも、華校での英語教育は成功しているとは言い難

い状態であつた。
中4

*1 新加披聯合早報編『李光耀 40年政論選』、新加岐報業控股華文報集団、1993年、380

頁。

*2 筆者の参与観察から、公共団地の階下のベンチやコーヒー・シヨツプ等で、老人がよ

もやま話をしていることがあるが、華人同士なら方言で会話をしている彼らでも、各民族

の老人との会話の際には、ほとんどがマレー語にきりかえて会話をしている。

*3 李光耀『李光耀談新加岐華人社会』、新加披中華総商会、宗郷会館聯合総会、28頁。
*4 桂貴強『新加岐華人一従開埠到建国』、新加岐宗郷会館聯合総会、1994年、274頁。
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上述のように、1959年の自治以降、人民行動党が執政する自治政府は、英語、華語、

マレー語、タミル語の4つの源流学校を平等に扱うということを公に表明し、英語を含め

た 2言語教育を実施するようになっていたが、基本的には英校を中心に政策を進めた教育

政策であることには変わりはなかった。特に、1950年代末期からは、卒業後の就職を考

えても圧倒的に英校出身者に対して有利であることから、子弟を英校に通わせる親が増加

し、次第に華校が減少していつた。(表 6参照)

そして、1959年 には 45.9%であつた華文源流小学校への申請者が、1978年 には 11.2%

へと減少し、1984年 には、99.3%の就学前児童が英文源流小学校への入学を申請した。

そして、ついに 1987年 には、全ての学校が英語を第 1言語、母語を第 2言語 (一部の中

学では母語も第 1言語)と して教授することとなり、華校も完全に英語源流校へと統一、

或いは消滅することとなつた。
Ч
その代表的な例が南洋大学であり、1980年 にシンガポー

ル大学と併合して、シンガポール国立大学となり、25年間の幕を閉じたのであつた。

第5節 英校生と華校生からみた華人の2元l性
a,思想の欧米化への懸念
1980年代に入ると、これまで政府によって推し進められてきた、経済の発展、工業化、

英語教育による、国民統合とナショナル・アイデンテイテイの創造だけは、「シンガポー

ル独自の文化」を創造することができないという結論に達し、シンガポールは新たな問題

に直面することとなった。シンガポールには多民族グループによる文化の相違が存在し、

英語が国民全員の母語にはなり得ないという結論に達したのである。言語は、価値観、文

化、伝統、宗教、人間関係、習慣等を左右するに値する力を有しているために、もし、英

語が各民族の母語や方言になりかわつて、「シンガポール独自の文化」を創造することに

なれば、その根底にはアングロ・サクソン文化を持つことになってしまい、シンガポール

国民が本来持ち合わせていた独自の文化を、否定してしまいかねないと考えられるように

なったのである。
Ⅲ2

リー・クアンユーは、1970年前後から既に、シンガポール社会の欧米化に対して懸念

しはじめており、1966年のシンガポール大学歴史学会で、「この 15年間に得た 1つの避

けがたい結論は、英語教育はこの多種族社会に共通の環境と共通の言語、そして共通の価

値観さえ与えているが、同時に、自前の文化を保持している民族の持つ気迫や活力や文化

的勢いを奪つているということです。」
Ⅲ3と
断言し、1967年に、 トアパヨ・コミユニテイ

・センター及び居民諮問委員会合同の新年パーテイーにおいて、「教育部の統計では現在

*1 周清海「新加披華文教育的現況与展望」、馬臨編『亜洲地区華人社会教育事業的展

望』、香港中文大学教育学院国際学術研討会論文集、1987年、182頁。

*2  Cheng Liin Keak, "(〕 hinesc〔〕lan Associations in Singapore: Social Change and Continuity",

in Leo Suryadinata ed.,Sο
“
滋ιαs′ As,ακ Cλj“ιsι,Times 2へ cademic Press,Singapore,1995,p71.

*3 黄彬華・呉俊剛編、田中恭子訳『シンガポールの政治哲学 (上 )一 リー・クアンユー

首相演説集―』、井村文化事業社、1988年、218頁。
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就学年齢の国民の 70%が英校で学んでいますが、学校では英語を勉強するべきであるけ

れども、それと同時に英国人ではないと自覚しなければなりません。英語を学び英語を使

用しようと、残すべき遺産である自分たちの文化、文明を忘れてはいけません。それらが、

現代の知識と価値観への基礎となり、未来に繋がつていくのです。」
Ч
と国民に対し、民

族文化の保留と継承を喚起している。そして 1972年に、「もし、我らがどこかの社会のよ

うに、自らの価値観や文化を持たないまま、不用意にアメリカ人やイギリス人の猿まねを

して英語を話せば、はつきり言つて、この社会、国家の建設はもちろん、守ることもでき

ないでしよう。」
Ⅲ2と
延べ、英語のみの習得の危険性を指摘 し、母語による伝統的価値観

の理解を強調している。

そして、英校への人気が上昇し、英校の数が急激に増加していた 1974年 には、「もし、

自分が再び学生になるなら、まず華校へ進学するでしよう。多くの英語教育を受けた華人

の親たちは、華語を学んでも利益にならず、英語のレベルも低下するからといつて、子弟

を英校へ行かせようとするが、これは間違いです。浅はかな考えです。華校で英語を学ぶ

ことは難しくありません。」と、むしろ華語の重要性を示す発言をしている。リー・クア

ンユーがシンガポールの欧米化に対する懸念を暗示するように、その後、上述のように、

実際に英語を話す英校生の価値観に変化が生じ、英校性と華校生の価値観や考え方に大き

な格差が生まれ、華人社会に 2つの相容れない集団を作る結果となったのである。

宋明順は、1969年から 1971年にかけて、英語系と華語系の中学、高校、大学に通学す

る青少年を対象にした意識調査を行つた。その調査結果から、当時の英校生及び華校生間

の価値観の隔たりが明確であることが検証されたが、当時のシンガポール華人社会の中に

存在する2元性を説明するためにも、この調査結果は有意義であると考えたため、本節で

は宋明順の調査結果の一部を取り上げ、再考察することとしている。

b,中学
英校であるアングロ・チヤイニーズ中学校 (Anglo― Chinese School)、 ラッフルズ女子中

学校 (Rames Girlゝ School)か ら74名 (男 34人、女 40人 )を、華校である華僑中学 (Chinesc

High School)、 南僑女子中学 (Nanqiao Ginゝ Sch。。1)か ら76名 (男 37人、女 39人 )を抽

出した、アンケー ト形式の調査の結果は以下の通りである。

「階層」に関する調査 (表 7参照)では、両親の教育レベルにでは、英校及び華校間で

はつきりとした差が見られただけではなく、家庭の収入にも大差が見られた。
中3こ
れは、

独立前の「少数のエリー トの子弟が英校へ、多くの労働者階級の子弟が華校へ」といつた

構図を浮き彫 りにしており、独立後もこの構図が残つていることが裏付けられている。

「尊敬する人物」のに関する調査 (表 8参照)では、英校生が上位 2位を政治家、その

他欧米の著名人を挙げているのに対し、華校生は上位 2位を両親、その他に中国の著名人

*1 新加披宗郷会館聯合総会、新加岐中華総商会編『李光耀談新加岐的華人社会』、新加

岐宗郷会館聯合総会、新加岐中華総商会、シンガポール、1991年、68頁。

*2 Lee Kuan Yew, "Traditional values and national identity",rLθ  Mirr。′, Vol.8,No.47,pp.1,4.

*3宋明順『新加崚青年的意識結構』、教育出版社、シンガポール、1980年、51頁 。
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を挙げているのが特徴的であつた。
Ч
特に、華校生は、学校教育から、両親や教師等の目

上の者に対する敬意を重視する、中国の伝統的価値観、とりわけ儒教の影響を受けて
いる

ということが考えられる。

「良家の子女はミニスカー トを穿くべきではないと思うか」という問題に関する調査 (表

9参照)で は、英校生の 7割以上に対し、華校生の場合は 2割弱のみが「穿いてもよい」

と答えている。宋明順は、この調査結果だけで華校生は保守的であると決めることはでき

ないが、英校生と華校生の考え方の相違が存在することを証明する、 1つの指標となつて

いることを指摘している。
つ

c,高校 (ジ ユニア・カレッジ)

英校であるセント・ジヨセフ書院 (St.Joseph lnstitution)、  アングロ 。チヤイニーズ
。ジ

ュニア・カレッジ (Anglo― Chinese School)から文科系 ω 名、理科系 60名を、華校であ

る黄哺中学 (Wonpoa school)、 中正中学 (Zhong Zheng SchOol)か ら文科系 60名、理科系 6Cl

名を抽出し、前者には英文、後者には華文のアンケー ト形式の調査を実施 した結果は以下

の通りである。

「階層」に関する調査 (表 10参照)では、両親の教育レベルには、中学同様、英校及

び華校間ではつきりとした差が見られた。"

普段どのような新間を読んでいるかというのは、青少年のみならず、その家族を含めた

華人の生活と価値観を知る手がかりになる。「新聞」についての調査 (表 11参照)におい

ても、常に読む新聞として、英校生と華校生間で明確な隔たりが確認できているが、
Ч
特

に興味深いことは、華校生の 3位に英字紙の S物お 策
“
ιsが挙げられていることである。

やはり、華校生にとつても英語は第 2言語として習得しなけらばならないという目的以外

にも、シンガポール社会においては、必須の言語であるという意識が強いようだ。

調査当時は、シンガポールが独立してから、まだ 4年であつたが、高校生の「国家意識」

の調査 (表 12参照)で も、英校生と華校生では明確な相違が見られる。
も
英校生の 7割

近くが、個人が発展すれば国家にも前途が訪れると答えているのに対し、華校生の 9割近

くが、国家が発展すれば個人にも前途があると答えている。これは建国したばかりのシン

ガポールに対する忠誠心の相違というよりも、「国家」自体に対する価値観の相違一いわ

ゆる西洋の個人主義の思想に影響を受けている英校生と、儒教思想の影響を受けている華

校生の考え方の相違一であると考えられるためである。

「シンガポール公民として光栄であるかどうか」の調査 (表 13参照)で も、英校生の

9割以上に対し、華校生は 8割弱が光栄と答えている他、華校生の 16%が意見無しとい

*1宋明順
*2宋明順
*3宋明順
*4未明順
*5宋明順

『新加披青年的意識結構』、

『新加岐青年的意識結構』、

『新加披青年的意識結構』、

『新加岐青年的意識結構』、

『新加岐青年的意識結構』、

シンガポール、

シンガポール、

シンガポール、

シンガポール、

シンガポール、

教育出版社、

教育出版社、

教育出版社、

教育出版社、

教育出版社、
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う結果となった。・ 幸校生の中には、英校生に比
べて、就職や前途等の将来に対する不安

から、国家の政策に不満を持つていたり、国民の一員であることに光栄だ
と答えられない、

心理的理由が存在していたのではないかと考えられる。

「時勢に対する考え方」の調査 (表 14参照)では、英校生と華校生間における見方
に

も相違が見られる。「シンガポールに最も影響力を持つ国家」
への回答では、英校生と華

校生ともに、近隣のマレーシアとインドネシアが上位 2位であつたが、第
3位には英校生

は植民地時代の宗主国の英国を、華校生は華人と関わりの深
い中国を挙げている。

また、「最も重要であると考えられる世界的な事件」については、英校
生がやはり英国

と関係のある「英軍撤退」を 1位に挙げたのに対し、華校生は「中ソ紛争」を
1位に、「文

化大革命」を5位にと中国に関する事件を挙げている。
中2華
校生は、中国と国交が断絶し

ていた当時でも、中国に対して少なからずの関心を有していたことが理解
できる。しかし、

その反面、英校生と華校生ともに、中国やイギリスではなく、近隣
のマレーシアとインド

ネシアがシンガポールを第 1位にあげているのは、彼らの中に、現地意識
が培われてきて

いることが表われていることがわかる。

d,大学
1971年に、英語系のシンガポール大学から92名、華語系の南洋大学から

127名 を抽出

した、アンケート形式の調査の結果は以下の通りである。

「信仰する宗教」の調査 (表 15参照)では、英校生の 6割弱がプ
ロテスタント或いは

カソリックのキリスト教系宗教を信仰しているのに対し、華校生はキリ
スト教、中国宗教

がそれぞれ 10%台で、後の 7割が無宗教となつている。
中3この結果から、信仰面におい

ても英校生と華校生の間に相違が生じていることが明らかになつて
いる。

「国家意識」の調査 (表 16参照)では、高校生と同様に、大学生にも明確
な相違が見

られる。
中4南
洋大学生の 7割が、「国家の成長が重要である」と答えているのに対し、

シ

ンガポール大学生の 6割近くが、「個人の幸福」に重要さを見いだしている。
この結果も、

個人よりも国家や君主を重んじる、儒教思想に影響を受けた華校
生の価値観が浮き彫りに

されていることがわかる。

「信頼できる国家」の調査 (表 17参照)では、その 10位中、南洋大学生は
2位に「中

国」を挙げているのに対し、シンガポール大学生は「中国」を
10位の中にさえも入れて

いない。
中sこ
れから、華校生と英校生の中国に対する意識が明確に現れている

ことがわか

る。

以上の宋明順の調査結果から、英語系と華語系の中学、高校、大学
の学生の意識に相違

が見られたが、独立後約 5年たち、国民統合が進み始めた社会で生活する彼ら
の中でも、

*1宋明順
*2宋明順
*3宋明順
*4宋明順
*5宋明順

『新加披青年的意識結構』、

『新加崚青年的意識結構』、

『新加披青年的意識結構』、

『新加岐青年的意識結構』、

『新加岐青年的意識結構』、

教育出版社、

教育出版社、

教育出版社、

教育出版社、

教育出版社、
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シンガポール、

シンガポール、

シンガポール、
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1980生F、

19801F、

19801F、

1980生F、

1980年、

41頁 。

45頁 。

102頁。

118頁。

123頁。



このように階層、価値観、考え方に相違が生じているのである。もちろん、彼らの両親の

世代、とりわけ華人の多くは、華校に学び、抗日運動を通して「中国」に強い国家意識を

有していた一方、一部の英語教育を受けたエリートたちは、英国や現地に帰属意識を有し

ており、言語の面でも価値観の面でも、全く相容れないものがあつたことは前述したが、

それを解消するために推進した英語政策が、リー・クアンユーが懸念するように、シンガ

ポールの深刻な欧米化を招く結果となり、1986年以降、各民族の言語や伝統文化の重要

性が再認識されるととなるのである。

100-



じ勿    表グ :各紳族人口銃汁 (1931‐ 1990年 )

資料来 源 :Saw swcc_hock,Dcmο
ダ aPカゴC■℃

"“
力 Sing`tF2ο rc,P.16;Sng`l′ο,c

CcnsIIs οfPOplIね ″ο″,ノ 99θ,Rcicasc l,P5.
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表 ι:準校、英校与牛英校学生人数 (1946‐ 1959年 )`夕
ぅ

.

年 分 牛文学校 英文学校 準校生人数 英校生人数
1946 124 52 46,312 23,847
1947 154 P 53,478 29,095
1948 184 ０

０ 58,096 33,214
1949 94 68,434 37,500
1950 287 72,951 49,690
1951 288 138 75,974 55,292
1952 279 148 74,104 63,386
953 273 176 79,272 71,003

954 277 204 81,605 84,062
955 273 241 94,244 96,658
956 291 269 108,490 112,575

957 279 315 117,374 127,853

958 283 336 129,155 145,362
1959 287 344 140,231 163,486
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表 7…1 中学「階層」(家長の教育程度)

教育程度 英校 (人 ) 華校 (人 )

小学 16 40

中学 42 21

大学 9 5

無教育 3 9

月収 (ドル) 英校 (人 ) 華校 (人 )

100以下

100-200 14

200… 300 8 12

300-500 15

500-700 18

700-1000 17 10

10oo"人 L 24 2

表 7-2 中学「階層」(家庭収入)

宋明順『新加披青年的意識結構』、教育出版社、

表8 中学「尊敬する人物」

シンガポール、1980年、51‐52頁。

英校生    (人 ) 華校生     (人 )

1 リー・クアンユー 39 1   ぅと                30

2J.F,ケ ネデイ     25 2   f摯                 28

3父        9 3 リー・クアンユー 23

4毛 沢東        8 4 孫中山      13
5 リンカーン      8 5  文天祥       11
6母        6 6 岳飛       10
7R.ケネデイ      6 7  アインシユタイン  8
8ネイル        6 8 ホー・チミン    6
9チャーチル      5 9 教師        6
10ホー・チミン     5 10 祖母        6
宋明順『新加岐青年的意識結構』、教育出版社、シンガポール、1980年、

55頁。

表9 中学「良家の子女はミニスカートを穿くべきではないと思うか」
態度 英校 (人、%) 華校 (人、%)

同意 18    24.32 36    47.37

わからない 3 4.05 18    23.68

同意しない 53     72.63 15     19.75

宋明順『新加披青年的意識結構』、教育出版社、シンガポール、1980年、
58頁。
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表 10-1 高校「階層」(父親の教育程度)

教育程度 英校 (人 ) 華校 (人 )

小学 8 39

中学
〓
０ 23

大学 25 5

家庭教師 14 31

無教育 9 12

不 明 13 10

表 10-2 高校「階層」(母親の教育程度)

教育程度 英校 (りk) 華校 (ノに)

小学 21 27

中学 49 13

大学 8 3

家庭教師 13 16

無教育 18 53

不明 6

宋明順『新加岐青年的意識結構』、教育出版社、シンガポール、1980年、32-33頁 。

表 11 高校「よく読む新聞」

英校生    (人 ) 華校生     (人 )

1ス トレーツ・タイムス  119 1星洲日報       107
2イ ースタン・サン   57 2南洋商報       76
3-定 していない    30 3ス トレーツ・タイムス  30
宋明順『新加披青年的意識結構』、教育出版社、シンガポール、1980年、33-34頁 。

表 12 高校「国家意識」(国家と個人について)

宋明順『新加岐青年的意識結構』、教育出版社、シンガポール、1980年、39頁。

表 13 高校「国家意識」(シ ンガポール公民として光栄であるか)

宋明順『新加岐青年的意識結構』、教育出版社、シンガポール、1980年、40頁。

華校 (人、%)英校 (人、%)

個人の発展があれば国家にも前途があるといえる

国家の発展があれば個人にも前途があるといえる

個人の発展と国家の前途は関係ない

117  100.0109   100.0

英校 (人、%) 華校 (人、%)

シンガポール公民として光栄である 108    93.0 95   79.8

シンガポール公民として光栄ではない 3 2.6 4   3.4

無回答 5 4.4 20   16.8

計 116   100.0 119  100.0
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表 14 高校「時勢に対する考え方」(シ ンガポールに最も影響力を持つ国家)

英校生    (人 ) 華校生     (人 )

1 マレーシア     84 1  マ レー シア 93

2 インドネシア   45 2 インドネシア   66
3 イギリス     43 3  中国       58
4 アメリカ      41 4 アメリカ    41
5 中国・ベ トナム  32 5 イギリス     40

計 245 計 298

表 15 大学「信仰する宗教」

英校 (%) 華校 (%)
キリスト教系 59.7 16.9

中国宗教 4.4 11.6

無宗教 35.9 71.5

宋明順『新加岐青年的意識結構』、教育出版ネi、 シンガポール、1980年、102頁。

表 16 大学「国家意識」(国家と個人について)

宋明順『新加岐青年的意識結構』、教育出版社、シンガポール、1980年、118頁。

表 17 大学「信頼できる国家」(複数回答、百分率は対人数)

英校生    (%) 華校生     (%)
1 オーストラリア  65.2 1 シンガポール   65.7
2 シンガポール   59.8 2 中国       62.8
3 スイス      56.5 3 スイス      50.6
4 イギリス    54.4 4 カナダ      43.0
5 カナダ      45.6 5 オーストラリア  41.3
6 アメリカ     32.6 6 イギリス      36.6
7 スウエーデン   19.8 7 日本       26.1
8 北朝鮮      18.6 8 マレーシア    13.0
9 フランス      18.0 9 イスラエル    13.0
10 マレーシア    15.9 10 西 ドイツ     12.0

宋明順『新加披青年的意識結構』、教育出版社、シンガポール、

英校 (°/。 ) 華校 (%)

個人の発展があれば国家にも前途があるといえる 57.6 26.3

国家の発展があれば個人にも前途があるといえる 40.2 70。 9

無回答 2.2 2.3

計 100.0 100.0
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第6章  
「スピーク・マンダリン・キヤンペーン」

第1節  
「スピーク0マンダリン・キヤンペーン」の展開

a,第 1段階での「スピーク・マンダリン 。キヤンペーン」(1979年 -1989年 )

1979年 9月 7日、リー・クアンユー首相の出席による「スピーク・
マンダリン・キヤ

ンペーン」の開幕式典が開催され、シンガポール華人が、社交
の場で、方言にとつて代わ

って華語を使用することが奨励されることになつた。これは、華語が英語
やその他の言語

に取つて代わることを意味しているのではなく、これまで華人
の母語であつた多様な方言

に代わつて、華語を華人の言語として根付かせるということを目標と
しているものであつ

た。・

1979年 当時、シンガポールでは、華文教育を受けていても、普段は方言を使用す
るた

め、華語が十分に話せないという学生が多く、このままでは華文教育
さえも発展しないと

いう問題に直面していた。また、シンガポールは多民族国家であるた
め、各民族の共通の

言語として英語が使用されているが、このまま方言をしようし続
ければ、異なる方言群の

華人の共通話が英語になつてしまう可能性がある。この状況は、政府
の推進する 2言語政

策には何のプラスにもならない。華人が学校で華語を母語として学ん
でいくためにも、華

語を使用する習慣を普段から付ける必要があるということとな
つた。

一方、シンガポールの華人社会では当時、主に 12種類の方言が使用されており、
これ

まで、福建系華人はアモイ・ス トリー ト、潮州系華人はテオチ
ユー・ストリー ト、広東系

華人はクレタアヤ地区、海南人はハイラム・ストリー トと
いうように、サブ・エスニツク

・グループによる住み分けの中で、それぞれの方言が共通語として使用さ
れていた。しか

し、1970年代以降の公共住宅の開発に伴い、徐々に方言群の崩壊が顕著
になるに従つて、

華人社会の中に共通語の問題が生じるようになつた。
°
当初は、サブ 。エスニツク・グル

ープの中でマジヨリテイを占める福建系華人の方言である福建語が、華人
の共通語として

使用されていたが、方言である福建語を使用することは、華語教育
の障害にもなるために

政府にとっては好まれることではなかつた。一方、マレ
ー人やインド人社会では、それぞ

れマレー語、タミル語という彼らに共通する母語が存在 して
いたため、華人間に存在する

この種の問題は、ほとんど存在しなかつた。この問題を解決するため
にも、積極的な華語

の推進が必要とされたのである。

華人社会に理解を求めるため、「スピーク
。マングリン・キヤンペーン」の利点として

以下のものがあげられた。
Ⅲ3

1,方言間による壁を取り除き、華人の意思の疎通をはかる。

2,華語は文章化することができるため、学習及び応用が容易である。

3,華語の応用範囲は広 く、華語は「華文」を学習するための鍵にもなり、また「華文」

推広華語秘書処編『十年華語』、

推広華語秘書処編『十年華語』、

推広華語秘書処編『十年華語』、

推広華語秘書処、

推広華語秘書処、

推広華語秘書処、
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1990、  20頁 。

∧
バ
＝
性
―
八
盤
半
ｂ
Ｃ

１

　

２

　

３



は、華人の豊富で悠久の文化遺産を知るための鍵にもなる。

4,科学技術の発展に伴い、華語もコンピユーターの言語としても使用されるようにな

り、漢字の漢語併音
Ч
、部首、適i数等を用いて、コンピユーターに資料を入力する

ことができるようになつた。

5,華語は、第 2言語としての華文の学習の強化に繋がる。

6,華語は、華文を学校教学言語にさせるための特別な意義を有している。

7,学校で学習した華語は、学外でも用途がある。

8,方言の 8、 9声と異なり、華語には 4つの声音 lノかないため、学習しやすい。

そして、シンガポール国籍を有する華人を対象に、単に「華語を話そう」とスローガン

を掲げるのではなく、具体的な方法を提示して推FしていくこととなI)た。そして、効果

を上げるために、1982年 より、以下のように対教や場所を限定 して運動を展開していく

こととなつた。

1982年  職場
1983年  市場やフー ド・コー ト
1984年  子供を持つ華人の両親
1985年  交通機関の労働者
1986年  飲食業
1987年  シヨッピング・センター
1988年  ホワイト・カラー階級
1989年  華人全体
この運動に際し、当局では、ポスタ

‐、,段幕、テレビ広告、音響等に`kる 宣伝を展開し、

た他、聯合早報、聯合晩報、ストレーツ 'タ イムス、新 1月 11報等の新聞ネ11、 当時のシンガ

ポール広播局 (SillgapOre Broadcaming Co■ )Oratioll,SBC)ツ や、その前身のシンガポール広

播電視台 (Rado alld Tcle宙Jon Singaμ )じ,RTS)と いったマスメデイアが積極的名支持を

表明し、数年間華語講座の番組を企 lfliす るというように、この運動に大きく貢献した。ま

た、毎年 10月 を「スピーク・マングリン。キヤンペーン 1月 間と設定 lン、その月間には

国会議員、公民諮詢委員会、コミJ^ニデイー・センター管理委員会、居民委員会等の地域

組織のメンバーが、各家庭、市場、フー ド・コート等を訪問し、宣伝品を配布したりして、

*1 中華人民共和国、シンガポール等で採用されている、アルフアベツトを使用した標準

中国語の発音記号。

*2 1997年の時 点 で は、 シ ンガポー ル広 播 局 (SingapOre BrOadcasting Corpor誠 lon,SBC)

に代わつて、シンガポール国際メディア機構 (SingapOrc lnに rilati()nal Mc(lia Pr市 atc Limitcd,

SIM)が編成されており、その傘下には SIMグループ機構 (The sIM group incorporaに s)、

シンガポール・テレビ機構 (tlle Tclevお k)n Corporalon of ttllgaporc,TCS)、 シンガポール

・ ラジオ機構 (the RadiO Corporation of Shlgapore,RCS)、 テ レビジ ヨン・ トウエル ヴ・ ネ

ッ トワー ク (Televion Twelve Pte Lid,'1lV12)及 び SIMコ ミユニケ… シ ヨン機構 (SIM

Communication Ptc Ltd,SIMCOM)があるて〕
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華人に華語の使用を呼びかけた。
Ч

この運動に際して、1979年以降、政府の採用した措置には以下のものがあげられる。
中2

1,カ ウンター・サービス

政府部門と法定機構では、華語を話せない華人職員に代わつて、華語を話せる職員をカ

ウンターに配置した。また、華人職員は、勤務時間内においてできるだけ華人職員とは

華語で会話するように支持を受けている。

2,華語課程
当局は、公共機構サービスで、市民との華語による会話の必要に応じて、職員のために

華語会話課程を設けた。1980年以降、政府各部門では、4,000人余りの公務員が、この

課程を受講している。

3,試験
教育部は、華語会話課程を受講ヒノた公務員に対して、華語会話試験を実施し、合格者に

は、昇級の際に若千考慮されることとなつた。1981年 以来 (1989年 まで)、 政府部門と

法定機構では 3,001名 (74.5%)の合格者を出している。

4,タ クシー運転手
1979年以降、華人のタクシー免許中請者に対 tノてヽ単語の会話能力が義務づけられる

こととなつた。

5,テ レビ・ラジオ番組
テレビ、ラジオの方言番組は、華語を解さない人々のためのエユース以外、段階的に廃

LLされ、華語が取つて代わるようになつた。

6,ビデオ・llAl画

当局は、ビデオテープと1映画の監修を行う際に、華語によるものに優先的に監修 lノ、方

言によるもの特別した。

7,標準華文委員会の設立

教育部は、シンガポールにおける華文の応用についての研究、華語の質の向 |ヽ、標準的

な華語の提供といつた目的を達成するために、1981年 に標準華文委員会を設立lノた0

8,漢語併音による名称
飲食メニューの看板、新会社及び商業機構、住宅発展局 (HDB)の ニユータウン、新

街路名、個人住宅区及び建築物、満 12歳時の児童身分証の登記名、華人の新41i児名

を、漢語併音にて行うことを決定した。
ち

b,第 2段階での「スピーク・マンダリン。キヤンペーン」(1990年 -1999年 )

*1 推広華語秘書処編『十年華語』、推広華語秘書処、1990、 20頁。
*2 推広華語秘書処編『十年華語』、推広華語秘書処、1990、 28‐31頁 。
*3 福建系の Tan Lark Syc(陳六使)という名 Tanという姓は変わらず (親の姓がそう

であるため)、 名のみを漢語併音の Liu Shiする。それまでは同一の漢字であつても、方言

によって、福建系や潮州系では Tan、 広東系では Chan、 客家系では Chnlと表記されきた

ように、様々であつたアルフアベツト表記を統 すヽるためでもある。



以上のような形で展開された「スピーク・ 。マングリン。キヤンペーン」は、上述のよ

うに、最初の 10年間は、日常生活における華語の使用を目的としていたが、その後の 10

年間は、第 8章第 1節及び第 2節でも述べているように、中華文化に照準を当て、宗郷会

館の活性化、華人の伝統風俗の紹介、中国・香港・台湾の華語による映画の上映、華語戯

曲等の文化的な行事を増やすことに力が入れられてきた。また、中国の改革開放に伴い、

華語はビジネスにおける重要な言語として受け入れられ、インターネットでも華語は普遍

的に使用されるようになり、運動も様相を見せるようになっている。
Ч

第2節  「スピーク0マンダリン・キャンペーン」と華人青少年
このように、政府は積極的に「スピーク・マングリン。キヤンペーン」を展開してきた

が、以下に述べる問題に答えるべく、1997年 に青少年の使用言語についての調査を行つ

た。

1,2言語教育と「スピーク・マングリン・キヤンペーン」はどれだけの効果をあげた
のか。

2,それはどのような形となって青少年の間に浸透しているのか ;それらの政策以外に、

華人青少年の華語習得には、言語政策以外に他の要因が考えられるのか。

3,それらの政策は、華人人青少年の言語生活やアイデンテイテイにどのような影響を

与えることになつたのか。

4,英語と母語の2言語教育、これら2種類の言語政策は相克するものなのか、それと

も調和していけるものなのか。

本節で用いた調査方法は、アンケート調査と聞き取りを中心としたものであり、特にア

ンケート調査に関しては、1997年 に、シンガポールに居住する30歳以下の華人青少年 1000

人を対象にアンケート形式による調査票を配布し、713人より回答を得た。これら713人

は、年齢、学歴、職業により、小学校 6年生 88人、中学生 34人、大学生 。大学院生 302

人、社会人 289人に分類した。調査票は、華人青少年の華語能力及び使用言語に重きを置

いて作成した。

a,華語能力
調査結果 (表 18参照)を相対的にみると、華人青少年の華語能力はすでに問題がない

と考えられる。平均では、「話す」と「読み書き」の場合、青少年の半数近く(それぞれ 36。 7

%、 47.8%)が、「聞く」に至つては 6割以上 (60.5%)力 S、 非常によくできると答え
ている。また、「話す」がヲF常によくできると、できると答えた青少年の合計は、平均し

て 98.9%に もなり、1975年 の 85%中
2か
ら10%以上も増加している。

これは、 2言語教育及び「スピーク・マンダリン。キヤンペーン」の普及以外に、おお

よそ家庭とマスメディアから影響を受けていることも考慮に入れなければならない。「ス

*1周清海、呉英成「華語」、『聯合早報』1998年 9月 12日
*2推広華語秘書処編『十年華語』、推広華語秘書処、1990、 52頁。
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ピーク・マングリン 。キヤンペーン」開始と同時に、マスメディアにおける方言による番

組はすべて華語に切 り替えられ、香港映画も広東語から華語に吹き替えられる等の方言廃

止運動が繰 り広げられた。青少年の親の世代にあたる、華語教育を受けた多くの華人はも

ちろんのこと、方言しか話せない高齢者層の華人も、仕方なく華語のテレビ番組を視聴す

るようになり、華人青少年は、家庭あるいはマスメディアを媒介にして、毎日のように華

語を耳にする機会を持つようになつた。・

また、1993年のシンガポールプレス・ホールデイング社、1997年のフォーブズ 。リサ

ーチの調査によると、 8割以上の華人が華語で会話する能力を有 しており、華語系の第 8

チャンネルの視聴率は、英語系の第 5チャンネルを上回り、華語を媒介としたマス・メデ

イアは、華人の中では依然として支持されており、それが華人の華語を聞く能力を維持さ

せているともいわれている。
中2そ
れに比べると、「話す」ことと「読み書き」をする機会

は比較的少ないと考えられる。

調査結果の中で最も興味深い点は、小学校 6年生の華語能力である。「話す」、「聞く」、

「読み書き」のどの方面をみても、 fr均 もしくはそれ以上の能力を有している。特に、

6割以上の児童が「話す」、「読み書き」に対して全 く問題ないと答えており、できない

と答えた児童は皆無であつた。それと対比して、中学生以上では、「聞く」、「話す」、「読

み書き」のすべての項目において、できないと答えた被調査者が2-8%存 在 している。
この点から、英語主流の教育から2言語重視の教育へ言語政策が転換し、 2言語教育及び

「スピーク・マンダリン 。キャンペーン」は、既に教育システムの一環として軌道に乗 り、

成功を収めているということができる。

一方、社会人の華語能力が「聞く」、「話す」、「読み書き」の各方面ともに、大学生・

大学院生を上回つているのは、仕事上での必要性や、社交活動の場で華語を聞いたり使用

したりする機会が増加するためであると考えられる。実際に大学内で華語を話す必要性は

なく、華語ができないために不便する事はほとんどないが、社交活動の場では、かつての

華語学校出身者や高年齢層と接する機会も自動的に増加 し、華語の必要性に直面すること

が多くなるからである。

また、華語能力の向上におけるその他の要因として、シンガポールは、1980年以降ア

セアン第一位のGNPを 不動のものとして以来、国家経済が安定 し、その結果、国民は物
的保証と安らぎの場を享受しようとするようになったことが考えられる。P.ブルデユー
が、「未来を支配しようとする努力は、成功の最小限のチヤンスが確保されるのに必要な

条件が与えられてのみ、実際に試みられる。その場合、各個人の性向やイデオロギーの体

系が再構造化されることとなるが、それは生活の物的条件の決定的な変化によるものであ

*l Chew S00■ Beng,et.al,eds.,フし′レの ακα ι″υs夕JaS οだん
““
gS'″

`瑠

り0′ιακS(SingapOre,

Simon and Schuster, 1998), pp.129-156.
*2周清海、呉英成「華語」、『聯合早報』1998年 9月 12日。
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り、それはまた、ニカ国語の使用能力、資格、教育水準の向上もともなっている」・ と述

べているように、シンガポール国民、とりわけ青少年は、経済的性向の変化のための経済

的条件を満たすために、2言語の使用能力、資格、教育水準の向上を目指すようになつた。

実際に、「スピーク・マンダリン。キャンペーン」が開始されると同時に、それまでは、

学歴、職業教育、資本がなくても得られる、最も確実な仕事と見なされていたタクシー・

ドライバーでさえも、採用条件に 2種類の言語能力が課されるようになる等、保証される

職業を得るためには、個人の性向の再構造が求められるようになった。聞き取りでも、「高

等教育機関に進学するためには第 2言語の成績は重要」、「 2言語の習得は就職の際の必

須条件」といつた意見も多く見られ、そのために、教育熱心な親が積極的に家庭内で子供

に華語を使用させるというケースも多く、従来の英語教育一辺倒では、生活の目標を達成

することができないという認識が一般的になつてきている。

b,家庭での使用言語
調査結果 (表 19参照)から、現在、華人青少年の華語、英語及び方言すべての言語が、
普遍的に使用されていることがわかる。平均の使用率をみると、華語が35.5%と首位を
占め、続いて方言の 23.5%、 多言語の併用 20。 6%と、英語の20.4%と いう結果とな
つた。1990年のセンサスによると、当時 20歳以下の華人の家庭における主要な使用言語
は、華語が 40%、 英語が 24%、 方言が 20%と なつており、この数字だけを見ても方言
と英語の地位が逆転していることがわかる。

Ⅲ2英
語ではなく華語が、華人青少年の常用語

として根づいていることは、 2言語教育、特に「スピーク・マングリン。キャンペーン」
が成功を収めているということができる。 また、小学生の 45.5%、 中学生の48.2%
が華語を家庭内で使用し、その数字は大学生 。大学院生及び社会人を上回つているように、

年齢が低くなるほど、家庭内で華語を使用する率が高くなつているということも明らかに

なった。全体的にみると、年齢が低くなるにつれて、家庭内での英語使用率は減少し、む

しろ華語のみや多言語の併用が多い。シンガポール国立大学に lo年間勤務している教員
は、「5、 6年前までは、学生たちの雑談もほとんどが英語であつたが、現在は華語をよく
耳にするようになった。」と述べている。

方言の使用率に至っては、明らかに減少の傾向にある。約 3割の社会人 (30。 1%)、

大学生 。大学院生 (29。 1%)が家庭内で方言を使用しているが、中学生及び小学生は 17.6
%と 17.1%と低くなっている。これは、 2言語政策及び「スピーク・マングリン。キャ
ンペーン」の成果の現れや政府の方言廃止政策とも関係深いが、その他に家族形態や住環

*1(註 8)Pierre Bourdieu,■ Jger′ι6QS″
“
c″″の Ec・οκο

“
′響ωι′Sれε″res■″POκ′たs(PaHs,

Les Editions de Minut,1997).(原 山哲訳、『資本主義のハビトゥスーアルジェリアの矛

盾』、藤原書店、1993年 、126-127頁。)
*2 Lau Kak Eng,ed.,Sttgη ο″ι Cι

“
s“sげ Pψ

“
α

“
"199θ
 r Z,″ rαり ,Zακναgas,シ滅

“
ακグE力 cα″οκ (SingapOre, Deparment Of Statittics,1993),p.4.in『 聯合早報』 7月 7

日。また、家庭での華語使用については以下の部分に詳しい :張亜群著「当代東南亜華文

教育面臨的文化伝承問題弁析」、『華僑華人歴史研究』 1996年第 1期、10頁。
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境の変化にも起因 tノている。現在、シンガポール政府は少子化及び高齢化問題を改善する

ために、積極的に大家族化を奨励し、多出産と口i親 とtの同居を支持している。しかしなが

ら、それでも確実に核家族化が進行 tノている現状がある。核家族が増加し、夫婦共働きを

1ノている多くの家庭では外国籍のメイドに家4)と

''こ

を任せ、方言を話す祖父母との同居

や交流も減少した。また、衛星都市の発達や国民統合の一環として進められた公共住宅 (H
J〕 I)住宅)の建設により、すみ分けがなされていた方 |:群の分散や解体が進んだ。よつて、

青少年を中心に方言を使用する機会も減少 lノているo

本調査において、シンガポール華メ青少年の使用111語の特色として明らかになつたこと

は、数種類の言語の併′Hである。被訓1査者の 2害 1以 it(20.6%)力 S、 華語、英語及び方

|:iる114均して使い分けている。大学生 大ヽ学院41では 12.0%、 中学生では 16.2%、 小

学イ|)になると28,3%と 、併用の率が高くなI)ている。英語と華語に付け加え、方言も含
めた多言語の使用は、シンガポールの歴史的背景と

'言
語教育の副産物であるということ

ゾ)｀・Cき る。

方ヽ、1990年のセンサスによるとi llL人 1鱗帯の中で、最もよく使用されているのがな

」
‐3i方言であり、車人世帯総数の 0ヽ6%を 占iめ・イいる。方言は全体の半数を占めている
が、10年前の 81.6%か ら比較するた、減少 tノていることは明らかであり、・ 実際に、上

述の調査における小学生、中学
`Lの

方言使用率が約 17%で あることからも、今後も下降

移iを迪って行くであろうと考え 2)ね′る。また、方言の現象に伴い、華語を話す世帯は 1980

イ11の 10.2%か ら1990イドの 29.8%に、英語を話す家力|:17.9%か ら19.2%に 増加している。

また、家庭での使川言語が単 iヽ言計|である#人 |ltイ |}は 79.5%であり、その中で方言を

言11う
｀
111帯は 42,9%、 11語を話す 11111ケ II11 23,|%、 英「:|を話す世帯は 13.2.%と なっている。

11ノ :、 2言語を話う111帯は 19.9%で 、その中で最も多いのが華語及び非公用語の 10.7%、

英1喜 と非公用語の 6.3%、 英語と■111の 2.2%の み
'1な

っているが、
中2上
述の調査におけ

る2言語の使月1率は 20。 6%で、その中でもイ「 齢層が千1ξいほど併用の率が高くなっている。

c,公共の場所での使用言語
11人青少年は、場所や状況の如1何によって言語を臨,機応変に使い分ける。場所の雰囲気、

会議相手の言語能力及び態度が、彼ら)の使用言評1の遺択に直接の影響を与えている。調査

対i果 (表 宏)参照)では、デバーヽ 卜及びフー ドンロ ^卜 (屋台を含む)での使用言語を比

較 tノて分析を行つた。調査結果から、高級品を扱い外1可製品も充実しているデパートでは、

英語を中心と lンて使用されていることがわかる()111学 4Lの 64.7%、 大学生 。大学院生の

80.8%、 社会人の 54.5%というように、小学生を除くすべての年齢層において、デパ
… 卜での英語の使用率の高さがみられる。

問き取りでは、「デパー トでのll_語や方言の使用は場所にそぐわない」、または「高級

ブランドの店の中で方言を使うと変な日で見られた1鶴 :、 デパートでは英語の使用が当然

といつた意見を述べる被調査者が多かつた。参与観察では、チャイナ 。タウンにあるよう

謂尚志「人口普査専題論文」、['1勝合 1書報』、1996イ「 6月 25日。

認尚志「人「
1普査専題論文」、『聯合早報1』、1996イ 116り :;25日。

１

　

２



な中華系デパー トを除いて、一般デパー トの店員は、まず若い華人客に対しては必ず英語

で話しかけ、顧客が華語を話すとそれに合わせて臨機応変に華語に切り替えている。顧客

が中高年華人でである場合は、店員は最初から華語を使用して応対している場合が多いと

いうことが確認できた。

一方、デパートとは対照的に、フード・コートでの主要な使用言語は華語である。屋台

などのフード・コートの華人従業員は、華語学校出身者や高齢者を中心とする未就学者で

ある場合が多いため、一般的には従業員と顧客との会話は華語を介して行われる場合が多

く、場合によつては方言も使用される。本調査では、小学生の 65。 9%、 中学生の 64.8

%、 大学生 。大学院生の 53.1%、 社会人の 53.3%と いうように、半数以上の被調査者

がフード・コートでは華語を使用しているということが明らかになつた。シンガポール政

府の 1989年の抽出調査の統計によると、フード・コートにおいて華人顧客の 42.7%が

華語を、48.6%が方言を、8.7%がそれ以外の言語を使用していることから、・ 華語の

使用率が方言を上回つたことがわかる。

実際に、聞き取りでも「相手が英語を話せるかどうかわからないのでとりあえず華語を

使用する」、「英語を話すと無視されたことがある」や、「方言を使うと親しみを持つて対

応してくれる場合が多い」という英語回避派の意見が多かつた。こういつた状況を考慮し

て、フード・コートでは最初から英語を強行せず、無難な華語を使用する場合が多い。参

与観察においても、例えば、大学内のフード・コートの場合であつても、普段英語を使用

している大学生が、華語に切り替えて注文をする場面が多く見られた。

場所や状況によつて、何種類かの言語を使い分けるという、シンガポール華人青少年の

臨機応変な態度とその語学能力は、言語政策の変遷など、歴史の過程が彼らに与えた能力

でもある。こういつた能力はまた、シンガポールの国際化と経済発展においても効力を発

揮し、それはシンガポール華人の一種の無形財産となつている。

第3節 華語と英語の関係
タム・ソンチーの調査によると、

中21990年
のセンサスでは、 2種類の公用語に精通して

いる者は、シンガポール人全体の中で 46.5%を 占め、1980年 の 38.6%と 、1970年 の 19.1

%と比較すると大幅な伸びをみせている。また、このうち 10歳から20歳までの青少年が

最も2言語に精通しており、その反面 40歳から49歳にかけての年齢層が 2言語能力が最

も低いという結果になった。40歳から49歳にかけての年齢層の人々が就学年齢であつた

時期に、各言語源流学校がはつきりと分かれていたためであると考えられる。

上述の数字と本節における調査結果と合わせて、シンガポールの 2言語教育及び「スピ

ーク・マングリン。キヤンペーン」は、基本的に成功を収めているということが確認でき

る。現在、華語は完全にシンガポール華人社会の中に定着し、華人青少年の中では普遍的

に使用されるようになつている。しかし、決して、華語が華人社会における第 1言語とし

*1推広華語秘書処編『十年華語』、推広華語秘書処、1990、 34‐35頁。
*2諄尚志「人口普査専題論文」、『聯合早報』、1996年 6月 25日 。
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ての地位を獲得しているというわけではなく、青少年を中心に英語や方言などの言語と同

時に使用され、状況に応じて使い分けられている。従来の英語教育は、うまく2言語教育

のうちの 1つに組み入れられ、英語は対内的には国民統合を促進する役割として、対外的

には国際都市シンガポールを世界にアピールするためのグローバルな言語として効力を発

揮している。

一方、華語は、華人の伝統文化や価値観の保存、華人のアイデンティテイの確立といつ

た目標を実現させた。また、華語自身の持つローカル性が、華人の対中貿易の促進、世界

的な広がりを見せている華人ビジネス・ネツトワークヘの参入にも貢献することとなり、

国際都市シンガポールの競争力を更に強化する結果につながつた。英語と華語の 2種類の

言語は、単に調和することができただけではなく、その調和がシンガポールのグローバル

化を前進させている。

1990年のセンサスでは、月収 5000ド ル以上の華人世帯の内、37.9%の世帯が英語を話

し、続いて方言の 37%、 華語の 16.6%と なつている。その一方で、月収が 500～ 1999

ドルの世帯では、主に華語を話す世帯の割合が最も高くなつているという。タム・ソンチ

ーは、「高収入世帯での華語の使用率は低いが、華語は決してある一定階層での使用言語

となつているわけではない。現段階もしくは将来的に見ても、華語は経済的な価値を持つ

言語となるはずだ。」とし、今後この数字が変化していくことを予想している。
・

実際に、 2言語教育及び「スピーク・マングリン・キヤンペーン」は、華人青少年の英

語離れをもたらしたわけではなく、華語と英語という2種類の言語を同じように話すこと

ができるバイリンガルな青少年を作り上げた。そして、華語の習得は英語と同様に、国民

の経済的条件を満たすための手段の一つとなつた。ゴー・チヨクトン (呉作棟)首相は、

「シンガポール華人の長所は、他地域の華人と意思の疎通ができるることである。また、

彼らは英語と華語に精通し、西洋と東洋の文化にも総じて慣れ親しんでいるため、東西の

経済体系にも問題なく参与することができるだけでなく、それらの架け橋にもなる。これ

は、シンガポールが、グローバル都市としての地位と、東西を共有する中立的な都市とし

てのシンガポールを確立することができる」
中2と
して、これまでの 2言語教育の正当性を

強調した。

華語はまた、これまでの英語教育だけでは取り払うことのできなかつた、世代間と階級

間に存在していた壁を取り除く役割を担うこととなつた。独立前のシンガポール華人社会

では、エリートである英語学校出身者と労働者階級を中心とする多数の華語学校出身者が

存在しており、両者の間には言語、国家への帰属感、価値観すべてにおいて共通点がみら

れなかつたが、現在の華人青少年には共通して、バイリンガル (人によつてはマルチリン

ガル)であることと同様に、「国籍ではシンガポール人であるが、同時に民族的には華人

である」という多元的なアイデンテイテイが生まれることとなつた。

1999年 3月 21日 に、華僑中学は、ゴー・チヨクトン首相を主賓に招き、創立 80周年

１

　

２

諄尚志「人口普査専題論文」、『聯合早報』、1996年 6月 25日。

『聯合早報』、1998年 10月 31日。
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の記念式典を開催する。・ 1919年に、各帯派の企業家の賛助により、帯派を超越した学校

として設立され、方言ではなく華語を教学用語として教授し、あらゆる階層の華人子弟を

受け入れた華僑中学の存在は、華人社会に存在していた「討派」と「階級」を超越する存

在となり、華人社会における大きな意義をもたらした。また、「スピーク・マングリン・

キャンペーン」が開始の 1979年 に、華僑中学は特選中学
り
の 1校に指定され、英語と華

語双方を第 1言語として教授するようになり、英語と華語に精通した優秀な生徒が多く排

出されるようになつた。「スピーク・マンダリン
。キヤンペーン」が、英語教育だけでは

取り払うことのできなかつた、世代間と階級間に存在していた壁を取り除く役割といつた

意味では、当時の華僑中学のあり方に通じるところがある。教育政策と言語政策は常に相

互関係を有し、切り離して実施することができないということを、この点からも指摘する

ことができる。

１

　

２

『聯合早報』、1999年 3月 16日。

特選中学についての詳細は、終章第 1節を参照。
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表 18 華人青少年 (770人 )の華語能力

表 20公共の場所での使用言語

聞く (%) 話す (%) 読み書き(%)

小学校 6年生

88人

非常にできる

よくできる

できない

35.3

63.6

1.1

65。9

34.1

0

60.2

39.8

0

中学生

34人

非常にできる

よくできる

できない

29.6

“

.6

6.8

45.5

48.9

5.6

29.6

68.8

2.2

大学生 。院生

302人

非常にできる

よくできる

できない

35.1

57.7

8.2

60.5

34.3

5.2

44.8

52.4

2.4

社会人

289人

非常にできる

よくできる

できない

47.0

48.0

5.0

70.7

25.0

4.3

57.0

40.6

2.4

平均

770人

非常にできる

よくできる

できない

36.7

58.2

5.1

60.5

36.0

3.5

47.8

50.4

1.8

1997年 合田美穂
表 19 家庭での使用言語

華語 (%) 英語 (%) 方言 (%) 全言語 (%)

小学生 (88人 )

中学生 (34人 )

大学生 (302人 )

社会人 (289人 )

平均 (770人 )

45. 5

48. 2

28. 3

20. 2

35. 5

9。  1

17. 6

30. 6

24. 5

20。  4

17. 1

17. 6

29。  1

30. 1

23. 5

28。  3

16. 6

12. 0

25. 2

20. 6

1997年 合田美穂

華語 (%) 英語 (%) 方言 (%) 全言語 (%)

小学生

(88人 )

(フ
ート・゙コート)65。 9

(テ
゛
ハ―゚卜)  48.4

(フ
ート・゙コート)5.7
(テ
゛
ハ―゚卜)   33.3

(フ
ート・゙コート)10.2

(テ
゛
ハ―゚卜) 1.1

(フ
ート・゙コート)18.2

(テ
゛
ハ―゚卜)   17.2

中学生

(34人 )

(フ
ート・゙コート)64.8

(テ
゛
ハ―゚卜)28.4

(フ
ート・゙コート)13.7

(テ
゛
ハ―゚卜)64.7

(フ
ート・゙コート)13.9

(テ
゛
ハ―゚卜) 2.3

(フ
ート・゙コート)7.6

(テ
゛
ハ―゚卜)4.6

大学。大学院生

(302人 )

(フ
ート
゛
・コート)53.1

(テ
゛
ハ―゚卜)10.8

(フ
ート・゙コート)22.5

(テ
゛
ハ―゚卜)80.8

(フ
ート
゛
・コート)14.7

(テ
゛
ハ―゚卜) 1.0

(フ
ート
゛
・コート)9.7

(テ
゛
ハ―゚卜) 7.4

社会人

(770人 )

(フ
ート・゙コート)53.3

(テ
゛
ハ―゚卜)23.9

(フ
ート・゙コート)12.4

(テ
゛
ハ―゚卜)54.5

(フ
ート
゛
・コート)14。 1

(テ
゛
ハ―゚卜)2.5

(フ
ート
゛
・コート)20.2

(テ
゛
ハ―゚卜)  19.1

1997年 合田美穂
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第7章

本章は、シンガポール華人青少年の日常生活における身近な事柄である、「宗教」、「占

術」、「英文名」、「歌謡曲」に関する意識調査を行い、まとめたものである。本章で用い

た調査方法は、アンケー ト調査と聞き取りを中心としたものであり、特にアンケート調査

に関しては、1991年に、シンガポールに居住する 35歳以下の華人青少年 1300人 を対象

にアンケート形式による調査票を配布し、770人より回答を得た。これら770人は、年齢、

学歴、職業により、小学校 6年生 90人、中学生 90人、大学生 。大学院生 300人、社会人 290

人に分類した。聞き取りに関しては、1991年、1996年 、1997年、1998年 に実施した。

第1節 華人青少年と宗教
タム・ソンチーは、現在のシンガポールにおけるいくつかの主要文化は、宗教信仰体系

をも含めて、社会、経済、政治の様々な影響を受けて現在の状態のに達したものであると

し、それらの文化や宗教信仰体系が、それぞれの母体であつた出身地の文化体系から離れ、

その制約を受けておらず、また、それらが新たな都市的環境に完全に統合されていない状

態である「浮遊している状態」であると形容 している。そして、キリス ト教を例にあげて

「シンガポールでは、初期のキリスト教宣教師による改宗を目的とする積極的な布教活動

の結果、主として英国国教会、メソジス ト派及びローマ・カトリック教会によって多くの

教会や学校が設立された。そして長い年月の間には現地住民のキリスト教信者の数も増え

たが、ミッション系の学校で学んだものの全てがキリス ト教徒になつたわけではない。ミ

ッシヨン系の学校は英語で教育を行う公立の学校と共に、西欧志向の現地人エリー トを養

成 した。」・ と説明しているが、このように、植民地時代の宗主国のキリス ト教は、シン

ガポール人にとって、多大な影響をおよばした宗教ではなかったのである。

1965年の独立前は、キリス ト教徒はさほど多くなかつたといわれるが、近年来、英語

教育の進行に伴う欧米文化の流入により、若者の間でキリスト教を信仰する人口が増加す

るようになってきている。ここ数年、シンガポールではクリスマス前夜になると、オーチ

ャー ド・ロー ドといった繁華街のメインス トリー トにて、キリス ト教を信じる若者達のグ

ループが、聖歌隊を結成 して賛美歌を合唱し、キリストに関する演説の舞台を設けたり、

ビラをまいたりする光景がみられ、青少年の間におけるキリスト教の浸透を肌で感じるこ

とができる。
中2ま
た、クリスマス・キヤロルと称 して、クリスマス前夜に各家庭を訪問し

て合唱する若者のグループも数多く出現し、若いキリス ト教徒が増加したと受け止めてい

るシンガポール人も少なくないという。

一方、華人の移民当初から存在している「中国系宗教」については、タム・ソンチーは、

*1 ¶ham Seong Chee,Rι ″♂οκ α
“
α

“

bル
“
″α″
"rA S″の ィ

Cλα
“
♂
“
gR'加αおα″αtg

S滋♂μ膨 働 Jκωらル物り α
“
グル″α
“
s,Ullesco,1984.(設楽靖子訳『近代化と宗教一複合国

家シンガポールの場合―』、井村文化事業社、1989年、24-25頁 。)
*2筆者の、クリスマス前夜のオーチャード・ロー ドでの参与観察による。(1997年 )
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シンガポール華人の信じる宗教の中で、「中国系宗教」は、民間信仰 (中国系宗教のア
ニ

ミズム的下部構造)、 道教、儒教、仏教、さらにマレー固有のアニミズムに起源を持
つ諸

々の慣行の要素を包括した宗教信仰体系であると定義づけている。また「中国系宗教」
は、

人々が自身が信じていると称していることと、実際に行うこととの関連が把握し
にくい点

が特徴である。つまり、キリスト教やイスラムとは異なり、中国系宗教が礼拝や信仰と
い

う面で形式的に組織だつた体系ではないため、その把握が難しいという。よ
つて、多くの

華人は宗教の面で消極的或いは不熱心とみなされることもあるが、それは彼らが必要と感

じた時、例えば神格の加護、しかも特に御利益に結びつくとわかつている神格
の加護を求

める時にのみ、祭祀の場所に出かけるという意味においてであると指摘して
いる。
Ч

本節における調査の際には、上述のタム・ソンチーの論点から、ア
ニミズム的な民間信

仰、道教、儒教、仏教を包括して「中国系宗教」とし、カソリック、プ
ロテスタント、そ

の他ユダヤ教等の起源を同じくするものを包括して「キリスト教」とし、それ以外
の宗教

を「その他」として、それぞれ分類した。

調査結果 (表 21参照)では、小学生の約 6割が「中国系宗教」を信仰していると答え

ている。小学生が宗教を選択する意志を持つているかどうかという問題をふまえて考える

と、実際には個人の信仰というよりも、家庭での信仰を述べている場合が多分
に考えられ

る。中学生、大学生・院生の場合、「キリスト教」を信仰している割合が 3割以上と高く

なっている。これは、特に大学生の両親に英校出身者が多く、家庭にて欧米の影響を受け、

比較的キリスト教を受け入れやすい環境にあるということ以外に、聞き取りからでも、「中

学生時代にキリスト教徒になつた。」と答えた大学生も多く、学校におけるキリスト教徒

の同級生による勧誘や、キリスト教系のサークル等の活動への参加から、キリスト教を信

仰するケースが多いと考えられる。

1980年のセンサスでは、「キリスト教」が 11%、「中国系宗教」が 72%であるのに対

して、10年後の 1990年 のセンサスでは、シンガポール華人全体では、「キリスト教」が 14

%、「中国系宗教」が 68%で あることから、キリスト教が、若千ではあるが増加している

ことが確認できる。
Ⅲ2ま
た、センサスの数字と比較すると、本調査における若者の「キリ

スト教」の信仰率は約 2倍となっており、この数字だけで判断することに限界を持つが、

それでも若者のキリスト教志向が明確であるということが検証できた。

なぜ、このように若者を中心にキリスト教徒が増加しているのか。学生時代に、周囲
の

キリスト教徒の急激な増加を感じていた、非キリスト教徒の会社員 (29歳)は、「キリス

ト教は組織力が非常に強い。特に学校内で、同級生からの勧誘を受けることはしばしば
で、

シンガポール国立大学内でもキリスト教関連のサークルは非常に多く、その組織力とネッ

トヮークの強さと大きさから、友人や知人を介して、キリスト教組織に入つていく同級生

が多かつた。自分の兄弟も同様に、同級生を介してキリスト教徒になつた。」と、学生が

*1「mam seong Chee,RιJjgiοκ α
“
α Mθ滋
“
zza″ο″ AS″の イ

Sれgψοκ ttjκωら Mα′り ακグルα,ακs,Unesco,1984。 (設楽靖子訳

家シンガポールの場合―』、井村文化事業社、1989年、10… 12頁 。)

*2 Cο

“
ヮん″ι″″ッ CικS“s9θ ″ighri♂ぉ,Department of Stttistics Singapore,1990,p.16.

Cみακgj“gR'″αJS α″οκg

『近代化と宗教―複合国
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キリスト教信仰に導かれる環境をこのように指摘している一方で、「キリスト教には植民

地時代からの高級感が存在し、キリスト教徒でいることで、人より上の階層に所属してい

る錯覚を自他共に認めてしまうところがある。」とも指摘する。・

また、「洗礼を受けたことがあるけれど、キリスト教への信仰心はほとんどないので、

キリスト教徒であることをやめることも考えたが、社会的なイメージのためにやめていな

い。就職活動の時に履歴書には必ずキリスト教徒であることを明記し、エリート家庭出身

というイメージを会社に与えるようにしている。」
中2と
ぃった者の存在が、上述の会社員

の指摘を裏付けており、キリスト教が、多くのシンガポール人の中で、一種の「高い階層

の宗教」といつたイメージをもたらしている事実が存在する。筆者の参観した、伝統的な

トアパヨ・カソリック教会 (華語系)での礼拝では、神父の言葉、オルガンの奏でるメロ

ディー、賛美歌以外には、私語は存在せず、そこに参列している 300人余りの信者全体と

それを包み込む聖堂には、非常に厳かな雰囲気が漂つていた。礼拝後には、各個人が壇上

の神父の前にぬかづいて、国にバンを入れてもらうというように、儀ネL的なものではある

が、神父と信者との関係がはつきりと区別され、キリスト教の神聖さと「高い階層の宗教」

としてのイメージが更に増大しているのである。
・3

その一方で、キリスト教徒の弁護士 (30歳 )は、「自分は、社会人になってから友人の

紹介でキリスト教徒になり、最初は、英語を話す弁護士や医者といつた専門職の人間が集

まる教会へ行つていたが、彼らは傲慢で暖かみが感じられず、華語を話す庶民の行く小さ

な教会へ行くようになった。」“と述べているように、キリスト教は、実際には世間一般

にみられる「高い階層の宗教」としてだけではなく、庶民的な存在でもあることを指摘す

ることができる。

上述の弁護士の通つているリニューアル教会 (華語系)では、毎週日曜日に華語による

3度の礼拝があり、各年齢層の華人が参加している。礼拝では、牧師が非常にフレンドリ

ーな口調で華語による説教を行い、いわゆる厳粛な賛美歌ではない賛美歌が、明るい雰囲

気の中で合唱される。その後の軽い立食会では、信者は牧師と親しく言葉を交わすことが

できる。また、信者によって、各地区ごとに青年部が組織され、青年部では、礼拝以外に、

毎週の聖書勉強会、不定期のバーベキューやキヤンプ等を企画しており、信者以外の者が

参加することができる。各青年部には 20人程のメンバーがおり、彼らは高校生、専門学

校生、無職、会社員と様々で、年齢や学歴も一様ではなく、中には、普段英語で仕事をす

る弁護士や図書館司書もいれば、今でも職場では方言で会話をしているという運送業者も

存在している。共通するのは、キリスト教を信じることと華語を話すことだけである。
も

このような、従来とは異なる形のキリスト教会の形態が、シンガポールでは近年非常に

*1 筆者の、シンガポール国立大学卒の会社員への間き取りによる。(1999年 )
*2筆者の、シンガポール国立大学卒の会社員への聞き取りによる。(1996年 )
*3 筆者の、 トアパヨ・カソリック教会での参与観察による。(1996年 )
*4筆者の、シンガポール国立大学卒の弁護士への聞き取 りによる。(1997年 )
*5 筆者の、リニューアル教会及び青年部の、宿泊活動を含む合計 15回の参与観察によ

る。(1995年～ 1998年 )
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多くみられるようになり、それによリー層多くの信者を引き入れるようになつた。しかし、

どのキリス ト教会にも共通することは、組織力が非常に強いことである。参与観察の後、

筆者は教会から、何度もグリーティング・カー ドや、強要ではない礼拝やイベントの案内

を受け取ることとなったが、これも、教会の組織力の強さを表しているものであるといえ

よう。

第2節 占術:算命ヽ風水ヽ迷信
旧暦による占術である「算命」や「通書」、方角や土地の占術である「風水」は華人特

有の風俗習慣であるが、シンガポールでは、それらを宗教とは別なものとして信じている

華人が多い。現在でも、特に華人が多く居住するテロック・アヤ・ストリート及びクレタ

。アヤ地区を中心に、「風水」や「算命」の看板を見ることができ、それらを取り扱う風

水師や算命師がなおも存在している。19ω 年代までは、各華人家庭に「算命」、「通書」

等の本が常備されており、旅行、開店、家屋の建築、結婚等の日付等は、華人自らが占つ

たり、算命師に依頼して決定していたという。・ 聞き取りでも、「結婚や引つ越し等の日

取りは必ず算命に頼んで決めてもらうつもり。」、「キリスト教徒なので、こういつた占い

を全く信じていないけれど、親や親戚の手前、算命で結婚の日折りを決めた。」、「風水的

に方向がよくない窓には、八卦 (8角形をした魔除けの印)を取り付けている。」、「 1ド

ル硬貨の中に描かれた8角形の模様も、実は密かに八卦だと信じていて、どこに行く時も

持ち歩く。」といつた若者が非常に多いことに気付かされる。

近年も依然として、この傾向が非常に顕著にみられる。例えば、建物の新築を例にあげ

ると、多くの華人施工主は、建築予定の敷地とその周辺の風水を確かめること、起工に際

して吉日を選ぶこと、道士或いは僧侶を招いて建設予定地で適切な儀礼を行うこと、竣工

すれば吉日を選んで使用を開始することを、伝統的な習慣として行つているが、こういつ

た伝統的儀礼の中にも「風水」が取り入れられている。
つ

結婚を例にとつても、多くの若者の間で「算命」が取り入れられていることがわかる。

寅年に入籍する或いは披露宴を行うことは、「算命」では吉祥に繋がらないとされており、

寅年の 1998年を避けるために、1997年末にシンガポールの各ホテルでは披露宴の予約を

申し込んだカップルが殺到し、中には 1997年末の予約は取れず、仕方なく2年後に延ば

したカップルもいたという。
中3ま
た、辰年に生まれた子供は、「竜の子」として縁起の良

い子供であるといわれるため、卯年は非常に結婚に好まれる年であるといわている。マリ

オットホテルのセールス・マネジヤーである温雪薇によると、1999年 1月 の時点では、

*1 筆者の参与観察及び、算命師である董農政氏への聞き取りによる。(1996年 )
*2「■am Seong Cllee,Rι ′な,ο

“
α
“
α Mθ滋
“
レα″ο″ AS″の ィ Cλακ♂κg Rj″αおα″οκg

S,昭ψαι ttj“ぉらMαり α″αルグ
'α

κs,Unesco,1984.(設楽靖子訳『近代化と宗教―複合国

家シンガポールの場合―』、井村文化事業社、1989年、184頁。)
*3 1997年 11月 30日 にプラザホテルにて披露宴を行つたカツプルヘの聞き取りによる。
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1999年の予約は前年の 40%増であり、 2月 14日のバレンタインデー、中元節
Ч
最終日で

ある 9月 9日、中元節あけの日曜である 9月 19日、 9月 26日、そして 11月、12月は人

気があり、既に予約や問い合わせが多く来ているという。
Ⅲ
2

また、「算命」にも「縁起担ぎ」が取 り入れられ、特に結婚等の日取りの決め方では、

以下のような「算命」。「縁起担ぎ」合体型の吉日選びが見受けれる。結婚の結納金には

「久」を意味して、必ず 999ド ルというように 9が付 く額が提示されることや、 8は広東

語で「発」と同じ発音をすることから、「発財」と掛け合わされ、電話番号や自動車のナ

ンバーの数字等に 8が好まれることは、華人の間ではよく知られていることであるが、1997

年の 9月 9日 は、旧暦の 8月 8日 にあたり、9988の数字の連続が「久久発発」と掛け合

わされることから、この日に入籍を行つたカップルは 84組にも及び、平常時の 60組をは

るかに上回つた。
ち

婚姻登録所局長の目ぃ凱は、「現代の若者はあまり旧暦
にこだわらず、太陽暦の中での

縁起のいい日を選ぶ傾向がある」としながら、1999年の 9月 9日 は、旧暦の 7月 30日で

中元節の最終日にあたることと、1999年の 9月 9日 は「長久」と掛け合わされ、この日

も入籍或いは披露宴を行うカップルが多いであろうと予測する。ヨ光凱
によると、 8月 か

ら9月初旬 (旧暦の 7月 )は中元節であるため、従来華人は例年この期間に婚姻登録を行

うことを避け、 2月 (旧暦正月)、 6月 (旧暦閏 5月 )及び 10月 (旧暦 8月 )を選択する

傾向があるという。婚姻登録所の統計によると、1999年 2月 18日 (旧暦正月 3日 )か ら

3月 30日 (旧暦 2月 13日 )の期間中、婚姻登録の予約 (婚姻登録を行う場合、 3ヶ月前

に入籍式の予約をしなければならない)は既に 2,297組に上つており、前年、比較的人気

のあつた 10月 の 2,033組、 2月 の 1,753組、 6月の 1,713組を上回つている。
中4

調査結果 (表 22参照)では、小学生の約 3割、中学生の約 2割、大学生 。院生の約 4

割、社会人の半数以上が「風水」或いは「算命」を信じると答えている。年齢が高くなる

につれて、信 じる割合が増加 しているのは、特に独立前のシンガポールでは、「風水」や

「算命」は普遍的な価値観として華人社会の中に存在 しており、そういう背景の中で育つ

た彼らの両親からの影響が大きいことが要因であると考えられる。

タム・ソンチーは、「人生には人間に制御できない力が働いており、成功、安全、幸福

を得るには、儀礼、儀式を行う必要がある。」といつた多くの華人の考えから、華人社会

の中で、「風水」も儀礼的な要素を持ち、民間信仰の儀ネしの 1つ と位置付けられていると

考えている。
も
しかし、キリスト教徒であつても、「風水」や「算命」で新居の位置や結

婚の日取りを決めたり、縁起の良い日に旅行に出かけたりする例もあるように、「風水」

*1 中元節の詳細については、本章第第 3節 eを参照。
*2『聯合早報』、1999年 1月 2日。
*3『聯合早報』、1997年 9月 11日。
*4『聯合早報』、1999年 1月 2日。
*5 1■am Seong Chee,Rι′

'gι

ο
“
 ακ′」Иοグ

`“
Jza″ο
“
∫A S″の り「 Cλακg″gR′″αJs α″ο

“
g

S加♂″″ 働滋のら Mα Jay α″グル滅ακs,Unesco,1984.(設楽靖子訳『近代化と宗教
―複合国

家シンガポールの場合―』、井村文化事業社、1989年、190頁。)
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や「算命」は信仰とは別の伝統や慣習として、華人青少年の中に存在していると考えるこ

ともでき、この宗教と占術の共生が、多元文化を受け入れている現在のシンガポール青少

年像を現しているといえる。

第3節  英文名―汐ンガポール化した欧米文化
現在、多くのシンガポール華人青少年は英文名を持つている。植民地時代には、英文名

は普遍的ではなく、クリスチャン・ネームを持つキリスト教徒、海峡植民地生まれの英語

教育を受けたエリート以外に、英文名を持つ華人はさほど多くはなかつた。しかし、近年、

自己紹介で英文名を名乗つたり、名刺に英文名を印刷する華人青少年が増加していること

に気付かされる。

英文名といつても、戸籍上の名も英文名である場合と、英文名を便宜上通称として使用

している場合の 2種類があり、筆者の間き取りでは、たいていは後者の場合であると考え

られる。前者の例であるジェニー・シエ (Janey Sic)と いう20代の女性の場合、姓がシ

エ (Sie、 謝 )、 名が英文の ジェニー (Janey)で あり、いわゆる中文名はなく、戸籍上の

名もジェニー・シエ (Janey Sic)で あるが、この例は極めて少ない。

一方、後者の例では、チヨア・グエックホン (Chua Guck Hoon、 来月雲)、 通称 イヴ

リン・チヨア (Evclin Chua)と いう20代の女性、リー・ポーアイック (Lec Poh Aik、 李

宝玉)、 通称ウエンディー・リー (Wendy Lec)と いう20代の女性、オン・ユーテ (Ong Yew

Teh、 王耀地 )、 通称パ トリック・オン (Pttrik Ong)と いう30代の男性や、タン・ケンヤ

ム (Tan Ken Yam、 陳慶炎)、 通称 トニー・タン (Tony Tan)冨 1首相や、ヨー・ヨンブン

(Yeo Yong Boon、 楊栄文)、 通称ジヨージ・ヨー (George Yeo)情 報相等、あげればき

りがないが、彼らはそれぞれ中文名を持ち、それが戸籍上の本名となつている。しかし、

便宜上使用している英文名の方が、通称として定着してしまつている人も多く、上述のト

ニー・タン副首相やジヨージ・ヨー情報相のように、多くの国民が彼らの中文名を知らな

いといつたように、便宜上使用している英文名がその人物を表すまでになっている場合も

多い。

聞き取りを行つた華人の中で、後者に属する者は、「テレサ (Ъcresa)と いうクリスチ

ャン・ネームを持つている。」、「中文名がジエンシェン (Jian Sheng、 堅勝)だから、それ

と発音が似ているジエンセン (Jantzen)という英文名を自分で付けた。」、「人に親しんで

もらうため、楽しさを意味するジヨイ (Joy)に似た、ジヨー (Joe)と いう名を自分で付

けた。」、「中学の時、英国人の英語教師に覚えてもらいやすいように、クラス全員が英文

名を便宜上付けたのがきっかけで、その後も使用している。」、「外資系企業で営業担当な

ので、外国人に覚えてもらうために付けた。」、「姓がサム (Saln、 今 )、 名前がチーイー (Chee

Yce、 鎮宇)の 中文名しか持つていないが、サム (Sam)と いう英文名が存在するため、

皆にサムと呼ばせている。それが僕の英文名だと思つている人もいる。」、「マーク (Mark)

とヘンリー (Henry)を時と場合に合わせて使い分けている。」等と、英文名の使用の理由

は様々であるが、「アジア人なのに英文名を使用することに違和感を感じているか。」と

いう質問に対しては、上述の全員が関係ないと答えている。青少年は英文名を必要に応じ

て、自然の成り行きで使用しているが、彼らの多くはそれでも「親にはやはり中文名で呼
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ばれる。」と答えている。・

英文名の使用に関する調査結果 (表 23参照)では、小学生の 67.8%、 中学生及び大学

生・院生の約 6割、社会人の約 7割近くが英文名を持つており、年齢が高くなるにつれて

所有率も増加している。上述のように社会生活での必要性が、その数字の高さを物語つて

いる。英文名は、もはや欧米の物まねや借り物ではなく、シンガポール人が生活をしてい

く上で必要なものの「一部分」となつているのであろう。

また、興味深いエピソードであるが、リー・クアンユーは、青年時代にハリー (Harry)

という英文名を持つていたというが、後にナショナリズムに目覚めて、英文名が増加して

いく趨勢に反して、この英文名を捨てたという。
中2実
際に、 リー・クアンユーのように、

海峡植民地にて英語を話す両親から生まれ、英校を卒業後、英国留学したエリートである

人間なら、たいていが英文名を持つており、それを社会生活を送る上で、自然に使用して

いる場合が多い。しかし、リー・クアンユーのように、反植民地主義、独立国家の建設、

民族言語の活性、アジア的価値観の創造を目指し、成し遂げてきた政治家からすると、便

宜上であつたとしても、この英文名の使用は「違和感を感じる」ことであつたに違いない。

この「英文名の使用」という点からみても、リー・クアンユーの掲げる「理想」と、青少

年達の「現実」にとの間に、ギャップが生じていることは否めない。

第4節 歌謡曲―汐ンガポールらしさの不在
上述のように、宗教上或いは社会生活を送る上で、必要に応じて英文名を使用している

青少年が多いことが明らかになったが、英文名を使用している理由は各人によって様々で、

必ずしも彼らが欧米志向で、欧米文化に興味があるとは限らないということが考察できた。

一方、好んで聴く歌謡曲となると、その人の趣味や嗜好と関係が深く、その人の文化的ア

イデンティティを垣間見ることができると考えたことから、本調査を実施するとととなつ

た。

最もよく聴く歌謡曲に関する調査にあたり留意したことは、歌謡曲の分類である。本調

査を行つた 1991年当時は、数少ない現地出身の歌手の中で、1980年後半から 1990年前

半にかけて人気を集めたディック・リーの歌謡曲が支持を得ていた。ディック・リーは

1980年代には英語曲を中心に活躍していたが、1990年代になると「シングリッシユ」と

呼ばれるシンガポール英語で華人の心の葛藤を歌つたり、華語を練習してヒツト曲を出し

たが、1990年後半からはシンガポールの芸能界から姿を消し、ビジネス界に転向した。

実際にディック・リー以外に、世界にアピールできるような歌手は、シンガポールからは

生まれておらず、英語では欧米の歌手、華語では台湾や香港の歌手による、海外からの「輸

入」の歌謡曲が広いジャンルで流行している現状である。

以上ような現状をふまえて、最もよく聴く歌謡曲の調査を行う際には、歌手を国籍で区

別せず、言語に照準を当てて「英語系」、「華語系 (含方言)」、「英語、華語双方」という

*1 1991年 、1997年に実施した「英文名」に関する聞き取りによる。
*2岩崎育夫『 リー・クアンユーー西洋とアジアのはざまで』、岩波書店、1995年、29頁。
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ように分類した。調査結果 (表 24参照)では、大学生 。院生の 57%が「英語の曲」を好

んで聴 くと回答していること以外は、小学生、社会人の約 7割、中学生の 46%が「双方

とも聴 く」と回答している。これは、 2言語教育の成果により、双方の言語に通じるよう

になつた華人青少年達は、言語に固執することもなく、英語と華語双方の歌謡曲を受け入

れていることが考察できた。

また、1990年 7月 から 1991年 10月 の 16ケ 月間に、シンガポール国立大学にて、学生

グループ主催により、デイック・ リー、マレーシア華人の巫啓賢、台湾人の伍思凱といつ

た 3人の歌手のコンサー トがそれぞれ開催され、学生を中心とする多くの観客を集めた。

コンサー トでは、英語系のデイック・リーの観客動員数よりも、華語系である後者 2人の

数がはるかに上回つていた。・ このような状況から、普段は英語の曲をよく聴 く大学生で

あっても、華語の歌謡曲にも通じ、臨機応変に興味を華語の曲へとシフトしていることが

わかる。

現在、テレビ、ラジオ等のコマーシャルソング等で活躍し、自らアカペラ・グループの

「バンタイブンガ」を結成する兼業歌手のマイケル・アン (洪輝文)は、シンガポールの

歌謡曲事情は非常に特殊であると指摘している。それは、シンガポールは他国と違つて国

内市場が非常に狭いため、シンガポール国内で専業歌手になりたいと考える者は少なく、

歌手デビユーするという危険な賭けに出るよりも、俳優になつてしまうか、他の仕事と兼

業するか、台湾等の海外でデビユーすることを望むという。また、台湾でデビユーしたな

らば、その歌手は必然的に台湾で売れる「華語」の歌手となり、本当にシンガポールらし

い歌手には育たない。このような「シンガポール歌手不在」の状況から、海外の歌謡曲、

とりわけ英語や華語の曲が輸入されて、国民の支持を得ているという。ちなみに、ディッ

ク・リーは極めて珍しい例で、歌手で失敗しても、親の財力で実業界に転向できるような

受け皿があつたからこそ、「シングリッシュ」を歌つたり、苦手な華語や広東語の歌に挑

戦し、「英校生の華語」を歌つたりして、好きなように「シンガポールらしさ」を歌うこ

とができたわけである。
つ

シンガポールの青少年は、 2言語に通 じているということに付け加えて、歌謡曲におけ

る「シンガポールらしさ」が不在から、欧米や中国語圏から多くの歌謡曲を自然に自分た

ちの文化の一部として、すんなり受け入れることができたのだと考えられる。歌謡曲に見

られる「シンガポールらしさの不在」という問題は、これまで国民統合を推し進めてきた

政府にとっての、「シンガポール独自の文化」を創造していくという、今後の課題にも通

じる問題であろうと考えられる。

１

　

２

筆者の参与観察による。(1990年、1991年 )

筆者のマイケル・アン氏への間き取りによる。(1996年 )
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表 21 信仰する宗教

有効/回収票 キリスト教系 中国宗教 無宗教 その他 計 (人、%)
/Jヽ馬声」L  88/90 5 5.7 52   59.1 16    18.9 15   17.0 88 100

中学生 88/90 34 38.6 35   39.8 2 2.3 17   19.3 88 100

大学生 246/300 95     38.6 46   18.7 12 4.9 93   17.8 95 100

社会人 265/290 41 15.5 113   42.6 15 5,7 96  36.2 265 100

1991年 合田美穂
表 22風水について
有効/回収票 信 じる 信じない 時々信じる 計 (人、%)

小学生 88/90 32 36.3 54     61.3 2 3.3 88 100

中学生 88/90 21    23.9 64      72.7 3 3.4 88 100

大学生 245/300 100     40.8 145     59.2 245 100

社会人 260/290 141     54.2 112     43.2 7 2.6 260 100

1991年 合田美穂
表 23英文名について
有効/回収票 持つている 持つていない 計 (人、%)
小学生 87/90 59    67.8 28 32.2 87 100

中学生 86/90 50 58.1 37    41.9 86 100

大学生 246/300 145    58.9 101    41.1 246 100

社会人 268/290 183 68.8 83     31.2 266 100

1991年 合田美穂
表 24最もよく聴 く歌謡曲
有効/回収票 華語系 英語系 一定 していない 計 (人、%)

小学生 88/90 13 14.8 10 11.3 65     73.9 88 100

中学生 87/90 13 15.0 34    39.0 40 46.0 87 100

大学生 247/300 10 4.0 141    57.2 86 34.8 247 100

社会人 268/290 37 14.0 53 20.1 174     65。 9 164 100

1991年 合田美穂
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第8章 華人伝統行事の行方―残るものヽ消えるものヽ生まれるもの

第1節 華人伝統行事の継承問題
1984年、リー・クアンユーは、大統領官邸にて華人の伝統文化について、「我々はどう

やって伝統のある大きなお祭りを維持していくのか考えました。春節、中元節、中秋節、

端午節、清明節といつたお祭りです。我々の伝統的な祭りの果たしてどれだけがその意味

を維持していけるのか、これが問題なのです。華人は、イスラム教やキリスト教やユダヤ

教のような、人々を重要な行事につなぎとめておく聖典や祈祷や儀式のある強い宗教を持

っていないのですから。」・ と話した。リー・クアンユーは、社会や経済の大きな変化の

中で、いかにして、華人の伝統文化を存続させるかということについて考えていたが、彼

のこの考えは、1986年の宗郷会館聯合総会の設立に繋がる、 1つのきつかけであつたと

考えられる。

宗郷会館聯合総会が、1989年 に公共住宅に居住する 1,025世帯を対象に行つた調査によ

ると、若い世代が華人伝統行事や礼節に無関心になってきていることが明らかになつた。

若者が華人伝統行事の意義を理解せず、冠婚葬祭等の儀礼の知識を持ち合わせていない理

由として、以下のものがあげられている。

1,華人の伝統的な礼節に関する単語は華語によるものがほとんどで、英語教育の影響

を受けた若者が理解するのには非常に困難であること。

2,多 くの伝統的行事や礼節は一代一代語り継がれているものであるため、そういう形

での伝承が困難になってきていること。

3,伝統的行事での儀礼や礼節は非常に繁雑で、方言グループによつて方法も異なるた

め、習得や継承が困難であること。

4,多 くの伝統行事や礼節は農村社会に起源を持ち、現代化が進むシンガポール社会で

は受け入れられなくなつてきていること。

また、華人の伝統行事の儀ネLや礼節と、宗教儀式との関係に混同が見られるため、それら

を仏教や道教の儀礼であると誤解を受けている若者も多く、仏教や道教を受け入れられな

い若者が、華人の伝統行事や礼節を放棄してしまうケースも多いという。実際に、華人伝

統行事や礼節は、いかなる宗教をも超越する存在であるといわれている。
Ⅲ2

華人の伝統行事は、華人の伝統的な暦である旧暦によって決定される。古来中国人は、

農業を生活の基礎としていたため、大部分の伝統行事は、旧暦をベースに種蒔きや収穫等

の時期にあわせて創り出されたものであり、農民達は農作物の豊作を祈願して、伝統行事

を大切に取り扱つた。その後、時代の変遷に伴い、中秋節のように、一部の伝統行事にも

歴史上の人物や、伝説上の人物等の物語が取り入れられるようになった他、家族や宗族関

*1 黄彬華・呉俊剛著、田中恭子訳『シンガポールの政治哲学 リー・クアンユー首相演

説集 (下 )』、井村文化事業社、1988年。

*2 Commitee on Chinese Custums and Rites ed.,Cん ′″
`sι
 C“ sわ
“
sα
“
′Frs″ναιs tt S'κ g年,οra,

Singapore Federation of Chinese Clan Associations,1989,pp.3-6.

-125-



係、先祖の供養を重視する華人は、春節では家族の団簗と一家の繁栄を祝い、中元節や清

明節では先祖の冥福を祈ることを怠らず、その伝統を今の世に残してきた。その中で現在

も依然として、華人社会の中で受け継がれている伝統行事もあれば、若者を中心に忘れ去

られていく伝統行事も存在している。
Ч

1990年以降、伝統文化や礼節に触れることによつて、青少年に華人としてのアイデン

ティティを確立させようと、宗郷会館や政府が、伝統行事を積極的に開催するようになつ

ているが、本節では、数多くの華人伝統行事や礼節の中でも、とりわけ 19世紀から華人

社会で行われていたとされている8大伝統行事に照準を当てて、実際に青少年の生活の中

に、どれだけ華人伝統文化が浸透しているのかということを理解するために、以下の調査

を実施した。

アンケート調査に際しては、1991年に、シンガポールに居住する 35歳以下の華人青少

年 1300人を対象にアンケート形式による調査票を配布し、770人より回答を得た。これ

ら770人は、年齢、学歴、職業により、小学校 6年生 90人、中学生 90人、大学生 。大学

院生 300人、社会人 290人に分類した。聞き取りに関しては、1991年、1996年、1997年、1998

年に実施した。

第2節 春節
華人伝統行事の中で、春節は最も大きな行事として華人社会の中に存在し続けている。

毎年、春節前になるとチヤイナタウン周辺では、新年用の食品等を売る夜市が立ち、シン

ガポール中の華人が買い出しに訪れ、チャイナタウンは熱気に包まれる。チヤイナタウン

以外では、オーチヤード・ロード、ラッフルズ 。シテイ、サンテック・シティ等のシヨツ

ピング・モール、住宅地や郊外のスーパー・マーケットから個人経営の商店に至るまでの

多くの店で、バーダン・セールが開催されたり、新年用の食品が販売される。

その中でも春節独特の雰囲気を醸し出しているのが、クレタ・アヤ地区、すなわちチヤ

イナタウンー帯である。通常、春節の2週間ほど前から、この地域には夜市が立ち、新年

用の食品が販売されるが、シンガポール中の華人がこの雰囲気を求めて、わざわざ買い出

しにやつてくるのである。ここで販売されている新年用の食品には、主にザボン、蜜柑、

千し柿、年弟ん と呼ばれる褐色の餅、 ドライ 。ソーセージ、ピーナッツやバイナップルを
使用した新年用のクッキー、肉乾と呼ばれる薫製肉

中2等
があり、それらは全て縁起の良い

食べ物だとされている。また、食品以外のものでは、ネコヤナギの切り花や、キンカンの

*1 以下に述べる華人伝統行事の由来や儀礼に関しては、Commitee on Chillese CustuIIls and

Rites cd.,C耽 ,κιsι Custtts α
“
α Frs″ッαJs,κ Si″″ρθrι, SingapoFe Federation of Chinese Clan

Associ激lons,1989,pp.29-81.及 び合田美穂、卒業論文『東南アジアの華人文化 シンガポー

ル・マレーシアを例として』、34…38頁を参考にした。
*2 肉乾は、その場で網焼きされて販売されるため、その香や煙が、チヤイナタウンの風

物詩として知られ、春節の雰囲気に彩 りを添えていたのだが、環境問題から、1999年か

らは現場での網焼きは禁止され、既に調理されたものが販売されることとなった。
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鉢植え等が販売され、正月には各家庭に飾られる。
Ч

リー・ヨックセン (李玉勝)元国家発展部高級政務部長は、「クレタ 。アヤ地区での春

節前の夜市の雰囲気は、決して消滅させてはいけない重要なシンガポール華人文化の 1つ

です。普段、忙しくしていて伝統文化に触れることのない人でも、春節前には必ずこの雰

囲気を味わうために、そこへ行 くのです。」
・2と して、華人が春節とこの夜市に対して、

特別な感情を持つていることを強調している。

春節の初日及び 2日 目は公共の祝日となつており、華人たちは家族や親戚と春節を祝つ

たり、蜜柑の「柑」と「金」は、広東語では同音であることから、偶数の蜜柑を持つて親

しい人や友人を訪ねることが習慣になっている。また、既婚者は年長者や子供だけではな

く、友人などに対しても「ホンパオ」と呼ばれるお年玉を渡す習慣がある。「ホンパオ」

の金額は偶数である必要があり、この点に注意しさえすれば、少額でもかまわない。この

ように少額で気軽に受け渡しができることから、「ホンパオ」は至る所で贈られている。

春節前から、旧暦 15日の「元宵」(詳細は後述)ま では、こういつた春節の雰囲気が街を

包む。

春節前後から「元宵」にかけて、各宗郷会館でも「団拝」と呼ばれる春節の行事が開催

され、会員をはじめとする会館に縁の人々が招かれて、団簗を楽しむ。筆者は、1997年

から 1999年 にかけて、多くの宗郷会館の各種年中行事に出席し、参与観察を行つてきた。

特に、最近では多くの宗郷会館で、会員同伴であれば非会員でも「団拝」に参加できるよ

うになる等、会館も開放的になってきており、筆者も数多くの会館の春節「団拝」に参加

すること力Sで きた。

例えば、福清会館の「団拝」では、会務報告、奨学金授与式、養老金授与式等が同時に

開催されただけではなく、普段は行事に参加しない海外の名誉董事である林紹良 (ス ドノ

・サリム)・ や林文鏡等も出席した。
・4現
在、宗郷会館では、 1年に 1度、会員全員が出

席 した会議を開き、会務報告をしなければならないという規定が政府から出されているが、

福清会館のように、多くの宗郷会館は、この春節「団拝」の際に、会務報告を実施する傾

向がある。
｀
一方、李氏総会の「団拝」においても、普段は活動に参加 しない名誉顧間

中6

のリー・ウァイコック (李衛国)元人民協会理事長や、 リー・ヨツクセン元国家発展部高

級政務部長が出席した。リー・ヨックセン元国家発展部高級政務部長は、「国会議員時代

は、義理で多くの会館の名誉職に就いていたが、(1997年の)弓 1退後は、自分と関わりの

*1

*2

年 )

*3

*4

筆者の参与観察による。(1997年、1999年 )

筆者の、リー・ヨックセン元国家発展部高級政務部長への間き取りによる。(1999

インドネシアのスハルト政権下での政商として知られた、サリム・グループ総帥。

筆者の、参加を通しての参与観察による。(1999年 )
*5筆者の、福清会館理事の林玉聰氏への間き取りによる。(1999年 )
*6 李氏総会の名誉顧間の中には政治家が多く、リー・クアンユー (李光耀)上級相、リ

ー・シェンロン (李顕龍)副首相、リー・ブンヤン (李文献)労働相、リー・ヨックスエ

ン (李玉全)貿工相、リー・クンチョイ (李畑才)元駐日大使等が名を連ねている。
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ある同郷会館と宗親会館に、自主的に行くようにしている。特に春節の「団拝」は、最も

重要な行事と考えて、必ず行くことにしている。」と述べている。
・ 以上のことからみて

も、他の伝統行事と比較しての春節の重要性を知ることができる。

また、政府が、宗郷会館聯合総会、中華総商会、シンガポール・プレスホールデイ
ング

社等とタイアツプして、シンガポール川河畔にて毎年開いている春節行事の「 リ
バー・ホ

ンバオ」では、中国の歌劇団による演出や、中国物産展、書画展等の催しが半月ほど開催

され、今では国民的行事となつている。「リバー・ホンパオ」
中2の
開催セレモニーは、首

相をはじめとする政府の要人や、宗郷会館や中華総商会の活動に積極的な人たちが出席
し、

歌劇鑑賞や茶会を行うが、開会セレモニー以外では、誰もが参加できる気軽な雰囲気
が、

国民の好評を呼び、観光客や華人以外の民族グループの参加も多く見られる。
も

宗郷会館以外でも、多くの企業や学校でも春節のイベントや食事会等が開催され、多く

の若者が実際に行事に参加する機会は非常に多い。特に、1997年及び 1998年は、華人
の

春節とマレー人の新年であるハリラヤ・プアサが近接していたため、多くの企業や学校
で

は 2つの民族の行事を一緒に祝うこととなり、民族間の交流や他文化への理解も深まる
こ

ととなつた。興味深い事例では、1997年のアンダーソン・ジユニア・カレッジでの春節

行事の一環として、マレーの衣装を着た華人女子学生と、チヤイナ服を着た
マレー人男子

学生が、新年に関するトークシヨーを英語で行つたことや、
・ 1998年の「リバー・ホンパ

オ」開会セレモニーで、福建会館付属児童舞踊団の子供達が、「セラ
マッ・ハリヤラ (マ

レー語で「新年おめでとう」)」 と挨拶したことである。
中5こ のようにマレー人の新年行事

と取り合わせて春節を祝うことにより、春節は華人だけの行事というよりも、他民族と共

に参加できるような行事へと移行していく傾向がみられる。

春節に関する調査結果 (表 25参照)では、全年齢層において 95%以上の青少年は「春

節の行事に参加する、祝う」と答えている。また、全非調査者の内、「知らな
い」と答え

たのはたつた 1人であつた。「シンガポールで働 くフランス人との結婚によつて、家庭で

は春節を祝わなくなつた。しかし、親しい華人からは春節のカードやホンパオをもらう
こ

とはよくある。」とコメントした華人女性もいたが、シンガポールに居住している華人で

ある限り、勤務先、学校、シヨツピング・センター、マスメディアや他者の存在によ
つて、

春節とは何らかの形で関わるようになつている。シンガポールでは、春節は年齢
に関係な

く、華人の生活の中では不可欠な行事となつているのである。

また、春節から 15日 目は「元宵」と呼ばれ、春節の締めくくりの日として重要視され

*1 筆者の、参加を通しての参与観察と聞き取りによる。(1999年 )

*2「 リバー・ホンパオ」についての詳細は、第 9章第 2節を参照。
*3 筆者は、1998年度の「リバー・ホンパオ」の開会セレモニーに出席する機会を得た

が、会場では出席者の身分や持ち物はノー・チェックで、セキユリテイの厳し
いシンガポ

ールでは、珍しいことであつた。これも、政治家が国民と共に、立場を同じくして伝統行

事を祝おうとする姿勢であるのかもしれない。

*4筆者の参加を通しての参与観察による。
*5筆者の参加を通しての参与観察による。
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ている。この日は、仏教徒や道教徒は廟へ行つて願を掛ける。宗郷会館では、この日には

灯籠作成大会等の灯籠にちなむイベントが開催されたり、多くの華人家庭でもこの日に灯

籠を掲げる。多くの華人は家庭或いは職場で、旧暦元旦からこの「元宵」までに「魚生」

と呼ばれる生魚料理を食べる習慣があり、これは他の華人社会には存在しない、シンガポ

ール華人独特の習慣となつている。・ また、この日は新年最初の満月であることから、本

節で述べる「乞巧節」と同様に、「華人バレンタインデー」と呼ばれ、恋愛中の男女が出

会いを大切にする日でもある。1995年 の2月 14日 は、欧米のバレンタインデーと「元宵」

が重なつたため、1,080組 のカップルがこの日に婚姻登録を行つた。
"2また、最近、恋愛

中ではない、同僚、友人関係といつた間柄でも、「元宵」に因んだ華人バレンタインデー

が流行し始め、贈り物が行われるようになつてきているといわれるが、筆者もこの流行に

乗じて、若い華人数人からプレゼントを受け取ることとなった。

第3節 清明節
清明節は、先祖を供養する日である。最近は火葬が普遍的になり、従来の墓参りに替わ

つて骨灰安置所にて先祖の供養を行う華人が増加した。現在は、多くの宗郷会館にて清明

節の行事が行われ、会館内に魚、野菜、果物等の供え物が設置され、線香が焚かれる中で、

「炉主」と呼ばれる代表者が祖先の祭祀を司る。中には潮州黄氏聯宜会のように、「炉主」

が清代中国の清明節において着用されていた黒衣を着用して祭祀を司る等、極めて古い伝

統に従つている宗郷会館も存在するように、"宗郷会館には伝統的な祭祀方法が残されて

いる。

宗郷会館の会員でもなく、骨灰安置所に行く余裕がなくても、清明節には、家庭にて先

祖の位牌に向かい線香をあげたり、供え物をしたりして、清明節の儀礼を簡略化している

家庭も多いといわれる。また、若者の間でもこの時期には婚礼を避ける傾向がある。
中4

調査結果 (表 26参照)では、小学生、中学生、社会人の 5割前後、大学生 。院生の4

割が「清明節の行事を行う」と答えており、「存在を知つているが何もしない」を合わせ

ると、その数は全体の 9割になる。清明節はたつた 1日のみであり、しかもそのための品

物が春節のような形で街頭で売られているわけでもなく、宣伝力の弱い行事である。しか

し、本調査での数字をから見てもわかるよいうに、ほとんどの青少年は清明節の意味と存

在を認識している。これは、華人が、家族、宗族との関係や先祖供養を重視していること

と関係していることが理由であると考えられる。

第4節 端午節
端午節は、中国戦国時代の著名な愛国詩人である屈原を記念した行事であり、人々は、

*1「魚生」の詳細については、終章第 2節を参照。
*2『聯合早報』、1995年 2月 25日 。
*3筆者の参加を通しての参与観察による。(1997年 )
*4筆者の、既婚のシンガポール人、数人への間き取りによる。(1997年 )
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この日には ドラゴン。ボートのレースに興じ、粽を食べる習慣を持つ。シンガポールでは、

1997年、1998年の端午節にドラゴン・ボー ト・レースが開催され、テレビでも中継され

ることや、スーパー・マーケットや街頭では粽が売られることから、端午節の起源を知ら

ない人でも、行事の存在を認識することができる。以前は、方言グループによつて粽の中

に入れるものが若千異なっており、多くの家庭ではそれぞれ出身地の粽を自宅で作つてい

たというが、現在ではその区別が曖味になつてきている。青少年は「原籍地の粽にこだわ

らずに食べている。」、「自分は客家系なので客家の粽を食べるが、福建と潮州の粽の区別

は全然わからない。」、「自分は福建系で、自家製の福建粽を食べる。」というように、粽

に対する態度は多種多様である。・

一方、興化系華人によつて組織される興安会館は、 1日 目には餅を蒸し、 2日 目には粽

を作り、 3日 目には巻き貝を食べ、 4日 目には花菖蒲を飾り、 5日 目にはドラゴン・ボー

ト・レースを開催するという「 5日節」という古い伝統を、 1日 のうちにまとめて行うこ

とによって端午節を祝う。また、興化の習慣で、端午節で伝説の人物である屈原を祭る以

外に、この日を「子供の日」として、子供にプレゼントを渡す習慣がある。
中2し
かし、興

安会館のように、原籍地の古い伝統に従つて端午節の行事を開催している会館は多くなく、

南安会館青年団の「端午節粽コンテスト」
・3とぃったょうな、粽にちなんだ行事が各会館

にて展開されているが、こういつた伝統的な端午節の行事を残しているのは宗郷会館のみ

である。

近年では、一部の学校では端午節に乗じて、学生を動員して募金活動やボランテイアを

積極的に行つたりすることから、端午節の知名度が上がる反面、本来の意義が薄らいでき

ていることも事実である。このような状況から、宗郷会館聯合総会は、これまでのドラゴ

ンボー ト・レースに弓|き続き、1999年からは、更に多くの端午節に関連づけた行事を増

やし、行事を普遍化することを目標としている。
中4

調査結果 (表 27参照)では、全ての年齢層において、 6割以上が「端午節の行事に参

加する、祝う」と答えている。特に、小学生の約 9割、中学生の約 8割 という高いの参加

率から、メデイアでのドラゴン・ボート・レースの宣伝や、粽を食べる習慣以外に、学校

で行われている募金活動の影響の大きさを知ることができる。

第5節 乞巧節(七夕節)
乞巧節は、別名を七夕節ともいい、以前は華人社会の中で最もロマンテイツクな行事と

して知られていた。乞巧節は、牽牛と織夕臣の恋愛が破壊された後、彼らは年に一度の 7月

7日 に、天上の天の川に架かる鵠橋にて再会できるという伝説に由来を持つ。1950年代

*1『聯合早報』、1998年 5月 28日。
*2『聯合早報』、1998年 6月 4日。
*3洪玉姿編『 中国古都文化考察団』、新加岐南安会館青年団暫金童玉女倶楽部、1994年、12

頁。

*4『聯合早報』、1999年 2月 19日。
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から 1960年代にかけて、この日になると、チヤイナタウンー帯では、牽牛と織姫の恋愛

を祭るため、灯籠の下に色とりどりの「香案」が並べられ、非常に華やかで美しい光景が

見られたという。「香案」とは当時、宗郷会館の独身女性会員や、工場で働く若い女工達

が組織する「七姐会」によって作られた、紙製の花、果物、ミニチユアの衣服、靴等の日

用品や、刺繍等のことである。「七姐会」の女性達による「香案」は、その美しさや精巧

さが競われ、この時期のチャイナタウンの風物詩となつていた。「香案」は一般的には、

7月 6日 に準備され、夕方になると織姫ための祈りが捧げられるという。

しかし、現在では、こういつた活動は姿を消し、ごく少数の宗郷会館にて、この日に「香

案」が設けられ、牽牛と織姫が祭られているという。福清会館では、「香案」から姿を変

えて、 6年毎に「乞巧節聯歓会」という名で、福清会館の講堂にて披露宴を挙げたカツプ

ルを招待したパーティーが開かれている他、・  南安会館青年団でも、「乞巧節ラブソング
・カラオケ・コンテスト」が開催される等、

・2乞
巧節が姿を変えて、細々とではあるが宗

郷会館の活動という形で継承されていることがわかる。

近年では、宗郷会館以外には、乞巧節がマスメディアで取り上げられたり、一部の商店

で「華人バレンタインデー」の宣伝と共に、記念品や花井等が販売されるようになってい

るが、こういつた営利活動は、 2月 14日のバレンタインデーに比べると、普遍的ではな

い。

調査結果 (表 28参照)では、乞巧節を祝う人は全体の 3～ 17%と 少なく、その割合は

年齢層が高くなるにつれて少しずつ増加している。これは、年齢が比較的高い人ほど、家

庭内で「香案」をよく知る親や祖父母から、乞巧節について話を聞く機会も多いからでは

ないかと考えられる。また、小学生の 81.6%と、その他の年齢層における約半数が「知

つているが何もしない」と答えており、「香案」が存在しなくなった現在、どのように行

事を祝つてよいのかわからない人が多いようだ。なお、この行事さえ知らない人は全体の

2～ 3割となっていることからも、行事の活性化や宣伝をはからない限り、将来乞巧節は

消滅してしまうであろうと考えられる。

第6節  中元節
中元節は、『大蔵経』の中にある、地獄で餓鬼に痛めつけられ苦しんでいる母を見て、

母に植木鉢に盛った食事を与えようとした目蓮という人物が、餓鬼に食事を奪われ、仏に

願つて母を救つてもらつたという物語が由来とされている。仏は目蓮の孝行心に感動し、

『孟蘭盆経』を授け、目蓮は仏の指示に従い、毎年 7月 15日には母に豊富な菜食を食べ

てもらい孝行したという。仏教では目蓮の孝行を記念し、この日に盛大な孟蘭盆会を催す。

一方、道教では、旧暦 7月 1日から、人間界に降りて来る鬼から身を守るために、7月 15

日を中元普渡として、食品や線香を備え瞑紙を焚いて、鬼の気持ちをしずめる行事を行う。

*1察錦沿等編『源』1997年 4期、新加岐宗郷会館聯合総会、1997年、44頁。
*2洪玉姿編『中国古都文化考察団』、新加披南安会館青年団暫金童玉女倶楽部、1994年、12

頁。
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本来、華人社会では、この中元節は親孝行する日とされていたが、仏教と道教の色彩が

入り交じるようになり、仏教及び道教寺院以外では、本来の姿が失われ、新しい形の中元

節が行われるようになつた。特に、青少年を中心として、中元節を宗教活動の場としてで

はなく、社交活動の場として意識している者が増加しているようだ。旧暦の 7月 1日から

30日 にかけての 1ケ 月間、宗郷会館、企業、商店、各地のコミユニテイ等で、中元節の

行事が行われているが、方法は大同小異であり、路上や街角でも食物を備えて、金銀の瞑

紙を焚いたり、線香をあげたりする多くの華人の姿が、この時期多く見受けられる。住宅

発展局 (HDB)も 中元節のために、特別に各地に瞑紙を焚くための炉を設置するなど、

行事に協力している。

以上のような祭祀の方法以外に、中元節の風物詩として知られるのが、「中元会」であ

る。「中元会」とは、宗郷会館、企業、商店、コミユニテイで組織した「中元会」会員の

中から「炉主」と呼ばれる人を選出し、「炉主」が中心となり会員から寄付を募り、福物

と呼ばれる祭品を購入する。福物は「中元会」会場で、大勢の会員から入本Lさ れることと

なるが、たいてい福物は倍から 10倍以上の価格で入札される。福物には様々なものがあ

り、食用油のような安く実用的な物から、テレビやステレオといつた高額な物までが、祭

壇に並べられ、順に入札されていく。そこで得られた利益は翌年度の「中元会」で使用す

る他、慈善団体にも寄付されている。「中元会」の「炉主」をつとめることは名誉であり、

また福物を手に入れることでも御利益に繋がるとして、「中元節」は年々賑やかになるば

かりであるという。本来は宗教的な行事であつた中元節は、宗教的色彩を残しながらも、

祖先を供養したり、親孝行したり、また、「中元会」で縁起にあやかるというような一般

的な行事に姿を変えつつある。また、慈善団体への寄付もシンガポールの中元節の特色で

あるといわれている。・

調査結果 (表 29参照)では、大学生 。院生の 28.3%以外では、全ての年齢層において 46

～ 62.5%が「中元節に参加する、祭る」と回答している。「中元節の時期は、大学の新学

期直後にあたるので、参加する余裕がない。」と話す大学生が多い上、「春節や中秋節と

違い、中元節は線香を焚いたりして仏教的なので、受け入れがたい行事だ。」と話すキリ

スト教徒も数人いた。しかし「知つているが何もしない」の回答者数を合わせると、全体

で 95%以上に達しており、中元節はかなり存在感のある行事であると確認できた。それ

は 1ケ 月間、街の至る所に見られる中元節の線香や供え物から、シンガポールにいれば誰

でも自然と中元節の存在を知るようになること、年々賑やかになる「中元会」に参加する

機会も増加すること、清明節と同じく、祖先供養や親孝行を重んじる華人からみれば、特

に高年齢層を中心にして無視することができない行事となつている。

第7節 中秋
中秋節は中 非常に古い行事であり、その由来は、「大昔 10個の太陽が存在し、早魃

*1 筆者のシンガポール・プレスホールデイング社主催の「中元会」会場での参与観察と、

参加者への間き取りによる。(1998年 )

の

鶴
即
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に苦しんだ人民を救うために、后  という男が 9個の太陽を遮り人民を救い、王となつ
た。その後暴君と化した后  が、不老不死の薬を得ようとしたが、その妻の姉蛾が人民
のためにそれを飲んで、月に上がっていった」という伝説にちなんだ行事であり、その後

旧暦 8月 15日 には、婦女が月を仰いで姉蛾を祭るようになつた。

現在、中秋節には月餅を食する習慣があるが、月餅は一家の団集と豊作を表す、縁起の

良い食物だとして親しまれている。中秋節に月餅を食するようになったのは、元朝を滅ぼ

し明の初代皇帝となつた朱元埠が、元朝との戦争中に、月餅の上に記号を書いて情報を伝

達したことに由来 している。その後、中国では漢族が異民族を統治することになった記念

の日として、中秋節に月餅を食するようになったというが、シンガポールでは、前者の伝

説が普遍的であり、後者の伝説はほとんど知られていない。

中秋節では、月餅以外にはザボンを食べたり、親しい人に月餅やザボンを贈つたりする

習慣がある他、灯籠を飾る習慣もある。旧暦 8月 になるとスーパー・マーケットや中華レ

ストラン等、至る所で月餅が売り出されるようになり、チャイナタウンやショッピング・

モールには色とりどりの灯籠が掲げられ、街中が中秋節の雰囲気を醸し出す。各宗郷会館

でも旧暦 8月 15日 或いはその日に近い日曜日の夜に、「中秋晩会」という行事が開催され、

月餅を食べながら月を愛でる。現在、多くの宗郷会館が「中秋晩会」を開放しており、立

食パーティーや演劇等が催されているが、会員以外の誰もが参加できるアットホームな雰

囲気である場合が多く、中秋節は気軽なイベントとなっている。中には、翁氏公会のよう

に、中国杭州への「中秋晩会ツアー」を企画している会館もあるほどだ。・

また、マスメディア、地域のコミュニティ、学校事等で、月餅作成大会、灯籠作成大会

等のイベントが繰り広げられる等、中秋節が多くの場所で親しまれている。学校行事とし

ての代表的な例は、僑南小学校の児童 800人による灯籠行列であり、付近の住宅地を練り

歩く行列には家族や卒業生も参加することができ、非常に大規模な行事となつている。
Ⅲ
2

筆者も、1990年 と 1991年に、シンガポール国立大学ケントリッジホールの灯籠作成大会

と灯籠行列に参加したことがあるが、華人のみならず、多くのマレー人やインド人学生の

参加もみられ、もはや中秋節は、華人のみの行事ではなくなつているといえるであろう。

調査結果 (表 30参照)では、中学生の 90%以外では、全ての年齢層において約 7割以
上が「中秋節に参加する、祝う」と答えており、「知らない」と回答しているのは全体で

も数名のみであつた。春節や中元節と同様に、この時期、街の至る所で中秋節の存在を感

じることができるため、誰もがこの行事の存在をを認識している。また、中元節のような

宗教的色彩を持たない行事であるため、キリスト教徒の華人はもちろんのこと、他民族の

参加が見られるところが興味深い。

『聯合早報』が 1998年 に 13歳から18歳までの 50名の華人青少年に対して行つた月餅
に関する意識調査によると、月餅の由来を正確に答えることができたのは 3名、時代や人

物名をあやふやに記憶していたものが 15名、婦蛾の伝説と月餅を結びつけいたものが9

名、全く由来を知らないのが 23名であつた。正確に答えた 3名は、インターネットやレ

１

　

２

＊
　
　

＊

筆者による金門会館、

『聯合早報』1998年

呂氏公会等での参与観察と聞き取りによる。(1997年 )

10月 5日。
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―ザーデイスクによる中国民間伝説の宣伝から、その他の 12名は、テレ
ビドラマやアニ

メーシヨン等のマスメデイアを通して、月餅の伝説を見聞きしたと
いうo・ この結果から、

伝統行事の知名度は、マスメデイアからの効果が大きいという
こと、そして、青少年は行

事への参加からよりも、マスメデイアから伝統行事について
の知識を得る機会が多いとい

うことがわかる。

第8節 重陽節
旧暦 9月 9日の重陽節は、重九節とも呼ばれ、故人を偲んで墓参りす

る習慣があつたo

その由来は、古くは中国戦国時代に遡り、当時に人々は天地万物
は陰と陽に分類されると

考え、奇数である 9は陰とされたが、それを重ね合わせることで、光陰や活
力を意味する

陽になるとして、この日を重陽節と呼ぶようになつたと
いう。

中国では旧暦 9月は厳寒の冬を迎える月であるため、人々は重陽節を境
に衣替えをし、

先祖のために紙の衣を燃やし、先祖の冬支度を行うよう
になつた。その後、重陽節には、

家族や宗族が集まつて団彙の時を過ごし、墓参りや、高
い場所に上る「登高」を行う習慣

ができた。1998年では、鶴山会館、南順会館、広東呉氏書室、広東黄氏宗親会等
の一部

の広東系宗郷会館が「秋祭」として、先祖の供養と、会館に縁
のある者を招待した宴会を

催 し、重陽節を祝つているだけであり、
Ⅲ2多
くの宗郷会館では、重陽節を行事として行わ

なくなつている。その一方で、呂氏公会青年団が、1993年の青年団成立
から毎年、シン

ガポールで最高峰といわれているブキテイマ山に実際に「登高」を行
つたり、

中3済
陽荼氏

公会とグラン・ウエスト・コミユニテイー・センターが合同で、
マウント・フエーバーと

いう丘に「登高」しているように、
Ч
重陽節の「登高」がみられるようになつたが、

この

ような事例は非常に少ない。

調査結果 (表 31参照)では、全体では、5.7%～ 20%が「重陽節に参加する、祝う」

と回答しただけであり、その割合は年齢が上がるに
つれて少々増加しているだけである。

小学生及び中学生の半数以上が「知らない。」と回答し、大学
生 。院生及び社会人の約半

数が「知つているが何もしない」と回答していることから、
重陽節はかなり存在感の薄い

行事であると考えられる。実際に、60歳代の華人 10人
への聞き取りでも、「子供の頃は、

家族と一緒に高いところに登つたが、今は何もしていな
い。」との回答が 1名のみ、「知

っているが何もしない。」が 3名のみで、その他は「知らない。」もしくは「忘
れた。」で

あつた。
中
S

熱帯気候に属するシンガポールでは、厳寒期を迎えるための衣替え
の必要はない。また、

清明節や中元節のような先祖を祭る行事の存在感が強いため、重陽節
における墓参りに注

岨

つ

ち

Ч

も

『聯合早報』、1998年 10月 5日。

『聯合早報』、1998年 10月 26日。

筆者の呂氏公会青年団執行顧問
。呂連捷氏への間き取りによる。(1998年 )

『聯合早報』、1998年 10月 26日。

筆者の聞き取 りによる。(1997年 )
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意を向ける人も少なくなつてきているという。重陽節は、特に若い世代を中心に、知られ

なくなり、宗郷会館が積極的に継承していかなければ、消滅していく可能性が高いと考え

られる。

第9節 冬至
冬至は、旧暦でいう 24節気の 1つで、旧暦の正月の 6週間前にあたり、北半球では日

照時間が最も短い日であるとされる。冬至は本来、農民が収穫を終えたことを祝う日であ

り、この日には各家庭で「湯園」と呼ばれる団子を食べ、一家団彙を楽しむ日とされてい

た。また、周の時代、冬至が元旦とされていたことから、冬至は元旦と縁のある日として

多くの華人はこの日を重視 してきたという。その後、中国では、寺社や人民が冬至に貧し

い人に衣服や粥などを与え、慈善的な意味合いを帯びるようになった。

シンガポールは赤道に近いため、季節的にも日照時間でも冬至を感じることはできない

が、この日に「湯園」を食する習慣だけが、現在まで受け継がれている。「湯園」とは、

餅米で作られた団子であるが、その「園」の字には「円満」という意味が込められ、家族

の団彙や吉祥を表す縁起の良い食べ物として、冬至前にはスーパー・マーケットや屋台等

で「湯園」が売り出される。華人は、この日に「湯園」を供えて 1年の平安を祖先に感謝

し、次の 1年が無事に過ごせることを祖先に祈る。

現在、多くの宗郷会館でも、一家団彙と吉祥を願つて冬至を祝つている。呂氏公会や福

清会館をはじめとする多くの宗郷会館では、一年の締めくくりとして、毎年冬至の会が開

かれる。福州会館では 1年おきに「冬至聯歓会」を開催 しており、「冬至聯歓会」では湯

園作成大会、書道大会、彫刻大会、歌唱大会等があわせて行われ、非常に大きな行事とな

つている。1998年の福州会館「冬至聯歓会」に参加 した主婦の厳麗華は、「若い人はいつ、

なぜ冬至を祝うのかということを知らない。このように会館がイベントを行うことによっ

て、冬至の意義が理解でき、家族との繋がりが深まる。高齢者にとっても、同郷人と集ま

る好い機会となつている。」と、会館が行事を行うことの重要性を強調している。・

調査結果 (表 32参照)では、小学生の 84.1%、 中学生の 71.6%、 大学生 。院生及び社

会人の半数以上が「冬至に参加する、祝う」と回答しているように、冬至は「湯園」で繋

がる身近な行事として、若者の中に根強 く存在していることが確認できた。これは、同じ

く冬の行事である重陽節とは対照的な結果である。

第10節  第8章の要点
シンガポール華人青少年の、華人伝統行事に対する態度を総合的に見てみると、春節、

端午節、中元節、中秋節及び冬至は、宣伝といつた社会からのプッシユ要因の強さと、「行

事の伝統的な食物を食べる」という食生活と緊密に結びついていることが、生存への原動

力となつており、参加率や関心の程度も比較的高い。また、先祖や宗族を重んじる華人に

とつて、清明節や中元節は、途絶えさせることのできない行事として認識されている。一

*1『聯合早報』、1998年 12月 21日。
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方、乞巧節や重陽節のような、社会からのプツシユ要因も、伝統的
な食物もない行事は、

忘れ去られる傾向にある。

また、社会経済の発達、価値観の変化、欧米文化の流入、他民族と
の混住等によつて、

伝統的な生活習慣に基づいた生活を送ることが困難になつてきて
いるだけではなく、近年

では、クリスマス、バレンタイン・デー等の欧米の行事が非常に賑やか
に行われるように

なつてきている。また、ナショナル・デー等の国民的行事についても、年
々若者の参加者

が増加し、ナショナル・デーのイベントのチケツトさえも手に入ら
ない状況が、毎年起こ

っており、国家への帰属意識や、国民的行事への興味が強まつてきて
いることがわかる。

こういった状況からみても、「伝統」よりも「現状」にそくした行事を祝
う傾向が、強く

なつてきているということがいえる。

リー・クアンユーが「伝統的な祭りの果たしてどれだけがその意味を維持
していけるの

かということが問題なのである。」というように、多くの行事
への参加者を確保できてい

ることが重要ではなくて、その行事の意味や存在意義を、今後どれだ
け継承していけるか

どうかが、伝統的行事のみならず、国民的行事、欧米からの流入行事
に共通する課題であ

るということを、本節を通して指摘することとなつた。
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表 25-32 華人伝統行事への態度

有効/回収票

参加する。祝う

(人、%)

知つているが、

何もしない

知らない

(人、%)

時々参加する

(人、%)

春節

(25)

小学生 88/90

中学生 88/90

大学生 246/300

社会人 267/290

88     100.0

84      95.5

238      96.8

258     96.6

。

４
．
５

２
．
８

３
．
４

０

４

７

９

0

0

1

0

０

０

０
・
４

０

清明

節

(26)

小学生 87/90

中学生 88/90

大学生 245/300

社会人 259/290

47      54.0

43      48.9

98      40.0

149     57.5

37    42.5

36    40.9

135     55.1

104    40.2

3   3.5

8   9.1

12      4.9

6   2.3

1  1.1

端午

節

(27)

/Jヽ t許」L  88/90

中学生 88/90

大学生 245/300

社会人 261/290

79      89.8

70      79.5

158     64.5

168      64.4

9     10.2

16     18.2

82    33.5

89    34.1

0      0

2   2.3

3    1.2

2      0.75

2   0.8

2    0.75

乞巧

節

(28)

/Jヽ t声生L  87/90

中学生 88/90

大学生 243/300

社会人 251/290

3   3.5

7    8.0

12      4.9

34     13.5

71    81.6

39    44.3

140     57.6

150    59.8

13     14.9

42    47.7

91    37.5

67    26.7

一九
　
　
　
”

中

節

但

小学生 88/90

中学生 87/90

大学生 244/300

社会人 260/290

55     62.5

40    46.0

69     28.3

130    50.0

32    36.4

42    48.3

172    70.5

129    49.6

1   1.1

4   4.`

3    1.2

1    0.4

中秋

節

(30)

/jヽ学生  88/90

中学生 87/90

大学生 245/300

社会人 263/290

83     94.3

68    78.1

190     77.6

189     71.8

5   5.7

17     19.5

52    21.2

73     27.8

0      0

2   2.3

2   0.8

1    0.4

1   1.1

1   0.4

重陽

節

(31)

小学生

中学生

大学生

社会人

244/300

88ノ90

250/290

88/90

5.7

10.2

12.3

18.446

５

　

９

　

０３

29    33.0

39    44.2

111     45.5

131    52.4

54    61.3

40     55,6

103     42.2

63     25.2

冬至

(32)

小学生 88/90

中学生 88/90

ブく錯許生L245/300

社会人 262/290

74     84.1

63    71.6

138    56.3

164     62.6

11     12.5

18    20.4

67    27.4

83     31.7

3.4

8.0

15.9

5.7

3

15

７

　

９３ 1   0.4

1991年 合田美穂
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第9章 新国民統合政策下における
「民族」のあり方

第1節  国民意識の創造
第 5章第 1節で述べたように、シンガポールでは国民統合の一貫として、国歌、国旗、

国章、国民の宣誓といつた、国民を統合するためのシンボルとなるものを創り出した。そ

れらを国民の間に、広くナショナル・アイデンテイティとして涵養させるために、特に小

中学校ににおいて、児童 。生徒が学校生活を送る上では、それらは不可欠な要素となつて

いる。小中学校における式典や各種行事はもちろんのこと、毎週の朝礼や集会でも、児童

・生徒は国旗を掲揚し、国歌を斉唱し、国民としての宣誓を必ず行う。

我々、シンガポール国民は、種族、言語、宗教を分け隔てることなく、 1つの国家と

して団結し、国家のために、幸福、繁栄、前進を達成するために、正義と平等の基礎の

上に、民主的な社会を築いていくことを誓います。

(We,the citizens of Singapore,pledge ourselves as one united people,regardless of race,

lallguage,or religion,to build a democratic society based on justice and equal■ y so as to

achieve happiness,prosperity and progress for mr nttion.)・

小学校入学と同時に、子供達はこの国民の宣誓を暗唱することになり、国民の団結と国家

建設の意義を、幼いうちから学ぶ。このように、シンガポールでは独立当初から、就学年

齢に達した国民に対して、このような形で国家への帰属意識を涵養させていく方針をとつ

ているが、いかにして国家意識を作りあげていくかという問題は、シンガポールにとって

は独立から現在に至るまでの大きな課題であるといえる。

筆者は、1997年 1月 にアンダーソン・ジュニア・カレッジの朝礼に出席し、参与観察

を行つたが、 1週間に 1度の朝礼ではまず、国歌の斉唱と同時に、国旗が掲揚され、生徒

代表が国民の宣誓を力強く行い、その他の生徒も毅然とした態度で、国旗を見上げ、雑談

はもちろんよそ見をしている生徒は 1人もいなかつた。朝礼以外でも、同校と交流関係が

ある、日本の高校の代表団が訪問した際でも、国歌及び校歌演奏が行われ、旋律が流れる

と生徒全員が直立し、日本の高校生を驚かせたほどである。また、現地の小学校で学ぶ日

本国籍所有の女児 2人に、リコーダーで自分の得意な曲を演奏させたところ、 2人ともシ

ンガポールの国歌を演奏した。'こ のことだけをみても、学校教育の中で、既に国民教育

が徹底されていることを容易に想像することができる。

国民意識を強固なものにするために、独立以降、様々な方法によつて試行錯誤が行われ

てきたが、具体的な活動が開始されるようになつたのは、1990年前後からである。国民

意識を確立するために、社会発展部は「国民意識週間工作委員会」を設立し、国民意識創

造に向けての活動を展開していくこととなる。

それにさきがけて、1988年 6月 18日から 26日 の期間、社会発展部によつて初めて、

西部のジュロン地区で第 1回「国民意識週間」が展開され、事前に 10,000枚 のポスター

*l S,″
♂ψorer Jθ

“
″″ク 」眈ゎ 助 ″Ottοο4 National He五 tage Bort 1998,p.132.

*2筆者の参与観察、及び小学生への間き取りによる。(1997年 )
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が、各居民委員会、コミュニティー・センター、政府の各部門に貼られる等の宣伝活動が

行われ、多くの国民の関心を集めた。「国民意識週間」開幕にあたっては、ウォン・カン

セン社会発展相が出席し、その期間中、多くの民間組織による演劇の上演、キヤンプ 。フ

ァイヤー、フォークダンス、シンガポール観光、児童絵画コンテスト等の、60余 りの活
動が展開され、約 30,000人が参加した。また、この機会に乗じて、 6月 19日 には 2万人

が参加する競歩及び徒競走大会も開催され、 6月 26日 を「団結日Jと して、4人の内閣

閣僚が、それぞれ各地区において行われた閉幕式に出席した。

1989年の第 2回「国民意識週間」は、 6月 20日 から 28日 の期間開催され、開幕式典
にはヨー・リムホン (楊林豊)交通兼情報相が出席し、前年度を 10項日程上回る活動が、

市中心部のマリーナ・スクェアにて展開され、最終日の「団結日」は、ゴー・チョクトン

(呉作棟)副首相の特別参加の下で、10,000人にも上る国民が出席した。
1990年の第 3回「国民意識週間」は、 5月 20日 から 27日 までの 1週間、場所を更に

市の中心部であるオーチャード・ロードに移し、開幕式典兼団結日式典には、ウィ。キム

ウイ (黄金輝)大統領が出席する、前年を上回る盛大なものとなった。活動内容は、前年
度から発展し、華人文化月、マレー文化月、インド文化月をこの 1週間に合わせて行い、

文化的行事の共存を試みたものであった。また、華聯銀行 (Ove∬eas union Bank,OUB)

及びモービル石油が、それぞれ 120,000ド ル及び 80,000ドルの寄付を行う等、政府以外の

一般企業からの支持を得るようにもなり、政府と民間の合作という成果を生んだ。

ウォン・カンセン (黄根成)社会発展相は、1990年 8月 に、シンガポールが建国 25周
年を迎えるにあたって、シンガポール人としてのアイデンティティの促進、独特のシンガ

ポール文化の形成、シンガポール人の愛国意識の涵養のという3点を、現在の目標として

掲げた上で、「多くの国民は、ナショナル・デーの時にだけ、自分をシンガポール人であ

ると意識しているようだが、日常生活においていつでも、自分はシンガポール人である、

シンガポールが自分の国である、祖国であると思えるようにならなければならない。」と

して、「国民意識週間」を設定したことの意味を述べている。 ・
ウォン・カンセン社会発展相が、「ナショナル・デーの時にだけ国民がシンガポール人

であることを意識する。」と述べているように、実際にもナショナル・デーはシンガポー

ル国民であることを意識するには十分なほどの、影響力と宣伝力を有している。筆者は、

1989年、1990年 、1991年 、1993年、1995年、1996年、1997年、1998年の計 8回のナシ

ョナル・デーの式典を、シンガポールにて実際に或いはテレビ中継を通して参与観察した

が、ナショナル・デー及びそれに関する政府主催の行事が、年々大きいものになっていく

感があることは否めない。とりわけ、従来はナショナル・デー当日に、メイン会場の 1つ

であるシティー・ホール前にて開催されていたパレー ドも、1998年 には、数日前の休日

に、比較的広い郊外のイースト・コースト・パークに場所を移し行われ、ゴー・チヨクト

ン首相をはじめとする大臣級の閣僚が出席し、海軍の軍艦まで出動する盛大なものとなっ

ている。
中2

*1『聯合早報』、1990年 5月 20日 。
*2筆者の参与観察による。(1998年 )
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これまで、政府はナショナル・デーを中心とした、国民意識を創造する活動を行つてき

たが、1997年以降、歴史から多くのことを学び取りながら、多民族及び多元文化共生の

社会を築いていくといつた日標が設定され、そういつた流れの中で、国民意識、国家意識

を確立させていく方針がとられることとなつた。

第2節 国民教育の推進
1997年 1月 、シンガポール国立大学にて「建国と/AR民権」を主題とした「歴史教学パ

ネルデイスカッション」が開催され、 3名の発表者及び 7名のパネリストによつて、「い

かにして国家意識を涵養していくか」という問題が討論された。パネルデイスカツシヨン

の司会を務めた社会学科のチユア・ベンフアット (荼明発)助教授は「シンガポールの各

民族の若者は、物心が付き始めたときから、自己をはシンガポール人であると位置付けて

いるため、一昔前の世代と異なり、自己の文化ルーツを辿ることもなくなった。この変化

のため、シンガポールの学生に国民意識を涵養させることに対して格別の注意を払う必要

がある。」と述べた。

発表者の 1人である政治学科のムダリ講師は「シンガポール政府は 30数年間で、国家

意識を国民の中に確立させ、多民族社会を作りあげるために、努力してきたが、人民行動

党の実利主義により、様々な形成の中で、何度も政策が変化し、国家意識創造の方法も曖

味模糊としたものであった。1960年代及び 1970年代の政府のスローガンは、シンガポー

ルは新国家であり、国民は国家に帰属意識を持ち、国家の生存を図る努力をしなければな

らないというものであり、1980年代からは、政府は方針を転換し、各民族後がそれぞれ

のルーツを知ることを推進し、1990年代に入ると、再び政府が主導権をとりながら、多

民族政策の正確性を強調した。それは、シンガポールが小国であり、国内外の形勢の変化

によって、国家意識の捉え方も紆余曲折を経てきたためである。」と、過去の政策の変遷

をまとめ、「若い世代の中での国家意識の創造には希望が見えている。若い世代は民族意

識をあまり持ち合わせておらず、子供が春節やデイパバリ (イ ンド人の新年)を同時に祝

って楽しむような、肌の色にこだわらない純真なアイデンテイテイは、残す価値のあるも

のだといえ、大人の狭い観念からものを見てはいけない。」と、若者の価値観は変化して

いる事実を指摘している。

また、出席者の 1人である教育部国家教育署の王斯芸は「学校は、子供達の成長の過程

で、アイデンテイテイを形成するための最も適した場所であるといえ、学校の共通のカリ

キュラムの中で、子供達は共通の学習経験を共有し、将来は学校で学んだ全面教育の作用

を発揮し、ポスト・グローバル化時代のシンガポールが直面する問題に対応していくであ

ろう。」と述べ、若い世代に「共通の国民意識」を涵養させることの重要性を強調した。・

1997年 5月 17日 、シンガポール教育部は「教育計画大綱」を宣布し、2000年を最終日

標として、全国の各レベルの学校で、全面的な国民教育を推進していくことを決定した。

教育部の国民教育計画の 4大主旨は以下のものである。

*1『聯合早報』、1997年 1月 26日 。
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1,シ ンガポールを誇りに思えるような、国家アイデンティティを涵養する。

2,歴史への知識を強め、建国過程を理解する。
3,国家の極限を強調し、未来に向けての挑戦を理解する。
4,核心的価値観を涵養し、繁栄に向けて進歩する。
以上の4大主旨からみると、国家アイデンティティの涵養は国民教育の核心内容であり、

歴史への知識を強めることは、国家アイデンティティの涵養の手段であるといえる。また、

国家の極限と核心的価値観を強調することは、未来を見据え、国家の安泰を継続させるこ

とを意味する。国民教育委員会は、国民教育計画を制定する過程で、シンガポールの歴史

意識が存在しなければ、国家意識は生じないということを認識し、学校に対して、学生が

シンガポールの歴史を知ることを通して国家アイデンティティを洒養するような教育を行

うよう通達した。・

1997年 5月 24日、『聯合早報』上で、教育部の「教育計画大綱」を受けて、張従興の

「どのようにアイデンティティをみいだすか、何をアイデンテイテイとするか一国民教育

が引き起こした問題」という論文が掲載された。この論文では、国家というものの定義か

ら、現代国家の類型が説明されており、それを理解した上で初めて、国家アイデンティテ

ィを語ることができると述べられている。
中2張
従興の示した現代国家の類型とは、以下の

とおりである。

1,文明古国 :悠久の歴史を有し、文化資源が豊富な、インドや中国等の国家を指す。
これらの国家における国民は、悠久の歴史が創造した文化に対して誇りを有し、如

何なる逆境に置かれても、国家アイデンテイティの存在の有無にかかわらず、重厚

な文化の力量によって凝集する。

2,種族国家 :日本やイスラエル等の単一種族によって組成される国家を指す。種族に

対してアイデンティティを持ち、種族の利益を強調し、種族の存亡にかけて国民の

凝集力を発揮する。

3,宗教国家 :バチカンやイラン等の単一の宗教を国教とする国家を指す。宗教に対し
てアイデンティティを有し、宗教を以て世俗政治の指導原則としているため、国家

は宗教を保護するために戦争をも厭わない。

4,民族国家 :大多数の現代国家が採用している建国パターンである。民族国家の特徴
は、国内でマジョリティを占める種族の利益を優先するが、少数種族の利益を剥奪

することもない。少数種族は、マジョリティである種族の指導者の下で、国家の規

則を遵守しなければならない。隣国のマレーシアがこれに当てはまる。

5,共産国家 :国民は共産主義に対してアイデンティテイを示し、人民政治、経済、文
化生活は、マルクス・レーニン主義の原則に基づく。ソビエト連邦が崩壊し、中国

やベトナムが自由市場経済を採用することにに転向した現在では、キユーバと北朝

鮮のみがこれに当てはまる。

張従興は、シンガポールは、独立初期のマレーシア及びインドネシアとの対外関係や、

*1『聯合早報』、1997年 5月 24日。
キ2張従興「如何認同、認同什慶一国民教育引発的問題」、『聯合早報』、1997年 5月 24日。
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華人の中にも華語教育系と英語教育系といつたような 2種類のアイデンテイテイが存在 し

ていたため、彼らの結合が困難であつたことことから、華人をマジョリテイとする民族国

家の建国路線を採用することはできなかつたことを強調 し、シンガポールは上記の全ての

類型にも当てはまらない特別のケースであるとしている。シンガポールは、種族、言語、

宗教、習俗、文化において、各民族を凝集させることができる共通点は何一つ存在しない

という状況の中で、多民族及び多文化の共生という建国路線を採用することとなつた。当

初、シンガポールは、英語教育や工業化を推進し、幸運にもアジアの中では経済的に恵ま

れた国家に成長した。しかし、経済的な繁栄は果たしてシンガポール人のアイデンティテ

ィに繋がるのであろうか。また、もし経済競争の末に、シンガポールが破者となつた場合、

シンガポール人の中に何が残るのであろうかというのが、張従興の投げかけた問題でもあ

る。

筆者は、30代の職業を持つ華人 10人に「シンガポール人でよかつたと思つたことや、

シンガポール人としての誇 りを感じることがありますか。」と質問したところ、全てが肯

定的な回答をした。その理由としては、「普段は特に感じないが、後進国に出張や旅行に

行つたときに、恵まれている自分を実感でき、シンガポール人で良かつたと思う。」(4

人 )、「インドネシアの事件 (1998年 の種族暴動による華人への迫害)を見て、シンガポ

ール人で良かつたと思つた。」(2人 )、「東西の文化や言語を受け入れている面が、他国

にない自慢できる点だと思う。」(2人 )、 「この国のパスポー トがあれば、とりあえず自

由にどこの国にも行けるから、悪くない。」(1人 )、「アメリカ等の自由国家を羨ましく

思うが、その他の国よりはましと思う。」(1人)と の回答であつた。・ この回答だけを見

ても、シンガポールに対 して、経済的な面での優越感や、他国と比較しての誇りを感じて

いるケースが多く、張従興が指摘したように、国の文化や民族に誇りを感じている回答は

少ないことがわかる。「教育計画大綱」が宣布され、全面的な国民教育が本格的に実施さ

れるようになれば、張従興の投げかけた問題は解決でき、現在形成されつつある国家アイ

デンティティは、更に強固なものになっていくのであろうか。

「教育計画大綱」宣布後、国会でも国民教育推進のために、様々な討論が行われること

となつた。1997年 6月、タン・グアンセン (陳原生)貿工部高級政務次長は、国会にて

「シンガポールの国魂を涵養することは、国民教育の精髄であり、これは 21世紀の理想

を実現るための、経済発展の推進に付け加えた、更に重要なカギとなるものである。一昔

前の世代のシンガポール人は、植民地時代に苦労を重ね、 2等公民として身を置いた経験

があり、現在 1等公民の身分を持つことの意味の幸福を認識しているため、身を以てシン

ガポール人としての誇りを感じている。よって、いかにして若い世代の中にこのような精

神を確固たるものとして植え付けるかが、国家の成功のカギとなる。こういつたことから、

国民教育は国魂涵養の第一歩であるといえる。」として、国民教育を進める際の 3大問題

を提示した。

1,政府が単独で国家問題を抱えるのではなく、国家問題を国民それぞれが理解 し、民

間の問題とする必要がある。

*1筆者の、30代の華人社会人への聞き取りによる。(1997年 )
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2,民間では「暗黙の了解」によって、国家が侮辱を受けたときはそれに立ち向かい、
水の供給が絶たれた時は、一滴の水でも節約するといつた、デイフエンスの精神が

必要である。

3,機会、電子、土木の各エンジエアが育つ中で、教師に限らず、文化、芸術、新聞、
理論工作者を含めた精神的なエンジエアが必要となり、各民族の文学芸術、音楽舞

踊、文章評論に従事する者の感情や理想を通して、国民教育を確固たるものとし、

シンガポールの国魂を涵養しなければならない。

タン・グアンセンは、続けて「シンガポールの国魂がありさえすれば、シンガポールが

美しいという伝説だけではなく、永遠の美しさを持つ続けることとなる。」と、国魂の涵

養を推進することに自信を有している。また、ハロン内政相政治秘書は「教育部は、教師

がシンガポールに対して正確な認識を持つように、指導するべきである。特に高等教育機

関の学生が、敏感な問題を教師に対して提示した場合、教師は正確に答えなければならな

い。」として、学生のみならず教師への国民教育の必要性を説いた。・

周暁東は、「我々は共通の理想を実現し、自己のため、子孫のために、シンガポールを

最高の故郷として、建設していかなければならない。」とのゴー・チョクトン首相の施政

方針演説及び上述の論を総括する形で、『聯合早報』に以下の国民教育の重点を掲載して

いる。

1,国家の凝集力の増強 :2言語環境の優勢を利用し、多種多彩の教育方式を展開し、
2言語環境を増強することで、各民族間の団結を促進させることが、国民教育の重

要な部分となる。

2,集団意識の向上 :個人は自己の所在する集団の中での目標は何か、また、共同の利
益とは何かを知る必要がある。そして初めて、個人の立場を知ることができる。こ

れは国民教育の重要な部分となる。

3,寛容と許容 :シ ンガポール政府の政策は、合理的な建設の下で、民意に適した素早
い決定によって行われている。こういつた習慣を民衆の中にも作りあげていかなけ

ればならない。
Ⅲ2

上述のような、国民教育の推進方法は、現在はまだ試行錯誤の段階であるが、その第一

歩として、1997年 7月 に、テオ・チーヘン (張志賢)准将兼教育相が、 4つのポリテク
ニック及び 11の工芸教育学院 (双方とも日本の高専レベルにあたる)で、1998年 7月 よ

り、授業の一環として国民教育を実施することを発表した。そして、これらの学校の代表 14

人によって組織された聯合委員会によって、 1年から3年までの過程の中で、正規課程及
び非正規課程でそれぞれ 15時間の、合計 30時間の国民教育を行うことが決定され、以下

の基本事項を国民教育に取り入れていくことが決定された。

1,シ ンガポールは我々の祖国である。
2,我々は種族と宗教の融和を守らなければならない。
3,我々はエリートとクリーンの原則を維持しなければならない。

*1『聯合早報』、
*2『聯合早報』、

1997年 6月 4日。

1997年 7月 24日。
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4,我々は自ら繁栄を求めていかなければならない。
5,我々は自らシンガポールを防衛しなければならない。
6,我々は自分の未来に自信を持たなければならない。
これらの基本事項に従つて、シンガポール・ポリテクニック及びタマセック・ポリテク

ニツクでは、専門家を招いて、討論形式の授業を行つていくことを決定し、ニーアン・ポ

リテクニックは、各学科によって教育方針を決定することを決定し、ナンヤン・ポリテク

ニツクは、国民教育を現有の科目の中に入れずに、独立した科目として教授することを決

定し、工芸教育学院管理局では、国民教育を独立した科日とする一方、現有の科目の中に

も取り入れて教授していくことを決定した。
Ч

一方、ポリテクニック及び工芸教育学院以外の小中学生及びジユニア・カレッジの生徒、

一般人を対象にして、1998年 7月 7日から7月 31日 までの期間、シンガポールで初の「国

民教育展」力S開催された。
中2

「国民教育展」会場では、スタンフォード・ラッフルズのシンガポール上陸時から現在

に至るまでの、シンガポール歴史の各場面の写真や証拠品の展示、「国民教育展」に関す

る書籍や記念品の販売等があったが、とりわけ「国民教育展」のメインとなつていたのが、

立体映像による『私達の物語―逆境からの生存』の上映である。これは、展示と同じく、

英国植民地時代から現在に至るまでの、シンガポール歴史の各場面が、映像及び実際の演

技によって、何度も画面を変えながら流れていくものであった。

第 1幕では、英植民地統治下のシンガポールから、日本占領期にかけての上映が行われ、

特に抗日運動が強調され、国家を守ることの重要さが反映されている内容であつた。第 2

幕では、戦後の復興から 1955年 にかけて、シンガポール人が現地意識に目覚め、政治に

参与する経過が描かれている。第 3幕では、1955年からシンガポール独立前にかけての

共産党の脅威、人民行動党と左派勢力との闘争が描かれ、「共産党がもしその時に勝利し、

シンガポールを治めることになっていたらと、考えるだけでも恐ろしい」と語られている。

第 4幕では、マレーシアとの合併に絡む運動が上演され、その際も共産党の脅威が強く描

写されている。第 5幕では、マレーシアとの合併時代の、種族暴動事件から、民族平等の

大切さを訴えていると同時に、シンガポールの判断、つまり分離独立の正当性が強調され

ていた。第 6幕では、独立から現在にいるまでの、一連の公共住宅政策、国防の強化とい

つた経緯が上映され、最後の第 7幕で、種族と宗教を認め合うことを前提として、前進し

ていこうという意味の言葉が語られた。この映像では、一貫して「敵」から防衛すること

で、初めて国家を存続させることができるということを訴えている。・

この「国民教育展」では、上映、展示に共通して、歴史上シンガポールに対して脅威を

与えた存在として、日本軍の侵略、共産党の台頭、1960年代の種族暴動、マレーシアと

の紛争があげられ、いかにしてシンガポールがそれらから身を守つてきたか、言い換えれ

*1『聯合早報』、1997年 8月 21日 。
*2 「国民教育展」での展示及び映像内容については、「国民教育展」を記念して出版さ
れた Sれ圏″κr Jb“″ッルゎ Nα″

"λ
οο4 National IIe五tage Bor● 1998.に詳 しい。

*3筆者の「国民教育展」での視聴、及び入場バンフレットの紹介による。 (1998年 )
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ば、それらの困難があつたからこそ、強固な国家を作りあげることができたということが

強調されていた。また、場面の途中では、日本軍に殺された子供の写真、民族暴動の衝撃

的な写真、マレーシアからの分離独立を涙ながらに発表するリー・クアンユー首相の映像

等、情に訴えるような映像が数多く流れ、感情輸入してしまうような感じを受けた。・

この「国民教育展」は、学校行事の一環として全国の小中学生が団体で参観する以外は、

誰もが参観できるわけではなく、事前に人民協会や、コミユニテイ・センター等の機関に

て、一定の期日内に入場券を手に入れた者だけが参観できるというものであつたため、知

らずに会場を訪れた多くの人々が、入場できずに立ち往生している光景が見られた。'国

民に対して広 く国民教育を実施するためには、このように制限を設けたことへの反省をふ

まえ、その後、シンガポール歴史博物館では、国民教育展を参観する機会を逸した国民に

対して、1999年 2月 24日 から、国民教育展の主要プログラムである『私達の物語一逆境

からの生存』の立体映像を、ハイヴィジョンテレビ画面にて、新たに4種の公用語にて再

度上映することとなった。歴史博物館がこの映像設備を設置するのに、2000,000ド ルの費

用を要したという。
中3

ただ単に「国民教育」としての教育や活動を展開するだけでは、政府の上からの押しつ

けにもなりかねず、今後、どれだけの国民が自主的にこのプログラムを参観に来るかとい

うことが、国民教育の鍵になるであろう。そして、多くの自主的な入場者を得て初めて、

「国民教育展」の成功をみることができるのではないかと考える。

第3節 唯族融和日(RacidHDony Dり )」
政府は 1997年から、毎年 7月 21日 を「種族融和日」と決定し、全国の各小中学校及び

ジュニア・カレッジでは、この日を記念して、各種の教育活動を展開し、活動の中から各

民族の児童 。生徒に融和することの意義を学ばせることとなった。1964年 7月 21日 は、

民族間の暴動が発生し、死者 23人、負傷者 460を出す大惨事となつた歴史上の不幸な日

である。この教訓を生かし、惨劇が 2度 と起こらないように、リー・シェンロン副首相が

同年 5月 17日 における国民教育計画推進のための儀式で、この日を「種族融和日」と設

定することを決定 した。このような歴史的な記念日は、この「種族融和日」以外には、 8

月 9日の「ナショナル・デー」(1965年 8月 9日 :マ レーシアからの独立日)、 2月 15日

の「防衛の日」(1941年 2月 15日 :シ ンガポール陥落の日)、「国際友誼日」(1965年 9月 21

日 :国連加入の日)があげられる。

今回、教育部国民教育処が各学校に対して提供 した資料には、新聞、歴史記録ビデオ等

があり、360校余 りの小中学校及びジユニア・カレッジが、「種族融和日」の教材として

使用した。この日、ナンホア (南華)小学校及びクランジ中学校では、教師や児童・生徒

が各自、民族伝統衣装を身につけ、それぞれの伝統食品を持ち寄 り、「衣」、「食」の方面

*1筆者の「国民教育展」での視聴及び参与観察による。(1998年 )
*2筆者の参観を通しての参与観察による。(1998年 )
*3『聯合早報』、1999年 2月 20日 。
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から、各民族の伝統を紹介し、理解を深める活動を行つた。また、ナンヤン (南洋)女子

中学、ギンモウ中学、チュアンユエン中学では、種族暴動の歴史の短劇、或いはインド系

のシーク教徒の伝統的な婚ネLの短劇を上演する等、演劇により歴史的事実や民族の伝統文

化を紹介した。この他、セラングーン。ジュニア・カレッジでは、「実地取材」として、

生徒が年輩の教師を対象にした経歴のインタビユー、アンダーソン。ジユニア・カレッジ

では、生徒全員がこの日に対する感想の文章化、ラッフルズ 。ジユニア・カレッジでは、

文化及び歴史展覧会の開催、アングロチャイニーズ 。ジュニア・カレッジでは、民族服装

コンテストの開催の他、パキスタン国家弁論隊と同校弁論隊との弁論大会開催を行う等、

各校で独特の活動が展開された。・

その中でも、華人生徒が大半を占める特選中学
中2の
場合、他民族の生徒と交わる機会が

少ないために、この行事は更に重要な意味を持つこととなつた。カソリック (公教)月 学ヽ

校及び中学校では、3,700人余りの児童 。生徒が、「校内放送」という独特の方法によって

この日を記念する活動を行い、続く1ケ 月間、各民族の児童・生徒に融和意識を増強させ

る活動を展開していくこととなつた。カソリック中学校は、同年 3月 より全国に先駆けて

「カソリック中学放送ステーション」を設立し、生徒による校内での華語放送が開始され

ているが、国民教育計画の推進と相まつて、7月 より英語放送も加えられ、毎朝 20分間、

月、水、金曜日は華語、火、木曜日は英語による放送が開始されることになり、生徒の2

言語能力の向上を目指すこととなった。

同校のロク・カーキ (陸家棋)校長は「カソリック中学は、特選中学であり、華人学生
は他民族と接する機会が少ないため、彼らに更に正確な価値観を涵養させる必要がある。

国民教育が計画されている現在、とりわけ種族融和という課題に注意を払う必要がある。」

と述べ、放送ステーシヨンでは、この日にマレー系のアプラヒム・ビン・オスマン国会議

員を正式な放送開始式典に招き、マレー系の議員に対して華人生徒がインタビューすると

いう形で、生徒が直接民族の融和に触れさせる機会を設けた。また、この行事に合わせて

区如柏、韓山元、庄永康の 3名の『聯合早報』著名新聞工作者を招が招かれ、 3人に行事

についてのインタビユーを行つたものを、全校生徒に聴かせるというプログラムも組まれ

た。
中3こ
の日には、同じく華人が大半を占める特選中学のチヨンチェン (中正)中学 (本

校)でも、マレー系のヤティマン・ユソフ情報部高級政務次長及びアプラヒム・ビン・オ
スマン国会議員が招かれ、華人生徒と交流し、この日の意義を生徒に実感させる活動を行

つた。
Ч

1998年は、前年に引き続き、全国の小中学校及びジユニア・カレッジでは更に多彩な

活動が展開された。とりわけ、1998年の活動の中で特徴的であつたものは、自己の伝統

*1『聯合早報』、1997年 7月 22日 。
*2 華語と英語を第 1言語するカリキュラムのある中学校。伝統のある旧華校が特選学
校に指定されており、一般的には英中双方に精通するエリート校としてのイメージがある。

詳細は終章第 1節を参照。
*3『聯合早報』、1997年 7月 21日 。
*4『聯合早報』、1997年 7月 22日 。
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文化を紹介するだけでなく、他民族の民族衣装を試すといつたような、他民族文化を受け

入れる活動が多かったことである。

タマセック・ジュニア・カレッジでは、生徒が他民族の衣装を身につけて登校すること

になつており、近所のマレー人に衣装を借りて着用してきた華人生徒、マレー人の衣装を

入手したものの着用方法がわからず、マレー人の同級生に着せてもらつた華人生徒等がい

た。
Ч
ラッフルズ女子中学では、この日には教師と生徒は民族衣装で登校しなければなら

ないという校長による規定が出された。自らの民族衣装に身を包んできている生徒が多い

中で、一部の華人生徒がマレー人のサロンやインド人のサリーを、マレー人生徒が華人の

チーパオを着用してきた他、シンガポール以外のハワイアンドレスのような衣装を着用し

てきた生徒や、サッカーのワールドカップからヒントを得て各国のサツカー・チームの衣

装を着用してきたグループもあつた。同校は、国旗掲揚のセレモニーの後、全員がインド

料理の朝食を食べ、マレー人のココナッッ飯と華人の粽の制作に取りかかつた。そして最

後に、1960年代の種族暴動のビデオを鑑賞し、この日の意義を再確認した。育能小学及

び聖公会中学でも、児童・生徒が民族衣装を着用して登校し、伝統舞踊や短劇を上演した

り、各民族の伝統遊戯を試したり、各民族間の交流を増やした。"

また、シンガポール知新館は、この日に合わせて、国内の舞踊家による舞踊隊を結成し、

タマセック・ジュニア・カレッジ、ヴィクトリア・ジュニア・カレッジ、タンピニーズ・

ジユニア・カレッジ、アンダーソン・ジュニア・カレッジ等を巡回し、各民族の伝統歌舞

を披露する等、教育機関以外の機構でも、このような活動が行われた。
中3

ある中学教師は「民族融和しているというけれども、実際のところ、この 1年だけでも、

華人グループとマレー人グループのちよっとした論いが何度かあつた。また、マレー人生

徒が、華人生徒のグループにいじめられる事件も最近発生した。このような問題が潜在的

に存在していることは否めない。Jと事実を語つている。Ч

これまで民族問題は非常に敏感な問題として取り扱われてきたため、具体的な解決策が

提示されてこなかった。根本から潜在的に存在する民族間のわだかまりを解決しないと、

本当の意味での融和をすることはできない。この日だけの融和を行つても効果はあまり上

がらないことは確かであるが、「種族融和日」が設定され、それに関する活動が展開され

ることになったことは、問題解決の第一歩であると考えられている。

第4節  トータル・ディフェンス
近年、政府は、国民意識を強化するために「 トータル・ディフェンス」の考え方を国民

の中に涵養するようにつとめ、 2月 15日 を「防衛の日」と設定 している。1941年 2月 15

日、シンガポールは日本軍を前に陥落し、シンガポール歴史上、この日は最も不幸な日で

１

　

２

　

３

　

４

『聯合早報』、1998年 7月 22日 。

『聯合早報』、1998年 7月 27日 。

『聯合早報』、1998年 7月 22日 。

筆者の、B中学に勤務する32歳の女性教師への間き取りによる。(1995年 )
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あるとされていることから、 2月 15日が「防衛の日」として設定された。特に、戦前生

まれの華人にとつて、1941年 2月 15日 は、春節の初日で年中で最も大切な日と重なつて

いたことや、その直後には「大検証」として、多くの華人男子が日本軍に虐殺されたこと

で、非常に深い意味を持つ日である。この日の正午 12時には、民防部隊が「警報解除」

の信号として、全国の警報機を同時に 1分間鳴らすこととなつているが、これは、シンガ

ポール国民に対して、第 2次世界大戦時にシンガポールが受けた期難と苦痛を認識させる

ことと同時に、防衛の重要性を考えさせること、更には国民を防衛意識によつて統合する

ことを目的としている。・

1999年 2月 15日、中華総商会主催の「日本占領期戦没者記念碑第 32回慰霊祭」が行

われ、ジヨージ・ヨー情報相、中華総商会正副会長、各宗教の代表、児童
。生徒代表が、

記念碑に献花を行つた。慰霊祭は毎年行われているが、1999年は、とりわけ学生の参加

数が多く、前年の 42の学校からの 1,400人 の出席を上回る、60の小中学校及びジ
ユニア

・カレッジからの 1,700人が参列したことは注目に値する。出席者は、 3度の礼と 1分間

の黙祷を捧げた。慰霊祭に出席 した中華総商会会長で国会議員の鄭民川は「この慰霊祭は、

出席 した児童・生徒がこの機会に、現在の環境のありがたさを実感することも、生の国民

教育であるといえるだろう。若者が歴史上の事件を心に刻み、いざという時の心の準備を

心がけるべきである。」と、慰霊祭の意義を述べた。
・2

また、1999年 2月 15日は、ちようど旧暦の大晦日にあたり、全国の各学校では数日前

から、演劇、歌唱、訓練、遊戯等を通して、春節の行事と共に防衛の重要性を涵養する行

事が開催された。そのなかでも演劇では、仮想敵国を設定するのではなく、「日本占領期」、

「大検証」といつた実際の歴史上の経験を再現した演劇等を行い、当時シンガポ
ールの団

結や防衛が完全でなかつたからこそ、あのような惨事を招いた、といつた結論としてしめ

くくつているものが多かつた。・ また、培徳中学及び三山小学の約 2,000人の児童
。生徒

が、「もし水が不足したら」という仮定での演習を行い、1,5リ ットルの水を家に持ち帰る

という行事を開催し、「防衛」の大切さを学習した。
中4こ
のように、「防衛の日」の行事に

参加する学生数が毎年増加しているのも、学校側の「防衛の日」に対する意識が高ま
つて

きているためであると考えられる。

こういつた防衛意識の強化のための行事は、この「防衛の日」にのみ行われているので

はない。実際には終戦記念日である 8月 15日前後にも、戦争を反郷し、防衛意識を涵養

する行事やテレビ番組が毎年企画されている。近年では、1997年の 7月 から9月 にかけ

て放映された華語による連続 ドラマ「平和の価値 (和平的代価、Prise of Pease)」 が高視

*1 筆者は、1999年 2月 15

な非常に大きな音であつた。

*2『聯合早報』、1999年 2月

*3『聯合早報』、1999年 2月

*4『聯合早報』、1999年 2月

日にこの警報音を聞いたが、政府の意図を実感させるに十分

18日。

15日。

18日。
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聴率を記録 した。・ 中華総商会及びシンガポール・テレビ機構 (SingapOre Televeision

Grpolation, TCS)が プロデュースした「平和の価値」は、数人の若い華人男女が日本占

領期に、歴史に翻弄されながら生きていくという実話に基づいたフイクシヨンであるが、

このドラマには、抗日運動指導者陳嘉庚 (タ ン・カーキ)、 抗日活動で英雄と称えられた

林謀盛 (リ ム・ボーセン)、 女性抗日活動家の奈素梅 (エ リザベス・チヨイ)といつた実

在の人物や、生きるために日本軍の手先となり自殺した華人青年、非業の死を遂げるシン

ガポール居住の日本人女性等が登場し、戦争の悲惨さ、とりわけ占領された側の苦しみを

描き出すと同時に、人民が団結し協力することで命を守ることの重要性を訴えている。
・2

ドラマ放映中、現地の小学校に通う日本国籍の子供がひどいいじめに遭う事件が起きるほ

ど、このドラマは戦争を知らない若い世代にもインパクトを与えることとなった。
・3こ
の

ような形で、政府はあらゆる機会に、メディア、行事、宣伝等を通して、防衛の大切さを

説いているのである。

「防衛の日」は、軍事面だけの防衛ではなく、国家の全面的な防衛、「 トータル・デイ

フェンス」を意味している。『聯合早報』はこの日に「 トータル・デイフエンス」の意味

を国民に認識させるために、「′心理防衛」、「社会防衛」、「経済防衛」、「民事防衛」、「軍事

防衛」の 5方面からの基本的な防衛について、誰にでも理解できる漫画形式のストーリー

を掲載した。例えば「′心理防衛」の場合は、英国に留学しているシンガポール人学生が、

英国人に将来を尋ねられた時に、「シンガポールには信頼できる指導者がいる。もちろん

帰国してシンガポールのために働くつもりさ。」と答え、彼が留学を終えてチヤンギ空港

に降り立つた時に「やっばり祖国が一番。」とつぶやくストーリーである。また、「社会

防衛」の場合は、華人が賞を獲得したマレー人に対して「入賞おめでとう。」と親しく接

し、同じく華人がインド人に対して「デイパバリ (イ ンド人の新年)おめでとう。」と祝

いの品を渡すと、インド人はそれに応えて「妻がチキンカレーを作つたから食べにおいで

よ。」と笑顔で返事をしている場面が続く。そして、それぞれのストーリーの最後は「 ト

ータル・デイフエンスは 1人 1人の責任にかかっている。あなたはどうですか ?」 でしめ

くくられている。
中4「
卜_タ ル・ディフェンス」は、単に敵から身を守ることだけではな

く、国民の団結と国家への帰属意識を意味しているのである。

1999年の春節に際し、ゴー・チョクトン首相は「この地域で発生した多くの事件は、

我が国にも影響を及ぼすことは必至である。特に隣国のインドネシアは現在、深刻な経済、

社会及び政治問題に直面しているが、もし、こういつた隣国の問題が更に複雑になると、

とりわけ投資者は全ての地域に対して悲観的な態度をとらざるを得ず、我が国の経済復興

の速度も遅くなるだろう。また、このような混乱は、インドネシアのように民族及び宗教

*1 
『和平的代価』は、Foon Choon Hon編 『和平的代価―馬来半島論陥期間、136部隊

及其他反侵略勢力紀実』、中華総商会、1995年に収録されている体験記をもとに創作され

たドラマである。
*2筆者の視聴による。
*3筆者の、現地の小学校 4年に在籍する日本人児童への聞き取りによる。
*4『聯合早報』、1999年 2月 15日 。
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間に突如として暴動を発生させる。そのような状況の中、幸運にもシンガポールでは、多

文化、多民族、多宗教が共生し、国民は強い家庭観念を有している。シンガポール人はこ

れを当然のことと思うことなく、国民の間に更に強い自身と信頼心を築き、経済問題に対

応 していかなければならない。」と述べ、「 トータル・デイフエンス」の重要性を強調し

た。・

しかしながら、政府側が一方的に、国民教育展を開催したり、「 トータル・デイフエン

ス」を訴えたりすることだけでは、それが原動力にはなることはあつても、国民の中に団

結や国家への帰属意識が簡単に形成されるとは限らず、実際には難しいものがある。そこ

で、近年、政府の支持の下で相次いで設立されたのが、マレー・イスラム教社会発展理事

会、インド人発展協会、華社自助理事会といった、民族ごとの自助組織であり、これらの

機構の活動によって、民族の相互扶助を施し、国民教育及び「 トータル・デイフエンス」

といった全体的な政策と共に、国民統合を目指し、活動を展開している。

第5節 華社自助理事会(CADC)の成立と発展
現在、シンガポールには、政府の支持の下で設立された民間の自助団体である、1981

年設立のマレー・イスラム教社会発展理事会 (MENDAKI)、 1991年設立のインド人発展

協会 (SINDA)、 1992年設立の華社自助理事会 (CADC)が存在する。それら3団体は、

低収入及び低技能の青年、或いは定収入家庭の学業成績の低い児童 。生徒を対象として、

前者に対しては、彼らの潜在的な能力を発揮させるために技能訓練を受けさせ、後者に対

しては、成績向上を図るために補習クラスに参加させることによつて、彼らの生活及び教

育水準を向上させ、国家の発展につなげていくことを目的としている。ゴー・チョクトン

首相は、それら3団体の名誉賛助人及び顧問委員会の主席に就任する等、それら3団体に

対して、積極的な支持を表明している。

近年、政府が各民族グループに対して、遅れをなしている同胞を積極的にバックアップ

していくことを奨励しているようになつているが、それに呼応する形で、宗郷会館聯合総

会及び中華総商会の共同計画により、1992年 に華社自助理事会が成立した。そして、華

社自助理事会は政府と連係しながら、長期的な見通しの中で、華人社会における学業成績

や収入面で遅れをなしているグループの水準を高めていくこととなった。華社自助理事会

の成立時から、その自助会信託委員会及び寄付委員会の主席を務めている、大華銀行総裁

の黄祖耀 (ウ イー・チヨーヨー)は「華社自助理事会は、金銭的に貧困にある人々を援助

する慈善団体ではなく、貧困を取り除き、華人の生産能力を高めることに助力し、国家経

済と人材の育成に貢献するための組織である。」と述べている。
つ

華社自助理事会は、基本的には、華人就業者及び華人納税者が間接的に同胞を賛助する

形となつて運営されている。華社自助理事会の主な資金の出所は、華人の中央公積金 (CPF

と呼ばれ、就業者の給与から差し引かれ積み立てられている基金)か らの寄付によるもの

*1『聯合早報』、
*2鄭明杉編著

1999年 2月 15日。

『黄祖耀伝』、名流出版社、香港、1997年、174-175頁 。
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で、華人就業者の中央公積金局の回座から毎月直接、月収 2,000ド ル以下の者で 0.5ドル、

2,000ド ルを超える者で 1ド ルが、華社自助理事会へ寄付金として差し引かれているので

ある。これは強制ではなく、寄付の意志のないものは、署名を添えて不参加申請書を提出

することができる。

1997年の時点では、華人の中央公積金会員は約 750,000人であり、そのうち約 550,000

人が 2,000ド ル以下の収入であることから、そこから換算すると、華社自助理事会は中央

公積金から毎月約 470,000ドルの寄付を得ることとなり、基本的な経費はそれによつて賄

うことができるという。・ また、政府は、華社自助理事会設立から5年間の計画で、毎年

最高 2,000,000ド ル、 5年間で計 10,000,000ド ルという手当を多額の支給することとなつ

ている。
中2

華社自助理事会は、上述のように、シンガポール華人国民の中央公積金からの寄付や政

府からの手当によって成り立っているが、その他、政治家や企業家を含めた人々からの多

額の寄付も得ている。その中でも大国のものは、1992年の自助会信託委員会及び寄付委

員会主席の黄祖lleか らの亡父黄慶昌の名義による 1,000,000ド ル、1996年のリー・クアン

ユー上級相からの 416,0∞ ドルの一部及びリー・シエンロン (李顕龍)副首相からの

644,000ド ルの一部があげられる。リー父子の寄付金は、彼らのマンシヨン購入の際の割

引金額全額であり、華社自助理事会、インド人発展協会、マレー・イスラム教社会発展理

事会に寄付されることになつた。"こ れからみても、華社自助理事会は、一般市民から企

業家、政治家に至るまでの階層の華人から寄付によつて成り立っている民間機構であると

いえ、決して政府、或いは宗郷会館聯合総会及び中華総商会等の付属機構であるというわ

けではないこと力`わかる。

1995年 4月、華社自助理事会、マレー・イスラム教社会発展理事会、インド人発展協

会の 3団体は、初めて合同で、シーリン中学校普通クラスに在籍する4年生 101人を対象

に、生徒の自信とアイデンティティを強化させるために、各団体がそれぞれ400ド ルを支

出し、専門家を招いて各団体の紹介や、各種講座についての説明会を2日 間かけて行つた。

インド人発展協会会長カニサンは、「 3団体の共同開催は、各民族の学生を助けるだけで

はなく、各民族が交流する良い機会を提供することとなつた。」と述べている。
Ч

また、同年 12月 には、上述の 3団体に欧亜裔人士協会を加えた4団体が合同で、 3日

間の「少年 2000キ ヤンプ」を開催した。キヤンプは、参加者に対して、遊戯、グループ

討論会、フォークダンス、文化活動等の、文化を超えた学習と交流を通して、異文化及び

異なる価値観や言語に対して理解を深めさせ、リーダーシップを洒養し、団体生活の精神

を習得させることを目的としている。キヤンプには、小学 5年生及び 6年生の児童が 20

ドルを払つて参加した。チュン・ジッコン (庄日昆)社会発展部高級政務部長が主賓とし

*1鄭明杉編著『黄祖耀伝』、名流出版社、香港、1997年、180頁。
*2『聯合早報』、1997年 1月 20日 。
*3『聯合早報』、1996年 6月 4日。
*4『聯合早報』、1995年 4月 26日 。
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て出席する等、政府側も支持を表明した。・ 上述のように、これらの 3団体は、政府の推

進する多民族との協調も日標に置いて、1995年から、各民族で独自に活動を展開するだ

けではなく、このような合同形式の活動を展開するようにもなっている。

華社自助理事会はまた、1996年前後から、ポンゴール、ブキツメラ、 トアパヨ、ユー

イン、イーシユン等、シンガポール全域に、 7つの華社自助理事会付属の「学生サービス

・センター」を設置しているが、その中でも代表的な 1994年 に設立されたトアパヨ学生

サービス・センターには、小型図書館、21台のコンピユーターを持つコンピユータール

ーム、自習室等が備えられており、40人のボランテイアによつて、補習、コンピユータ

ー講座、遠足等の活動が行われている。同センターは、1996年 1月 の時点で 1,040人の会

員を有し、センターの管理は、地域コミユニテイーにおける 26人の指導者による管理委

員会によって行われている。
中2

1995年 12月 に、 トアパヨ学生サービス・センター開幕式兼開放日に出席したチヤン・

ソーセンは、「センターの管理を無駄のないように行うために、完成した学習サービス
・

センターを、地域コミユニテイと住民に委ね、政府は財政や管理面での協力を行うように

しているが、こういつた組織システムは、現在のところ良い成績を収めている。」とセン

ターと地域コミユニテイの合作の成果とその必要性を強調し、「 1つの学生サービス
。セ

ンターを設置するのに、150,000～ 200,000ド ルの費用を要するが、地区コミユ
ニテイ組

織と住民の反応が良ければ、ボランテイアエ作者も増加し、活動は更に盛んになるであろ

う。そうなれば、これらの投資は価値のあるものであるといえるようになる。」と今後の

見通しを語つている。
Ⅲ3

こういった「学生サービス・センター」には、 6歳から 18歳までのシンガポール公民

及び永住権所有者 (Pannanent Residence,PR)が 会員として登録することができているが、

1996年 5月 より開始された、非華人学生の華社自助理事会への準会員としての参加申請

者数は、同年 12月 31日 までだけで、マレー系 103人、インド系 36人、欧亜系 14人を含

む 153人となつた。他の民族グループは中央公積金から華社自助理事会に寄付をしていな

いことから、こういつた準会員の会費は 3年で 7.5ド ルと、華人の5ド ルと比較すると若

干高くなつている。チヤン・ソーセンは「それぞれの自助会には、児童・生徒の都合に応

じて他民族を受け入れるといつた暗黙の了解ができている。しかし、実際には児童・生徒

は、自分の属する民族グループの活動に参加することを望み、他民族の自助会の活動に参

加するケースは多くない。また各自助会も積極的に他民族を受け入れることをしていな

い。」と述べているように、やはり、自助会は基本的には各民族ごとで活動を継続して
い

くことを目標としている。
Ч

また、1996年度から、華社自助理事会は「学生サービス・センター」の設置以外に、

全国に計 1,713の クラスを有する 78の「補習センター」を設置し、20,428人の児童
。生

１

　

２

　

３

　

４

『聯合早報』、

『聯合早報』、

『聯合早報』、

『聯合早報』、

1995年 11月 9日。

1996年 1月 1日。

1996年 1月 1日 。

1997年 1月 24日 。
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徒が補習を受けることとなった。「技術訓練課程」においても、低収入の華人青年 328人

に対して、48種類の技術訓練課程を提供し、1995年に課程を修了した者の中で 41%にあ

たる者の給与に、20%以上の増加が見られる等の成果が現れた。
Ч

同年、華社自助理事会は、中学普通コース 1年生 184人を対象に、彼らに特進コース2

年に進学できる学力をつけさせることを目的として、9校の中学校と合同で「補習クラス」

を開設した。この計画に参加した 9校が、各自補習科目を決定し、10人の少人数制とし

た「補習クラス」の責任を負うこととした一方で、華社自助理事会側が必要な教員、教材

を提供し、生徒の教材 50%を負担することとなつた。また、この計画で年間 1人の生徒

にかかる費用は400ド ルであるが、華社自助理事会は、生徒からは毎月20ド ルを徴収し、

低収入家庭の生徒に対しては免除としている。

元国会議員リー・クンチヨイがかつて「私の息子は小中学校時代に成績が非常に悪か
つ

たが、彼は大器晩成型で、現在は医者になつている。しかし、彼がもし、現在の教育シス

テムの中で学んでいれば、潜在能力が認められないまま、タクシーの運転手のような仕事

に就くことになっていたかもしれない。Jと話したように、
中3大
器晩成型の生徒が、敗者

復活戦に参加することができない現在のシンガポールの教育システムは、近年批判を浴び

ていたが、この華社自助理事会の「補習クラス」開設の決定は、普通コースに在学する生

徒に一筋の希望を与えることとなった。

ウォン・カンセン内務相も、「能力があるにもかかわらず、小学校の卒業試験での成績

が良くなかったために、特進クラスに進学することができなかつた中学生が多い。」とし

て、潜在能力のある学習意欲が旺盛な生徒のために、この学校ぐるみの「補習クラス」の

開設を支持しきたが、それでも「華社自助理事会は、資源の無駄を省くために、可能性
の

ある生徒のみを受け入れ、全ての生徒を参加させることはしない。」としている。これは

やはり合理的な学歴分流主義を採つているシンガポールらしい考え方である。
・

このように、1996年は、華社自助理事会にとつて、活動を増やすことだけではなく、

従来の主旨である低収入及び低技能の青年、定収入家庭の学業成績の低い児童・生徒の生

活及び教育水準を向上させることだけの目標から、他民族の参加者を準会員として受け入

れることを決定しただけではなく、シンガポールの教育システムに影響を与えるような「補

習クラス」を設置することとなり、これまでのあり方から一歩進んだ活動を展開する年と

なつた。

華社自助理事会は、1997年以降、政府の一層の支持を得ながら、従来の活動から更に

活動を展開させていくこととなった。1997年は華社自助理事会が、政府の補助を得る最

後の年であることから、政府の賛助により、活動資金の獲得を目的とした「チヤリティ
ー

・ゴルフ・コンペ」が特別に開催された。ゴルフコンペには、華社自助理事会賛助人のゴ

ー・チョクトン首相をはじめ、S・ ジャヤクマル律政相兼外相、ヨー・チエウトン (挑照

*1『聯合早報』、1996年 5月 26日 。
*2『聯合早報』、1996年 5月 26日。
*3李畑才「談 1991年大選」、『聯合晩報』、1991年 9月 8日。
*4 『聯合早報』、1996年 5月 26日 。
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東)貿工相、リー・プンヤン (李文献)労働相、リム・ブンヘン (林文興)特委相、リム

・ヒンキヤン (梱弟強)国家発展相兼第 2外相が参加 し、予定の 250,000ド ルを上回る

503,000ド ルを得ることとなった。・ このように、 1つの華人系組織のチヤリティー活動

に、インド系の S・ ジャヤクマル律政相兼外相を含めた政府の要人が多数参加することは

極めて稀なことであり、ここからも華社自助理事会に対する、政府の関心の高さを知るこ

とができる。

また、華社自助理事会は、1997年前後より、情報化時代に対応するために、これまで

の技術訓練及び教育に付け加え、「コンピューター歓楽園」と名付けられたコンピユータ

ー施設を公共住宅地に増設し、学生にコンピューターの知識を教授していくことを決定し

ている。ウォン・カンセン内務相は「1996年 11月 に設立されたユーイン・コンピユータ

ー歓楽園は、既に 1,000人 の会員を有し、好評を得ている。華社自助理事会が今後、各地

の「学生サービス・センター」内に「コンピユーター歓楽園」を設置し、更に多くの学生

が時代の潮流にあったコンピューター技術を学んでいくことを希望する。」と述べ、1997

年 3月 には、タンピユーズの公共住宅地に、250,00Clドルの費用をかけて、第 2の「コン

ピユーター歓楽園」が設置さることとなった。チヤン・ソーセンは「コンピューター歓楽

園のサービス対象は、 6歳～ 18歳の児童・生徒で華人のみならず、多民族をも受け入れ

る。」と述べ、サービス対象の幅を広げることを再度表明している。
中2

1997年、華社自助理事会は、国立教育学院に委託して、華社自助理事会で補習を受け

た児童 。生徒を対象に調査したところ、約 9割の児童 。生徒の試験成績に向上が見られた

という。また、75%以上の学校の教師はこの補習計画に対して信頼しており、児童 。生

徒が補習を受けた後、彼らの成績、学習態度、自発性、協調性、集中力、出席率全てにお

いて向上が見られ、極めて良い成果が上がつているという。
中3

1998年 より、華社自助理事会は、季刊誌『学風』を創刊することになったが、この季

刊誌の創刊は、活動が軌道に乗り、自助理事会が活動を一般に報告する段階に入つたこと

を意味している。季干J誌の創刊を建議した、華社自助理事会副主席であるカー・シンチェ

(何新治)国会議員は、「華社自助理事会の学生サービス・センターや補習センターは全

国各地に分散され、 1年に 1、 2回の全体的な集会を除けば、児童・生徒や教師が交流す

る機会がなかった。よつて、『学風』の創刊は、会員にその他のセンターの諸活動を知ら

せるだけではなく、華社自助理事会の一員としての自覚を持たせることにも繋がる。」と

述べているが、これは人民協会が Ciル
“
を出版することと同様に、これによつて、会員

が機構に参加していることを自覚し、その意義を見いだすことを目的としている。
・4

これまでの華社自助理事会の活動を振り返ると、成立時から6年間で、補習計画方面で

は、12,500人 の児童・生徒のために、延べ 24,800人 分に対するの補習を実施したこと、

技能訓練計画方面では、3,000人 近くの研修者に対して技能訓練が実施されたこと、学生

*1『聯合早報』、19"年 1月 20日 。
*2『聯合早報』、1997年 1月 20日 。
*3鄭明杉編著『黄祖耀伝』、名流出版社、香港、1997年、180頁。
キ4『聯合早報』、1998年 2月 8日。
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サービス・センター方面では、 7つのセンターには 14,580人の会員が登録しており、1997

年の 1年間だけでも、1,280項 目の活動が実施され、18,900人の児童 。生徒の参加が記録

される等、大きな成果が現れている。その中でも、技能訓練計画に関しては、1993年の

開始時では 101人の参加しか見られなかったが、同年から技能訓1練奨を計画し、効果が現

れた申請者に 75%の研修費の賛助を行つたり、課程修了者には奨励金を出すことになつ

たことから、現在ではその 30倍近くの研修生を受け入れるようになり、現在では、中華

料理、アジア菓子、美容、溶接、水道管修理等を含めた更に多くの技術課程を開設し、修

了者には資格や免許を交付している。しかし、その一方で、1997年に初めて 198,966ドル

の赤字を出す等、問題が出現し、これまでの募金方法の改革が必要とされるようになって

いる。
中
1

このように、近年、華社自助理事会は、深刻な経済不振で就職困難やリストラ等が社会

現象と化している状況下、技能訓練方面に力を入れるようになってきたが、1998年 8月 16

日に、タン・グアンセン貿工部高級政務次長が出席 し、一般人対象の第 1回「技能訓練日」

を設定 し、技能訓練の重要性をより多くの国民にに理解させる活動を展開した。活動では、

華社自助理事会付属の 9つの技能訓練センター以外に、国立の工芸教育学院、溶接業訓練

センター、シンガポール港務グループ訓練センター、シンガポール聯合工業総会訓練セン

ター等の課程も共に紹介された。
り

1998年 12月、マレー人・イスラム教発展理事会は、リス トラに遭つたマレー人労働者

に対して、再就職の機会を提供するために、電子、機械修理、電子機械の半年の全日制課

程を設置し、修了者には第 3級国家資格を交付することを発表した。そして、1999年 2

月に、華社自助理事会及びインド人発展協会と合同で、同年 4月 よりこの計画を実施する

ことを決定 した。イスラム教事務主管部長を務めるアドウラ社会発展相は、「華社自助理

事会が、1998年 8月 に同様の計画をを発表した際に、300人を超える申請者が殺到したが、

マレー人はこの計画にさして興味を示さず、反応が悪かつた。」として、今後、他民族の

参加の下で活動を宣伝し、マレー人の参加を促進させていくという方針から、合作に踏み

切つた。"

このように、各自助理事会が協力しあう体制は、1998年 に本格的に開始されはじめた

が、「学生サービス・センター」が他民族の児童 。生徒を会員として受け入れているよう

に、児童・生徒の活動に対しては、技能研修より早い時期に合作或いは協力体制が確立し

始めている。1993年から、中学生を対象として、華社自助理事会、マレー・イスラム教

社会発展理事会、インド人発展協会及び欧亜裔人士協会が合同で、毎年 1回行つている「自

助会キャンプ」がその例であり、1998年度は「融和生活 (Living in Han■ony)」 というテ

ーマで、マレー・イスラム教社会発展理事会が順番によって主催を務めた。普通 (工芸 )

コースで学ぶ中学 1年及び 2年生の多民族からなる 130人が、 3日間にわたる週末キヤン

プに参加し、交流を通して、互いの文化、親交、価値観を理解する活動を行つた。キヤン

*1『聯合早報』、
*2『聯合早報』、
*3『聯合早報』、

1998年 6月 27日 。

1998年 8月 14日。

1999年 2月 14日。
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プでは、華人の中元節、マレー人のラマダンなどに対する間違つた観念を正す活動や、団

体活動精神を学ぶ遊戯が行われただけではなく、刊行物の編纂の仕方や漫画の書き方等の

講座も開かれた。・

1990年以前、民族問題はなお非常に敏感な問題であるとされており、それまで各民族

ごとで個別に行われていた華人文化節、マレー文化節、インド文化節の、最長 1ケ月の伝

統文化活動や、自発的組織の活動は、それぞれの民族間の溝を深めると同時に、各民族の

ショウヴィニズムに繋がるのではないかとして、一時期、『聯合早報』等のメディア上で

論議を醸し出していたことがある。
つ
しかし、社会が安定に向かつている現在では、国民

統合を目標に置きながらも、自助機関を民族ごとに分散させ、参加者の各自の民族に対す

る帰属意識や団結心から活動の成果を上げ、国家の発展につなげていくといつた方針が、

1990年中盤以降、採られるようになつた。

そして現在は、そのような形で分散された各民族の組織が、臨機応変に合作したり、賛

助し合うことによつて、長短を補つていく形を取つている。1995年、1996年度に華社自

助理事会執行理事長を務めたチャン・ソーセン総理公署兼社会発展部政務次長は「分離独

立以来、政府は国民統合を目指し、一貫して国民教育に力を注いできたが、政府は近年、

華社自助理事会のように、民族ごとで自助団体を設立することを支持し始めた。それは、

相互扶助活動は、多民族が混合して行うよりも、民族ごとに分けた方が捗るからだと考え

たからである。それは、かつて宗郷会館が自助的な存在として相互扶助の精神を発揮して

いたことと共通するものがある。」と述べている。
中3

このように、自助会を民族ごとに分散させ、それぞれの帰属意識や団結心から活動の成

果を上げるという考え方は、宗郷会館の活性化と民族文化の復興を推進する政府の態度と

も無関係ではないといえよう。、そして、今後、「創造の共同体」のみに頼る国民教育一

辺倒だけではなく、このような民族ごとの相互扶助によつて、それぞれの民族に対する帰

属意識を涵養させるという、一種の相反する形態と並行させながら、シンガポールの国民

統合は実施されていくと考えられる。

*1『聯合早報』、1998年 12月 15日。
*2『聯合早報』、1990年 5月 20日 。
キ3 筆者のチヤン・ソーセン総理公署兼社会発展部政務次長への聞き取 りによる。(1998

年 )
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第10章  市民社会における宗郷会館と華人アイデンティテイ

第1節 宗郷会館聯合総会の成立
a,宗郷会館聯合総会成立の背景
現在、シンガポールに存在する華人宗郷会館は 200を超えているといわれ、1998年度

の宗郷会館聯合総会に登録されている会館数は 186である・ 。これらの宗郷会館の多くは

独立前に建設されたものであり、初期の宗郷会館の歴史は、少なくとも 19世紀末期から20

世紀初期にまで遡ることができる。シンガポールの独立前の宗郷会館は、植民地政府と華

人社会に介在する中間的機構として、シンガポール及びマレー半島の政治、経済、社会、

教育及び文化面において、重要な役割を演じてきたが、今日では、そういつた役割は政府

の担うところとなり、宗郷会館の重要性は次第に薄れていき、存在価値さえ問われるよう

になつた。政府は国民の社会生活を保障する一方、工業化を推し進め、経済発展に力を注

いだため、社会及び経済構造が大きく変化し、華人自身も宗郷会館に依頼しなくとも、生

活ができる基盤を築けるようにもなった。

また、第 5章第 1節でも述べているように、政府の 1960年代以降の公共住宅政策と土

地改革の結果、華人は他民族と同一の住宅や地区に居住することとなり、本来明確であつ

た民族集団及び副次的民族集団による居住区は解体されることとなつたことも、宗郷会館

衰退の一因である。これにより、移転を余儀なくされた多くの宗郷会館や、市中心部に残

る一部の宗郷会館は、すでに従来の地域住民による支持や依頼を得られない状態にある。

以上のように、衰退の一途を辿っていた宗郷会館であつたが、1986年 を機に方向転換

を見せることとなつた。1984年、聯合報劇団の主催による、宗郷会館復興についての座

談会が開催され、福建会館、潮州八邑会館、南洋方氏総会、晋江会館、南洋客属総会、福

州会館、海南会館から 10名の代表者が出席し、新聞記者で歴史研究家の韓山元 (ハン・

タンジユアン)が司会者を務め、話し合いが行われた。各会館の代表者は、宗郷会館にお

ける文化芸術活動のあり方と、後継者の養成について議論を繰り広げた。
つ
この座談会が

発端となって、同年、宗郷会館における役割について議論する全国宗郷会館検討会が開催

されることとなり、その開会式には、政府関係者としてオン・テンチヨン (王鼎昌)第 2

副首相が主賓として出席し、祝辞で宗郷会館の社会における必要性と、政府の会館活動ヘ

の支持を強調した。

1985年 には、福建会館主席の黄祖耀 (ウ ィー・チヨーヨー)が中心となり、各会館の

代表とともに、宗郷会館の組織力及び社会への影響力を強化するために、各会館の活動を

統括する全国的組織を成立させる方針を打ち出した。その会議では、宗郷会館は原籍地や

宗親関係を問わず、誰もが活動に参加できるような環境を作ること、宗郷会館は積極的に

*1 
『 聯合早報』、 1998年 1月 21日 。

*2 Lim How Seng,eds.,″ なゎryげ 滋ι Cλ j“ιSι cra“ Assoc,αιあ
“
加 Sれg`ψοκ,National

Archivcs,1986,p.140.
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後継者を育成すること等の目標を含めた 10大建議が打ち出された。・ その後のシンガポ

ールの宗郷会館の発展にとって、この会議が突破口を築く意味で、最も重要な会議であり、

この会議で中心人物となった黄祖耀が、その後、シンガポールにおける宗郷会館の中で最

も影響力を有していくこととなるのである。
Ⅲ2

b,宗郷会館聯合総会の発展
1986年、華人伝統文化の保存及び発揚、政府と華人社会間における橋梁としての任務

の遂行、宗郷会館の組織力の強化を趣旨とする、宗郷会館聯合総会 (SingapOre Federation of

Chinesc Clan Associttion,SFCCA)が 正式に成立した。その開会式には、オン・テンチヨ

ン第 2副首相が主賓として参列し、127の宗郷会館の代表が出席した。福建会館、潮州八

邑会館、三江会館、南洋客属総会、福州会館、海南会館、広東会館の7会館が発起会館と

なり、そこから選出され主席となつた黄祖耀は、宗郷会館の全面的改革、青少年の活動ヘ

の参与及び後継者の育成を積極的に進める必要性を強調した。そして、多くの宗郷会館が

賛同し、各会館の内部改革が開始されていつた。その後、宗郷会館聯合総会の呼びかけの

下で、各宗郷会館では、後継者の育成の為の青年団の設立、文芸活動活性化の為のダンス

・グループや演劇グループの組織、地域食文化伝播の為のグルメ・フェステイバルの開催、

華人研究の普及或いは華人社会の問題点を考察するための研究会の開催等が計画され、そ

ういつた活動が会館組織の中で再構成されるようになつた。

1995年、宗郷会館聯合総会で 10年間秘書長を務めてきた荼錦渦は、過去 10年間にお

ける宗郷会館聯合総会のめざましい進歩として、後継者の育成の成果が見えはじめたこと

と、成立時は 68の宗郷会館の団体会員が、1995年の時点で 183と なり大幅な増加をみせ

たことをあげている。また、その後の課題として、方言グループに帰属意識を持つ者や、

華校卒業生が中心であつた宗郷会館の会員だけではなく、英校卒業生や 2言語教育を受け

た若い世代を引き寄せる努力と、宗郷会館聯合総会が各宗郷会館の指導者的な立場を確立

していくことの重要性を述べている。
中3

1995年の宗郷会館聯合総会 10周年記念式典上で、主席の黄祖耀は「シンガポールの宗

郷会館は、多くの会館の集合体ではなく、既に 1つの大家族となつた。当初は、多くの会

館が宗郷会館聯合総会に対して理解を示していなかつたが、団体会員が宗郷会館聯合総会

を支持し、多くの活動を行うようになり、宗郷会館聯合総会への帰属心を持つようになっ

たことは、この 10年の成果である。」“と述べているように、宗郷会館聯合総会は、シン

ガポールの宗郷会館の活性化に大きな役割を果たし、宗郷会館聯合総会の設立の正当性を

強調した。

また、1995年 に宗郷会館聯合総会によって、華人研究のための学術機関として、旧南

*l Lim How Seng,eds.,″ ,sゎryりF ttι Cみ滋
`s`Cル
れ Assοc'α″οκ ′κ S'“g`ψθκ,National

AFChiVes,1986,p.144.

*2筆者の、新聞記者で歴史研究家の韓山元氏への間き取りによる。(1999年 )
*3『聯合早報』、1995年 12月 4日。
*4鄭明杉編著『黄祖耀博』、名流出版社、1997年、169頁。
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洋大学行政楼 (現南洋理工大学内)に「華裔館Jが設立された。「華裔館」の設立には、

黄祖耀の 1,000,000ド ルと彼の経営する大華銀行の 250,000ド ル以外に、香港長江実業グ

ループ主席李嘉誠、インドネシア・サリムグループ総帥林紹良からそれぞれ 1,000,000ド

ル、タイ・バンコク銀行主席の陳有漢、インドネシア・リッポー・グループ主席李文正、

台湾中国信託商業銀行主席
キ
沫松からそれぞれ 500,000ド ル、フイリピン SGVグルー

プ主席諄華成、マレーシア・ホンリョン・グループ主席郭令 燐 からそれぞれ 100,000ド

ルというように、アジアの著名な華人企業家から多額の寄付が寄せられた。また、シンガ

ポール政府から5,000,000ド ル、福建会館、潮州系の義安公司からそれぞれ 1,000,OC10ド ル、

ホンリョン基金、李氏基金からそれぞれ 500,000ド ル、第一資本公司から 200,000ド ルを

得て、1997年までに、合計 13,150,000ド ルという高額の寄付を得ることとなった。一方、

南洋理工大学側も、年間 1ドルという形式上の金額で場所を提供する等、全面的な協力を

見せている。上述のように、政府や宗郷会館からの支持も非常に大きなものであるという

ことが、「華裔館」に対する期待の高さとして理解することができる。また、国内のみな

らずアジアからの積極的な支持を得ているという点からも、この地域における「華人研究」

に対する期待の高まりをみることできる。・

設立にあたって、「華裔館」では、海外華人の移民当時における刻苦勉励の精神と、そ

の後の発展史を後世に残すため、 3年以内に『海外華人百科全書』を編纂することが計画

された。そして、1998年に出版された『海外華人百科全書』
Ⅲ2は
、世界各地の華人史研究

者と連携をとり、実際に各地に赴いたリインターネットなどを通じて資料を入手する等の

方法によつて編纂される大きなプロジェクトとなり、政府からも多大な支持を得ることと

なつた。この時期、宗郷会館聯合総会は、宗郷会館の活性化を図るだけではなく、華人の

伝統や歴史を後世に伝承するために学術活動にも参与することとなった。
中3

宗郷会館聯合総会の 1996及び 1997年 の主な活動は、以下の通りである。
Ч

l,宗郷総会援助金 (家庭援助金、学生助成金)及び文化活動資金の支給。

2,季刊誌『源』の出版。
3,伝統礼俗行事活動 (全国春聯創作コンテスト、全国中学生華人礼俗問答コンテスト、

「リバー・ホンパオ」)の実施。

4,宗郷会館との連携 (会員団体交流会、会館青年団交流会、会員募集活動)。
5,青年団との連携及び協力の強化 (華族文化研修キヤンプ、青春浪花、全国青年群口

講故事コンテスト、全国故事創作コンテスト)。

6,会館調査。
7,会館研究会。
8,講座 (英語による中華文化講座、華語によるシンガポール歴史講座)の開催。

*1鄭明杉編著『 黄祖耀博』、名流出版社、1997年、171-174頁 。
*2 Pan Ling eds.,■ e Encyclopedia of the Chincse Overseas,Joint Publishing(HK)Co.Ltd.,

1998.済翔主編、桂貴強訳『海外華人百科全書』、三聯書店(HK)有限公司、1998年 。
*3『聯合早報』、1995年 3月 21日 。
*4『第十一届常年会員大会』、新加岐宗郷会館聯合総会、1996年、5-6頁。
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9,嘉年華会の開催。
10,会員の文史資料保存に対する協力。

11,マ レーシア華人組織への訪問等。

宗郷会館聯合総会にはまた、「華裔館」以外に、現在 200名の園児、8人の教職員を有す

る宗郷幼稚園を所有し、教育活動にも力を発揮している。

上述の年間活動の半数以上が、文芸及び教育活動に割り当てられていることから、宗郷

会館聯合総会は、1960年代からコミユニテイー・センターが担うようになつていた文教

活動を、華人社会の中で分担するようになつたと考えられる。これは従来、宗郷会館が担

つていた教育工作を政府が担うようになつてから、約 30年間の空白期間を経て、その役

割が再度、形を変えて宗郷会館聯合総会ヘシフトしたということができる。

1986年に設立された呂氏公会は、宗郷総会聯合総会への団体会員としての加入は 1993

年と、比較的遅い会館であつたが、それまでは宗郷会館聯合総会へ加入することを目標に、

会館のレベルアップを図り、後継者育成や文化活動に力を注ぎながら、内部改革を行つて

いたという。
Ч
宗郷会館聯合総会の成立によって、宗郷会館聯合総会が、多くの宗郷会館

への指導と模範を示すことにより、呂氏公会のように活性化を図るきつかけが与えられた

会館も少なくないという。

現在、宗郷会館聯合総会が、各宗郷会館の指導者的な立場を確立していることを表す事

例として、1996年 9月から1997年 4月 にかけて行われた「会員募集運動」があげられる。

宗郷会館聯合総会は、1996年 9月 に宗郷会館聯合総会の団体会員となつている 184の宗

郷会館に対して、同郷人や宗親を入会させることを目的とした全国規模の「会員募集運動」

を発令し、多くの宗郷会館がこれに呼応した。宗郷会館聯合総会は、運動の発令にあたつ

て、会員数が 300人以下の団体会員を第 1組とし、300人以上のものを第 2組と分類し、

各組に対してそれぞれ金賞、銀賞、銅賞及び 5つの優秀賞を与えることを決定した。そし

て、第 1組に属する団体会員は 30名の新会員入会が、第 2組に属する団体会員は 60名が、

表彰に値する人数であると設定され、運動に参加した全会館に参加証も発行された。
・2

その結果、南洋客属総会の 234人、永春会館の 173人、福清会館の 129人、金門会館の 85

人、福州会館の 80人、南洋方氏総会の 40人、同安会館の 29人、顔氏公会の 28人、博氏

公会の 16人等の新規加入の成果がみられた。その中でもいくつかの宗郷会館は、独特な

方法で多数の新会員を獲得している。

南洋客属総会の場合、20ド ルの入会金を支払うだけで永久会員になれるという入会金

の安さと入会の手軽さから、100人余りが入会した他、1996年 11月 にシンガポールで開

催された「第 13回世界客属懇親会」に乗じて、華人ネツトワークを通してビジネスチヤ

ンスを得る等といつた目的で、更に 100人余りが入会したことで、会員数は 800人から

1000人余りに増加した。また、南洋方氏総会は、理事が親類の入会を積極的に勧めただ

けでなく、シンガポールの「方」姓の世帯を戸別訪問し、40名の会員を獲得するという

努力を含めて、会員数は 220人から2ω 人へと大幅に増加し、第 1組で金賞に輝いた。一

*1 筆者の呂氏公会会長・呂潮栄氏への間き取りによる。(1997年 )
*2『聯合早報』、1997年 3月 24日 。
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方、同安会館は、1996年 11月 に中国にて開催された「第 2回世界同安聯宜大会」に参加

する会員のために、200ドルの旅費手当を支給したことから、一度に 131名の新会員を得

ることとなったが、運動開始前であつたため、上位入賞には至らなかった。・

上述のように、金銭的にも余裕のある大規模な宗郷会館は、新会員獲得も行いやすいが、

方氏総会のように、自力更正で会員獲得の努力を行つた小会館も存在する。これも、宗郷

会館聯合総会による指導及びと影響力と、決して無関係であるとはいえないであろう。

第2節 宗郷会館の新たな役書|
1996年に、潮荷同郷会の 100人余りの会員が、規模の比較的大きい岡州会館に集団加

入した。
中2こ
のように、弱小の会館は自力で生存の道を模索している。今後、宗郷会館が

直面する問題である会員の確保、後継者育成等について、宗郷会館自身、どのような打開

策を打ち出すべきなのか。

1997年 11月、宗郷会館聯合総会は「全国青年組織交流会」を開催し、宗郷会館の今後

の問題についての討論を行つた。交流会には宗郷会館関係者、華人問題研究者、政府代表

者が出席し、青少年の考え方を理解した上での発展方法の模索、地縁・血縁の定義の再解

釈、伝統と革新の矛盾の克服といつた問題が提議された。交流会での討点は以下の通りで

ある。"

1,青少年への理解と青少年のための新空間の提供。
2,血縁と地縁の定義の再解釈の重要性。
3,心理的障害の克服と矛盾の減少。
これらの論点は、宗郷会館聯合総会が成立た際の課題を、更に追求したものであり、今後

の宗郷会館の存続に直接関係する問題であるといえる。ここでは、「全国青年組織交流会」

での論点を中心にして、今後の宗郷会館のあり方についての考察を行う。

1,青少年への理解と青少年のための新空間の提供に関して
1987年 に、言語教育が完全に統一され、英校と華校の区別がなくなり、その後の教育

体制の下で成長した青少年は、伝統に対して理解や観点が異なる。宗郷会館が衰退したと

いつても、それまでは華校出身者が宗郷会館に加入する場合が多く、後継者となる人材は

確保できていた。しかし、言語教育や社会環境により変化した青少年に対して、従来通り

の期待をすることはできないといつた事実を、宗郷会館は認識しなければならず、会館そ

のものの考え方を変え、後継者となる者の対象を再設定しなければならなくなつた。今後、

宗郷会館は、青少年の考え方を理解するために、彼らの思想を把握し、青少年向けの活動

を会館の活動の中に組み入れていくことをしなければ、後継者獲得は望めないだけではな

く、青少年会員に伝統的価値観を理解させることも困難になると考えられる。

福建会館、潮州八邑会館、南洋客属総会等の大規模な会館を除いて、多くの中規模以下

*1『聯合早報』、1997年 3月 24日 。
*2『聯合早報』、1997年 3月 24日。
*3全国青年組織交流会 (1997年 11月 15日 )における会議資料。
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の会館では、方言しか話せない世代が、会館組織の中で中堅の地位、中には指導者層に位

置しているというが、今後の宗郷会館を背負つて立つのは若いシンガポール華人であると

いうことを、方言世代の指導者は認識しなければならないであろう。潮州楊氏公会の主席

は英校卒業のビジネスマンで、普段は英語の生活を送りながら、老会員とは方言で会話を

しているが、・ 今後このように英語で思考する若い会員も増加していくことは必至である。

このような若い会員に伝統的価値観を理解させることは、方言世代に比べて困難であるた

め、会館は方向を転換を図つて、現代社会で成長してきた彼らが興味を持つものを会館活

動にと入り入れない限り、宗郷会館は再び衰退していく可能性が非常に高いと考えられる。

宗郷会館はまず、青少年のためにどのような活動空間を提供べきかを検討する必要があ

る。青年団等の若者が中心となるグループを組織して、若者自身の計画した活動に参加さ

せ、彼らが活動の中で満足感と優越感を得ることができないかぎり、彼らを会館に引き留

めることはできないだろう。実際に、呂氏公会青年団では、会館の主要行事の 1つである

「中秋晩会」の運行を、青年団に任せることによつて、青年団員が自信を持つようになっ

ているという。
中2

このように、宗郷会館は積極的に青少年を受け入れる空間を用意し、宗郷会館のより多

くの活動に青少年を参与させ、青少年が会館の活動に対して満足感を覚えた時にはじめて、

彼らに伝統や民族文化に対するアイデンティティを確立させることができるといえよう。

2,血縁と地縁の定義の再解釈の重要性に関して
また、従来のように同郷人同士、或いは華人同士の婚姻が絶対的なものでなくなつた現

在、地縁 。血縁に対する固定観念に変化が起こつており、地縁・血縁関係における定義を

再解釈する必要があるといえる。宗郷会館は地縁・血縁つまり、同郷人と宗親の範囲をゆ

るやかにし、門戸を広げる必要がある。例えば、これまでは普遍的ではなかつた、妻の地

縁グループの会館に、異なった地縁グループの夫が加入できることや、妻の姓による宗親

会館に、姓の異なる夫も加入できること等を許容する必要がある。宗郷会館側が、現段階

での新旧の価値観や思考が交差している現在を乗り越えることができれば、宗郷会館が地

縁 。血縁の感情を継続していくことが可能であろう。

政府の政策においても、特に 1997年以降、方言グループの伝統文化が重んじられ、ル

ーツを求めることの重要さが強調され始めた。ルーツを求めることは、過去に立ち戻るこ

とではなく、急激に変化する現代社会の中での、自分自身の歴史の連続性を探していると

いうことである。チヤン・ソーセン (曽士生)総理公署兼社会発展部政務次長は、「ルー

ツを知ることによって、自分自身のアイデンティティをはつきりと持つことができる。ル

ーツも何もわからない者が、国家を建設していくことができない。だからこそ宗郷会館の

存在が大切なのだ。」という。
り
これは、宗郷会館が地縁・血縁といつた従来の枠を若千

*1筆者の潮州楊氏公会での間き取りによる。(1997年 )
*2 筆者の、呂氏公会の「中秋晩会」への参加を通しての、参与観察と聞き取りによる。

(1997年 )
*3筆者の、チヤン・ソーセン総理公署兼社会発展部政務次長への間き取りによる。(1998

年)
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ゆるやかにしながらも、その中で自らの伝統文化を継承して、若い世代にも彼らの「ルー

ツ」を感じさせるような環境を作つていく必要がある。

3,心理的障害の克服と矛盾の減少に関して

最後に、今後の新旧世代の交代の過程で、高齢者と青少年は、相互に尊重し合うことが

必要とされる。一部の宗郷会館の高齢者グループは、若者が新しい思想を持ち込み、宗郷

組織の伝統を変質させてしまうのではないかと心配していることは否めない事実である

が、宗郷会館の生存のためにはこのような心理障害は克服して行かなければならない課題

であるといえよう。

今後、宗郷会館は、どのような方針で青少年の参与及び後継者の育成に力を入れればよ

いのか。まずは、福建会館、福清会館のように民族、同郷を超える活動への参加者を歓迎

する態度が必要である。会員資格がなくても、同郷人や華人ではなくても、参加できる活

動があれば、会館活動はより多くの人々に知られ、興味を持つ青少年が増加する可能性が

高くなる。次に、人気華人歌手のコンサート、カルチヤー・クラブ、旅行、スポーツ大会

等といつた、従来の会館活動から一新した活動を展開すれば、関心を示す青少年も更に増

加するであろう。チヤン・ソーセン総理公署兼社会発展部政務次長も「パソコン教室でも、

メディアセンターのようなものでもよい。会員カード1枚で、会館の設備が使用できたり、

何かを学ぶことができたりするようになれば、若い会員も増加するだろう。そのうち彼ら

にも同郷や宗親に対する帰属意識が生まれてくるに違いない。」と予測している。・

現在、華字紙や宗郷会館聯合総会の出版物である『源』にて会館活動が宣伝されている

が、それ以外でも、マスメディア、新聞、若者向けの雑誌、ポスター、インターネツト等

を利用して、より多くの人に宣伝する方法もある。最後に、各宗郷会館が初期の頃の地縁

。血縁グループによる対抗意識を完全に排除してしまえば、会館の活動範囲も広くなり、

参加者が得られやすくなるであろう。

以上が、交流会での論点を中心にした今後の宗郷会館のあり方についての考察であつた

が、これらの方法が全て成功するかどうかは不透明である上、今後新たな問題が生じてく

ることも考えられる。その都度、宗郷会館自身、それらをとりまとめる宗郷会館聯合総会、

そしてその存在を受け入れる政府が、共に問題に取り組んでいかなければ、宗郷会館は生

存していくことはできないであろう。

1984年 に行われた宗郷会館復興についての座談会から継続して、現在も宗郷総会聯合

総会の活動や多くの会館を見守り、自らも海南会館文教委員である韓山元は、会館内部に

おける紛争や矛盾に対する解決策を以下のように提示している。
中2

最近の宗郷会館内部の紛争における特徴としては、以下のものが提示されている。

1,宗郷会館は一般的に「団結一致」「協力」を目標としているが、実際には、内部に

意見割れや矛盾が存在していること。

2,宗郷会館の指導者は聖人君子ではなく、失敗をすることもあり、内部に不満を持つ

*1筆者の、チヤン・ソーセン総理公署兼社会発展部政務次長への聞き取 りによる。(1998

年 )
*2韓山元「如何処理会館内部矛盾」、『源』38期、1997年 4月、33-34頁 。
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者がいること。

3,以前はワンマン指導者の意見は絶対的であつたが、最近の指導者は選挙で選ばれ、

他の者を服従させることができないため、批判されやすいこと。

4,地位や名誉を獲得するために会館に加入する者がいること。
5,若者を入れることに躍起になり、社会経験のない者を入れすぎたために、問題が発

生していることである。

また、これらを解決するための方法としては、以下のものが提示されている。

1,で きるだけ会館内に派閥を持ち込まない。会員全員を大家族の一員として扱う必要

があること。

2,も し意見の分裂があれば、歩み寄りの姿勢を見せなけらばならないこと。

3,紛争間の当事者は私情を持ち込まず、相手の欠点をあげつらわないように努力する

こと。

4,調停人は中立の態度をとること。
5,矛盾や紛争が一度発生したら、それを長引かせないためにも、すぐに解決するよう

にすること。

韓山元は、こういった会館内部の矛盾を発生させないため、或いは解決するためには、

客観的な態度をとることが最も重要なことであると述べている。実際に、シンガポール独

立前の宗郷会館には、なおも強い講派主義が存在していたため、陳六使のような、稲派で

の指導者には独占性があり、絶対的な存在として稲派や会館の中に存在し、当時は、金銭

が即権力となっていた。しかし、現在の会館はそうではなくなってきており、民主的でも

ある反面、意見が割れることも多いが、そういう現在の状態にこそ、客観的な態度が必要

であるという。・

実際に、かつて多くの宗郷会館に存在していた絶対的な指導者に代わつて、選挙で選出

された指導者を有する会館が増加しており、このように会館がより民主的になれば、意見

の衝突等の矛盾が発生する率も高くなるという問題が生じるのは必然的なことであること

を、多くの指導者や会員が理解しなければならない。また、宗郷会館を存続させていくた

めには、指導者にとっても会員にとっても、できるだけ他人を尊重し歩み寄りの姿勢を見

せることが必要とされるであろう。また、高齢者と青少年の会員との関係構築以前の問題

として、高齢者を中心とした既存の会員の中での矛盾を解決することが先決であること、

また、青少年の確保と育成に関しても、その方法に対して慎重になる必要がある。

第3節 政府の宗郷会館に対するアプローチ
オン・テンチヨン大統領は、宗郷会館聯合総会 10周年式典の祝辞の中で「後継者問題

等を抱え、存続の危機に立たされていた多くの宗郷会館は、宗郷総会聯合総会の指導と支

持により、華人伝統文化を広め、児童演芸班、華語訓練班、舞踊、書画、学術講座等の多

くの活動を行うようになった。」と、過去 10年間を振り返つた。そして同時に、今後も、

*1 筆者の、新聞記者で歴史研究家の韓山元氏への聞き取りによる。(1999年 )
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宗郷会館聯合総会が、指導者的な立場となり、全国の宗郷会館を導いていくことを希望し、

宗郷会館が協力して、文化事業の発展のために努力し続けることを望み、政府が後ろ盾と

なり協力していくことを表明した。
円

このように政府は、1986年の宗郷総会聯合総会設立以降、宗郷会館に華人伝統文化を

継承、発揚させるために、積極的に合作及び協力の意志を表明し、宗郷会館を支持してき

た。宗郷会館聯合総会をはじめ、各宗郷会館で伝統行事やイベントがある度に、政府の要

人や関係者が主賓として招かれるだけでなく、討論会にも出席し意見を述べるようになっ

ている。

特に、1990年代以降、政府は宗郷会館に対し、積極的に合作及び協力の姿勢をみせ始

める。1991年 10月 、 トニー・タン (陳慶炎)教育相は、教育部が、 6から 12の小学校
の管理を宗郷会館に委託するという、リー・クアンユー (李光耀)上級相の建議を受け入

れたことを発表した。そして、1992年 7月 より、会館管理の学校は、政府補助学校と同

様の待遇で手当を受け取りながら、カリキュラムの編成は全て会館に任されることとなつ

た。教育部は、児童が中学進学に対応していくために、英語、数学、母語、科学の基礎を

小学校時代に確立させる必要があると、会館管理の学校に対して要求しているが、会館管

理の学校は、教育部の教育政策に忠実に従つて運営されている、政府の自主学校と比較す

ると、自由に校務を行うことができるようになる。保護者には、政府学校、政府補助学校、

会館管理の学校を選択する権利を与えることとし、同時に、教育制度では、児童が小学校

4年次に試験を受けた後、EM会話源流 (英語を第 1言語、母語を会話程度 )、 EM l(英

語と母語共に第 1言語 )、 EM 2(英語を第 1言語、母語を第 2言語)のコースに分配さ
れるが、それも保護者の意向で選択できることとした。

つ

リー・クアンユーは、1984年のナショナル・デー集会における演説で「華語中学が徐

々に衰退し傷つき苦しんで、1990年代に死を迎えるのを避け、 9つの最良の華校 (中学)

を残すことに決めて、特選学校
ち
に指定し、最優秀の教師と学生をここに集めました。こ

れらの学校で最優秀の学生のために第 1言語としての華語の水準を維持するとともに、華

校特有の礼節と規律の環境を残すのです。」
Ч
と述べていることからも、上述のリー・ク

アンユーの建議は、華人の伝統文化の教授と継承と、アジアの伝統的価値観を、学校教育

の中で推進させるということと、従来の華校が有していた礼節、規律といつた優良な道徳

教育を、再び教育の場に登場させることを目的としていると考えられる。そのために、一

時は華人社会の教育事業から距離を置くことになつていた宗郷会館が、政府に請われ再び

その役割を果たすことになつたのである。

1990年 中期からは、政府と宗郷会館の関係が更に密接なものになっていく。それと同

時に、かつて、宗郷会館が植民地政府と華人社会における中間的存在であつたように、宗

*1『聯合早報』、1995年 12月 7日。
*2『新明日報』、1991年 10月 17日。
*3原訳文では特別補助学校。特選学校についての詳細は、終章第 1節を参照。
*4  黄彬華・呉俊岡J編、田中恭子訳『シンガポールの政治哲学 (下 )一 リー・クアンユ
ー演説集―』、井村文化事業社、1988年、358頁。
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郷会館は再び政府と市民社会における架け橋となるように、政府が希望するようになった。

ウォン・カンセン (黄根成)内政相は、1995年末に、「宗郷会館は、人民協会に所属する

コミユニテイ・センターや居民委員会といつた地域組織と共に活動を展開するべきだ。」

と述べ、既に合作が成功している金門会館、テロックブランガ公民諮詢委員会、 トムソン
・コミュニティー・センター、海南会館合同の「全国華語スピーチ新人コンテスト」と、

潮州八邑会館、ブラデル・コミユニテイ・センター合同の「全国現場書道コンテスト」の

例をあげ、宗郷会館に協力を呼びかけた。・

続く 1996年 4月、ウォン・カンセン内政相は、南安会館の「五慶大典」の儀式に出席

した際にも、「宗郷会館は、民と官の間に立って、両者の意志伝達や連係といつた役割を

担つて、大きな力を発揮するべきである。」と述べ、力量のある会館がその役割を担うこ

とを希望した。
・2

当時、ウオン・カンセン内政相の談話に対し、晋江会館主席の張錦川は「宗郷会館が、

現代社会の中で生存していくためには、活動を地域コミユニテイの中まで広げていかなけ

ればならない。こうすることで、多くの人を会館活動に呼び込むことができ、会館の活性

化にも繋がる。もし会館とコミユニティ組織との関係を構築できれば、会館は地域コミユ

ニティ組織を通して、政府に対して民意を伝達することができる。また政府も、会館で見

返りを求めず活動を行つてきた人々に対して、国家への貢献に助力したとして表彰すべき

である。」と述べている。

海南会館主席の趙錫盛及び宗郷会館聯合総会秘書長の察錦沿は、それぞれ「長年、積極

的に活動を行つてきた宗郷会館の指導者に対して、政府は表彰すべきである。ウォン・カ

ンセン内務部長の建議に賛成だが、政府、会館、地域コミュニテイ組織がしつかりした関

係を築いていかないと、会館はただの橋となつてしまうだけだ。」、「ウオン・カンセン内

務相に同意するが、強いて言えば、政府の指導者や国会議員からも自主的に、宗郷会館の

意見を地域コミュニティからの意見として受け止めてほしい。」と、張錦川と同様に、宗

郷会館が政府と地域コミユニテイの架け橋になることに同意し、政府側からの働きかけを

求めた。'3

その一方で、三江会館総務李乗萱及び広恵肇留医院主席の梁慶経は、それぞれ「現在、

多くの宗郷会館は衰退し、会員の交流会やカラオケ大会くらいしかできない状態だ。よつ

て、政府が積極的に動かないと難しい。」、「力量のある大会館は、政府と地域コミユニテ

ィの架け橋になれるだろうが、小会館は会員の老化や後継者問題で、我が身を守ることで

必死であり、したくてもできない現実がある。」と、宗郷会館の全てが従来のような社会

機能を持ち得ているわけではなく、合作に無理があると、現実問題を強調した。

政府関係者の中で、1990年に入つてから、宗郷会館の活動に積極的に参与及び助言を

行つているチヤン・ソーセン総理公署兼社会発展部政務次長は、「宗郷会館と政府が合作

すれば、双方にとってプラスに転じることが多いはずである。特に小会館は、政府の支持

*1『聯合早報』、
*2『聯合早報』、
*3『聯合早報』、

1995年 8月 12日。

1996年 4月 16日。

1996年 4月 16日。
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があれば、活性化することは必至である。実際に、宗郷会館聯合総会や規模の大きな宗郷

会館は、政府やコミユニテイ・センターと共に多くの伝統行事を開催しているが、会館独

自で行うよりも成果の向上が現れている。しかし、独立前後に、政府が会館を監視下に置

き、活動等に制限を加えたことや、南洋大学を閉校してしまつたことに対して、苦い経験

を持つ一部の会館の指導者は、今となつて政府の態度が変わり、会館に合作を求めるよう

になったことを快く思つていないという事実も存在する。」と述べ、政府と会館の合作が

容易にいかない要因を指摘している。・

ウォン・カンセン内務相の建議が出された 1996年 4月以降、1997年 11月 、「社区発展

理事会及び宗郷会館座談会」が開催され、華社自助理事会及び社区発展理事会のような地

域コミュニティ組織と宗郷会館の合作および協調ついて、政府関係者と各宗郷会館の指導

者討論が行われた。座談会で、政府狽I代表のチャン・ソーセン総理公署兼社会発展部政務

次長は「社区発展理事会の設立の目的は、社会の凝集力と地域コミユニテイ内のネットワ

ークを強めることであり、その中で、貧困家庭、障害者、身よりのない高齢者達を助ける

ことであつたが、もし、宗郷会館がそれに協力することができれば、社区発展理事会の計

画は理想に近づけるだろう。」と建議している。

また、
中21998年

5月、ホー・ベンキー (何畑基)律政部兼内務部政務部長も同様に、何

姓宗親会館である何思成堂での 50周年式典で、「何思成堂とタンジヨンパガー社区理事会

とが協調し、会館が政府や民間団体との交流を通して、青少年に良好な価値観を伝えるよ

うにするべきだ。」と定義したりする等、"多 くの政府関係者が、政府の関連機関を宗郷

会館が協力し合うことを勧めている。

筆者のこれまでの参与観察や聞き取りから、実際に多くの宗郷会館は、政府と協調関係

を保ちながら、地域コミュニティ組織と合同で、文化芸術活動や伝統行事を開催したりす

る等、地域コミユニテイ内での活動を展開し、活動数や参加者数を増やしていることが確

認できた。しかし、その一方で、政府との合作に消極的な会館指導者も存在していること

は確かである。このように、政府と宗郷会館の間には、プラスとマイナスの側面が存在し、

その微妙な関係の中で、規模の比較的大きい会館を中心に、政府や地域コミユニテイ組織

との関係を築き上げ、地域コミユニテイの中で多くの活動を繰り広げている。

1996年におけるウォン・カンセン内務相の、建議直後の具体的な合作例としては、福

建会館文イヒ芸術団とタンジョンパガー・コミユニテイ・クラブ児童演芸訓練班合同の、幼

稚園児を対象にした就学前学習講座の開講、キムセン地区コミュニテイ及びタンピユーズ

・コミユニティ・クラブ芸術センターでの、潮州八邑会館青年団による娯楽プログラムの

開催、晋江会館と地域コミユニティ組織との合同座談会の実施等があげられるが、
Ч
その

後、多くの会館とコミュニティ・センター等の政府関連機関との合作活動が増加している。

*1 筆者の、チヤン・ソーセン総理公署兼社会発展部政務次長への聞き取 りによる。(1998

年 )
*2『聯合早報』、1998年 11月 10日。
*3『聯合早報』、1998年 5月 2日。
*4『聯合早報』、1996年 7月 8日。
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チヤン・ソーセン総理公署兼社会発展部政務次長は、「最近の宗郷会館の活動は、従来

の宗郷会館にありがちであつた譜派主義が薄ぎ、門戸を広くしている。とりわけ晋江会館

の成果は芳しい。」
円
と、晋江会館の活動を高く評価している。例えば、1998年では、同

会館が武術教練協会と合同で、1,500名 が参加する大規模な「中秋晩会」を開催した他、

タンジョンパガー社区発展理事会及びタンジヨンパガー・コミユニテイ・クラブと合同

で、「晋江の夜敬老娯楽晩会」を開催し、タンジョンパガー地区の高齢者を招待している。
中2

また、同会館は 1999年度より、宗郷会館聯合総会主席黄祖耀の提案に賛同して、奨学金

の普及対象範囲を拡大し、タンジョンパガー地区に居住する、晋江系華人以外の華人はも

とより、民族を問わず、貧困家庭の子弟に与えることを決定した。"この決定は、華人社

会に対して、かつての宗郷会館の伝統であつた「会員、同郷人、宗親への援助」を超越し、

地域への援助という新しい会館のあり方を提起することとなつた。このように、晋江会館

はタンジョンパガー地区との関係を構築することにより、活動範囲を更に広げるようにな

つている。

当然、オン・テンチョン大統領の支持で成立した宗郷会館聯合総会に対しても、政府は

一般の宗郷会館以上に、積極的な支持を表明していることは言うまでもない。その代表的

なものが、現在宗郷会館聯合総会事務局、文史資料センター等が入つている現会所である。

宗郷会館聯合総会は 1997年 に、それまでの福建会館内から現会所に移転したが、この会

所は、旧興亜啓蒙学校の土地と建物を、土地局が 30年の期限で 381万 ドルで、宗郷会館

聯合総会に貸し出すこととなったもので、政府が宗郷会館聯合総会に代わり、社会発展部

を通して土地局に支払いを行つている。“

第4節 政府と市民社会の架け橋としての宗郷会館
政府は、宗郷会館聯合総会の主要行事にも、積極的な支持をみせている。その中でも、

特に、政府と宗郷会館の合作が成功した例として、春節行事である「リバー・ホンパオ」

の開催があげられる。1996年度の「 リバー・ホンパオ」の場合、総経費は 158万 ドルに

も及び、100万人にも及ぶ他民族や旅行客等の参加も見られるほどの国民的な行事となつ

ているが、そのような大規模の行事が開催できるのも、主催の宗郷会館聯合総会以外にも、

中華総商会、シンガポール・プレス 。ホールデイング社、政府関連機構である旅行促進局

及び人民協会が協賛となっているためである。
｀

1995年の宗郷会館聯合総会の 10周年式典で、主席の黄祖耀は「宗郷会館聯合総会が、

華人文化を発揚する役割を担っているという意味から、伝統行事は必ず継承していかなけ

*1 筆者の、チャン・ソーセン総理公署兼社会発展部政務次長への間き取りによる。(1998

年)
*2『聯合早報』、1998年 6月 4日。
*3『聯合早報』、1999年 1月 28日 。
*4『聯合早報』、1998年 2月 12日 。
*5『第十一届常年会員大会』、新加岐宗郷会館聯合総会、1996年、 3頁。
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ればならないという考えを持ち、特に宗郷会館聯合総会が力を入れている「 リバー・ホン

パオ」は、決して中断させてはいけない。華人は華語を学ぶだけではなく、こういつた伝

統行事を通して、家庭と民族の団結を築いていかなればならない。」と述べ、
n「
リバー・

ホンパオ」の意義を強調 している。

「 リバー・ホンパオ」では、1996年度はリー・シエンロン副首相、1997年度はオン・

テンチヨン大統領、1998年度及び 1999年度はゴー・チヨクトン首相といつた政府の高級

指導者が、それぞれ開幕式に主賓として出席 しているだけではなく、多くの国会議員、宗

郷会館の指導者等の参加も見られる。また、1999年度の「 リバー・ホンパオ」会場では、

前年度にはなかつた、「シンガポール家庭価値観・愛敬孝忠和」の社会発展部家庭委員会

のポスターが数力所に登場した。
中2政
府もまたこの機会にに乗じて、伝統的な価値観を国

民に涵養させる努力を行つているのである。こういつたことからも、この「 リバー・ホン

パオ」は政府関連機関等との合作によって成功した行事であるということがいえる。

もう一例として、「華族文化研修キヤンプ」があげられる。この行事は主に宗郷会館聯

合総会及び南洋理工大学が主催となって行われている、中高生に華人伝統文化への理解を

深めさせるためのキヤンプである。1997年度は、南洋理工大学の 3泊 4日のキヤンプに、34

校の中学と2校のジユニアカレッジから 160人の学生が参加 し、地方戯曲、書画象刻、囲

碁や茶道等の華人文化を鑑賞、学習した。開幕式に主賓として出席したチヤン・ソーセン

総理公署兼社会発展部政務次長は、「我が国は多民族、多元文化国家であり、各民族文化

は建国過程で、重要な役割を演じてきた。世界各地の華人は背景も異なり、意見も同一で

はないが、出会えば親近感を感じる。学生達には、こういつた世代間に伝わる華人文化の

特色は理解 しにくいものだが、このキヤンプに参加によって、文化ソフトデイスクの中の、

いくつかのフアイルに触れてほしい。」と述べ、華人文化を知ることの重要性とキヤンプ

の意義を強調 した。"

1998年度のキヤンプでは、宗郷会館聯合総会及び南洋理工大学主催の他に、南安会館

及び安渓会館が協賛となり、キヤンプの主題も「宗郷会館に触れ、伝統を知ろう」という

ものであつた。キヤンプでは、学生の参加者が 206名に増加 しただけではなく、従来のプ

ログラムに付け加え、南安会館青年団との交流会、南安会館の鳳山寺の見学、歴史研究家

兼新聞記者の韓山元による会館歴史の講義といつたプログラムも組み入れられる等、宗郷

会館の存在が強調されるようになつた。活動に参与したのセン・ハントン (成漢通)国会

議員は、「シンガポールの大都会の中で、まず自分の小伝統を知る必要がある。同時にマ

レー人やインド人の小伝統も理解 してから、多元社会の中でシンガポール人の小伝統を形

成する必要がある。」と述べ、民族文化に触れ、民族のアイデンテイテイを確立すること

の必要性を説いた。・ このキヤンプには毎年、「 リバー・ホンパオ」と同様に、政府関係

者が主賓として出席 し、積極的な支持を表明している。

*1鄭明杉編著『黄祖耀博』、名流出版社、1997年、170頁。
*2筆者の参加を通じての参与観察による。(1998年、1999年 )
*3『聯合早報』、1997年 6月 7日。
*4『聯合早報』、1998年 6月 8日。
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また、『聯合早報』が主催する「華族文化節」にも、逆に宗郷会館聯合総会、多くの宗

郷会館、コミユニティ・センター等が積極的に賛助している。「華族文化節」では、中国

楽器演奏、戯曲上演、書画展、華語カラオケコンテスト、華語朗読コンテスト等の華人伝

統文化行事が 1ケ 月間にわたって開催され、多数の学生が学校行事の一環として参加する

他、一般市民の参加も自由となつている行事である。リー・シェンロン副首相は、各プロ

グラムでは必ず英語の説明が付け加えられる等、華語を解さない者でも参加できるように

配慮されていることを高く評価している上、これによりこの行事がある一定の人々のため

の行事ではなく、シンガポール人の全国的な行事となることを強く希望している。・

1996年の「華族文化節」では、コミュニテイ・センターの他に、宗郷会館聯合総会、

中華総商会、宗郷会館、校友会、教師団体等が積極的な賛助をみせた。宗郷会館聯合総会

は、総会の主要行事である35校の中学が参加する「中学生礼俗問答コンテスト」を、「華

族文化節」の一環として実施しただけではなく、福建会館文化芸術団及び国家芸術理事会

と合同で、中国児童芸術劇院演出の「馬蘭花」の上演を行い、5000人以上の観客を集め

た。この演出は多額の費用を要し、93%回収できた入場券の収益と、企業家からの寄付

を差し引いても、2000ドルのマイナスを出し、そのマイナスを3者が分担した。
中2「
馬蘭

花」の上演は、「華族文化節」の中でも重点行事とされ、最終日の閉幕式に華を添えた。

また、茶陽 (大哺)会館及び中正中学校友協会合同の「中国画家呂士栄絵画展」、南洋客

属総会の「民歌民謡晩会」、恵安会館の「恵安之夜」(バラエティ)、 東安会館の「豊劇尊

曲 (広東戯曲)演出」、福建会館及び南洋大学卒業生協会合同の「光緒年間年画展」等、

宗郷会館によって多くの行事が参助した。"1998年 においても、従来の演出に付け加え、

同安会館の「詩的文学と文学的詩の研修会」及び「第 1回同安華文文学奨」といつた学術

的なプログラムも開催される等、宗郷会館の「華族文化節」への賛助は年々大きくなつて

いる。
Ч

上述のように、宗郷総会聯合総会及び宗郷会館が、政府やその他の機構に支持・賛助さ

れる立場としてだけではなく、する立場としても「華人文化の伝承・発揚」といつた面で

力量を発揮し、地域コミユニティだけではなく、シンガポール全体の市民社会の中で、存

在価値を高めるようになっている。もし仮に、宗郷会館、政府関係機関がそれぞれのレベ

ルで、合作も賛助もすることなしに、華人伝統行事、それにまつわる活動を行つていれば、

前者は地域コミュニテイ、ひいては国民全体の中に活動を広げることは困難であつただろ

うし、後者は聴衆を得ることはできても、理想的な活動を展開することは、不可能であつ

ただろうと容易に想像できる。

*1『聯合早報』、1995年 2月 25日。
*2『第十一届常年会員大会』、新加岐宗郷会館聯合総会、1996年、 5頁。
*3『聯合早報』、1996年 3月 13日。
*4『聯合早報』、1998年 5月 12日。筆者の間き取 りによると、同安会館理事のウン・ポ

イテック (呉培徳)氏は、「華族文化節」へ貢献することだけが、こういつた学術活動の

目的ではなく、これにより今後、青少年の会館活動への参加を促進していく意図があると

いう。(1999年 )
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こういつた状況の中、最近では、会館組織の中から、公に政府と意見を交換する、民間

からの推薦による「官委議員」が 3名出現している。1997年 から中華総商会・ 会長鄭民川

(タ イ・ベンチユアン)、 中華総商会理事張斉蛾 (ク レール・チヤン)及び庄紹平が官委

議員を務め、政治に参与するようになつた。鄭民川は、「華人組織はシンガポールの歴史

上、非常に活躍してきたが、独立前は宗郷会館や校友会は、非常に影響力を持ち、政治闘

争に入り込んでいつた。時代が移り変わり政治が安定した現在、華人組織は政府に敵対す

るのではなく、公民社会組織としてのあるべき位置を見いださなければならない。」と、

政府と華人組織の協調に肯定的だ。
中2

-方、上述のように、宗郷会館聯合総会や宗郷会館が主催する活動に、政府が支持を表

明し、活動の開会式等にも政府の要人が出席することは、近年非常に多くみられるように

なつている。また、政府の要人は、こういつた活動に時に参加するだけではなく、例えば、

リー・クアンユー (李光耀)上級相は李氏総会及び南洋客属総会、オン・テンチョン (王

鼎昌)大統領が開瞬王氏公会、ジョージ・ヨー (楊栄文)准将兼情報相が楊氏総会、リー

・シエンロン (李顕龍)副首相及びリー・ヨックスアン (李玉全)貿工相が李氏総会にお

いて名誉顧間に、チュン・ジッコン (庄 日昆)元社会発展部政務部長が庄氏総会、チヤン

・ソーセン総理公署兼社会発展部政務次長が曽邸公会において会務顧間に就任するという

ように、個人的にも宗郷会館内の高い地位に就くようになっている現象がみられる。"

このように、政府と華人組織との関わりは、組織のみならず個人レベルにも到達し、政

府と華人社会間の架け橋となる傾向は次第に強くなっているが、先述のように、政府との

強調に難色を示す宗郷会館がなおも存在することは否めない。政府と宗郷会館の協調によ

る、華人伝統文化の更なる普及を考える時、政府にとってこの問題は避けて通ることので

きない大きな課題となるであろう。

第5節 華人青少年と宗郷会館…華人青少年の意識調査から
1986年の宗郷会館聯合総会の成立以降、宗郷会館聯合総会や、総会の影響を受けた多

くの宗郷会館は、華人伝統文化を継承 。発揚するために、また会館自身の存続のために、

時には政府や政府関係機関と協調しながら、活動を多様化し、努力を行つてきた。しかし、

学校からの参加や、地域コミュニティを通して活動に参加する青少年等は多いが、宗郷会

館に興味を示したり、宗郷会館の会員になつたり青少年は決して多いとはいえない。また、

政府や政府関係機関と協調していない比較的規模の小さい宗郷会館は、会館内部で、青少

年が華人伝統文化に触れる機会を作つたり、奨学金制度を設けたりして、努力を細々と行

ってきたが、その効果は芳しくなく、一般的にそういつた宗郷会館は古めかしく、高齢者

が暇つぶしに行く場所としての印象が存在することは否めない。

*1 中華総商会の場合は宗郷会館というカテゴリーに入らず、業縁性組織として位置付け

られている。
*2『聯合早報』、1998年 8月 15日。
*3 筆者の、各宗郷会館への訪問や刊行物からの調査による。
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本節では、以下に述べる問題に答えるべく、華人青少年の宗郷会館及び民族文化に対す

る意識及びアイデンティティについて理解を得るために、以下の問題に注意しながら、1993

年に調査を行つた。・

1,現在、どれだけの華人青少年が宗郷会館と関わりを有しているのか。
2,近年、宗郷会館の改革が行われる中で、実際に青少年は、宗郷会館の活動に対して

興味を示すようになってきているのか。

3,華語の普及と同時に方言の存在感が薄らいできている昨今、青少年は、自らが属す
るサブ・エスニック・グループに対してどのような意識を有しているのか。

4,宗郷会館や政府が、華人伝統文化を継承・発揚していく動きが強くなつてきている
が、華人青少年は華語及び華人文化に対してどのような意識を有しているのか。

5,2言語教育での必修科日としての母語を学び、近年、民族のアイデンテイテイを持
つことの意義が重要視されてきている中で、青少年は華人であることを認識し誇り

を有しているのか。

6,思想の欧米化が進む華人青少年は、伝統的組織である宗郷会館に対してどのような
見方をしているのか。

本節で用いた調査方法は、アンケート調査と聞き取りを中心としたものであり、特にア

ンケート調査に関しては、1993年に、シンガポールに居住する 15歳から 29歳の華人青

少年 500人 を対象にアンケート形式の調査票を配布し、256人より回答を得て、結果を分

析した。調査票は、青少年の宗郷会館との関わり方、宗郷会館に対する意識、サブ・エス

ニツク・グループに対する意識、華語及び華人文化に対する意識に照準を当てて作成した。

a,宗郷会館との関係
表 33は、青少年の家長と宗郷会館との関係についての調査である。青少年の家長の多

くは、華校で学んだ世代であるにもかかわらず、会館の会員である率はさほど高くない。

全体の 15。 2%である42人が「家長が宗郷会館の会員である」と答えているが、「家長が

会員でなおかつ子女も会館活動に参与している」のは、この数字より下回る 17人のみで

ある。「家長が宗郷会館の会員である」と答えた青少年 5人に対する聞き取りでも、「父

が会館の会員なので、家族全員が家族会員になつている。」(中学生)以外は、「祖父と父

が会員だが、自分は会員でないし、活動に参加したこともない。」(大学生 )、「父が会員

であるが、自分はどうだかわからない。」(社会人)と いうように、家長が会員であれば

家族全員も会員になる場合が多かつた植民地時期と比べて、現在は家長に続いて家族が必

ずしも会員になるわけではなく、家族の意志に任せる風潮が強くなつているということが

わかる。

*1 本節における調査結果は、筆者の「華人会館からみたチヤイニーズ・アイデンテイテ

イーシンガポール・マレーシア・タイ・ミヤンマーを例として」、『社会学研究 13号』、甲

南女子大学大学院社会学研究室、1995年 3月 、32-42頁 から抜粋したものである。なお、

本節における聞き取りは、特に調査年を明記しているものを除いては、1993年の調査の

際に実施したものである。
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表 34は、青少年自身の会館活動への参与についての調査である。調査結果をみると、「宗

郷会館のことを知つているが、活動へ参加したことがない」と答えた者が、全体の約 7割

(185人、69.8%)に も上つており、「宗郷会館の活動によく参加する」と答えた者が 1

%(3人 )のみ、「時々参加する」と答えた者が 9.5%(25人 )であつた。聞き取りでは、

「福建会館の活動に参加している親戚に誘われて、何回か行つたことがある。」(社会人)、

「自分は福清系だけれど、福清会館の場所を移民してきた中国の親戚に尋ねられ、初めて

その存在を知つた。」(社会人 )、「宗郷会館の活動を見に行つてもいいとは思うものの、

気軽にいける雰囲気ではなく、きつかけもなく行きにくい。」(大学生)、「宗郷会館は老

人の場所というイメージがあつて、どうも行く気になれない。」(大学生)等、多種多様

の意見があつたが、宗郷会館にはなおも旧来の古いというイメージが存在し、それが青少

年の意識を決定づけているようだ。なお、「宗郷会館の存在さえも知らない」と答えた者

は約 2割 (48人、18.1%)も いるが、それは、現在の宣伝力の弱さもさることながら、

過去に華人社会で重要な役割を演じてきた宗郷会館の存在が、シンガポールの歴史の中で

あまり語られてきていないことも要因であると考えられる。

表 35は、青少年が「宗郷会館から経済的援助を得たことがあるか」という質問である。

現在、従来からの慣習に従つて、会員の子女或いは同郷 。同宗人に対する奨学金や助学金

の制度を設けている会館は少なくない。小規模な宗郷会館であつても、奨学金、助学金の

制度が確立されている会館も非常に多い。・ しかしながら、実際に「宗郷会館から経済援

助を得たことのある」と答えた者は、6.4%(16人 )だけであつた。これは、シンガポ
ール経済が発展し、国民が全体的に裕福になり、経済的援助を得る必要がなくなったこと

ったことが第 1の要因であるといえるが、特に 1970年代の経済成長期以降、会館以外に

も政府、企業、財団などからの多種の奨学金制度が設けられるようになり、経済的に恵ま

れない学生であつても、以前より経済的援助を得やすくなつたことがあげられる。よつて

現在では宗郷会館の奨学金が、独立以前ほど貴重な存在ではなくなってきているのである。
つ
調査では、「宗郷会館から経済的援助を得たことがある」と答えた会社員は、「父が宗郷

会館に積極的に参与していたので、中学、高校時代に会館から奨学金を受け取つた。その

後、悪いので仕方なく会員になったが、一度も活動に参加していない。」と答えている。

青少年の場合、会館の会員であつても、この例のように、全く会館活動に無関心な者もい

るのだ。

表 36は、「宗郷会館が設立した廟へ行つたことがあるか」という質問である。シンガポ

ールには、多くの中国廟が存在するが、その中でも有名な福建会館の「天福宮」、潮州系

の「尊海清廟」、南安会館の「鳳山寺」、海南会館の「天后宮」、客家及び広東系の「タン

ジョンパガー福徳祠 (望海大伯公)」、安渓会館の「城建廟」等は、歴史も古く設立は光

緒時代に遡り、特に前 3者は観光名所にもなつている。第 8章第 1節で述べたように、近

年の華人青少年の信仰は、キリスト教、中国系宗教、無宗教が平均して約 3割 となつてお

*1 筆者の、多くの宗郷会館での聞き取 りによる。(1996年、1997年、1998年 )
*2 筆者のチヤン・ソーセン総理公署兼社会発展部政務次長への間き取 りによる。(1998
年 )
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り、道教と関わりの深い会館の廟へは、8割近く (204人、77.0%)の者が「行つたこ
とがない」と答えている。

聞き取りでは、「廟がたくさんあるのを知つているが、どの廟が宗郷会館と関係がある

のかわからない。」、「自ら行つたことはないが、何かの機会があつて数回行つたことがあ

る。J、「興味がない。」といつた無関心派の大学生数人や、「観光地として天福宮に行くこ

とがある。」と答えた社会人が 2人いた他、「先祖が祀られている碧山亭 (広恵肇碧山亭

公所の廟)へ家族とよくお参りに行く。」(中学生 )、「宗族が横山廟 (潜氏総会の廟)に

祀られているので、たまに行くことがある。」(中学生 )、「自分は南安系なので、鳳山寺

には時々行く。」(社会人)というように、自分の先祖やルーツから廟と関わりを持ち続

けている者もいた。テロック・アヤ・ストリートにある福建系の「海唇大伯公」は、設立

が光緒年間に遡る歴史の古い廟であつたが、この地域一帯の建築物が「チヤイナ・スクエ

ア」と呼ばれる飲食街として、観光局によってリニユーアルされたのに乗じて、1998年

に廟は観光地の博物館として再生された。・ このように、現在では廟も、宗教とは関係の

ない「歴史的建築物」や「観光地」のような存在であると位置付けている青少年が多い中

で、自分の属する宗族と関係があつたり、祖先が祀られているといつた華人の伝統的な価

値観に基づき廟へ行く青少年も、数は少ないながら存在していることが、この調査で確認

できた。

b,宗郷会館に対する意識
表 37は、華人青少年の宗郷会館に対する意識の調査である。表 4か ら、約 6害J(158

人、59.6%)の青少年が、宗郷会館の必要性について「どちらでもよい」という無関心
の態度をとつている。また、3割以上 (94人、35.5%)の青少年が、会館の存在を必要
としているが、必ずしも会館に参加している、または参加したいという意志があるわけで

はない。聞き取りでは、中高生を中心に「自分は、宗郷会館に参加しようと思わないが、

伝統文化を残すためにも存在は必要。」、「実際に会員になっていて、会館のメリットは大

きいと思つているので、会館を残す必要性はあると思う。」というような肯定的な意見が

ありながらも、大学生を中心とする「どちらでもいい。」、「自分は参加しないから関係な

い」といつた無関心派が多数を占めている。

c,サ ブ。エスニック・グループに対する意識
表 38は、青少年の「自分の属するサブ。エスニック・グループ (同郷人)に対して親

近感を持つか」という質問である。調査結果は、 3害J近 く (75人、28.3%)が、程度の差

こそあれ、「自分の属するサブ 。エスニック・グループの人に対して、親近感を持つてい

る」と答えているが、7割近く (179人、67.5%)の青少年が、特別な感情や親近感を
持つていない。その要因として、非調査者のほとんどが、シンガポール生まれのシンガポ

ール育ちであるため、祖先の原籍地に対するイメージがわかなくなつてきていること。ま

*1 筆者の参与観察による。同じ通りに位置する客家系の応和会館も同時にリニューアル

されることとなつた。
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た、方言グループによる住み分けの解体、方言群同士の通婚の減少、方言を話す祖父母と

の交流の減少、「スピーク・マングリン・キャンペーン」による方言廃止運動等から、方

言を話せる青少年が減少し、自分の属するサブ・エスニック・グループの人に対し、特別

な感情が持てなくなつたことが考えられる。

聞き取りでは「普段は特に感じないが、旅先でシンガポール人でなくとも、広東系の人

に会うと親近感を感じる。」(社会人 )、「親しい仲間の中で同郷人がいると、親近感を感

じるが、ふだんの生活では意識しない。」(大学生)、「自分は比率が少ない興化系なので、

同郷人とわかるとやはり親近感を感 じてしまう。」(社会人)と いうように、普段は意識

しないが、何らかの形で親近感を感じることがある者もいる。親近感を感じるということ

は、自分の属するサブ。エスニック・グループに対するアイデンテイテイを強く有してい

るということであり、青少年を中心に方言を話せない者が増加していても、それとは関係

なくサブ。エスニック・アイデンティティを強く感じている青少年が一定数存在する。

一方、特別な感情や親近感を持つていないと答えた者が断然多かつたが、その中でも「自

分は福建系だけれども、特に同郷人に対しては特別視しない。」(中学生)、「自分は興化

系だけれど、興化といつても知らない人もいるから、人には福建と言つている。あまりこ

だわらない。」(社会人)、「自分は広東系だけど、広東語は話せないし、あまり関係ない。」

(大学生)というように、自分のサブ 。エスニック・アイデンテイテイを認識している者

と、「先祖は福建や潮州や混ざつてるらしいし、親にも訊いたことがないし、自分の原籍

地が正確にわからない。J(社会人)、「親は英語教育を受けていて、この話題を出さない

のでわからない。」(大学生)というように、自分のサブ・エスニック・アイデンテイテ

イさえも知らない者も存在するが、筆者の聞き取りから、この例は極めて少なく、「自分

のサブ・エスニック・アイデンテイテイを認識しているかどうか」という点のみにおいて

は、「親近感を感じる」と答えた者と合わせると、 9割前後になるのではなかろうかと推

測できる。

d,華語及び華人文化に対する意識
表 39は、青少年の華語及び華人伝統文イヒに対する意識調査である。この調査では、上

述の宗郷会館、サブ・エスニック・グループに対する意識とは異なる結果が現れた。多く

の華人青少年は、華語や華人伝統文化に対して関心を示している。3割以上 (92人、34.7

%)が、華語及び華人文化に対して「当然興味がある」と答えており、全体の 8割以上 (224
人、84.5%)が、程度の差こそあれ華語及び華人文化に対して興味を持つている。
聞き取りでは「自分は華人だから、自分の文化に興味があつて当然だ。」(中学生)、「英

校出身だけれど、華語に興味があつて勉強しているし、華語の曲もよく聴く。」(社会人)、

「読んでいる雑誌、聴く音楽等が華語によるものが結構多いので、興味がないとはいえな

い。」(大学生 )、「普段は英語で会話をして、英語番組を見るし、特に華人文化に興味を

示さないが、時には親戚と伝統行事を祝つたりすることもあり、たまに興味を持つ。」(社

会人)の ように、程度の差こそあれ何らかの形で、華語や華人文化に興味を有している青

少年が多い。一方、「中国的な文化は古いイメージがするので好きになれない。いつもパ

リのフアッションに興味がある。」(社会人、英校卒業生 )、「 日本に興味があるが、それ

以外には無関心。」(社会人)と いうような意見もあつたが、やはり相対的には、興味を
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示している青少年の方が多い。これは、1980年代から政府が積極的に推進してきた 2言

語政策で母語としての華語を学んでいること、国家行事や学校行事等で華人文化に触れる

機会が増加していること、彼らの両親の多くが華語教育を受けている世代であるため、家

の中で華語を耳にする機会が多いことも要因として考えられる。

e,民族意識
表 40は、 2言語教育での必修科日としての母語を学び、近年、民族のアイデンティテ

イを持つことの意義が重要視されてきている中で、華人青少年は「華人であることに誇り

に感じているか」という調査結果である。シンガポール国民の場合、自らの身分を証明す

るIDカー ド (Identi■cdion Card)を 常時携帯していなければならない。その IDカード

には、民族名が必ず明記されている。入学や就職時の願書や履歴書等にも民族名を記入す

る欄があるように、シンガポールで生活していれば、必ず民族名を記入する機会に遭遇す

る。よつて、シンガポール国籍保持者で、民族的に華人であるならば、たとえそれが形式

上のものであつても、全ての者が自らが華人であることを認識することとなる。

「華人であることに誇りに感じている」と回答した青少年は、程度の差こそあれ、全体

の 6割以上 (165人、62.3%)に も及ぶ。これを年齢別に分析すると、20歳以上で「華

人であることに誇りに感じている」と回答したのは、 6割以上 (128人、65.3%)で、20

歳未満 (33人、55%)よ りも 15%以上も高くなつていることがわかる。更に、学歴別で

みてみると、大学 。大学院生で「華人であることに誇りに感じている」と回答したのは、

7割近く (88人、67.7%)に 上り、その他 (中学以下、中学高校)よ り約 10%高い数字

となつている。チヤン・ヘンチーは「人民行動党は実績主義を採つており、人民行動党政

府は、あらゆる種族社会は同じ水準で競争できるということを前提としているため、この

前提に当てはまらないと考えられているマレー人が、集団として取り残される結果となつ

た」・ と述べているが、実際に、1990年のセンサスでは、専門職 。技術職 。経営者
。管理

職に従事している者の割合は、華人が 27.2%、 マレー人が 11%、 インド人が 17.5%であ

り、中等教育及び高等教育への進学率は、華人が 40.5%、 マレー人が 30.3%、 インド人

が 37.3%と なっていることから、
中2進
学や就職の面で、他民族との差を感じている華人が、

華人としての優越感を有するようになつたことも一因であろう。

第6節 宗郷会館における青年団
a,青年団設立の動き
1997年 11月 15日、宗郷総会聯合総会による「全国青年組織交流会」でも指摘されて

いたように、宗郷会館は時代の流れに適応するために、現在、特に青少年会員の確保と後

*1 ピーター・ 」 。S・ チェン編、木村睦男訳『 シンガポール社会の研究』、めこん、1988

年。

*2 Cο

“
ノ滋ι
“
″ry Cc“s“s9θ 轟♂″♂お,CCnsus of Poplation Office,Depanment of Staidics

Singapore,1991,p.3.
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継者の育成を中心とした方針を採ることへと転換を迫られていることや、近年、宗郷会館

も青少年会員獲得のために、試行錯誤を行いながら独自の方法を見いだそうと、努力を続

けていることから、本節では宗郷会館青年団の活動に照準を当て、宗郷会館の新動向を考

察した。

筆者は、1993年、1995年、1997年、1998年、1999年に、シンガポールにおいて、華

人宗郷会館の可能な限り参加し、聞き取り及び参与観察を行つてきた。筆者が訪問した会

館の中で、一般的に認識されている会館像である、19 世紀からの古い伝統を保存する、

老人が集う場所から、既に脱却をはかつている会館がかなりの数に上つていることが確認

できた。それらの宗郷会館の規模は大きく、会館建物が立派であるとか、不動産を所有し

ている等というようなハード面の充実だけではなく、人的 。経済的資源の豊富さや、活動

内容の多種多彩さといつた、ソフト面ので充実を図つていた。そういつた会館には、19

世紀後半から第 2次世界大戦にかけて、華人社会の指導者的存在であつた華人企業家の支

持を得て、既に人的・経済的な面で比較的優位な状況にあつた福建会館、広東会館、潮州

八邑会館、南洋客属総会、海南会館、福州会館、三江会館等があげられる他、改革や内部

の再構造等の会館自身の努力を経て、更に賛助人による支持が加わり大規模化していつた、

福清会館、南安会館、晋江会館、金門会館、呂氏公会等があげられる。これらの宗郷会館

に見られる共通点は、青少年会員の確保と後継者の育成を目的とした青年団を組織、或い

はそれに準ずる青少年を主体としたグループを設立していることである。

1993年、呂氏公会青年団は、南安会館青年団、福州会館青年組、安渓会館青年組と合

同で「会館青年リーダー 。キャンプ」を開催し、カー・シンチェ (何新治)情報部兼教育

部政務部長の出席の下で、宗郷会館の新任務や方向性、組織の法令と章程、青年活動計画

と財務管理、1990年代の青年リーダーについての討論を行つた。1994年には、呂氏公会

青年団、南安会館、安渓会館、福州会館、と合同で、「華族文化節」の一環として、南安

会館で「会館青年文化キヤンプ」を開催し、命理師、風水師、中国作家の無料講演会が開

催された。・ こういつた討論会の開催は、青年団の存在が重要視されていることを示して

いる。

このように、1993年以降、多くの宗郷会館は青少年会員の確保と、後継者の育成を目

的とした青年団を組織したり、それに準ずるイベントを開催している。宗郷会館聯合総会

が、1997年 11月 に 130の宗郷会館を対象に実施した調査によると、その中の 31宗郷会

館が青年団組織を設けていることが明らかになった。
つ
李氏総会青年団副団長李成利及び

筆者の 1999年の調査によると、上述の 130会館から、その後新たに8青年組織が成立し

ていることが確認できた。過去 20年間に成立した青年団組織は、20組織にも満たず、年

平均でも3組織を超えることはないというほど、青年団組織の増加は緩慢であることが、

李氏総会青年団副団長李成利によって指摘されているが、
｀ここ2年は、これまで非常に

緩慢であつた青年団の増加率が、急激に伸びていることがわかる。これは、本章第 5節の

*1『呂氏通訊』第 5期、新加岐呂氏公会、1995年 3月 、25頁。
*2『聯合早報』、1998年 8月 20日 。
*3『聯合早報』、1999年 3月 15日。
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アンケート調査の結果で示されているように、サブ・エスニック・グループに無関心の若

者が急増していることに対する、対処の 1つであると考えられる。

青年団の活動は、一般的には、華人伝統行事、健康及び文教講座、歌唱コンテスト等を

開催したりすることであるが、中には、コミユニテイ・センターやコミュニテイ・クラブ

にはない、会館独自の特色を発揮して、多くの会館は独特の活動を生み出し、青少年を引

きつける努力を行つている。筆者はその中でも、青年組織の活動が比較的活発である呂氏

公会、南安会館、 2会館を選択し、活動内容を調査した。一方、この呂氏公会や南安会館

のように、青年団を組織して数年が経過し、多くの活動や交流を通して団のあり方を確立

させている会館と比較する意味で、現在、青年団の発展に向けて試行錯誤をくり返してい

る同安会館、ならびに青年団成立直後にもかかわらず、成功を収めている李氏総会を、上

記 2会館と比較する意味で調査した。

b,呂氏公会青年団
近年、新時代の宗郷会館として、斬新的な活動を繰り広げているのが、シンガポールに

居住する呂姓の華人の団結を主旨として設立された呂氏公会である。1986年 に設立され

た呂氏公会は、設立以来内部改革を続け、その多彩な活動は、よく他会館の参考にもなり、

マスメデイアでも取り上げられている。呂氏公会は、以前は呂姓の男性とその家族を会員

として受け入れていたのが、1992年以降は、呂姓の女性とその家族を受け入れるように

なつた。華人の場合、結婚しても女性は姓が変わることはないため、呂姓の既婚女性であ

る場合は、配偶者や子女とは姓が異なるが、1992年以降、そういつた姓の異なる男性と

子女の家族会員が増加した。また、 1人の人物による会長職の独占を防ぐため、会長は2

年を任期として選出され、最長4年 しか会長職に就くことができないという規定ができて

いる。

一方、呂氏公会は、宗親会館であるため、討派の観念は薄いが、90%が福建系、 5%
が潮州系、 5%は その他の華人というような構成であり、福建系華人がマジョリティを占

めている。これまで多くの宗親会館では、会員同士の会話はマジヨリティの言語である福

建語を使用する傾向が強かつたが、呂氏公会では、使用言語は華語となっているという。

これは、青年会員とのコミュニケーションという目的も含まれている。・

呂氏公会では、従来は、マジョリティを占める福建系華人が、清明節で炉主を務めてい

たが、1993年からは、非福建系華人も清明節炉主として任命されることとなつた。
・2こ
ぅ

いつた例は、他の宗郷会館にも見られるようになつているが、今も伝統的な習慣に従つて

活動を行つている一部の保守的な宗郷会館と比較すると、呂氏公会は、伝統からの脱却を

みせている代表例であるといえる。上述のような、呂氏公会の斬新で現代の時勢に見合つ

た戦略は、今後、多くの宗郷会館でも必要とされて行くであろうと予測できる。

呂氏公会は後継人育成方面においても、大きな成果をあげている。呂氏公会の宗郷会館

聯合総会への加入と同年の、1993年 に呂氏公会青年団を関連組織として成立させた。呂

*1 筆者の、
*2筆者の、

呂氏公会会長呂潮栄氏への間き取りによる。(1999年 )

呂氏公会会長呂潮栄氏への聞き取りによる。(1997年 )
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氏公会青年団は、1998年の時点で 85人の団員を有している。青年団の特徴は、その中の

約 30%が非呂姓となつており、21人からなる青年団理事会の中でも、約 4人が非呂姓で

あることである。青年団では、2年毎に才覚を持つ青年を 1名選出し、賞を贈つているが、

それも呂姓である必要はない。1999年 では呉姓の女子学生が選出されている。・ 青年団対

外事務責任者の呂連捷は「シンガポールの呂姓は 350世帯ほどであり、もし呂姓の人のみ

を団員として受け入れれば、団の存続は非常に難しくなるであろう。非呂姓の人を青年団

に加入させることによって、活動も多彩になり、呂姓の団員と相互学習し、長短を補うこ

ともできる。しかし、非呂姓の人は、団長や会館会員になることはできない。」と述べて

いる。

また、通常、青年団の中で才覚を持つ青年が選出されて青年団の理事となり、満 21歳

になったものは会館会員を申請できる。多くの会館会員を獲得するために、会員になつた

青年団員には、優遇措置を行つている会館も多いが、呂氏公会の場合は、こういつた者に

対して、1998年より2年間の会費を免除にすることを決定し、現在、10人の 25歳以下の

団員が会館会員となっている。
中2

呂氏公会青年団成立以降の主な活動には、1993年の「会館青年リーダー・キャンプ」、

1994年には、「団員大会」、「ハジャイ (タ イ)7日間の旅」、"1995年の「団員大会」、「命
理講座シリーズ」、

Ч
「ペナン・クルージング・ツアー 3日間」、

中S1996年 の「団員大会」、

「ウビン島郊遊会」、「福建省 7日間の旅」、
・`1997年の「団員大会」、「シンガポール西部

1日観光」、「長江三峡 10日 間の旅」、「カラオケ講座」、「美容講座」
中7、 1998年の「団員

大会」、「中国江南 12日間の旅」
中8、
「チャリティー・バザール (仁慈医院へ紙おむつを寄

付 )」
中9、
「クリスマス・パーテイー」・

0等
を開催している。この数年間の活動をみると、

団員大会や旅行を企画して、団員の交流を図りながら、徐々に活動を増やし、ボランテイ

ア活動を取り入れるようにもなっている。

青年団はまた、毎年、呂氏公会の主要行事の 1つである「中秋夜会」、「重陽節登高」「冬

至茶叙会」等を企画し、プログラムの司会進行を取り仕切るなど、青年団のみで活動だけ

ではなく、呂氏会館の活動の担い手にもなっている。特に、1999年度は、年中行事で最

も重要な行事とされている春節の「団拝」において、青年団が司会進行をつとめ、カラオ

*1筆者の、呂氏公会会長呂潮栄氏への間き取りによる。(1999年 )
*2『聯合早報』、1998年 8月 20日 。
*3『呂氏通訊』第 4期、新加岐呂氏公会、1994年 4月、17、 12-13頁。
*4『新明日報』、1995年 8月 6日。
*5『呂氏通訊』第 6期、新加城呂氏公会、1996年 4月、14-15頁。
*6『呂氏通訊』第 7期、新加破呂氏公会、1997年 4月、8-24頁。
*7『呂氏通訊』第 8期、新加披呂氏公会、1998年 4月、9‐33頁。
*8『聯合早報』、1998年 4月 30日 。
*9『聯合早報』、1998年 8月 20日 。
*10『聯合早報』、1998年 12月 20日 。
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ケ・コンテストも企画する等、呂氏公会への貢献を見せている。・

その他、青年団は、呂氏公会の指導者層とも討論する機会を作り、向上のための努力を

行つている。1995年には、呂氏公会の「老中青理事交流会」が開催され、高齢者層と中

間層の指導者及び青年団の代表者約 60人が出席し、今後の会館でのそれぞれのあり方に

ついて討論が行われた。
つ
また、1998年の青年団主催の「重陽節登高」は、伝統行事の継

承という目的以外に、呂氏公会の老、中、青各年齢層の参加を目的とした行事であり、各

年齢層の宗親が、シンガポール最高峰のブキテイマ山登山を楽しんだ。
中3こ
ぅぃった点か

らも、呂氏公会は世代間のコミユニケーシヨンが比較的うまくとれている会館の 1つであ

るといえるだろう。

c,南安会館青年団
呂氏公会青年団とも合同でキヤンプを開催したこともある、南安会館青年団は、呂氏公

会青年団と同様に、多彩な活動を繰り広げている。1926年設立という、長い歴史を持つ

南安会館が、後継者問題に直面したのは、呂氏公会よりも早い 1988年であつた。当時の

会館指導者は、後継者問題を深刻に受け止め、文教活動と体育活動を通して、民族意識と

国家意識を涵養する青少年を育成し、ひいては会館の後継者へ繋げていくという主旨の下

で、南安会館青年団を設立した。青年団の入団条件は、南安系華人であることが条件であ

り、1998年の時点で約 40人余りいる青年団員は、ほとんど全てが南安系華人であるが、

準団員として非南安系も数人存在する。
Ч

1990年以降、青年団の活動は合計 100近 くにも上り、その中でも代表的なものは、「全

国私営企業及び社団カラオケ歌唱コンテスト」、F M 933ラ ジオ局との合同での「清歌妙

舞賀国慶番組」、「友好訪中団」、「マレーシア 。ジョホール州南安会館青年団との交流会」

といつた社交活動や、「優雅獅城文化講座シリーズ」、「工商企業管理講座シリーズ」、「実

用編集及び中文創作課程」、「中英文翻訳課程」、「児童俳優養成班」、「鳳山寺児童写生コ

ンテスト」等の文芸活動が企画されている。また、伝統行事の継承にも力が入れられてお

り、「華人八大伝統行事活動」の一環として、「端午節粽コンテスト」、「乞巧節カラオケ

・ラブソング・コンテスト」、「中元節敬老団」、シンガポール作曲作詞創作協会及びカン

ポン・ケンバンガン・コミユニテイー・センターと合同での「華人八大伝統行事作詞作曲

創作コンテスト」を開催する等、華人伝統行事に関する活動を企画し、華人宗郷会館とし

*1  筆者の参加を通しての参与観察による。なお、春節「団拝」のカラオケ 。コンテス

トは、呂氏公会の娯楽活動の中でも重要なイベントであるが、非会員の参加者もみられ、

1999年度の優勝者は、非会員の外国人であつた。(1999年 )
*2『呂氏通訊』第 6期、新加岐呂氏公会、1996年 4月 、20-21頁 。
*3『聯合早報』、1998年 10月 26日 。
*4『聯合早報』、1998年 8月 20日 。
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ての特色を、活動の中に取り入れる努力を行つている。・

一方、南安会館青年団には、他の宗郷会館にない特殊な存在として、青年団の傘下に 1990

年から1995年まで「金童玉女倶楽部」が存在していた。「金童玉女倶楽部」は、南安系華

人にこだわらず、未婚の華人なら誰でもが参加することができるクラブ組織である。クラ

ブ創設の主旨には、未婚の男女に社交の機会を提供し、「家を成し身を立てる」という東

方思想を涵養し、良き国民を育成することと、健全なグループ活動により、青年の組織力

とリーダーを育成するという2つの目標が含まれている。

「金童玉女倶楽部」は、1994年の時点で、300人近くの会員を有し、設立以降、「フオ

ー トカニング山ハイキング」、「夜間ウォーキングと肝試し大会」、「乞巧節カラオケ・ラ

ブソング・コンテスト」、「青年創業座談会」、「中国新書頒布会」等を開催し、特に青年

団と合同での「乞巧節カラオケ・ラブソング・コンテスト」には、ジョージ・ヨー (楊栄

文)情報相が主賓として参加し支持を表明する等、政府関係者からの支持も得た。
り
「金

童玉女倶楽部」の魅力は、南安系にこだわらず未婚であれば誰でも加入できることと、ハ

イキングやゲームなどの手軽なイベントが若者の興味と合致していることであつた。「金

童玉女倶楽部」は、組織としての継続困難という問題に直面し、1995年に解散されたが、

多くの青年団が、青年団活動の活性化を図る上で模範とし、青年団組織の活性化にも一役

買うこととなった。
中3

南安会館青年団及び「金童玉女倶楽部」共に、南安会館の後継者の確保を目的とされて

設立されたが、そういつた青年組織以外からも若い会員を確保するために、近年普遍的に

なっているインターネツトを通して、更に多くの人々に南安会館の存在を知らしめるべく、

南安会館は、1998年からインターネット上に会館のホーム・ベージを開いている。青年

団団長の陳英来は、その主旨として、「単に若者世代の通信方法を利用し彼らを引き寄せ

るというだけではなく、これにより年長会員にも、先端技術に親しんでもらうということ

である。会館全体を若返らせるため、青少年会員を引き入れるだけではなく、会館自体も

前進する必要がある。」と主張する。ホーム・ベージの最初の 10ページには、会館の略歴、

中国南安市の紹介、主要会員の名簿、南安先賢の紹介などが掲載されており、世界南安同

郷聯宜会の会歌である『 Jかを南安に』を音声で紹介する。また、インターネツトを通して

青年団員の資格である、「21歳から 40歳の南安系シンガポール人」という条件を満たし

た者の先着申し込み 10名 までが、無料で永久会員になることができることになつた。
Ч

また、1999年度は、南安会館内に「文教センター」を開設し、華語課程を開催するこ

*1洪玉姿編『中国古都文化考察団』、新加岐南安会館青年団賢金童玉女倶楽部、1994年、12

頁。及び筆者による青年団団長陳英来氏への間き取り。(1998年 )なお、「マレーシア・

ジヨホール州南安会館青年団との交流会」は、非公式の行事ではあるが、 1年毎にマレー

シア各地の南安会館との交流が企画されている。
*2洪玉姿編『中国古都文化考察団』、新加城南安会館青年団費金童玉女倶楽部、1994年、

13‐27頁、及び筆者による元金童玉女倶楽部顧問李成利氏への聞き取り。(1998年 )なお、
*3筆者の、元金童玉女倶楽部顧問李成利氏への聞き取り。(1999年 )
*4『聯合早報』、1998年 10月 8日。
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とが、決定する等、南安会館青年団は、娯楽以外の活動にも積極的な着手を見せている。・

このように、南安会館は、時勢に合わせて、青少年の興味を先取りして、会館活動に取

り入れていく努力を怠らず、青年団を中心に多くの青少年会員を獲得している。しかし、

南安会館の指導者となるべく人材は、南安系華人でなければならない。南安会館青年団副

団長の林成発は「青年団の指導者は最終的に南安系華人が務めなければならないが、南安

系の団員だけに限ると、青年団は弱い組織になってしまう。青年団を対外的に開放し、非

南安系華人を青年団の活動に参与させるべきであり、それは彼らが南安会館に参与するこ

ととは異なるものだと考えている。」と話す。
中2

この南安会館青年団のあり方は、呂氏公会青年団と同様で、青年団に限り広く門戸を開

放し、その中の同郷或いは宗親のみが将来会館の指導者候補生になるべく、会館の会員と

して移行できる仕組みになつている。また、広西賢高州会館青年団団長楊亜生は、「会員

の子弟や青年団団員が同伴の場合は、非広西系或いは非高州系華人も青年団活動に参加で

きる。」として、青年団に限り活動の門戸を広げ始めた。
中3こ
ぅぃった形態は、1990年代

以降の新しいアイディアであり、宗郷会館の生き残りをかけた戦略であるといえよう。

d,同安会館青年股
同安会館には、会館理事が企画している青年股と呼ばれるグループがある。この青年股

は、他の会館の青年団とは異なり、青年が主体となっているものではなく、青年股の人員

が、一般市民や青年が興味を持つような企画を行い、それにより多くの青少年の会館活動

への参与を促進することを目的としている。現在、同安会館理事の陳興庭、黄培徳両氏が

青年股の責任者として委任されており、彼らの指導の下で、目下、青年股は、学術活動を

中心にを企画を行い、同安系華人だけではなく、多くの華人の興味を引きつけることとな

つている。1998年 には、青年股の企画により計 7回にわたる、以下のような「現代学術

講座」が開催された。
中4

1,21世紀の憂鬱症への挑戦
2,M南方言 (福建語)からの標準華語学習
3,肝臓病の予防
4,児童に知能の発展空間を与える方法
5,シ ンガポール英語と標準英語について
6,閾南話 (福建語)の歴史、学習方法 (華語による講義)
7,中年及び高齢者の関節の疾病と予防
これらの講座は『聯合早報』上で、事前に国民に紹介されたが、講座内容が実生活に即

したものや、華語学習といつた現在必要とされているものが中心であつたため、開講前に

*1 筆者の、南安会館青年団団長陳英来氏への間き取りによる。(1999年 )
*2『聯合早報』、1998年 8月 20日。
*3『聯合早報』、1998年 8月 20日 。
+4 陳興庭「分享心得充実生活」『 同訊』第 17期、同安会館、1998年 11月 。『同訊』第 18

期、同安会館、1999年 2月。
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は定員がすべて埋まることとなった。同安会館青年股では、こういつた講座を通して、同

安会館の活動を世間に知らせることにより、会館活動への興味を持つ者、とりわけ青少年

を獲得することを目的としている。そして、2000年を目標にこういつた学術的な活動を、

同安会館の活動の特色として確立させ、2000年以降に本格的な青年会員募集を開始する

予定であるという。

同安会館の場合、学術的活動に対する、理事や会員からの支持は大きく、特に人的方面

では全く問題なく、賛助者を容易に得ることができる。問題なのは、どれだけの青少年を

会館活動に引き寄せることができるかという点にあるという。現在のシンガポールの青少

年を取り巻く環境は、従来とは異なり、たとえ会館活動に興味があつたとしても、学生は

学校の課題に追われ、社会人はリストラ等の不安から仕事を第 1と考える。このような環

境にいる青少年を、会館活動に専念させることは、非常に難しいという現実もある。よつ

て、現在、同安会館青年股では、特殊性から注目を引くために、他の会館を模倣せず、学

術的な活動という「同安会館ならでは」の活動を定着させることに力を入れている。
円

e,李氏総会青年団
1906年創立という歴史の長い李氏総会に、青年股が設立されたのが、1988年 である。1988

年から1997年の 10年間、 2人の青年股責任者により、李氏総会の章程に則つて、青少年

関連の活動を行つていたが、人数的な問題と組織の構造に問題に直面することになり、改

革が必要となつた。そこで、1998年に青年団委員会が組織され、青少年活動の発展に対

しての本格的な討論がなされるようになつた。そして、青年団活動を積極的に行うために、

李氏総会の章程の改正に着手することとなつた。章程は会館の憲法のようなものであり、

決して違反してはならないという暗黙の了解がどの会館にもある。しかし、特に歴史の長

い伝統的な会館では、章程は非常に厳しく、また保守的なものであり、青年団の現状にそ

ぐわないものが多かつたためである。

1997年 11月 15日 に、宗郷会館聯合総会によつて「全国青年組織交流会」
中2が
開催され

た際に、宗郷会館が青少年に対して、活動の場を積極的に提供していく必要性が強調され

たこともあり、李氏総会の指導者の中にも、青年団設立の必要性を切迫する者が増加した。

このようなことから、1998年 6月 1日 に、健全な精神を持つ後継者の育成、青少年への

民族意識と国家観念の涵養という主旨の下で、李氏総会青年団の成立が決定したのである。

李氏総会青年団の入団条件は、21歳以上 45歳以下の李姓の者で、国籍は問わないが、

李姓である必要があるため、必然的に華人となる。1999年 2月の時点で、既に 100人を

超える青年団員を獲得する等、青年団は大きな成果をあげている。最近入会したという、

団員 4人の入会の動機は、「新聞広告を見て、おもしろそうだと思つたから。」(教育学院

*1 筆者の、同安会館理事の陳興庭、黄培徳両氏への間き取りによる。(1999年 )
*2「全国青年組織交流会」についての詳細は、本章第 2節を参照。
*3 李鎮江「年軽的心来相衆 青年団成立与活動」、李成利等編『一家親』、新加岐李氏総
者や、 1998生 F、  44-45ヂヨ。
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学生、20歳 )、「リー・クアンユー上級相が顧問だから、それに惹かれた。」(社会人、25

歳)、「友人に誘われた。」(社会人、 2人、それぞれ 30歳前後)というものであつた。・

李氏総会の設立後は、青年団団委会のメンバーが毎月 1度会合を開いている他、以下の

ような活動を行つた。
中2

1,宗郷会館聯合総会のインターネット・ホームページ設定式への出席。

2,李氏総会娯楽股主催の、「全国李氏一家親華語カラオケ・コンテスト」への参加。

3,李氏総会主催のナショナル・デー慶祝会及び青年団団委就任式への出席。

4,呂氏公会青年団への訪問。
5,同安会館青年股主催の「現代生活講座」への参加。
6,現崖李氏公会への訪問。
7,李氏総会娯楽股主催の、「中秋聯歓会」への参加。
8,南安会館青年団成立 10周年式典への出席。
9,李氏総会と興安会館共催の「カラオケ歌唱交流会」への参加。
10,李氏総会 92周年記念式典への出席。

11,李氏総会新春「団拝」への出席。

12,宗郷会館聯合総会主催の「宗郷青年慶元宵」への出席。

13, アンカー・ビール製造工場の見学。

青年団が、多くの参加者を確保できているのも、このように、設立後の 10ケ月間だけ

でも、以上のような多彩な活動が展開されていることが要因であるといえる。現在、青年

団は、青少年だけで行動するのではなく、活動を李氏総会全体と合同で行つたり、積極的

に高齢者の会員に参加を呼びかけたりするように心がけている。李氏総会会長で青年団の

顧間でもある李五福は「一部の宗郷会館がなぜ、青年団設立に積極的でないかというと、

それは青年団に会館を乗つ取られてしまうという恐れからです。よつて、李氏総会では、

高齢者会員を常に尊重する態度をとることを重視しています。そうすれば、良き伝統も若

者に伝わりやすい。後継者もこのようにして育つていくのです。」と、老中青の一体化の

重要性を強調し、「政府の指導者も、近年、この伝統の継承方法を重要視し始め、宗郷会

館青年団に注目し始めています。」と述べている。こういう考えから、李氏総会は、1999

年度より、毎月 1、 2日、「家庭日」を設定し、老中青の会員が集まる機会を作ることに

なつている他、老中青だれもが参加できる「実用法律課程」を開設する予定である。
中3

f,青年団の行方
これまで、1993年の「会館青年リーダー・キャンプ」、1994年の「華族文化節」の一環

としての「会館青年文化キヤンプ」というように、一部の活動が盛んな青年団を中心とし

た合同行事や、青年団同士の訪間が行われていたが、1999年 2月 に初めて、宗郷会館聯

*1筆者の、李氏総会青年団副団長李成利氏及び団員への間き取りによる。(1999年 )
*2 筆者の、李氏総会会長李五福氏、青年団副団長李成利氏への間き取 りによる。(1999
年)
*3筆者の、李氏総会会長李五福氏への間き取りによる。(1999年 )
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合総会青年組主催の「宗郷青年慶元宵」という全国的な青年団活動が開催された。・ 参加

者は、宗郷会館聯合総会青年組 3人、施氏公会 5人、同安会館 2人、現崖林氏公会 2人、

張氏公会 4人、粉陽郭氏公会 2人、広西暫高州会館 3人、安渓会館 2人、普寧会館 4人、

呂氏公会 8人、南安会館 4人、李氏総会 17人であり、それぞれの青年団代表が、ゲーム、

カラオケ大会及び意見の交換を行い、交流を深めた。

また、これに引き続き、1999年 3月 に「会館青年団何去何従 (会館青年団の行方)」 と

題した座談会が開催され、李氏総会青年団、福州会館、施氏公会青年団、宗郷会館聯合総

会青年組、南安会館青年団からの代表が、いかにして青年団活動を発展させていくかとい

う討論を行つた。そこでは、宗郷会館に潜在的に存在する問題として、指導者層が青少年

に会館運営を任せたくない心理があげられ、これが青少年の会館に対する帰属感への障害

になっていることが指摘された。一方、郷劇といえばブキツトパンダン福建公会、文史講

座といえば海南会館を連想するように、独特な会館活動を展開することによつて、その会

館にしかないイメージを創り出すことが、会館の生存への大きなカギとなるという提案も

なされた。

また、この座談会に出席した李氏総会青年団副団長の李成利、施氏公会青年団の施宝和、

宗郷会館聯合総会青年組の林隆基が中心となつて、1999年 5月 より、定期的に「会館青

年交流会」を開催することが決定されている。交流会では、全国の宗郷会館青年団組織を

まとめることを前提とした主旨が、以下のように提示されている。
中2

1,青年組織同士の関係の構築、協力体制の強化。
2,会館青年組織の社会的地位の向上。
3,青年組織同士の意思の疎通を図るため、宗郷会館聯合総会青年組のインターネット

のホームページを利用。

4,『シンガポール会館青年組織の紹介』の出版

このように、宗郷会館の指導者層ではなく、その傘下の青年団関係者が、同じ立場に立

って生存の道を模索することは、従来の、帯派主義で宗郷会館が互いに牽制しあつていた

時代、そして、1980年代の宗郷会館聯合総会設立のために、会館の指導者のみで会合が

開かれていた頃からすると、飛躍的な進歩であるといえる。この「会館青年交流会」活動

により、 1つの会館の老中青という縦の繋がり以外に、青年同士の横の繋がりが強化され

ることとなり、宗郷会館の活動に 1つの意義を与えることとなつた。

現在多くの宗郷会館では、このように、青年団を中心に、生き残りの戦略を図つている

が、一方で新たな問題も指摘されている。宗郷会館聯合総会青年団副団長郭祖蔭は、一部

の宗郷会館青年団は、本来の宗郷会館の主旨とかけ離れた、ダンス・パーテイーの類の活

動を企画している状況を指摘し、「宗郷会館に対して、若者の興味と伝統行事とを結びつ

けた行事を企画することを提案する。例えば、クリスマス・ダンス・パーテイーは本来の

会館の主旨とはかけ離れているが、これを春節の際に春節ダンス・パーティーとして企画

すると、華人伝統文化の発揚という会館の主旨に合致する。」と、活動の改善を提案して

*1筆者の参加を通しての参与観察による。(1999年 )
*2筆者の、李氏総会青年団副団長李成利氏への間き取りによる。(1999年 )
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いる。・ また、郭祖蔭自身は、「自分は本来は華校出身だが、その後シンガポール大学ヘ

入学し、英校卒業生ばかりと交流を持つた。それでも華人伝統文化の色濃い会館組織へ参

与している理由は、両親が宗郷会館の会員であり、幼い頃からよく活動に参加していたた

めです。この経験が非常に自分に大きな影響を与えているのです。」
Ⅲ2と
、幼少時から会

館活動へ参加することの意義を述べている。

郭祖蔭の提案は、チヤン・ソーセン総理公署兼社会発展部政務次長のいうところの「活

動に参加することによつて、華人伝統文化に触れたり、自分のルーツを知る機会が与えら

れる。それはコミュニテイー・センターにはできないもので、宗郷会館であるからこそで

きるのです。」"と いう言葉と同様に、宗郷会館の本来の主旨であり、宗郷会館が失なっ

てはならないものである。今後、青年組織はこの主旨をどれだけ維持していくかというこ

とが、青年組織にとっての大きな課題であるといえる。

*1『聯合早報』、1998年 8月 20日 。
*2筆者の、宗郷会館聯合総会青年団副団長郭祖蔭氏への間き取りによる。(1999年 )
*3筆者の、チヤン・ソーセン総理公署兼社会発展部政務次長への間き取 りによる。(1998

年 )
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2.6%
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第11章 伝統と脱伝統のはざまで

第1節  サブ0エスニック文化の復興
a,宗郷会館のサブ・エスニック文化復興活動
1998年 9月、劉瑞金は『聯合早報』上で、華語が普遍的になったことによって生じた

問題を以下のように述べている。・

1,方言を話せなくなつた若者達が、自分の祖先は中国のどの地方から来たのかといつ

た、自分のルーツがわからなくなり、根無し草になる可能性がある。これは国民教

育を推し進める上で、一見プラスに見えるが、実はマイナスになることに留意しな

ければならない。

2,方言しか話さない祖父母と孫達の意志の疎通に欠け、政府が推し進めようとしてい

る大家族主義や伝統的価値観が育たない。

3,「スピーク・マンダリン・キャンペーン」等で、華語を話す方面に力を入れている

が、読み書きとなると英語の方が優位になる傾向がある。読み書きができてこそ、

華人文化を理解し継承していくことができる。

この劉瑞金の述べる華人社会における「ルーツの喪失」という新たな問題は、政府も深

刻視し始めており、とりわけ 1998 年以降、政府は、「21世紀に向けての国家建設」の一

環として、国民教育の強化と並行して、華人のサブ 。エスニック文化の復興とサブ・エス

ニック・アイデンテイテイの再生に力を入れる方針を打ち出した。

近年、宗郷会館自らも中心となつて積極的にサブ。エスニック・グループの伝統行事、

グルメ 。フェステイバル、研究会等を頻繁に開催するようになつていたが、政府が華人の

サブ。エスニック文化の復興と、サブ。エスニック・アイデンテイテイの再生に力を入れ

るようになつた 1998年 から、その傾向は一層強くなつている。

宗郷会館聯合総会は、1998年 6月 に、20の宗郷会館の代表者との交流会を開催し、全

国の宗郷会館が「スピーク・マングリン・キャンペーン」政策を支持し、国家と社会に対

して貢献してきたことを例にあげて、宗郷会館が政府と民間における架け橋を担うように

なつていることを強調した。一方、宗郷会館聯合総会はまた、若者にサブ・エスニック・

グループに対する帰属意識を持たせることを目的として、宗郷会館が学校と協力し、学生

に課外活動の一環として会館活動に参加させるという意見書を、教育部に提出することを

決定した。また、活動が芳しくない小会館に対しても、宗郷会館聯合総会の資金から、活

動のために 25万 ドルの基金を設立することと、国家芸術理事会及び体育理事会にも人的

資源の動員を依頼することを決定した。
り

このように、宗郷会館聯合総会の、サブ・エスニック文化の復興とサブ・エスニツク・

アイデンティティの再生への動きに呼応して、比較的規模の大きい宗郷会館でも、多くの

関連活動を開催するようになつており、そういつた動きは小会館にも波及していく傾向に

*1『聯合早報』、
*2『聯合早報』、

1998年 9月 19日。

1998年 6月 29日 。
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ある。とりわけ 1998年 には、サブ・エスニツク文化を
ベースにした伝統劇の上演が相次

ぎ、多くの観客を集めた。

潮州系の掲陽会館は、会館内部に潮劇団 (潮州伝統劇団)を有しているが、同会館
の潮

濠1団は、毎年、ヴイクトリア・シアターで潮劇を上演している。筆者
は、1997年度の同

会館潮劇団の潮劇上演時に、ヴイクトリア・シアターにて参与観察を行
つたが、10人の

華人聴衆への聞き取りでは、彼らは必ずしも潮州系華人というわけ
ではなく、伝統文化ヘ

の興味から来ていると答えていた。潮劇は、潮州語で行われるが、潮州系
であつても潮州

語を解さない若者や、非潮州系の華人への配慮から、役者が台詞を話す毎
に、漢字による

字幕の設置等の工夫が見られた。・ 特に 1998年度は、国民全体に紹介するた
めに、テレ

ビ中継が行われるようになっている。
中2

1994年 に設立された、 9歳から 26歳までの団員 54人を所有する潮州八邑会館青年劇

団は、設立時から毎年、短劇、漫才、潮州童謡、舞踊やギタ
ー等を上演しており、1998

年にはラッフルズホテルにて「青春舞曲」を 2度上演した。内容は、潮州童謡、福建
童謡、

古争演奏等の伝統的なものから、「愛するシンガポール (我愛新加岐)」 と
いう題の漫才

等、現代的なものも含まれている。団長の黄坤浩は「青年劇団の最終日標
は伝統芸術を伝

授することではなく、団員に学校では学ぶことのできない集団生活を身
に付けさせ、友人

と精神的な繋がりを築いてもらうことにあり、これは先人が会館を成立した時
の目標と一

致している。」と述べているように、劇団は決して伝統文化を強要する
のではなく、自由

な活動空間の中から、従来会館に存在していた集団生活での信頼や互助意識
を涵養させよ

うとしている。
中3

また、1998年、東安会館もチヤイナタウン・ピープルズ
。シアターにて、大規模な尊

劇 (広東劇)を 2日間に分けて上演したが、多くの聴衆を呼ぶために、同会館尊劇団
と関

係深い香港映画スターの羅家英が、40数人の同会館尊劇団員と共演した。この上演
によ

る収益金の一部が、全国腎臓基金に寄付される等、活動には慈善性も帯びて
いるというこ

とが興味深い。
Ч

そういった伝統的なサブ。エスニツク文化劇の上演の中で、ほとんどその存在が忘
れら

れていた海南木偶戯 (人形劇)力S、 息を吹き返している。1998年、新興港現南劇社
は、

現州ビルで海南木偶戯を上演し、海南木偶戯復興の第一歩を踏み出した。独
立前の華人社

会では、サブ・エスニツク・グループによる職業分担が行われており、海南系
のパン職人

が、故郷を偲び、海南劇や海南音楽を楽しむためのグループを結成して
いたが、このグル

ープから発展した新興港竣南劇社が、南洋大学設立と同年の 1956年に設立された。
その

後、新興港瑣南劇社は、海南劇や海南音楽を中心に上演活動を行
つていたが、その道のり

は南洋大学と同様、平坦ではなかつた。

)陽会館潮劇団については、『漢*1 筆者の参与観察による。(1997年 4月 16日 )なお、掲

武之恋』、新加岐掲陽会館潮劇団、1997年に詳しい。

*2『聯合早報』、1998年 11月 19日。
*3『聯合早報』、1998年 6月 29日、 9月 24日 。
*4『聯合早報』、1998年 10月 28日 。
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新興港瑣南劇社は、設立当初、海南系宗郷会館での行事の度に招待さ
れたり、1962年

にはマレー半島全域の宗郷会館、学校、病院等で、無料で海南劇や海南音楽
の上演旅行を

実施するほどに至つていたが、その後は会所の火災などに遭い、活動は停
止していた。1986

年、新興港lFf南劇社の会所がある地区選出の、当時のマレー系シデイ国会議員
の協力によ

り、新興港瑣南劇社の活動が細々とではあるが復活した。このように、華人
でなく、マレ

ー系議員の支持で新興港瑣南劇社が復活したことは、非常に興味深
いことである。

そして、1990年代になり、海南会館で消滅していた海南木偶戯の上演が計画された
こ

とをきつかけに、海南木偶戯を新興港IEA南劇社の活動に取り入れて上演される
こととなつ

たのである。しかし、新興港IEE南劇社や海南木偶戯は復興したものの、新興港現
南劇社の

メンバーも高齢化を迎え、後継者の問題が顕著になつてきているため、
1999年にはでき

るだけ多くの上演の機会を増やし、華人社会に海南木偶戯を広めていく方針であ
るという。

宗郷会館によるサブ・エスニツク文化の復興のための活動は、上述のような芸術
関係の

ものが多いが、その他にも色々な形での活動が展開されている。その
一例として、1998

年に福建系の同安会館での「賜南話 (福建語)趣談講座」があげられる。この講座では、

中国の度門大学の教授が、華語によつて福建語の歴史や古代詩篇を講義す
るもので、本来

は福建語による講義を実施する予定であつたが、非福建系華人の参加を得
るために、華語

によつて無料で実施された。
中2こ
ぅぃったサブ・エスニツク文化の趣味講座は、多くの宗

郷会館にて行われるようになっている。

また、近年、宗親会館においても、若い会員に自らのルーツを知らしめるた
めに、また

会館の主旨である宗親との団結の大切さを理解させるために、族譜を編纂
したり、家族揃

つて参加できる活動が開催されている。

例えば、1998年の李氏総会 92周年記念式典において、宗親によるカラオケ華語歌唱大

会の決勝戦が行われ、『一家親』“という李氏姓の由来、李氏総会
の歴史及び活動内容を

まとめた出版物が会員に配布された。これは、特に若い世代の宗親に対して、自ら
のルー

ツを知つてもらうためであることが大きな目的であるという。“

符姓による宗親会館の符氏社は、会館が保存している『符氏族譜』を増刊し
ただけでは

なく、CD‐ROMに編入することによつて、宗親にルーツを知る機会を与える努力を行つ

ている。
う
また、家族や宗族と共に時間を過ごすことの大切さから、伝統的な大家族

の概

念を会員に学んでもらうため、符氏社青年団は、1998年の大晦日から 1999年元
旦にかけ

*1『聯合早報』、1998年 10月 18日。
*2  陳興庭「分享心得充実生活」、『同訊』同安会館、1998年 11月、 5頁。 『聯合早

報』、1998年 8月 13日。

*3  李成利等編『一家親』、新加披李氏総会、1998年。『一家親』では、会長をはじめと

する会館理事や青年団団長による投稿も載せられ、会の活動の宣伝効果も上げて
いる。

*4『聯合早報』、1998年 11月 16日。
*5『聯合早報』、1998年 6月 29日。
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て、会員およびその家族対象のキャンプを行つている。・

また、呂氏公会でも、1998年の元旦慶祝会で、意志を堅く持ち苦難を乗り越える、隣

人と仲睦まじくしチヤンスを掴む、考えてから行動し理性を重視する等の、呂氏の始祖で

ある呂尚 (姜太公)の精神を、 6項目にまとめたものを呂氏精神と決定し、呂尚の肖像と

呂氏精神を、書籍用のしおりとして印刷した。また、家族の大切さを知り、宗親の団結を

図るために発行した全会員の家族写真入り名簿を、しおりと共に会員全員に配布した。
中2

政府もそういつた宗郷会館の活動を支持する態度をとり、コミユニテイ・センター等で、

宗郷会館によるサブ。エスニツク文化講座等を企画するように働きかけている。上述の掲

楊会館の潮劇団も、1998年 にホウガン・コミユニテイー・クラブの依頼により、同クラ

ブで潮州歌曲を無料で上演している。
中3ま
た、岡州会館も、1999年の新春行事として、

ブキットメラ・コミユニテイ・センターにて、伝統的な専劇を無料で上演した。・

現在、伝統を保留しながらも青少年に受け入れやすいようなサブ・エス
ニツク文化に改

革することが、宗郷会館に対しての政府の提案である。1998年 10月、シンガポ
ールで最

初の福建戯曲学術研究会が開かれたが、研究会上で、チヤン・ソーセン総理公署兼社会発

展部政務次長は「地方戯曲を従来のような状況で保存することは不可能だが、こうい
つた

ものを消滅させてはいけない。これらの精神は残す価値のあるものだ。戯曲団体や学術機

構は、伝統のある地方戯曲をカラオケに改編したり、大規模な素人上演会を開催するなど

して、方言による地方戯曲を広く国民に知らしめたり、興味を持たせたりすることを考え

てみなければならない。」とコメントし、「最近の若者は何かと忙しく、わざわざ戯曲を

見に行く精神的或いは時間的余裕がない。しかし、内容をカラオケに編成したり、内容を

わかりやすく改編し直したりすることで、若者の興味を引くことができる。また、方言が

不得意な若者でも、戯曲団体や学術機構が素人上演会やコンテストを開けば、興味を示す

こともあり得る。」と、青少年への普及を強く推し進めた。

この福建戯曲学術研究会は、シンガポール国立大学、シンガポール戯曲学院、台北市現

代戯曲文教協会の主催により開催されたもので、シンガポール、中国、台湾の研究者によ

る福建戯曲に関する論文が 13本発表される等、伝統的なサブ・エスニツク文化への、地

域を超えた興味の高まりを示すこととなつた。また 1999には、日本、インドネシア、韓

国、ベトナム、マレーシアの研究者を招いて、国際的な福建戯曲学術研究会を開催する予

定であるという。
中5

b,マスメディアの変化
近年、マスメデイアも、方言番組を取り入れたり、サブ

。エスニツク文化をプロモーシ

ョンする等、これまで廃止の方向にあつた、サブ・エスニツク文化や、それに付随する方

*1『聯合早報』、1998年 12月 29日 。
*2 筆者の呂氏公会 1998年元旦慶祝会での参与観察と聞き取りによる。
*3『聯合早報』、1998年 11月 19日。
キ4『聯合早報』、1998年 12月 29日 。
*5『聯合早報』、1998年 10月 6日。
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言を重要視し始めた。

近年、シンガポールラジオ機構 (Radio Corp額 江ion of Singapore,RCS)の FM95。
8で も、

毎日定時に福建語、潮州語、広東語等の方言によるニユースが、定時
に放送される等、政

府の言語政策は再び転換を見せ始めた。1998年上半期には、シンガポールテ
レビ機構

(Television CorordiOn of Singapore,TCS)の 華語番組である第 8チヤンネルで、『客家
之

歌』というタイトルで、客家系華人を主人公にした、広東省梅県及びシ
ンガポールが舞台

の、客家系華人とその文化をアピールする連続 ドラマが放映された。
・ また、シンガポー

ルテレビ機構は実践劇場と合同で、移民 3代による潮州系華人家庭を描いた『潮州カ
ンガ

ルー (潮州袋鼠)』 という舞台劇を、ヴイクトリア・シアターにて 1週間上演した。『潮

州カンガルー』は本来、「華族文化節」の一環として行われる予定であ
つたが、経費上の

問題で単独上演することとなつた。
つ

こういつた、シンガポールテレビ機構のサブ
。エスニツク文化を主体としたテレビ番組

や舞台劇での使用言語は、現在のところ方言ではなく華語によるものであり、基本的
には、

シンガポール人全体に、華語を通してサブ・エスニツク文化を理解させることを目的とし

ている。なお、このような華語放送の場合は、英語の字幕をつける配慮がなされて
いる。

一方、国産映画でも 1998年 より変化が見られるようになつている。1998年上半期
に上

映された、国産のコメデイ映画『お金がない (銭不彰用、νttα 」吻
ル さヽ )』 は、華校

卒業生である中年サラリーマンを主人公とした映画であるが、英語ができる米国帰
りの若

い社員の存在に屈辱を感じ、会社を辞めた見栄つ張りの主人公が、英語が不得意
なために

再就職先を見つけられず、方言を話す旧友 2人 と苦労しながら自力で洗車会社を築
いてい

くというストーリーである。

『お金がない』の内容のほとんどが福建語によるもので、所
々に華語、シングリッシユ

と呼ばれるシンガポール英語が登場する。方言による映画の制作は、1980年以降初の試

みであつたが、国産映画史上初の入場者数を記録することとなり、1998年の映画収益金

は、『お金がない』 の 5,840,000ドルが、同年、世界的に注目を浴びた『タ
イタニツク』

の 4,740,000ド ルを抜いて 1位 となつた。
中3『
ぉ金がない』と他の映画との決定的な相違

点は、あらゆる年齢層及び階層の華人を確保したということである。この映画は、方言
し

か話せない高齢者層、華語教育を受けた主人公に共感する中年層、見栄
つ張りといつたシ

ンガポール人像に笑いを求める若い世代等、あらゆる客層を引きつけた。
Ч

それに引き続いて、1999年の上半期にも、同じく国産のコメデイ映画『梁ばあさんが

行く (梁婆婆重出江湖、L,α
“
g乃 乃 )』 が上映された。『梁ばあさんが行く』は、老人ホ

ームを飛び出した身よりも家もない梁ばあさんが、ひよんなことから不良の華人青年
2人

と親しくなり、彼らの所属する秘密結社に入会して、他の秘密結社と戦
つたり、銀行強盗

をしたりして、悪事を働くというストーリーである。これは、『お金がない』と異なり、

*1 筆者の視聴による。(1998年 )
*2『聯合早報』、1998年 2月 19日。
*3『聯合早報』、1998年 12月 29日 。
*4筆者の映画館での視聴と、映画を見た数人への間き取りによる。(1998年 )
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華語が主となつているが、所々に福建語と広東語が飛び交い、方言でしか表現できな
いサ

ブ 。エスニック文化を取り上げている。

この映画は、一方で、シンガポールの社会問題を取り上げ、「国民意識」を国民に訴え

かけるような目的を有している。例えば、梁ばあさんや多くの若者が秘密結社に入会する

厳粛な儀式で、親分が伝統に従い福建語で宣誓文を述べると、横から「今時の若者は、
2

言語教育で方言がわからない。華語か英語で話せ。」と注意が入り、彼らが戦
いに挑む前

の宣誓文でも、親分が手本を間違えて「我々シンガポール公民は、種族、宗教を分けず
。

・・・」と始め、「これは学生の宣誓の言葉だ。」と横から注意が入る等、シンガポ
ール

の政策を強調している。また、警察から逃れるために、インド系の少女からの知恵を借 り

て、梁ばあさんがインド系老女に変装した場面は、多民族融和を強調するものであり、
こ

のように、至る個所でシンガポールの特徴が取り入れられていた。
Ч

『梁ばあさんが行く』は、1999年 2月 12日から上演されたが、試写会
も含めて 19日

までに 1,384,000ドルの収益をあげた。これは、同時に上映されている他の春節映画、香

港 トップスターであるジヤツキー・チエン主演の『政璃樽、Gθ rgaθ
“
s』 の 835,000ド ル及

び、同じく香港 トップスターの、チヨウ・ユンフア主演の『汚職者、の
“
ψ″』の 670,000

ドルを大きく上回る結果となり、前年度の『お金がない』をしのぐ勢
いで、多くの観客を

得ている。
つ

このように、宗郷会館だけではなく、シンガポール全体でエスニツク文化、そして、サ

ブ 。エスニック文化を復興へと導く動きが起こつているが、上述の福建戯曲学術研究会の

ように、シンガポールのみならず、その他多数の地域でもサブ・エスニツク文化に注目し

始め、これらの地域の研究者が合同で、国際的な学会を開催することになつている事実や、

映画『お金がない』や『梁ばあさんが行く』が、シンガポールの人気映画と
して、海外へ VCD

の輸出が計画されている点をみれば、こういつたローカル性を持つものの復興が、グ
ロー

バル化する動きが生じていることを指摘することができる。

第2節 脱伝統化する宗郷会館の活動
これまで述べてきたように、華人伝統文化やサブ

。エスニツク文化の発信地として、そ

れらを保存・発揚するために努力してきた宗郷会館は、一方で生存のために脱伝統化した

活動を企画し始めている。その特徴として、従来、宗郷会館では伝統的に絶対であ
つた、

同郷、宗親の区別を緩やかなものとし、他のサブ・エスニツク・グループや、極端な場合

では他民族に、会館の門戸を開くということを決定したり、民主主義を徹底し、従来
の指

導者層の権力を分散化するという「脱伝統化」の試みを行うようになつた。この試みは、

宗郷会館が、コミユニテイ・センターのような存在へと移行することを意味する。その代

表例として、本節では、福清会館、福建会館、福州会館、李氏総会を取り上げる。

*1筆者の映画館での視聴による。(1999年 )
*2 1耽
`Srra,ぉ

ri“ιs,19 February 1999.
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a,福清会館
1910年設立の福清会館は、1980年代になって大規模な内部改革

に着手し、中でもとり

わけ青少年の参与と国際化の促進に力を注いできたo福清会館
の近年の活動は多種多彩で、

福清劇団を招聘しての演劇上演、福清書道家及び画家
による作品展、福清グルメ・フエス

ティバル、新春「団拝」、中秋晩会、福清同郷交流会や福清
への墓参及び帰省旅行の企画

が、年間を通して行われている。年齢
。性別を問わず誰もが参加できる活動内容

への興味

から、福清会館は多くの会員を獲得できただけではなく、非会員
による参加も得られた。

一連の活動経費は主に、福清会館の名誉主席を務めるイ
ンドネシア華人企業家、林紹良

(ス ドノ・サリム)、 陳子興、林文鏡からの寄付や、会館所
有の不動産を利用した駐車場経

営や貸店舗による収益金である。今日発展がめざまし
い宗郷会館は、福清会館のように有

力賛助人からの経済援助を得たり、不動産経営によ
つて利益を得ている場合が多い。

一方、会館活動を担う人材は、主に会館所属の婦女組のメ
ンバーや、かつての会館付属

学校であつた培青学校の児童である。福清会館は、活動
の多彩さに付け加え、会館内で地

位のある男性が中心となつて活動を行うといつた従来
の伝統を破り、青少年や児童、そし

て女性によるグループを活動の中枢にしたことにより、
いわゆる「老人クラブ」としての

古いイメージを取り払うことに成功した。

1999年 に行われた、年間行事で最も重要な新春「団拝」では、福清会館
の老中青に付

け加え、チヤン・ソーセン総理公署兼社会発展部政務次長
が主賓として出席、来賓には名

誉会長である林紹良、林文鏡、魏成輝等が招かれる等、政府
や財界人の参加者までの参加

の下で活動が繰り広げられた。 7時から 11時に及ぶ長時間の「団拝」
では、総務による

会務報告、グルメ
。フエステイバル等の活動で得た 20,000ド ルの「全国腎臓基金会」

ヘ

の寄付、培青学校児童 18人への奨学金授与、65歳以上の会員 325人
への養老金 68ドル

の授与以外にも、培青学校児童の楽器演奏、合唱、武術、婦女組
の気子L舞、福建省寧徳少

数民族の歌舞等の演出が行われた。福清会館は、重要な「団拝」
活動にもこのような形で、

女性や児童の積極的な参加を促進しているのである。
・

多くの福清会館の活動の中で、とりわけ脱伝統して
いると考えられる活動が、「乞巧晩

会」である。福清会館では、各民族間の理解と家族凝集力
の強化を主旨として、 6年毎に

他民族と合同で、華人伝統行事である「乞巧晩会」を開催
している。最近では 1997年 8

月2日 に開催され、福清会館では七夕の灯籠が掲げられ、
マレー太鼓、インド音楽、中華

伝統音楽が同時に演奏され、170組の夫婦が七夕の宴を楽しんだ。福清
会館はインド人居

住区であるリトルインデイアにも近いことから、会館講堂
をインド人等の他民族の各種活

動にも貸し出しており、1988年以降は、会館講堂で他民族を含む
600組のカツプルが結

婚披露宴を行つているが、「乞巧晩会」ではそうい
つたカツプルが招待され、華人のパレ

ンタインデーを楽しんだ。
中2

1993年に福清会館行動で披露宴を行い、この「乞巧晩会」に参加
したインド人ザヌデ

ィン夫妻は、「初めて華人組織のパーテイーに出席した。そし
て、このパーテイーにより

11 筆者の参加を通しての参与観察による。(1999年 )
*2 宗郷会館聯合総会編『源』38期、1997年 4月。
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初めて華人にもバレンタインデーがあることを知つた。」と、華人文化
への興味を示して

いる。また、林方華主席も「乞巧晩会」の開会の言葉の中で、「この行事を通して、多元

種族、多言語文、多元文化社会の融和と団結を促進し、多元種族国家の設立という共通
の

目標を達成することに貢献したい。」と述べたが、
Ч
会館活動が、従来の主旨である会員

のためのサービスを目標としたものから、シンガポール全体への貢献を目標としたもの
へ、

拡大されていることがわかる。一方、福清会館で行われているダンス教室、絵画教室、
コ

ーラス教室、投資講座等にも、他民族が多く参加している。

b,福建会館
福建会館は、シンガポールの宗郷会館の中で非常に規模が大きく、また福清会館と同様

に、企業家等の有力賛助人からの経済援助を得て、財政面では非常に潤つている会館であ

る。福建会館は、これまで毎年、福建系以外の華人に対しても、奨学金を支給してきたが、

1998年度から、非福建系華人のみならず他民族にも奨学金を授与することとなつた。2500

年前の子L子の「誰にでも区別することなく教えを施す」という教育方針に基づいて、1998

年度は、マレー人にも奨学金を授与することとなつた。具体的には、合計 115,000ド ルを、

福建会館が創設した南僑中学、道南学校、愛同学校、崇福学校、光華学校の 5人の教師、

大学生及び高専生 36人、音楽学校生 1人、小学生から大学生の会員子女 16人、
マレー人

高専生 2人に給付した。この試みは、他の多くの宗郷会館が会員子女等に奨学金を給付し

ている中でも、注目を浴びている。
中2

c,福州会館
福建会館と同様に、他民族の児童に対して慈善活動を行つているのが福州会館である。

福州会館は、戦前、伝統的な華校である三山学校を設立し、三山学校の児童に対して、奨

学金や助成金の授与、貧困家庭の児童へ優遇、健康を目的とした牛乳の配給等の活動を行

ってきた。しかし、1987年 より英語源流が統一され、三山学校も政府管轄の学校に移行

した後、政府の方針でマレー人が比較的多い地区に移転してからは、多数のマレー人児童

が入学するようになつた。しかし、福州会館はそれでも、三山学校への慈善活動、とりわ

け牛乳の配給等を継続し、福州人の寄付からなる会館の経費が、マレー人の子供達の牛乳

代となつているという結果を生んでいる。これは、これまでの伝統であつた同郷人
への賛

助を超越し、民族を超えた慈善活動へと変化しているといえる。
中3

d,李氏総会
また、第 10章第 2節でも述べたように、近年、多くの宗郷会館が民主的な方針を採用

するようになり、主席や会長を会員或いは上層部の理事や董事により選出するケースが増

加してきている。その中でも、1997年の李氏総会第 31国会長選挙で、創立会 91年以来、

*1林方華等編『融訊』、新加岐福清会館出版、1997年 10月 。
*2 
『聯合早報』、1998年 10月 19日 。

*3筆者の福州会館主席林理化氏への間き取りによる。(1997年 )
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最年少の 47歳で李五福 (リ ー・ゴホック)氏が会長に選出された。李五福会長の誕生は、

2つの意味で、華人社会から注目を浴びることとなった。

李氏総会は 1906年 に設立され、独立前から、華人社会で非常に影響力を有していた李

振殿、李偉南等の企業家が会務に参与し、リー・クアンユー (李光耀)が首相就任前から

名誉顧間に就く等、有力人物の支持を常に得てきた会館である。現在でも、名誉顧間にリ

ー・クアンユー上級相、リー・シェンロン (李顕龍)副首相、リー・ブンヤン (李文献 )

労工相、リー・ヨックスエン (李玉全)貿工相、 リー・ヨックセン (李玉勝)元国家発展
部政務部長、リー・ワイコック (李衛国)元人民協会理事長、リー・クンチヨイ (李畑才)

元国会議員兼駐日大使が名を連ねる等、有名政治家の支持を得ている。
判
そのような環境

の中で、このように若い年齢の会長が選出されることは非常に珍しいことであるが、李氏

総会は、有力華人指導者の参与が多い、その他の伝統的な大型宗郷会館に先だち、伝統的

な年長制度から脱却したということができる。

一方、李五福の会長就任後、会長個人のワンマン化を防ぐため、更に民主化を進める意

味で、会長、副会長 2人、常務委員 2人、総務 2人からなる7人のグループを結成し、グ

ループで李氏総会を動かしていく方針を決定した。そして、この 7人のグループの提議に

より、翌年の 1998年 には青年団を結成し、その後半年間で、100人余りの団員を獲得し、

刊行物を出版するといつたような、脱伝統化された斬新な決断と、素早いタイミングが注

目を浴びることとなった。これは、特に伝統的な会館にある、数回に渡る長い会議を経て

物事が決定される「決断の遅さ」からの脱却であるともいえる。
中2

今後、このような「脱伝統化」の試みを行う宗郷会館は、更に増加されるであろうと予

測される。しかし、宗郷会館が、コミユニティ。センターのような存在へと移行してしま

い、本来の意義を失つてしまうことの危険性も含まれている。今後、宗郷会館が「脱伝統

化」した活動の中で、どれだけ伝統文化の継承、サブ 。エスニック・アイデンティティの

涵養に貢献していけるかが、重要な鍵となるであろう。

第3節 宗郷会館の「国民統合」への貢献
チヤン・ソーセン総理公署兼社会発展部政務次長が「宗郷会館にできて、コミユニティ

ーセンターにできないものがある。それは、民族伝統文化や、サブ・エスニック文化に対

して、誇りや帰属意識を感じ、文化の根を知ることができることだ。これまでずつと政府

は国民統合を目指してきたが、現在、民族アイデンテイティを確立することで、国民統合

がよりうまくいくという結論に達した。」として、最近活動の成果が目覚ましい華社自助

理事会
り
を例に挙げて「自助会を民族グループに分けることにより、民族に対する親近感

から、自助的活動が盛んになり、まとまりやすくなった。これは宗郷会館の活動とも共通

*1 李成利等編『一家親 新加岐李氏総会 92周年紀念』、新加岐李氏総会、1998年、10
頁、63頁。
*2筆者の、李氏総会会長李五福氏への聞き取りによる。(1999年 )
*3第 6章第 1節を参照。
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する点であり、活発な活動を通して自らのルーツを知ることにより、国民統合
に作用させ

ることを希望している。」と述べている。・ また、チヤン・ソーセン総理公署兼社会発展

部政務次長自身が華校出身であり、華人伝統文化にも造詣が深いことから、華社自助
理事

会の委員を退いた後に、宗郷会館、人民協会及び慈善機関等の主要行事にも主賓と
して参

加する等、積極的に各組織の活動を支持する態度を表明している。

参与観察のために、筆者はこれまで多くの宗郷会館の主要行事に出席したが、
そのうち

の何回かの行事にはチヤン・ソーセン総理公署兼社会発展部政務次長が主賓とし
て出席

し、会館の指導者層との交流を深めるだけではなく、会館活動に対するアド
バイスを行う

等、宗郷会館に対する積極的な支持を表明していた。

福清会館理事の林玉聰は「福清会館は、グルメ・フエステイバルや中秋晩会等
の活動の

収益金からの腎臓基金への寄付、培青学校児童の会館活動への参加、婦女組の多彩
な活動

等に対して、チヤン・ソーセン総理公署兼社会発展部政務次長は賛同を示し、積極
的な支

持を表明している。これは会館にとつて力強い励ましとなつている。」と述
べ、福清会館

もこれにより更に多くの活動、とりわけ伝統文化の伝承と発揚に力を入れ、培青学校
の児

童の参加を促進し、政府の国民教育とも関係づけていくような企画を行う予定とな
つてい

る。
中2こ
のような、政府関係者の積極的な支持の態度に対し、それを歓迎する宗郷会館が

近年増加し、政府の国民統合に対する意図を理解した一部の宗郷会館は、会館
の主旨に適

つた国民意識を持てるような活動を展開するようになつている。

安渓会館主席胡金鍾は、1999年の会館の春節の会合で「 リー・シエンロン副首相が、

最近国会演説で、華文教育政策について述べた際に、中華文化に存在する精神価値と
生命

力を強調していたが、宗郷会館もこの機会に、国家に需要に合わせて政府の政策と共
に、

華人文化を継承し発揚していく重要な基礎を固めていく必要がある。」と述
べ、伝統文化

の継承やそれにまつわる活動といつた会館の作用が、政府の政策に呼応する
ことを強調し

た。

そして、安渓会館では「今後、徳、智、体、群、美といつた徳目を主旨とした活動を取

り入れ、若い世代が諸活動を通して、華語を学ぶだけではなく華人文化の精髄を理解
され

るようにすることと、本来の活動に付け加えて、会員の子女が学校以外でより多くの知識

を吸収し、国家意識と国民としての誇りを持てるような公民になるために、文史講
座等を

開催していく。」ということを建議し、「21世紀のグローバル化した経済、政治、知識は

一体化する趨勢をみせ、人と世界の距離はますます小さいものとなり、そ
の中で郷土観念

にを守るためにも、会館の老中青が一体化して、進んでいかなければならない。」と
の抱

負を述べ、会館活動と国家意識の涵養の関連性を強調づけている。
中3

宗郷会館聯合総会では、1999年 6月 に、会館 21世紀座談会を開催し、多方面から知恵

を集めて、次世紀での宗郷会館のあり方を検討していくことが決定された。宗郷会館聯合

*1 筆者の、チヤン・ソーセン総理公署兼社会発展部政務次長への聞き取りによる。(1998

年 )

*2筆者の福清会館理事林玉聰氏への間き取りによる。(1999年 )
*3『聯合早報』、1999年 2月 19日。
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総会秘書長の察錦渦は「これまで宗郷会館聯合総会は、各宗郷会館に対して、華人8大伝

統行事・ を会館活動の一環として展開していくように呼びかけてきた。とりわけ、春節に

際しては、リバー・ホンパオを開催することで、多くの人々が参加するようになり、続い

て中秋節もますます盛んになつてきた。また過去 2年間はドラゴンボート・レースを開催

したが、今年は更に多くの端午節と関連づけた行事を増やしていく予定である。こういつ

た伝統行事の普遍化が、各民族間の文化を理解させ、各民族の団結に繋がつていくのであ

る。」と述べ、伝統行事の開催と宣伝による多文化理解によつて、国民を団結させる方針

を語つた。
つ

第 10章第 6節でも述べたように、宗郷会館の後継者養成のために、多くの宗郷会館で

青年団組織が結成され、新時代の活動を展開している会館が増加しているが、その活動の

中でも、とりわけ上述の安渓会館や、呂氏公会、李氏総会、福清会館のように老中青一体

化の活動が、伝統の保存と発揚、老人を敬うといつた良きアジア的価値観の継承、世代間

のコミユニケーシヨンの強化といつた形で、国民統合意図する政府と共通の目標を有して

いる。特に青年団を有する宗郷会館を中心に、老中青一体化活動を実施する傾向がみられ

るのも、時勢がもたらした必然性ということができる。

第4節 華人企業家●黄祖耀からみた政府と華人社会の関係
シンガポール独立後、宗郷会館や華人企業界等を中心とする華人社会において、非常に

大きな影響力を有するようになった人物は、大華銀行 (United Overscas Bank,UOB)総 裁

の黄祖耀といえるであろう。黄祖耀 (ウ イー・チヨーヨー)は、南洋大学理事会の主席を

務めた頃の前後 10年間に、宗郷会館や華人ビジネス界における中心人物となり、1986年

に成立した宗郷会館聯合総会の主席に就任して以来、更にその社会的地位と影響力を確固

たるものとし、現在に至つている。この黄祖耀のあり方から、彼が華人社会にもたらした

影響、ひいては政府と華人社会の関係を見いだすことを努めた。

黄祖耀の父で、大華銀行創始者の 1人であつた黄慶昌は、東マレーシアのサラワク州ク

チンで生まれ、サラワク州にて第 1夫人と生活を共にしながら、事業を発展させていた。

黄祖耀は 1929年 に、中国福建省虜門に近い金門にて、第 2夫人の子として生まれ、幼い

頃は金門で母方の祖父母と生活を共にしていた。当時の金門は、人口が 2、 3万人の非常

に貧しい村からなっており、村民は主に農業と漁業で生計を立てていた。その後、日本軍

が中国を侵略したことから、黄慶昌は、金門から8歳の黄祖耀を含めた一家をクチンに避

難させ、その後、10歳になつた黄祖耀は母と妹と共にシンガポールに移る。黄慶昌は、

戦時中のシンガポールで、陳嘉庚が組織していた救国委員会の委員を務めていたことから、

日本軍から逃れるために、一家と共にインドネシアのリアウ群島の中の小島に隠れ住んだ

こともある。黄祖耀は戦後、シンガポールにて父の事業を継ぐこととなるが、彼が父黄慶

*1華人の伝統行事についての詳細は、第 7章第 4節を参照。
*2『聯合早報』、1999年 2月 19日。
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昌から受けた影響は非常に大きかった。・

戦前、黄慶昌は、サラヮク州にてゴムを中心とした貨物を取り扱つており、シンガポー

ルを中継ぎ港としていたことから、よくシンガポールに赴き、金門会館を拠点としながら、

その父の出身地である金門系華人と交流を深め、同郷人のネツトワークを拡大していつた。

そして 1935年に、福建系の豪商と共に大華銀行を創設することとなる。 7人の創設董事

の中には、南洋大学創設者の陳六使の兄で、亜洲保険公司主席の陳文確も含まれていた。
・2

1974年、黄慶昌が大華銀行の経営を黄祖耀に譲り、自らは一線から身を引いた際に、リ

ー・クアンユーは「細身の長身で、バイタリティに溢れた、理知的で親しみやすい人柄で

あつた。」と彼のことを評している。
中3

黄祖耀は、1949年、20歳の時に父の命により、父の経営するクチンの慶隆公司に加入

し、貿易に従事する。彼は父が多くの華人企業家と親交を深め、ネットワークを築いてい

たことを学び、自らも多くの華人企業家と親交を深めていつた。その後、1958年 に、同

じく父の設立した大華銀行に加入、29歳の若さで銀行董事を務め、1974年 に、父の跡を

継いで大華銀行董事部主席の座に就いた。その間に大華銀行は、倉庫及び不動産業に着手

し、胡文虎創設の崇僑銀行、サラヮクにある黄慶昌創設の聯昌銀行 (聯昌銀行買収の7年

後、同銀行株をマレーシア人に譲渡している。)、 福清及び興化系華人企業家創設の遠東

銀行、広東系華人企業家余東旋創設の利華銀行を合併吸収している。そして現在、大華銀

行を、李光前一族創設の華僑銀行 (Oveseas chillese Bank,OCBC)、 華人企業家連Yin洲創

設の華聯銀行 (Overseas union Bank,OUB)、 政府所有の新加岐発展銀行 (Developlned Bank

of Singapore,DBS)と 並ぶシンガポール 4大銀行の 1つ にまで成長させた。
中4

父の黄慶昌以外に、黄祖lleに大きな影響を与えた人物は、公益事業及び教育に貢献した

華人企業家の李光前及び陳六使であるといわれている。李光前は、中華総商会会長、華僑

中学董事部、同済医院及び樹膠公会主席等の公益事業の要職を歴任しただけではなく、自

らは倹約を実践し、経営する南益グループの半分以上の持ち株を、教育のための李氏基金

に寄付する等、教育界への貢献にも尽力し、シンガポールのみならず、東南アジア全域か

ら尊敬を集めた。黄祖耀は、かつて中正中学にて学んだことから、1994年 には同校の董

事部主席を務める等、李光前と同様に、商業のみならず教育活動にも貢献している。一方、

陳六使は、南洋大学理事会主席、中華総商会会長、福建会館主席等の公益事業の要職を歴

任 してきたが、その後、黄祖耀も全く同様のこれらの要職に就任 していることや、1972

年に世を去った陳六使の銅像設置の記念式典にて、黄祖耀は、陳六使の功績を称えている

ことからも、陳六使の黄祖耀に対する影響を無視することはできない。
中5

上述のように、黄祖耀は、李光前及び陳六使の影響を受けながら、華人社会の中で彼ら

に匹敵、或いは超越する影響力を築いていつたが、その中でも陳六使が成せなかつた政府

*1鄭明杉編著
*2鄭明杉編著
*3鄭明杉編著
*4鄭明杉編著
*5鄭明杉編著

『黄祖耀伝』、

『黄祖耀伝』、

『黄祖耀伝』、

『 黄祖耀伝』、

『黄祖耀伝』、

名流出版社、

名流出版社、

名流出版社、

名流出版社、

名流出版社、

香港、1997年、

香港、1997年、

香港、1997年、

香港、1997年、

香港、1997年、
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との協調を、黄祖耀は実現し、政府と華人社会間の架け橋的存在となつていく。特に、黄

祖耀の政府と華人社会間において果たした功績は、星中関係の向上、南洋大学合併、宗郷

総会聯合総会の設立及び発展、華社自助理事会の発展であるといえるだろう。

黄祖耀の、国家に対する最初の大きな功績は、星中関係の向上である。黄祖耀は 1978

年から1982年 にかけて、シンガポールエ商連合会会長を務め、それと同時に 1979年から

1981年 にかけて、アセアンエ商連合会の主席を務めていたが、その間注目を浴びたのが、

彼の「商務外交」と呼ばれるやり方であつた。

1949年の中華人民共和国成立以降、1990年の星中間の国交樹立に至るまで長い時間を

要した。それまで、1960年及び 1970年代の冷戦期間中を含めた期間、華人を中心として

星中間の貿易の往来は頻繁に行われていたが、両国の関係には一定の距離が置かれていた。

その後、北京で「ピンポン外交」が展開され、米中関係が軟化した後、星中関係もそれに

続いて変化し始め、1971年 に、黄祖耀は、星中間の貿易の基礎を更に固めるために、自

らが率いる中華総商会訪中団を結成し、シンガポールからの団体をしての訪中を初めて実

現し、星中間の貿易を更に活性化させることに成功しただけではなく、国交樹立前に両国

に横たわつていた、政治的なわだかまりを解消することに助力した。その後、星中関係を

向上させたとして、黄祖耀は 1971年に「シンガポールの風雲人物」の第 1号に選出され

ている。その後、1978年 には、星中間に正式の貿易協定が成立した際にも、黄祖耀が尽

力したこと等、黄祖耀の一連の貢献が彼の「商務外交」と呼ばれる所以である。・

シンガポール中の華人を動かした南洋大学設立の動きは、まだ若かつた黄祖耀にとつて

も非常に大きな出来事であり、当時の「南大精神」は、黄祖耀に大きな影響を与えるもの

であつたという。1980年代に入つて、南洋大学とシンガポール大学の合併構想が打ち上

げられた当時、南洋大学理事会主席を務めていた黄祖耀は、この「南大精神」への思いか

ら、政府と華人社会間に入つて、双方の要求を解決する努力を行った。

1974年、教育政策の変化に伴い、南洋大学はマレーシアからの新入生を受け入れない

ことを決定する。1975年、李昭銘教育相が南洋大学学長に就任し、南洋大学の人事、学

制、カリキュラム等において改革を行い、華校以外の各源流の学生を受け入れること、並

びに英語を教学用語とすることを決定したが、この時間題になったのが、マレーシアの華

人団体からの圧力であつた。第 4章第 3節で述べたように、南洋大学が設立された際に、

設立に伴う資金の多くは、シンガポール及びマレーシアの各階層の華人からの寄付からな

つており、大学設立の主旨も、両地域における華校卒業生の進学先の確保というものであ

つたため、1976年、シンガポール及びマレーシアの華人企業家が、マレーシアのゲンテ

インで聯誼会 (交流会)を開催した際に、マレーシア・セランゴール中華総商会副会長李

成楓が、南洋大学がマレーシアの学生を受け入れることを、当時シンガポール中華総商会

会長であつた黄祖耀に対して要求し、黄祖耀はそれに対して助力することを約束した。

その後、黄祖耀の働きかけにより、南洋大学は、1978年の新学期よリマレーシアから

の学生を受け入れることとなり、1979年 にはマレーシアの華校生のために 3日 間にわた

る入学試験を実施ししただけではなく、入試の 1科目を華語によって解答することの許可

*1鄭明杉編著『黄祖耀伝』、名流出版社、香港、1997年、31、 184…187頁。
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を得た。そして、1978年 に、黄祖耀の父黄慶昌が死去し、南洋大学に合わせて 290,000ド

ル近 くの香典が寄せられた際に、黄祖耀は南洋大学内に、合わせて計 500,000ド ルを「黄

慶昌記念奨学金」として設立した。このように黄祖耀は、広 く華人社会の声を受け入れ、

南洋大学の中に反映させていつた。・

一方、1980年、 リー・クアンユー首相は、南洋大学に存在していたシンガポール大学
との格差を解決するために、両校の合併構想についての書簡を、南洋大学理事会主席の黄

祖耀宛に提出した。当初、黄祖耀はリー・クアンユーの建議に対して、多くの階層の人々

の支持による南洋大学設立過程から考えると、この建議は到底受け入れられないものであ

るとして、また、これは感情的な理由から無用の機構を残そうとしているのではなく、国

家の利益を考えての判断であるとして、南洋大学の存続を主張した。

その後、黄祖耀とリー・クアンユーとの間で、幾度にも及ぶ書簡のやりとりが行われ、

最終的に、南洋大学はシンガポール大学と合併し、シンガポール国立大学としてスター ト

することとなった。リー・クアンユーは、黄祖耀との一連のやりとりの中で、南洋大学設

立に貢献した華人社会の人々と政府との間に立ち、進退窮まつている黄祖耀の立場に理解

を示す書簡を送つているが、この点からも、黄祖耀が政府と華人社会との重要な架け橋と

なつていたことが理解できる。
つ
新聞記者で歴史研究家の韓山元 (ハ ン・タンジュアン)

は、この時、政府の圧力によって、黄祖耀は仕方なく政府の意見を受け容れることとなつ

たが、黄祖耀は明らかに華人の心理を代弁して、華人のために貢献 しようとしていた。」

と述べている。"

第 11章第 1節で述べたように、1986年の宗郷総会聯合総会の設立以降、それまで低迷

状態であった宗郷会館が、宗郷総会聯合総会の指導の下で復活していくようになる。宗郷

会館聯合総会設立にあたつては、その 1年前の 1985年に、1972年から福建会館主席を歴

任 している黄祖耀が中心となつて、各会館の代表と共に宗郷会館を統括するような全国的

組織としての宗郷会館聯合総会を成立させる方針を正式に打ち出したが、この時の会議は、

宗郷会館聯合総会設立に向けての一連の会議の中で、最も重要な役割を果たしたと、この

件にかかわっていた韓山元は後述している。
Ч

そしてこの計画は、オン・テンチョン副首相の積極的な支持の下で、1986年 に実現 し

た。
ち 宗郷会館聯合総会が登録されると、黄祖耀はその主席に就任 し、数十万人の会員

を有する 200近 くの宗郷会館を率いて、宗郷会館の復活に力を費やしていつた。近年、多

くの宗郷会館が活動を活性化させ、青年団を結成 したりする等、後継者育成にも力を入れ

るようになつたことは、1970年代の宗郷会館低迷時から考えると飛躍的な進歩である。

また、黄祖耀は 1995年 の大華銀行グループ創設 60周年を記念して、10,000,CX10ド ルを、

*1鄭明杉編著『黄祖耀伝』、名流出版社、香港、1997年、147-150頁。
*2鄭明杉編著『黄祖耀伝』、名流出版社、香港、1997年、151-159頁。
キ3筆者の、韓山元への間き取りによる。(1999年 )
*4筆者の、韓山元への間き取りによる。(1999年 )
*5 Lim How Seng cds.,昴 s"ッ ィ 滋ι ttj″ωθ Cra″ Assοεjαだ"j“

S'″″ θκ,National

Archives,1986,p144.
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教育機構、公益団体、宗郷会館等を含む 70余の団体に寄付することになつた。大華銀行

グループは、シンガポール建国以来最初の、一度に最も巨額の慈善的献金を行つた機関で

あるという。黄祖耀はこれに対して、60年はそれほど長い時間ではないため、記念式典

に対して金額を費やすつもりはなく、その費用の 10,000,000ド ルを慈善活動に回す他に、

大華銀行はマレーシアでも多くの業務を行つていることから、その内の 2,000,000マ レー

シア・リンギット (1,150,000ドル)をマレーシアの団体に寄付することとしたと述べて

いる。

黄祖耀は、分散していた大小の宗郷会館を団結させる努力を行つただけではなく、上述

のような慈善活動や、宗郷会館聯合総会のプロジェクトの 1つである「華裔館」設立のた

めにも、黄祖耀個人の 1,000,000ド ル、大華銀行の 250,000ド ルといつた寄付を行つた。・

このように、黄祖耀が影響を受けた李光前、陳六使、父黄慶昌が有していた慈善精神は、

黄祖耀に引き継がれ、華人社会及び政府から賞賛を得るようになっている。

黄祖耀が、貢献しているのは、宗郷会館聯合総会といつた宗郷団体の活動だけではない。

1992年 に、低収入の華人青年の技能訓練、学習能力の低い華人学生のための補習を目的

として、政府の支持の下で設立された、民間の自助団体である華社自助理事会 (CADC)

がそうである。華社自助理事会が成立した際に、黄祖耀はその自助会信託委員会及び寄付

委員会の主席を務めた。また、黄祖耀自身も、父黄慶昌の名義にて 1,000,000ドルを華社

自助理事会に寄付しただけではなく、華社自助理事会と同様の目標から組織された、1991

年設立のインド人発展協会 (SINDA)、 1981年設立のマレー人・イスラム教発展理事会

(MENDAKI)に 対して、それぞれ 100,000ド ルの寄付を5年間に分けて行つた。
中2こ
の

ように、華人社会のためだけではなく、シンガポールという国家全体の利益を考慮して寄

付を行つた黄祖耀の態度は、李光前や陳六使とは若干異なる。この点から見ると、黄祖耀

の帰属意識は、生まれ育つた中国でも、父の出身地の東マレーシアでもない、シンガポー

ルという国家にあると断定できるであろう。

「商務外交」による星中関係の向上への貢献、南洋大学合併に際しての政府と華人社会

間における架け橋の役割、宗郷会館聯合総会及び華社自助理事会への参与での華人社会ヘ

の貢献というように、黄祖耀のシンガポールおける多方面からの活躍に、現在、シンガポ

ールでは、彼の名を知らない国民はいないと言つても過言ではない。黄祖耀のセンス、社

会的地位、経済的資本、ネットワーク、行動のタイミング等、彼の持つている「資本」全

てが彼の活躍に繋がり、 リー・クアンユーをはじめとする政府関係者、また華人社会を中
心とする国民から、彼の存在が正統的な権威であると認識されるにまで至った。

それは、P。 ブルデューのいうところの、資本は「変換可能」なものであり、最も強力

な変換は、「象徴資本」への変換であり、それは「象徴資本」という形式においては、様

*1鄭明杉編著『黄祖耀伝』、
*2鄭明杉編著『黄祖耀伝』、

名流出版社、香港、

名流出版社、香港、

1997イ竿、 170-171頁。

19971F、  174… 179頁。
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々な形の資本が正当なものとして知覚され、再認されるということである。・ つまり黄祖

耀は、自らの持つあらゆる「資本」と引き替えに、中正中学董事、中華総商会主席、宗郷

会館聯合総会主席、華社自助理事会自助会信託委員会及び寄付委員会主席といつた「象徴

資本」を得ることとなったが、そういった「象徴資本」には本来、正統的な権威が存在 し

ていたために、彼は多方面に影響を与え、多くの問題を解決できてきたに違いない。また、

政府も、黄祖耀がそういつた意味での「象徴資本」を有 していたからこそ、彼に依頼した

と考えられる。

一方、かつて誰に対しても分け隔てなく接 し、新聞記者にも「六使おじさん」と呼ばせ

ていた陳六使と比較すると、シンガポール人からみた黄祖耀は、慈善家のおじさんという

イメージよりも、雲の上の存在、政府と関係が深い銀行家、企業グループの総裁等、一般

庶民とは一線を引いた人物であるといつた感があることは否めない。黄祖耀は自説や声明

を、華人社会に対してはメディアを通して、自らの機構に対しては部下を通して通達する。

大華銀行に勤務する 29歳の OLは、「黄祖耀を直接見たのは、彼が私たちの仕事ぶりを
一度見学に来た時だけで、もちろん言葉は交わしていない。黄祖lleはいっも、銀行ビルの

最上階にある自分のオフィスに直行の専用エレベーターを使用し、それには誰も乗ること

はできない。黄祖耀と直談判しなければ解決できないような、非常に重要なビジネスの用

事でもない限り、一般人はもちろんのこと、銀行職員もまず彼に面会することは無理だろ

うし、彼自身もそんな無駄なことはしない。」と言つているように、
・2黄
祖耀はまさしく

雲の上の人物なのである。

P.ブルデューが「カリスマ的な指導者は、象徴的な闘争において支配されている人々
のように、独力で他者のためのカリスマになろうとするかわりに、たくみに自分のために

集団のためのカリスマになろうとしている彼は自説を展開し、自説は彼を展開する。象徴

権力は彼の権力からなり、ある象徴権力の操作によって、彼は自分を絶対的なものとして

構成する。こうして指導者は自分の客観性を生産し、押しつけることができるのである。」

と述べているように、"黄祖耀は意識的に或いは無意識的に、正統的な権威が存在 してい

る組織の要職につくことによって、象徴的な権力を得て、自分を絶対的なものとして構成

している。

黄祖耀は、自分自身を「雲の上」に置くことにより、本来彼が有していた権威の上に、

カリスマ性を上乗する形となり、ますます社会における影響力を増大させている。そして、

政府がその影響力と結合することにより、宗郷総会聯合総会や華社自助理事会の設立等、

華人社会活性化に大きな原動力が生じた。黄祖耀の象徴権力は、華人の凝集、国民統合、

*l Richard Harker,Cheleen MttaF,Chris Wilkes eds,ル ル
"力
c″"わ 滋

ι餞フ汁 げ PIι′κ

Bο
“
だ,α,Macmillan Press Limmed,199o。 (滝本往人、柳和樹訳『 ブルデユー入門一理論の

プラチックー』、昭和堂、1993年、20‐21頁。)
*2 筆者の、大華銀行先物取引部門所属の、29歳の OLへの聞き取りによる (1997年 )。
*3 Richard Harker,Cheleen Mahar,Ch五 s Wilkes eds.,A″ ル″ο力 c″

“ "滋
θ I物滅 げ Pj`rra

Bο
“
渤α,Macmillan Press Limited,1990。 (滝本往人、柳和樹訳『ブルデユー入門―理論の

プラチックー』、昭和堂、1993年、237頁。)
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「商務外交」による星中関係のに貢献することとなつた。陳嘉庚、李光前、黄祖耀に共通

する象徴権力を有した一種のカリスマ性は、戦前から現在に至るまで、華人社会にとって

は必然的な存在となって効力を発揮し、華人アイデンティティにも多大な影響を与えてい

るのである。

第5節  
「華中董事事1牛」からみた1日華校における董事の権力

第 1章第 3節で述べたように、宗郷会館等の華人組織や華校の董事が、自らの象徴資本

を追求するために、その地位をめぐって闘争を行うことは、20世紀初頭の華人社会では

常に見られたことであつたが、現在の華人社会の中にも、その実体が確実に存在している。

1996年末から 1998年初期にかけて、華中ジュニア・カレッジ及び華僑中学の董事部 (以

下、略称華中董事部)選挙をめぐつて繰り広げられた「華中董事部事件」が典型的な例で、

現在の政府と華人社会との関係を知る意味でも、特筆すべき事件であるといえる。

現在、宗郷会館が管理を委任されている一部の旧華校等を除いて、学校という名の付く

全ての教育機関は政府教育部の管轄下に置かれ、政府の指導とカリキュラムに従つて運営

されている。現在は華校という名目の学校は存在せず、全ての学校が統合学校となつてい

るが、宗郷会館管理委任の学校や、華中ジユニア・カレッジ及び華僑中学のような一部の

伝統的な旧華校は、従来からの方法で董事部が組織され、学校対して主に経済面で大きな

貢献している人々が董事部役員となつている。董事部役員の名を、教育部、社団注冊局及

び公司商行注冊局等に登録する必要がある一方、董事部役員は、学校運営にあたって事実

上、強い発言力を有している。

中華総商会、車商公会、布業公会等の業縁組織の董事部役員に就くと、ビジネス・ネッ

トワークが拡大し、自らが行う事業に有益になる割合が大きくなる。また、宗郷会館の董

事部役員に就くことは、同郷人や宗親からの信頼を得るだけではなく、会員とのネツトワ

ークが広がり、その見返りは大きい。それに対して、学校の場合、董事部役員として名を

連ねることによって、役員が個人的に得られる経済的な見返りはない。また、現在の制度

上では、学校はあくまでも政府教育部の管轄であるということから、董事部役員が得るメ

リットは、業縁組織や宗郷会館程大きくはない。そういう状況下で、なぜ人々は学校の董

事部役員になりたがるのか、そのメリットとは一体何なのかという問いが、本節における

問題提起であり、この「華中董事部事件」を分析することにより、その問題を解明し、そ

こから、シンガポール華人社会を再考察することを目的としている。

「華中董事会事件」とは、1996年 11月 に、華中董事部主席の陳共存と、副主席の庄昇

信がそれぞれ選挙会議を開き、1997年度 (1997年 ～ 1998年 )の 22人の役員からなる董

事部を、 2重に組織したことに起因する事件である。

「華中董事部事件」の発端は、1996年 11月 、26年間華中董事部主席を務めてきた陳共

存が、独断で、突然出現した多数の賛助人の委託書による代理投票にて、董事部役員選挙

を行つたことに起因する。当時、華中董事部副主席であつた庄昇儒が、この突然の代理投

票劇は、陳共存の権力による横暴であると批判し、その直後に、庄昇儒を主席とする新董

事部を賛助人による選挙で組織し、それを正式な華中董事部として、教育部、社団注冊局

及び公司商行注冊局に報告した。この新華中董事部の誕生により、華中ジユニア・カレッ
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ジ及び華僑中学に2重の董事部が置かれることとなり、どちらも承認を受けないまま、事

実上、董事部不在の状態が 1年 4ヶ月続くこととなつたのである。・

この事件に対して、華中ジュニア・カレッジ及び華僑中学で、董事部に次いで強い発言

力を持つ卒業生の組織である華中校友会は、「代理投票は認めず、賛助人自らが投票して

董事部の役員を選出しなければならない」という華中章程第 35条の一文を重視し、賛助

人自らが投票し選出された庄昇儘の新董事部に対しての支持を表明する一方、代理投票が

行われた陳共存の董事部を批判し、主席の陳共存に董事部の解散を求めた。この決定は、

華中の卒業生ということで誇りを持つ華中校友会のメンバーの、陳共存が卒業生でないに

も関わらず、創設者の親族ということで長年主席の座に就いていたことに対する反発も、

多分に含まれていたであろうと考えられる。しかしながら、陳共存の組織する董事部役員

の李連建は、「委託書を使用すれば代理投票は可能である」という公司法 180節 を理由に、

また陳共存は「賛助人の意見を聞いた上で代理投票を行つた」として、校友会の要求を拒

否し、事態は解決をみせず平行線を辿つた。

華中校友会は、この問題について解決方法を模索した結果、その打開策として、華中を

はじめとする教育機関へ多額の寄付をし、華人社会において信頼を得ている李氏基金主席

の李成義を新董事部主席に推薦することを決定した。李成義は、華中創設者陳嘉庚の娘婿

で第 1回董事部主席李光前の子息であり、陳共存の甥にもあたることや、華中の卒業生で

あること等、陳共存を含めた周囲を納得させる条件を十分に満たしていた。また、新董事

部の庄昇儒も、李成義を望んで推薦しているということからの決定でもあつた。
Ⅲ2

実際には、双方の董事部における 22名の役員の内、 8名が重複して名を連ねているこ

とからも、どちらの董事部が合法的なのかという議論では、董事部役員でさえも判断がつ

きかねる状況で、董事部同士の協議は事実上不可能であつた。言い換えれば、この事件は

単に、華中董事部のあり方をめぐる陳共存と庄昇儒の個人的対立が発端であり、学校運営

には直接大きな影響はないものであつた。

しかし、1997年 1月 に華中校友会会長で且つ旧賛助人でもある楊有瑞と他 1名が、『聯

合早報』上で陳共存に名誉を毀損されたとして、民事訴訟で陳共存を起訴する事件が発生

した。更には楊有瑞を含む 3名の旧賛助人が、庄昇儒派に属する 121人を新賛助人として

登録するように裁判所に申告したのに対し、陳共存は自らが新たに派閥に引き入れた 132

人を、同じく新賛助人として登録するように裁判所に申請し、 2派に分かれての訴訟が繰

り広げられることとなり、更に事態は拗れ、収拾がつかなくなっていた。
中3

教育部はこの事態を更に深刻にとらえ、華中校友会と庄昇儒が新董事主席に推薦してい

る李成義を、新董事主席にすることを認めず、両董事部の争いを調停することとなった。

教育部は、歴史的にも華中ジユニア・カレッジ及び華僑中学は華人社会と関わりが深いこ

とから、華人社会組織と密接な関係を有する者による管理委員会を設置し、暫定的に華中

ジユニア・カレッジ及び華僑中学を管理させることが、学校の発展にもつながると考えた。

*1『聯合早報』、
*2『聯合早報』、
*3『聯合早報』、

1996 1F ll月 13 日。

1996笙F ll月 19日 。

1997年 6月 13日。
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教育部はそこで、中華総商会、宗郷会館聯合総会及び福建会館から意見を取り入れ、1997

年 1月 より教育部からの派遣の職員 2人を、 4月 より華人組織が推薦する者 7人を、・ 10

月より企業家や弁護士等の 5人を華中の管理委員に任命し、彼らに華中董事部の管理を行

うように命じた。
中2

教育部は、管理委員会の設定をすることで、事件への仲介の努力を見せたが、結局、教

育部でも収拾できなかつた権力者同士のの裁判沙汰を収拾したのは、中華総商会名誉会長、

宗郷総会聯合総会主席等を務める黄祖耀であつた。黄祖耀は、自らは事件とは関係ない立

場であると強調しながらも、争い事の当事者に対して説得を続けた結果、楊有瑞が陳共存

への名誉毀損の民事控訴を取り下げた他、陳共存も代理投票を有効とする裁判所への申請

を取り下げることとなり、事件は解決へと近づいた。"

そして、最終的にこの事件は、管理委員の 1人であつた黄一宗が、教育部の任命で 1998

年の管理委員主席を務めることとなり、一連の事件は落着した。黄一宗が管理委員主席に

任命された理由としては、彼が華中ジュニア・カレッジ及び華僑中学双方の卒業生である

こと、中華総商会理事、銀行公会理事、住宅発展局 (Housing and DevelopIInent BoaFd,IIDB)

副主席であるというように、華人社会組織や政府組織双方で活躍し、社会の信頼を得てい

ること、そして、早速新聞社のインタビューを受けて「グローバル的な卒業生のネットワ

ーク機構を設立し、母校の発展とグローバル化に役立てたい。」
Ч
と答えているように、

米国の大学で学位を取つた当時 45歳 という黄一宗の新鮮さが、学校の活性化につながる

と考えられたためである。

上述の問題の解明に先だつて、まずここで、3つの点に注意する必要がある。1点目は、26

年間董事部主席を務めた陳共存が、華中ジュニア・カレッジ及び華僑中学のために行つて

きた多額な経済的援助を含む貢献は、事件解決後に、華中校友会会報である『華嶺』でも

称えられているほどであるが、“創設者の家系に繋がる者としての感情以外に、何が陳共

存をここまでさせたのか。また、この事件の発端となつた陳共存側の「代理投票」による

董事部選挙が批判されながらも、陳共存はそれでも長い問身を引かなかったのかのはなぜ

か。

2点目は、華校が存在していた時期、その中でも特に植民地時代から独立直後にかけて

の時期は、政府は華校やその董事部に対し警戒心を抱いており、問題が起これば政府が主

導で学校や董事部の問題に介入し、諸問題を解決してきた。よつて今回の事件のように、

教育部が董事部問題の解決のために、華人組織に支援を求めることなどは、従来の政府と

華人社会の関係においては稀なことであった。しかしながら、今回の事件で教育部は、な

*1 管理委員会の成員には、卒業生の高秋垣、李文龍、黄一宗、中華総商会会長の鄭民

川、南洋大学卒業生協会会長の謝万森、宗郷総会聯合総会秘書長の荼錦沿、潮州八邑会館

名誉会長の張良材が選出された。
*2『聯合早報』、1997年 3月 30日 、1997年 6月 13日、1997年 10月 11日 。
*3『聯合早報』、1997年 6月 13日 。
*4『聯合早報』、1998年 1月 20日 。
*5寒川編、華中校友会会訊『華嶺』第 22期、1998年 6月 10日。
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ぜ中華総商会、宗郷会館聯合総会及び福建会館の華人組織から意見を取り入れた上、それ

らの組織が推した華人 7名を管理委員に任命したのか。

3点目は、教育部が解決できなかった、董事主席や賛助人などへの説得工作といつた問

題が、黄祖耀 1人の説得により解決されたが、一個人の説得だけでここまで拗れた事態を

収拾する力を持つ、黄祖耀の影響力とはどのようなものであつたのか。

筆者がインタビューを行つた、匿名の学校董事部役員は、「学校運営にあたって、教育

部が自分たち董事部役員を通さないと進まないことが多くある。教育部の頭が上がらない

学校董事部もあるほどだ。中には政府や教育部に対し、そういつた優位な立場に立ちいた

いがために、学校に多額の経済的援助を行い、学校董事部役員になつている人間が多いの

は事実だ。」と、一部の人間の名誉欲や権力欲を批判し、現在もなお、一部の旧華校董事

部役員の、政府教育部に対する権力の強さを指摘している。

P。 ブルデユーの、「様々なタイプの資本は、他のタイプの資本と交換可能である。最

も強力な変換は、象徴資本への変換であり、それは、象徴資本という形式においては、様

々な形の資本が正当的なものとして知覚され、再認されるからである。」
Ч
と述べている

ように、貢献という名の下での経済力と交換に、象徴資本を得ている董事部役員が存在す

る。

それは、同じくP。 ブルデユーの、「象徴資本という形式においては、様々な形の資本

が正当的なものとして知覚され、再認されるからである。地位や特権を持つた人物や階級

としてみられるということは、その人物もしくは階級が正当なものとして受け入れられて

いるということであり、時には正当な権威として受け入れられているということである。

このようなポジシオンは、(活動、集団を)命名する権力、常識を代表=表象する権力、

そしてとりわけ社会世界の公式見解を作り出す権力をかねそなえている。」
中2とぃぅょぅ

に、董事部役員というポジションにいるというだけで、経済的に成功しているだけでなく、

教育に貢献する慈善精神の持ち主であるという、社会からの正当化された高い評価が与え

られ、彼らの権威は政府に対しても十分有効となっている。

独立前から旧華校数校の董事部主席を務めている唐裕は、「そもそも学校の董事とは、

ボランティア精神に則つて華人社会に貢献すべき役割を持つているものであると考えてい

る。多くの華人企業家は華人の相互扶助のために経済力を惜しまず差し出し、それによっ

て董事という地位を得、学校運営に意見する権利を与えられるのだが、あくまでも前者の

相互扶助が先立つもので、地位や名誉はそれに付随してくるものだ。」として、この事件

*l Richard Harker,Cheleen Mahar,Chris Wilkes eds,■

“
ル″οttc″
""滋

ι7♭滋 げ Pj`rra

Bο

“
r′j`“, p21, Japanese translation published by arrangement with Maclnillall Press Limited

through硼 E English Agency(Japan)Ltd。 ,1990。 (R.ハーカー、 C.マハール、 C.ウ イルクス

編、滝本住人、柳和樹訳、『ブルデユー入門―理論のプラチックー』、昭和堂、1993年。)
*2 Richard Harker,Cheleen Mahar,Chris Wilkes eds"A“ ル

"ル
ε″θ
“
わ Йθ W♭滅 ィ Pj`′κ

」
"/Jiα
,p21,Japanese translation puЫ ished by arrangement with Macmillall Press Limited

through ne English Agency(Japan)Ltd.,1990.(R.ハ ーカー、 C.マハール、 C.ウ イルクス

編、滝本住人、柳和樹訳、『ブルデユー入門―理論のプラチックー』、昭和堂、1993年。)
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の顛末に対し、「陳共存のやり方は、後者の方が先走つてしまつているのではないか。」

と評している。
円

陳共存は 1981年、歴史博物館の林孝勝館長に対し、かつての華人社会で影響力の強か

つた陳六使のことを「1960年代初期の頃に陳六使が貧しかつた時のことを話してくれた

が、当時彼は木製のスリッパに短バン姿で一工員として働き、煙草と散髪代以外は全て貯

蓄に回していた。」と評し、
り
陳六使の倹約と以後の成功を称え、陳六使に対して尊敬の

念を示した。陳共存も当初は、陳六使や、自らの叔父である陳嘉庚のようになるべく、華

中ジユニアカレッジ・華僑中学の董事として、教育への貢献を目指していたが、26年間

華中董事部主席を務めるうちに、「董事部主席」という立場で得られた象徴資本を切り離

せなくなってしまつたのではないかと考えられる。

華中ジュニアカレッジ・華僑中学の場合は、福建会館のような後ろ盾になる大きな華人

組織はないが、創立 1919年 という古い伝統と、創設者で福建系の陳嘉庚がカリスマ性を

備えた歴史的人物であるということから、多くの福建系華人の寄付を集め、これまで優秀

な卒業生を排出し、華人社会を代表する学校としての知名度を保ち続けてきた。よつて、

後ろ盾になる大きな華人組織はなくとも、多くの卒業生や華人社会で活躍する企業家から

の寄付などにより、財政は常に潤つてきた。

また、これまで政府は、華中董事部に対してうまく相互関係を保つてきた。華中ジユニ

アカレッジ・華僑中学の場合、特に大きな経済的援助を行つた人物が董事部役員となって

いるわけであるが、董事部役員や有力賛助人が、方言グループを超えた華人社会全体に広

がつているため、教育部は、華中董事部との今後の協調ということも考慮においた上で、

この問題解決にあたって、華人社会における代表的な組織である中華総商会、宗郷会館聯

合総会及び福建会館から意見を取り入れることとし、それらの組織が推した華人社会人 7

人を管理委員に任命したと考えられる。

しかしながら、教育部が、事件解決の手段として華人組織に協力を求めたのは、必ずし

も華中董事部との今後の協調ということだけが目的ではなかつた。実際に、教育部は華中

董事部の権力者同士の裁判沙汰を、収拾することができずにいたため、華人社会の中で影

響力を持つ人物による仲介を、期待していたことも考えられる。そして、裁判沙汰が和解

に向かうように、董事主席や賛助人などへの説得工作を行うこととなつたのが黄祖耀であ

つた。中華総商会や福建会館を通して、華中董事部役員や賛助人とは面識がある黄祖耀は、

この問題に対して積極的に解決する気持ちが強かつたのであろうと思われる。

しかし、事件の当事者とは面識があるといいつつも、教育部が解決できなかった問題を、

果たして一個人の力で説得できるものなのかという点から、黄祖耀の影響力の大きさがは

かられる。黄祖耀は、現在大華銀行総裁を務める傍ら、積極的に華人組織の活動に参加し、

それらの組織に対し多額の経済的援助を行い、その社会的貢献により、現在は中華総商会

名誉会長、宗郷総会聯合総会主席、福建会館主席、金門会館主席等の地位に就いている。

*1 筆者の唐裕氏への間き取りによる。(1998年 8月 )
*2林孝勝「陳六使的企業世界」、王タロ明編『陳六使百年誕紀念文集』、南大事業企業公司
0香港南洋大学校友会、シンガポール、1997年、38頁。
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また彼が宗郷総会聯合総会主席を務めている関係で、政府が主催する華人伝統行事や文化

活動にも必ず主賓待遇で招かれており、大統領や首相をはじめとする政府要人とも深く親

交している。「黄祖耀」の社会的なイメージは、もはや成功した企業家であるというだけ

ではなく、経済的援助から得た慈善家という意味合いを有し、彼の人物と階級が正当なも

のとして社会から認識されている。

ワッカントが、「異なつた種類の資本が変換される見えざる過程は、結果として従属と

支配という経済的に基礎づけられた関係であり、道徳的紐帯、カリスマ、能力主義的な象

徴主義といつたものの仮面によって異化され、支えられている。」・ と述べているように、

黄祖lleよ り経済的にも弱く、また象徴資本が少ないであろうと考えられる事件の当事者が、

黄祖耀の持つ象徴的カリスマ性による権威に支配される形となつて、説得に応じ、事件が

解決へと向かつたのではないか。そして、事件当事者の 1人である楊有瑞ら華中校友会が

推す李成義ではなく、黄祖耀の子息である黄一宗が管理委員会主席となつた所以も、黄祖

耀の影響力の大きさとあながち無関係であるとはいえないであろう。

第6節 旧華校と宗郷会館との関係
かつて福建会館付属であつた旧華校 5校 (愛同学校、道南学校、崇福学校、光華学校、

南僑中学)は、現在、福建会館の管理を受け、その董事部役員を、福建会館董事部役員が

兼任するという形態をとつている。これら5校の董事部役員は、学校運営に強い発言力を

持つだけではなく、特に校舎移転、新校舎建設等の事業等、多額の経費を要する事業に関

しては、教育省に依頼されることが多い。その 5校は現在もなお、福建会館という強い後

ろ盾を有していることから、政府の学校運営における経費削減と、会館側の学校運営にあ

たつて発言力を得るという目的が一致し、双方の相互関係が保たれている。

このような形態をとる旧華校と宗郷会館は、他に福清会館と培青学校、福州会館と三山

学校、興安会館と宏文学校等があげられる。筆者は、その中でも、学校と会館の関係が非

常に緊密である、福清会館と培青学校を任意抽出し、聞き取り調査を行い、両者の関係を

分析した。

培青学校は、1919年 に福清系華人のキリスト教者郭可模によって設立され、1924年 に

福清会館内に校舎が移転されたことから、福清会館が管轄するようになつた。その後、1957

年に培青学校が政府補助学校となるまで、福清会館が経営及び管理を続けてきた。1957

年以降は、政府の学校管理の下で、福清会館の理事によって構成される培青学校に董事部

が成立した。董事部の主な役割は、後者の修復、設備の購入を行うだけではなく、学校の

各種活動にも参与し、経済的援助を行い、優秀な児童には、奨学金や助成金を提供するこ

*l Richard Harker,Cheleen Mahar,Chris Wilkes edsり
A“ L"ル c″ο

“"滋
ιπ♭滅 げ Pたrra

3ο

“
〃 ,α ,p21,Japallese translation published by arrangement wmh Macmillan Press Limited

through ne English Agcncy(Japan)Ltd.,1990。 (R.ハーカー、 C.マハール、 C.ウ イルクス

編、滝本住人、柳和樹訳、『ブルデュー入門一理論のプラチックー』、昭和堂、1993年。)
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とである。
Ч

培青学校は、1970年に現在のトアパヨ校舎に移転し、現在は 1500人の児童が在籍して

いる。しかし、 トアパヨ校舎が児童数の増加に対して手狭になつてきていることと、培青
学校と同じく特選学校

中2に
指定されている培群学校が、同地区に位置することから、培青

学校董事部は、特選学校が存在しない地区への移転を教育部から打診されていた。その後、

教育部の推薦するいくつかの土地を、董事部役員が視察し、2000年にタンピユーズヘの

移転が決定された。校舎の新築等への経済的な援助を含め、培青学校の運営の大部分は、

董事部が受け持つているため、教育部はあらゆる校務についての決定を、まず董事部に打

診しなければならない。"

培青学校校長も必ず華語を解する者でなければならない。それは、董事部と常にコミュ

ニケーシヨンを採るための必須条件であるからだ。1957年以前は、培青学校校長には、

必ず福清系華人が選出されていた。しかし、政府補助学校となってから、教育部の任命す

る校長が配属されることとなり、現在の校長は非福清華人である。しかし、政府側も、華

語を解する校長を配属するというように、董事部への協調を示している。
Ч

培青学校董事部の役員は、以下のように、その大半が福清会館の指導者層と重複してい

る。この点からも、培青学校と福清会館の関係の深さが理解できる。
中s

培青学校 董事長  林方華   福清会館理事会 正主席
副董事長 愈進才
副董事長 王福順
秘書   王発祥
財政   施利金
副秘書  張祥国
副財政  厳天発
董事   庄候和
董事   高居明
董事   林水香
董事   林恵春
董事   林玉聰
董事   郭進隆
董事   張福源
董事   愈書祥

副主席

副主席

正総務

副総務

副財政

副交際主任

副文教主任

常務理事

正交際主任

理事

副福利主任

正福利主任

正文教主任

旧会館付属の華校と政府の関係は、学校が政府の管轄になった現在でも、このように会

*l Po″ CλJκg」Vレ″sιθ″″
`r,Poi Ching Sch001, Sept.1998.*2 小学校の中でも、児童の成績や、学校の設備等が優秀と認められた学校。培青学校、

道南学校、愛同学校のように、かつての会館付属学校であつた場合が多い。
*3 筆者の、福清会館執行秘書李秋蓉氏への聞き取りによる。(1999年 )
*4 筆者の、福清会館理事林玉聰氏への間き取りによる。(1995年 )
*5『新加岐福清会館第七十四届理事会名冊』、新加岐福清会館、1997年。
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館の董事会を通して、密接に繋がつていることを指摘することができるが、この関係は、

従来通り、会館付属であつた学校に対して貢献したい、会館の伝統を児童に伝えたいとい

う会館の意図と、経費の削減のために会館董事部に援助を求め、会館の参与を通して児童

の中に伝統文イしを涵養させるという政府の意図が合致した関係であるといえる。この関係

から、華人青少年の中に、民族のアイデンティティサブ 。エスニック・アイデンティテイ

を涵養していく、或いは、他民族の児童にとっては他文化への理解を深めるといつた目的

も有されている。

また、上述の「華中董事事件」でもみられるように、中にはこの関係を利用して、董事

の地位に就き、華人社会や政府教育部に対しての「象徴権力」を持ちたいという人物も出

現していることは否めない事実であるが、彼らの経済力も教育への貢献として、この関係

の中に上手く組み入れられているのである。
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終章 多元文化の共生と「汐ンガポール文化」

第1節  「華文復興運動」と
「華文エリート」

1998年 10月 、南洋理工大学の郭振羽教授は『聯合早報』上で、「スピーク・マンダリ

ン・キャンペーン」についての問題点を以下のように述べ、キャンペーンのあり方の再考

を提議した。
Ч

華語運動の初期段階での矛盾点は以下のものである。

1,話 し言葉としての華語に重きを置きすぎ、文章語としての華語に対しての対策はさ
れていない。

2,この運動で、華語に取つて代わられた、コーヒー・ショップ、フー ド・コート等で
使用されている方言が、次元の低い言語として理解されてしまうおそれがある。

3,華語と英語は平等な地位を得ているのか、その境界線が不明確なままである。
郭建羽教授は、第 3の点について、「現在シンガポール華人は英語と華語に精通している

が、語学の応用には一つの特徴がある。それは、ある特定の場面では、バイリンガルであ

つても、一般的にはどちらかの言語を多く使用するということである。シンガポールでは

英語は各民族の共通語であり、その地位は不動のものである (よ つて、他民族とは必ず英

語になる)。 華人は家庭内或いは友人と会話をする際、はじめて英語を使うか華語を使う

かという選択に迫られる。これは 2言語平等に同時に使用するというわけにはいかない。」
と補足している。

そして、「スピーク・マングリン。キャンペーン」の中期段階での問題点として、方言

グループ、英語教育を受けた華人、他民族という3グループからの反発をあげており、今

後の問題として、華人ショウヴィニズムの復活 (優越感を持つものの増加)への脅威をど
う乗 り越えるか、そして、新世代に対して、いかにして自らの民族文化の大切さを学ばせ

るか、という問題を提起している。実際に、華人ショウヴィニズムと華人としての誇りと

は紙一重であり、華人に「華人としての優越感ではない自信」を持たせるのは、容易なこ

とではないと、郭建羽教授は指摘している。第 10章第 5節で筆者の行つた調査において

も、「華人であることに誇りを感じている」と考えている青少年は約 6割にもなっている

が、優越感による誇りを有している青少年は、この中でも多数を占めるであろうと推測で

きる。

このように、これまで積極的に推進されてきた「スピーク・マングリン。キャンペーン」

のあり方が、1998年 10月前後から、問われるようになり、『聯合早報』上でも「スピー

ク・マングリン・キャンペーン」や華語教育のあり方についての討論がなされるようにな

つた。そのほとんどが、華語が普遍的になるにつれて生じてきた新たな問題についてであ

り、具体的には、華語普及による問題として、方言を話せなくなつた若者が自分のルーツ

について考える機会を失い、根無し草になるおそれがあること。方言しか解さない祖父母

と意志の疎通ができなくなり、政府の推進する大家族主義や伝統的価値観が育たないこと

*1『聯合早報』1998年 10月 4日。
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等が指摘されるように
なつたo台

での華文華語の役害1」 と題
し′た講演会が開かれた

o講演

そして、11月 には、「国際舞

会で、ハウ パ゙ー機構総裁
のホン・ハイ (黄海)は、「もし

シンガポ
~ルが、華語による

映画や演濠1の方面で、国
勢的な評価を得られる

ことができれば、そこで初
めて華人が自ら

の文化に対してアイデ
ンテイテイを持つことにな

るはずだoシ ンガポ
~ルは優秀な中国文

19脇 乱 鵬 篠 課 11叢 謂
〔斃 I墓 ふ鰤 製 封 Fど

説 E『諏 li

と、華語による映画や演濠
1の方面での向上を訴え

、「スピ
~多

ンの使命は終わつたo現在は、華
文ルネツサンス運動を勧

める時期に来ている。」
と述べ、

言語という意味での華語
教育の限界を指摘し、文

化の重要性を説いたo中
2このように、華

語という言語から、華語
や方言を含めた「文化」

を重視する方向
へ、議論が進むように

な

った。

一方、ジヨ
~ジ・ヨ~(楊栄文)准将兼情報相も「1989年

における家庭での華語
の使

用率 69%に比べ、今年は
56%に落ち込んだ。小学生は今

のところは家庭で華語を使
用す

るものが半数を超えて
いるが、そのうち英語と逆転

するかもしれない。南
洋大学卒業生を

中心としたかつての華語
を話すエリートに続く、華語

が話せ

[『雪1へ11皐」オま眺ぜ為

母語を持たない根無し草
が増え、社会に悪影響が出

ること|

して懸念を表明し、華語
を言語として習得するだ

けではなく、華語及
び華文に精通すると

ぃう意味での、従来の南洋大
学卒業生のような華文

エリート育成を提議した
o“

また、このジヨ
~ジ・ヨ~准将兼情報相に続いてヽシン

ガポ~ル中学華文教師会主催、

聯合早報、聯合晩報、新
民日報、星期 5周報協賛

の「全国学生中英文互訳
コンテスト」ヽ

プ 計 せhi≧ 糞    ∞ λ 視 麿 製 貪写1縣

政府関係者が積極的な支持
を表すようになつたo中

4

そして、1999年 1月 には、国
会にてリー・シエン

ロン (李顕龍)副首相より正式
に、「華

文エリート」の育成のた
めの、新教育政策が公布

されることになつた。
それは、英語及び

華語が第 1言語とされ
ている特選学校の充実を図

ることであり、現在 8校ある
特選学校(中

学)を、1999年 7月 より更
に 1校増加するということ

であつた゛現在、特選学校
に指定

されている学校は、華僑中
学、南洋女子中学、徳明

政府中学、立化中学、
聖ニコラス女子

中学、中正中学 (本校)のよう
な伝統的な旧華校であり

、これまで、これら
の特選学校ヘ

は、英語のみならず華語
の成績も要求され、限ら

れた人数しか進学する
ことができなかつ

たが、同じく旧華校である
南華中学も更に特選中学

として指定されること
となり、進学の

機会が広がることとな
つたo

シンガポ
~ルは、これまでシンガポ

~ルのナシヨナル・アイデンテイテ
イを創りあげる

*1『聯合早報』
*2『聯合早報』
*3『聯合早報』
*4『聯合早報』

1998年 9月 19日。

1998年 11月 22日 。

1998年 9月 13日。

1998年 10月 26日 。
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ことを目指し、シヨウヴィニズムを恐れて、ローカルなものつまり、民族の文化や言語を

排除してきた。しかし、現在、政府は、社会活動を各民族グループに分割することで、相

互補助の精神を促進し、国民統合に繋げる方針を採るようになり、これまでとは逆の、ロ

ーカル的なものに注目することにより、本来の目標を達成しようと試みている。それは、

今回の新教育政策にも通じることであり、華語と華文に通じる人材を養成することで、民

族の文化を理解する国民を創り出そうとしている。

1998年末から政府によって展開された「華文復興運動」と「華文エリートの養成」は、

現在シンガポール政府の最も重要な政策の 1つ となつているが、その遂行のために、政府

は宗郷会館の力を借りて、運動を推進する方針をとることとしている。それは、政府がこ

の政策に対する比重を大きくすると、他民族からの反感を買いかねないという懸念が存在

しているからであるという。・「華文復興運動」と「華文エリートの養成」は今後華人の

アイデンティティにも実に、大きな影響を与えて行くであろうと推測できる。これらの今

後の動向を分析し、なぜこのような「従来とは正反対の」動きが、政府によって推進され

るようになったのか、そして今後どのような展開で両政策が展開していくのかを検討して

いく必要がある。

第2節 近年の伝統文化からみられる「汐ンガポール文化」
現在、華人の民族文化、サブ 。エスニック文化や言語といつた、ローカル的なものを重

視する動きは、近年、世界的規模で開催されるようになつている華人同郷会の世界大会に

活力を与え、そこに絡む華人ビジネス 。ネットワークの拡大にも更に貢献することになっ

ている。上述のように、独立当初、否定されていた民族伝統文化と言語、そして更に副次

的なものが見直されるといた、ローカル性の復活が、現在では、国際都市シンガポールの

建設という目標に近づくための不可欠な要素となっている。

陳静文によつて『聯合早報』で指摘されていた、ローカル性の復活という意味での、最

も明確な事例として、中元会や地方劇での方言の復活があげられている。これまで進めら

れてきた、中元会での華語使用は、その場の雰囲気にそぐわず、方言使用の方向に逆戻 り

しているという現実と、シングリッシュ (福建語やマレー語源も含むシンガポール式英語 )

のような邪道であるとされていた言葉使いも、シンガポール文化の一つと見直されてきて

いるのである。
中2

中元節の風物詩として知られるのが、「中元会」である。「中元会」とは、宗郷会館、

企業、商店、コミユニティで組織 した「中元会」会員の中から「炉主」と呼ばれる人を選

出し、「炉主」が中心となり会員から寄付を募り、福物と呼ばれる祭品を購入し、福物は

「中元会」会場で、大勢の会員から入札されることとなる。「中元会」の「炉主」をつと

めることは名誉であり、また福物を手に入れることでも御利益に繋がるとして、「中元節」

*1 筆者の、 リー・ヨックセン元国家発展部高級政務部長への聞き取 りによる。(1999
年 )
*2『聯合早報』1998年 10月 3日。
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は年々賑やかになるばかりであるという。
Ч

この「中元会」上の入札では、従来福建語や潮州語等の方言によって、威勢のいい競 り

が行われていたが、「スピーク・マンダリン 。キャンペーン」が開催された当初、この競

りの言葉は全て華語に切 り替えなければならなくなつた。しかし、方言でしかできない言

い回しや、華語になると雰囲気がつぶれるといった批判が相次ぎ、1990年以降は、再び

「中元会」に方言が登場するようになつた。筆者の参与観察でも、1990年の「中元会」

と比較すると、1997年及び 1998年 の「中元会」での方言使用率は高いといえる。

また、華語推進に貢献しているシンガポール・プレスホールディング社 (『聯合早報』

を管轄 している新聞社)で さえも、1998年の「中元会」では、福建語による競 りが行わ
れていたほどである。新聞記者で歴史研究家の韓山元は「方言の最後の砦は中元会である」

と断言するように、
中2方
言でなければならないものが存在 し、それがシンガポールの文化

を形成 している。政府は、サブ・エスニック文化への復興運動と同時に、「中元節」での

方言使用は「シンガポールの文化」として容認するようになったのである。

また、春節から 15日 日は「元宵」と呼ばれ、春節の締めくくりの日として重要視され

ている。
Ⅲ3多
くの華人は家庭或いは職場で、旧暦元旦からこの「元宵」までに「魚生」と

呼ばれる生魚料理を食べる習慣があり、これは他の華人社会には存在 しない、シンガポー

ル華人独特の習慣となつている。

「魚生」は、主に生の鯉を薄く切つたものを、錫、薄い揚げ菓子、短冊切 りの大根等と

混ぜ、砂糖と醤油で味付けして食べるものであり、食べる際には、家族全員で、或いは同

僚や友人と、それらを混ぜながら「扮」と声をかけ、一家の幸福を願うのである。もちろ

ん、「魚生」は、宗郷会館の「団拝」でも欠かせない存在である。この「魚生」は、今日

では、シンガポールの春節に欠かせない文化となっており、筆者もこの時期華人に会う度

に、「魚生」を食べたかどうか尋ねられるようになつているが、この「魚生」を食べる傾

向も年々盛んになつてきている感がある。

一方、シングリッシュは、これまで間違った英語として、使用することが好まれていな

かつたが、現在では、シンガポール文化の 1つ として、受け止められるようになつてきて

いる。この傾向も、シンガポール人が自らの「シンガポール文化」を模索していることを

示しているといえる。実際には、シングリッシュは英語が崩れたものだけではなく、その

語源は福建語であつたり、マレー語であつたりするため、英語とは別のものと理解される

ようになっているのである。

例えば、Kyasuは語源が福建語の「憎輸」 (負 けず嫌いで我先に目立とうとする精神 )

を表している。この Kyasuと いう語は、これまでシンガポール人の悪い国民性を表す負
の意味の言葉として、使用することが好まれていなかった。しかし、近年 Kyasuは、「シ

ンガポール人らしさ」を強調する際に、使用されるようになり、ν湖,αS“ という人物が

主人公の漫画や、そのキャラクター・グッズも登場し、1998年 にはマクドナル ドで Kyasu

１

　

２

　

３

「中元会」についての詳細は、第 8章第 6節を参照。

筆者の、韓山元氏への間き取りによる。(1998年 )

「春節についての詳細は、第 8章第 2節を参照。
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セツトという割安のセットが売り出されるようにもなつている。そして、実際に MたKyα s“

の購読者やキャラクター・グッズの愛用者も多く、「私たちシンガポール人は Kyasuだか

ら。」といいながら、平然と割り込みをしたり、日立とうとしたりする若者も多いようだ。
Ч

現在、シンガポール政府は国民的な価値観を創造し国民統合を進める一方、サブ 。エス
ニック文化をそのまま共生させるという、正反対の方針を同時進行させているが、上述の

ように多文化の共生の中で生まれた「シンガポール文化」は、かつては文化として批判さ

れてきたものと通じていることが指摘できる。また、シンガポール華人の多元的アイデン

テイテイの中にも、これまでの存在 していたアイデンティティの他に、「 自分は Kyasuだ
から」というような、シンガポール華人独自ものが生じていることがわかる。

以上のように、19世紀から現在に至るまでの長期的な期間における、シンガポール華
人の多元的アイデンティティを多方面から考察したが、本研究では、華人アイデンティテ

イは多元的な要素が織りなす関係によって影響を受け、現在もその姿を変えていることを

指摘することができた。それは、あるアイデンティティからあるアイデンティティヘの移

行という形ではなく、多元的なアイデンティティのその度合いが変化したり、その一部が

変容したりという形によって、ァイデンティティが形成されていることを示している。ま

た、筆者が、とりわけ本研究で取り上げた宗郷会館、教育、言語、華人企業家の 4者関係
は、シンガポール華人のアイデンティティだけではなく、シンガポール社会全体に影響を

与える要素として存在していることを検証することができた。そして、その 4者のうちの
1者が機能しなくなると、華人社会のみならず、シンガポール社会が歪みをきたすという

事実を指摘することとなった。現在この 4者のうち、衰退の時期にあった宗郷会館が脱伝
統化を図り、生存の道を模索していることや、政府がサブ 。エスニック文化の復興を目標

に、それらに関する政策を打ち出し、関連する諸活動を支持しているのは、必然的な結果

といえるであろう。

最後に、以下において、本研究の限界を示す。本研究は、華人のアイデンティティを考

察することを目的としたものであったが、実証の対象が、青少年に限定されているという

問題を有している。実際、華人の世代間にかなりの価値観のギャップがあり、世代間のコ

ウホー トを設定 して、コウホー トごとの実証をすることが望まれる。次に、植民地時期に

は、華校に照準を当てて考察を行つてきたが、華校と比較する意味で、同時期の英校の調

査をする必要があつた。そして、英語教育を受けた華人のアイデンティティについても考

察を行うことが望まれる。最後に、情報提供者から得られた多くの情報を、提供者の意思

により全て言己載することができなかったことは、非常に遺憾であるが、そういつたものを

カバーできる多量の情報収集につとめる必要があつたことを反省点としている。

このような問題を有してはいるが、本研究は上述のように、華人アイデンティティを分

析する際に指標となるものを提起しただけではなく、あわせて、シンガポールのみならず

世界の国民諸国家に共通する問題として、国民の国家に対する帰属意識や愛国心のみから、

国家の発展を考えることの危険性を指摘し、「ルーツ」と伝統を知ることの意義を提起す

ることができたと考えている。

*1筆者の参与観察による。
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